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iま じ め V乙

地方水試の試験研究のあり方が論議される時代になって参りました.時代の進展

に伴い至極当然のことふ思います.

試験研究機関でも度々このことについて論議する機会を持、っていますが，次のよ

うなことがこれからの試験研究の原点ではないか， ということが屡々一致した見解

でした.

1. 現在の漁業を発展に導くための諸研究

2. 現在漁業対象となっている水産物が期待されなくなった場合K備えての諸研

究

の2点に集約されますが，要するに現在と，将来に備えての力の配分となりますの

で，漁民側から眺めると物足りない苗が多いことふは思いますが，減反調整を他山

の石としないためにも我々研究者は目的に向って只ひたすらに直進しなければなら

ないと覚悟しております.

昭和 46年 11月

場長 馬場勝彦

、
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沿岸漁場開発調査



タイヤ魚、保設置効米融金

I 詞重昌的

昭和44.年度からの継続事業で，投資効呆を増大し沿岸漁業経営の安定に寄与する。

E 副司重量内容

1.調査期同 昭和45年5月18日-10月5日まで

2 調査場所 鯵ケ沢沖合(前年度と同位置場所に設置した。)

3. 調査員及び調査船

調査員 技師沢田兼造，技師団村真通

調査船 試験船瑞鴎丸4O. 8トン16 0，馬力，庸船第3長栄丸3.49トン25馬力

4守 嗣査項目

1 タイヤ魚縫製作工程の検討

2 タイヤ魚犠稿亘調査 シ三

3 魚繰効呆詞査

(1) 漁獲試験及び集魚1犬前調査

(2) 標本船Kよゐ魚種男Ij漁獲高

5. 調査方法 前年度魚線設置場所を確認するため試験船瑞鴎丸を刷用した.叉，効果調査を実

施するにあたり，第3長栄丸を傭船し，漁法は一本釣漁法を用いた。

雌詞重量結呆

1. タイヤ魚犠製作工程の検討

工程は昭和44年度同様であるが，タイヤの大きさKよって組立を変更したのもある(工程図は

省略)。

2. 前年度魚係設置場所及び投入状況

鯵夕、沢漁業協同組合の共同漁業権漁場内で，鯵グ沢港赤灯台から北東 2.2浬，水深 20-2 3m 

のところに(昭和44年度設置場所と同じ)決定し試験船瑞鴎丸によって，昭和45年5月22日

から投入闘始し 3日時で 1，00 0本の投入を完了した。なお設置地点の底質は共殻混りの粗砂であ

ゐ。

3. 水中テレピによるタイヤ魚線検亘調査

昭和45年6月8日試験船育鵬丸で，魚僚の積重論査を水中テレビによって実施したところ，タ

イヤ魚礁は，原型のま~ 1組づっ 1-2m程度の距離で散在しているのが観察された。又，盟to4 
4年度設量したタイヤ魚礁には大部分海藻が附着し，付近Kは小魚の滋泳が認められた。

4. 魚線効呆調査

鯵ク沢港本尉処の第3長栄丸(3.9トン25馬力)を庸船し魚線設置場所を魚探で採宗，魚採反応ー

の有無をたしかめながらl本釣による漁業試験を，実施した。調査は昭和45年8月下旬-10月

上旬まで各月 1回実施した。

5. 漁獲試験及び魚探反応調査

漁獲試験の結呆は8月28 8は魚採反応、はあったが，餌付か悪く漁獲背無K終り， 9月上旬はタ

イ80%，エゾメバル20%であった。 10月上旬にはソイ 46%，エソ・メパ}v8 8 %，タイ 16 

%であった(第 1，2表，議 1，2凶)。

-3-



第 1表

845年9月813

第 2表

845年10月5日 漁業試験漁獲高

魚 手重 数 量 尾数 比率%

y イ 2 0 9 c; l尾 4 5.64 

% 
8 

60 
第2図

巳ゴ
I 7 5 C; I ' 3 8.2 I 

7 4 9- 1 ・ 1 6.1 5 
4 5 8 9- 3尾 1 00% 

ノ々 コニ タエソ
ソ ゾ
メ メ
2、. -"、-
イ ノレ イノレイ

との際司時K実施したタイヤ魚線上における魚探反応、は下凶のとおりでζれから 7月より 10月K

かけて魚種。t不明であるが，時期を間わず蝿集しているのが，認められ設置効呆か推察された。

S45年 7月14日

魚礁

S 4 5年 9月8日

6. 標本船Kよる魚種別漁獲高

S 4 5年 8月26日

魚群

S4 5年 10月5日

魚群

l 〆..../................~

'" .1 ザ/了芯手記:::::)~:::::::::~
"-.-;.::x.:~;:~:予:~:t.::::::::".:::~:x... /.%~::.:::.:~~::.:~.;:~~: 
J窓辺h総括?;(~1->

♂:>::.::;平ら〆:>~.. ~.，::.-~ 
'......)::目・ :;/ ..... ~// 

::~.>~ ... . 
'.'. 

S 4 5年8月28日

漁獲試験の外K鯵グ沢港を根拠とする小型船(3-6トン級)5隻を標本船とし，漁獲調査を実施

したととろ下記のとおりである。

-4 -



第 3表 (標本船 3隻による)

標本船Kよる魚種別漁獲高
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第3表の魚種別漁獲量は標本船によってタイヤ魚儀付近で三杭網漁法によって漁獲されたものであ

る。 339k1309を魚種男Ijにみると，ヒラメが全体の 85.2 8 %を占め，その外エゾメバル 5.1 

7%，エゾアイナメ 3.65%，タイ1.6%のj願と友っており根付魚が主位を占めている(第3SJ参

照)。

叉，昭和45年における榛本船，タイヤ魚樵刷用漁期別魚種別漁獲表は第4表のとおりで，大体6

__7月か主に利用され，一方魚種ではエゾメバルとタイの漁期が 10月までの長期にわたっているの

が注目される。

円
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第 4表 昭和 45年タイヤ魚保利用漁崩方iJ魚種別漁獲表

\魚\種\、~....__月、\万Ij 11 Fj 口 2月 3月 4月J5月!州 7月

エゾアイナメ

:1 イ

エゾメバル

ヒ フ メ

マガ レイ

タ ナ コ. 

タ イ

ヤナギムシガレイ

カナガシラ

!援カ ワ ヘギ

N 誠査の成朱および今後の謀通

1. 調査の成呆

8月 9月

(1) タイヤ魚儀設置後根付魚の蛸集か確認された。

10月 11月i12月!摘 要

斜却は魚繰で操業し
た月

6. 7月は 3枚網に
よる操業

8. 9月は lヱド釣に

よる操業で主として

観光漁菜

(2) 6月から 7月にかけてタイヤ魚僕付近から三枚網Kよって， ヒラメカレイ数，メバノレ棋の漁獲か

みられてきた。

2. 今後の諒題

(1) 耐和 45年度Kおいて水中テレビKよる積重調査を実施したところ，ほとんどの魚僚が 1組づっ

1-2mの間隔で分散しているのが観察された。魚儀をある程度集積して根付魚の集魚を多くする

ためKは，分散を防止するような方法を構じて設置すればなお一層集魚効果か増大するものと考え

られる。

(2) 標本船では三干文網漁法で魚篠付近から漁獲をあげているので. 4 6年度は一本釣の外，三枚網に

よる漁業試験を実施し，魚犠効呆の及ぶ組闘を調査する。

- 6 -
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並tto.魚礁設置効呆調盃

I調査邑的

魚犠刷用状況および集魚効呆を明らかにし，今後における沿岸漁場改良造成をさらに発展させるため

の基礎資料とする。

H 調査内容

1.調査期間

2. 調査場所

昭和 45年 5月~昭和 46年 2月

鯵グ沢，深浦

3. 調査員 技師団村真通，技師沢田兼造

4. 調査項目

(1) 魚儀の位置および現伏の確認調査

(2) 漁鐙量調査

(3) 標本船調査

(4) 漁獲試験および関取 D調査

5. 調査方法

(1) 魚採，水中テレビKよる魚繰の現状調査

(2) 各組合漁獲統計による漁獲量の推移調査

(3) 標本船として 10隻を依頼し，魚犠附近の刑用状況および魚種について調査

(4) 傭船により漁獲試験を行左うと共K上記調査で不十分な箇所の間取り調査

田調査結集

1.鯵グ沢

(1) プロック投入は陥和37. 3 9年の2回で，合計 370個が設置されている。プロフクは 1Km' VC 

散在し. 1 mぐらいの高さを保っている。

(2) 魚繰を刑用するのは主K小型船であれその漁獲量は鯵ケ沢の総漁獲量の約 20%程度である。

全体漁獲量が大きく変動する割に魚犠付近で漁獲されている魚種の漁獲変動は少左い。漁獲量は

4 0年以後，わずかK上昇の傾向が見られる。これは刺絹等漁具の普及Kよる漁獲強度の増加が主

函と考えられ，魚樵効果と直接結びつけることは困難である(第1図)。

(3) 標本船調査の結果，漁場は 5つの漁場K大別され並型魚線付近漁場から 5月だけで約 2，425千

円の漁獲が揚っているものと推定される(主K刺網による漁獲)。

6月以後Kついても魚繰付近での漁獲はか左りあるものと思われる(第2図)。

漁獲魚種はムシガνイ62.9%. ヒラメ:8.二%.マガレイ 9.4%.メバル 3.7%.その他 5.9

%と左っていゐ。

(4) 4回Kわたり並製魚儀で一本釣を行左ったが，いずれもクロソイ，アイナメの漁獲ーがあった

(七九 9，]. 0各月 1回実施)。
2.深浦

(1) 昭和38年VCIOO個のブロタク投入を行なっており，現在200m四方ぐらいに散在していゐ。

魚儀は魚探で識汚Ijできる程高くは左く，頭を 10-20叩残して沈下しているものと推定される。

(2) 魚繰を利用する小型船漁獲量は総漁獲量の約 30%で，これら小型船の主左漁業は~本釣である。

小型船の魚類総漁獲量は. 38年， 44年にピークをもち， 40年. 42年を谷として変動してい

る。しかし，魚犠の影響と思われるような上昇は見られない(第3図)。

(3) 標本船調査の結呆，漁場は 5つK大別され，並型魚犠はその漁場に入っておらず，漁業としては

全く刷用されていない(第4図)o' 
- 7 ._ 



(4) A 並型魚線上でふヰ釣を行なったか，いずれも漁獲は全くなかった(7，9， lC各月実施)。

B 並型魚儀K全く魚が付いてい左い訳ではなく. 1-2尾のクロソイが数回釣れたことが聞取

りの結呆誌められた.

N 調査の成集および今後の謀題

1. 調査の成呆

(1) 鯵グ沢

A 5月VC200万円以上の漁獲が並型魚繰から揚げられていゐ。

B 魚儀は必ずしも，漁獲の上昇Kは結びつか左かったか，今までの漁獲維持K効呆があったもの

と思われる。

(2) 深浦

A 鯵ケ沢程大き左効果は認められない。

B 原画として，近く K大き左天然憶があり集魚効呆か薄れた。

2 今後の謀題

(1) 問題点

設置後幾年か経ってからの調査は比較対象と左ゐ設置前の伏侃把握が屈難であゐ.

(2) 今後の議題

設置数年前より継続的K調査できるような体勢が必要である。

第 1凶鯵ク沢管内漁獲量の推移

「ー'¥
J-fぐっこ
~ 

ぷ

~ 

1，000 

500 

36 38 

4; 

総魚類漁獲量

~二二:;;
40 42 

- 8 -



. 

• 

第2:週 鯵ク沢地先説話、場凶

名 称 5月漁獲量

A 並型魚保付近漁場 '3 283.7K~ 

B 出来島漁場 12637. 7K9 

C 鯵グ沢(前中).. 700. 51(9 

D 赤石 " ラ80.うK9

旦L竺竺中 .. 542.号K9

第 3図深浦管内漁獲量の推移

トン

L∞o 

500 

「一一一

36 38 

審1 合
18.8% 

7 2.4 

4.1 

3.3 

1.4 

総、魚嬬漁獲量

イ

42 44年
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第4図深浦地先漁場図

4合瀬
6-11月漁獲量

A 鳥居崎漁場 8，9 0 9.1 K9 

B 噛作崎漁場 1， 2 1 6. 5 K9 
C 追良瀬漁場 1 2 6.0 K9 

D 深浦沖漁場 1，7 9 2.1 K9 
E 大型魚線 6 6 9.3 K9 

N 並型魚犠 0， 

X その他漁場 1，469.5K9 

-10-
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大型魚礁設置効呆調盃

I 調重量昌的

4 1年度初弧尉中r，4 2年度平館沖および43年度小泊沖K設置された大型魚犠の設量効呆を把握する
と共VC，今後の効率的刷用の促進を計る。

H 詞査内容

1.調査期閥 昭和45年6月~昭和46年2月まで

2. 調査場所

下北郡風間浦村下風呂沖

東津軽郡平館村沖

北津軽郡小泊村沖

第 1図下風呂沖大型魚像設量位置図

場大型魚礁投入位置

ζ〉天然漁場

05.000  m 

赤JI

第 1凶

第 2図

第 3図

- 1 1-
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小泊 j中大型魚礁設置位置図第3図
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傭
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調査員および詞査船

調査員 調査謀長豊川

技 師沢田

技 師団村

A 下風呂地区

(1) 

3. 

調査船(2) 

- 1 2-

小泊地区

4. 調査項目

(1)魚樵利用度

(2) 漁獲量左らびに漁獲努力

C 



(3) 漁獲試験

(4) 標本船調査

5. 調査方法

(1) 4の(1)は間取れおよびアングート調査

(2) 4の(2)は各漁協資料を使用

(3) 4の13)は傭船を使用し一本釣調査

(4) 4の14)は様本船の出漁日毎に漁場別漁獲量を魚種別に記録

血詞妥結呆

1.下風呂地区

(1) 魚線別用度 43年には地元動力船全船(78隻)によって周年利用された.各船の総出漁回数，

総、漁鑑量K対する魚犠周辺での操業日数および漁獲量は50-60%に達する。動力船4隻当りの

魚犠周辺漁場の利用日数は年間平均 80日前後で， 44， 45年も同様であったo

(3) 漁獲量ならびK漁獲努力

魚線設置後，動力漁船様動日数VC，それほど変動はない(第1表)。

第.1表 下風呂における動力漁船稼動状況表 (漁協資料) 単位隻

年1度5別1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

4 4 993 1，028 51 3 601 1，090 298 362 719 87 t 747 1，435 916 9，473 

4 5 757 735 807 1，263 1，154 406 315 706 867 461 808 769 9，248 

しかし漁船数の増大と共VC，漁船の大型化および装備の近代化が進んでいるので，漁獲努力は増加
しているととが予怨される(第2表)。

第2表 下風呂漁協Kおける漁船勢力の推移 (漁協資料)

JU毒性 4 3 44 4 5 

隻 数 ト ン数 隻 数 ン数 隻 数 ト ン数

1 

3 

5 

~ 3トY 7 3 1 5 8.7 5 7 5 162.2 2 76 164.4 7 

~ 5トン 3 1 1. 9 1 4 1 o.5 2 1 3 4 7.2 6 

，、‘' 。 。 。 。 7 42.05 

計 76 1 7 0.66 7 9 1 7 8.74 9 6 2 5 3.7 8 

附和45年K眠っては，その増加分の殆んどが，イカ釣漁業に対してであ九魚犠関連魚種への

漁獲努力は減少した。そのためヒラメ，ブリ，アイナメ左どの漁獲量が減少したものと考えられる

(第 3表)。

-13-



第3表 下風巴漁協年度別魚種漁後量 (漁協資料)

魚...____種:---.:::'年¥度、 40 4 1 4 2 4 3 

占R イ
2 7且IQ 14 kg 15k9 g K9 g 

タ ナゴ 3，0 6 2 1，5 1 6 3，02 6 1，4 7 1 

サ グ 4 。 7 44 5，474 

宅司F A 2 2，2 1 4 2 2，86 4 8，0 1 8 2 8，5 7 7 

サ メ 20，086 7，663 9，603 1 0， 7 2 5 

フ 8 2 1 558 894 3，246 

クロソイ 3，3 7 4 2，2 3 2 1，1 7 8 8，530 

アイナメ 2，643 2，3 74 92 8 3，1 8 7 

ヒ フ メ 1 3，1 7 8 1 2，5 2 9 2 2，2 56 13，245 

カ レイ 1 8，4 2 4 ラ， 75 5 7，2 2 1 3，259 

メ ノミ ノレ 386 。 。 1 2 

ホ :}' ケ
。 。 。 。

ヵラフトマス 2，90 1 7，23 6 3 9，80 6 3 3 

ス ズキ 7，0 9 0 1 1，62 3 9，1 1 3 2 2，4 6 3 

アジコク 一 一
ヤリイカ 44 4 276 2，004 4 1 

スルメイカ 5 2 2，0 2 5 4 9 0，5 8 2 5 2 9，6 2 7 7 3 1，2 2 5 

~ コ 4 0，5 6 1 5 7，7 6 8 6 6. 7 1 2 50，6 1 6 

./線は不明

(3) 漁獲試験 8月と 9月の 2回一本釣Kよって行った(第4表)。

第4表 大型魚犠周辺Kおける試験操業結呆表

第 1 回 4 5年8月7日 第 2 回

天 候 く も p 天 候

風向， 風力 N 風向，風力

潮流向，流速 sw 1 (推定)mi 1 e 潮流向，流速
透 明 度 12m 透 明 度

釣獲人員 2人 釣猿人員

釣獲時刻 1 0-1 4時 釣獲時刻

水 温 2 1. 8.C 水 温

魚 種 尾数 重量

サ ;~ 0.9K'I 

スルメイカ 4 O. 5 
漁獲状 t兄

ムシガレイ 1 6 3.5 
漁獲状況

計 2 1 4.9 

4 4 4 !') 

K5 9 

1，2 4 6 1，78 0 

281 40 1 

8，2 6 6 20，038 

1 8，8 50 2，964 

2 0，66 6 832 

8 5 4 2，9 86 

2 5 4 52 9 

2 8，2 0 0 4， ii 0 7 

1 5 6 97 5 

176 1，1 2 8 。 662 

1 1，96 4 

1 5，0 9 8 2 6.8 6 8 

6 3，4 2 1 4 2，6 8 7 。 。
994，695 5 8 3，2 2 6 

9 3，93 8 4 9，2 7 4 

4 5年9月12日

く も p 

w 3--4 

sw 1 --2 (推定)mi1 e 

2人

8-1 1時

2 3.1 C 

魚 種 尾数 亘量」
可司F ダイ 2.9 K'I 

ヒ フ メ 2 1.4 

ムシガレイ 3 0.4 

ホシザメ O. 9 

計 7 5.6 

魚探での魚群反応、は周辺漁場より多く，反応、の種頬も多様であり，魚燥に集った魚種の豊富念ことが

うかがえたe

- 1 4-



(4) 標本船調査

月別の魚繰周辺漁場への出漁日数を第 5表，魚種別漁獲量を第 6表K示した。

第5表 標本船の魚儀周4漁場への出漁状i5e. (標本船資料)
標番 出

漁
月 Bリ 出 漁 日 数

本
日

. 船号 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1 6 8 8 9 1 2 1 8 1 3 5 3 。。。
2 108 1 6 1 2 1 9 2 4 2 5 6 5 。 。
3 6 9 1 3 1 7 1 4 2 1 3 。。。 。
4 1 6 2 9 3 。。。。。
5 8 5 8 1 0 8 1 3 1 7 1 9 8 。 。
6 7 7 9 7 1 3 2 0 1 9 3 5 。 。
7 8 7 1 1 9 1 3 1 7 2 5 6 6 。。。
8 7 0 4 8 1 3 2 0 1 4 9 2 。。。
9 8 7 8 9 1 8 2 1 1 9 4 6 。 2 。
1 0 8 5 14 1 1 1 3 2 0 1 9 5 。。 3 。
合 言十 7 5 2 9 3 9 :3 1 3 2 175 1 5 7 5 7 3 5 Q 9 。
一隻平均 7 5.2 9. 3 9.3 1 3.2 1 7.5 1 5.7 5.7 3. 5 。0.9 。0.1 
第6表 標本船の漁獲状況表 (位し 45年1月1日から 11月21日まで)

出 -11  

魚 種 Jjlj 漁 獲 量 ( k g ) 
漁 出 漁

it在
日 日獲

ヨ司E ス プリ ヒラメ アンコウ タ コ スズキ その他 計 数 当量
Kg Kg Kg Kg Kg Kg Kg 

l，276 KF 
日 Kg 

1 455 1 6 188 3 7 580 6 8 1 8 

2 619 6 2 9 50 3 4 8 3 8 2 2 1，5 9 8 108 1 4 

3 413 7 169 9 1 1，70 2 1 1 9 7 0 2，5 7 1 6 9 3 7 
‘色

4 8 2 5 8 8 9 4 2 6 268 1 6 1 6 

5 1 2 1 1 5 2 2 4，1 7 1 495 1 5 4，839 8 5 5 6 

6 8 5 8 4 7 1，7 5 5 2 7 5 600 1 5 2，7 8 5 7 7 3 6 I 

7 1 5 9 3 9 1，3 3 8 4 2 0 934 189 3，079 8 7 3 5 

8 459 149 767 5 7 1，4 3 3 7 0 2 0 

9 437 1 4 3 2 1 7 4 441 92 4 1 0 2，032 8 7 2 3 

1 0 6 0 1 2 7 3 1 1 8 6 54 1，4 0 3 8 5 1 6 

合 言十 3，471 7 7 3 5 8 3.654 7，3 5 5 6，005 40 4 2 1，2 8 4 752 

ー隻平均 347 7 3 5 365 7 3 5 6 00 4 0 2，1 2 8 7 5 2 8 

漁後比率
% 16.6 O. 3 1.6 1 7.2 3 4. 5 2 8. 2 1 6 100 

-1 5-



魚犠刷用の頻度が最も高いのは 4・日月であれ例年 11・12月に出漁日数か増加するのに反し

滅少していゐ。これは昭和4f)年は海況が異常で，魚儀周辺漁場への凪遊魚の来遜が少i1:かったこ

とKよるものと考えられゐ。

2.平館地区

(1) 魚繰剥用度 昭和44年Kクロソイの集魚が確められてから，利用組屈が拡大し， 4 5年には今

期j東部漁協奥平部，砂、ク森部落からそれぞれ 3-4隻，平館村平館石崎漁協の約 10隻か刷用して

いる。利用時期は 2-10月で，集魚ずる魚軒の主体か比較的函返1主の風であるクロソイであるた

め，特に春期と秋期K集中する傾向があふ。
(2) 漁後道左らびK漁、後努力量 魚、係周辺漁場百での月別の出漁隻数，魚栓別漁生徒量を第 7表K示した.

第 7表大型魚犠およびその周辺持、敬和用1犬OL表

時
漁 獲 量

ヒラメ プリ タ イ クロソイ メパル

1 

2 
(31) 
31 

3 
(56) 
56 

4 
(864) 
869 

5 4 
(47) 

25 
83 

6 190 
(59) (7) 
85 97 

7 2.057 25 
(23) 192 60 
481 

8 %4 298 186 85 

9 89 55 34 
(481) 

190 
836 

1 0 105 31 83 
(301) 

33 
495 

1 1 129 117 158 

1 2 

言十 3，348 228 1(32234) 4 (燃L (η 490 

摘要:括弧内数字は大型魚議での漁獲量

下段は全体漁後量

( K9) 

油ザメ アイナメ その他|

138 38 

(6) (40) 
84 152 

99 155 

445 54 364 

14 349 

21 
(5) 
22 

92 
( 5) 
191 

122 150 

445 
(6) (50) 
625 1，421 

魚係での絵;漁猛量のうち，クロソイが95.6%を占める。

(3) 漁主主試験 1 0月1回一本釣によって実施した(第8表)~ 

-1 6-

延 延隻 魚業
出 僚船

計 漁 出数 附数 s/A 
日 近
重文 漁A 操B

(31) 
31 
3 37 3 8.1 

( 56) 3 95 3 3，1 
56 

(864 ) 20 346 100 
l. 045 

(93) 22 
348 

73 42 57.5 

(66) 35 310 26 8.4 
627 

(23) 、43 585 3 O. 5 
3，680 

(81) 51 442 4 0.9 
1，896 

(486) 27 86 11 12.8 
1，247 

(3C063) 3 25 127 28 22.0 

676 14 211 8 3.8 

C2P:J_5) 24312，312 228 9.0 
10，635 



第 8表一本釣漁獲試験結呆

天 候 は れ 漁 獲 物 摘 妄

風向風力 W 2 魚 種 尾 数 重 量

K!i' 傭船ー心丸
水 温 19.8 C アプラメ O. 7 

mi 1 e 2.5トン

潮流向，流速 SE V弘主/4(推定) ソ イ O. 3 

ムシガνィ 3 0.2 
釣猿人負 2名

釣獲時刻

言十 う 1.2 8時-12時
'-・

(4) 標本船調査乎館，石崎両漁協管内の一本釣，延縄漁船の中から 10隻を選定した。魚種別漁獲量

を第9表K示した。

第9表 標本船毎の漁独量集計表

様巻 漁 獲 量 A B 
本 魚繰から B/A 
船号 ヒラメ フ リタ イ タロソ 4 メバル 泊ザメ アイナバ その他 計 の漁盤量

168 22K8 g 2ラK7g 
K!i' K!i' 44K5 F 21 K1 g %k7 g 3，.7身 守 も1 

2 1，657 1，.489 202 38 10 3，396 873 25. ? 

3 1，001 1，ο01 1，001 100 

4 62 21 66 65 215 51 24.1 

5 4 27 22 242 117 412 。 。
6 867 300 288 68 262 1，785 う7 3.2 

7 29 29 23 79.3 

計 3，348 228 1，244 2，833 4如 445 625 1，42..1 10，635 /2，005 18.8 

クロ Yイの漁獲量が大半を占める。

3. 小泊地区

(1)魚儀制用 設置後2年目であるが，か左りの頼度で制用されている(第10表)。利用時期は主

として 5-9月の夏期K集中している。

-1 7-



第10表 4 5年 大型魚繰およびその局辺漁場夏期利用吠侃表(普及員資料)

CFL 
利 延隻 延 人 魚 種 方リ 漁 猿 量 (K9 ) 

用
刺 別 計

船
数 用数 用 員 タ イ メバル タロソ4 アイナメ その他
隻 隻 人

5 4 9 44 2ω 360 1∞ 10 730 

6 14 62 265 7 1，235 955 263 32 2，，492 

7 22 141 707 2，897 755 872 395 22 4，941 

8 24 212 958 3，933 573 673 375 27 う，'581

9 21 163 754 2，785 兄0 542 275 17 4，119 

10 14 49 206 969 163 395 173 10 1，710 

計 99 636 2，934 10，591 3，486 3，797 1，583 118 19，573 

(2) 漁獲量および漁猿努力量年別，魚種別漁獲量については第 11表K示した。

第11ヨ 小泊村VC$'ける年別魚種別漁獲量

涌戸空 4 3 44 4 5 

数 量 金 額 数 量 金 額 数 量
正g 円 K9 円 K9 

プ 442 1 0 1，80 2 336 7 3，92 3 。
サ メ 3， 1 1 5 2 8 7，6 8 1 1 6，1 8 2 2 4 2，7 3 6 4 1 2，0 5 7 

、
タ イ 1 9，6 8 3 3，3 4 3，9 5 1 3，1 7 2 1，2 9 u，4 1 4 1 1，5 8 3 

タ ナ コ. 7，623 1，0 4 5，0 3 8 6， 3 0 3 6 3 3，6 3 3 1 1，7 7 1 

カ レイ 1，7 5 3 2 5 7，8 9 2 438 1 4 0，2 8 0 1，1 7 8 

ヒ フ メ 4，1 7 7 1，1 4 8，940 3，9 6 7 1，2 0 3，2 1 7 4，3 4 7 

クロソイ 1 4， 7 0 7 2，4 0 0，5 5 8 8，2 1 5 1，7 1 4，8 8 7 1 6，8 3 0 I 

アイナメ 1 7 7 2 2，8 1 5 。 。 。
ヤブギメバル 8 1 7，60 1 1 02，4 5 9，03 1 34 3，2 3 1 6 2，2 4 2，54 3 5 8 9，8 9 9 

ヤリイカ 1 0 1，0 1 9 

スルメイカ 4，2 4 1，2 0 3 

そ の他 3，3 52 

年々漁船の大型化，装備の近代化か進み，それK伴って漁後努力は増大していることが予想される

(第 12表}
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-{ 

第 12表 小泊地区漁船勢力の推移 (漁協資料)

出区分
目白 和 4 0年 H古 手口 44年

無動力船 動 力 船 無動力船 動

階層区分 隻数 ト :/ 数 隻数 ト ン 数 隻数 ト ン 数 隻数

日トンフ転i筒 164 1 2 2.4 9 1 3 7 3 5 4.4 0 126 1 0 0.8 0 1 1 7 
トン

5 -1 0 う.3う 1 0 
トン

1 0 ~ 21 7 1 0 6.2 6 1 7 
トン

20 -50 2 5 9.2 9 9 

トン
50-100 2 

計 1 6 4 1 2 2.4 9 143 う2う.30 126 100.80 1 4 5 

13) 漁狼試験 9月1回一本釣によって実施した(第13表)c 

第 13表小J自における漁後試験結呆(4 5・9・25実施)

天 イ民 く も p 漁 猿 物 摘

風 向 w 魚 才重 尾数 重量 調査船(傭船)

風 力 チダ イ 2 50 9 漁宝丸 4.31トン 25 HP 

釣住人員 3名
流 向 NE アイナメ 80 

H 時刻 9-12時mi 1 e 

力 船

ト ン 数

1 9 3.1 2 

9 1. 1 0 

1 3 7. 4 9 

3 5 9.4 9 

1 2 5.1 0 

906.3 0 

主是

流 速 1-2 (ナ碇) そ の他 3 3 4 1 その他の魚種 ヤナギメバル，ベラ，

7.k 温 / 言十 6 930 カナガシラ

(4) 様本船調査 地元の5トン未満の小型車力ブJ船 10隻を選定した。結呆については第 14表K示し
た。

-1 9-
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第 14表 小泊における様本船漁獲量集計表

可?! 漁 獲 数 量 ( Kg ) 
言十

延出漁

メバルクロソイ タ イ ヒラメ アイナメ スノレメイカ その他 日 数

1 1，050 7 28 1，085 23 

2 878 10 888 1p 

3 675 5 166 847 24 

4 1，023 59 1C衿 4 13 1，284 2，577 59 

5 530 952 25 3 4 55 1，569 45 

6 (144054 ) (85) (206 ) 54 
(3U) 

2，240 (1 1000 ) 
(285) (5) 

151 3.006 43 

7 (171。) (223 ) (249) 17 
( 127) 

2，160 
(770) (25) 。 13 4 2..194 20 

8 
(202) (207) ( 1，090) 22 ( 116) 270 

(28) ( 1，643) (51 ) 
51 。 156 2 564 1. 06う 21 

9 
(147) (298) (978) (128) 

410 
(99) (1，650) ( 43) 

127 60 57 。 1，899 2，553 30 

1 0 
(0) (0) (50) 

330 
(50) (4) 

152 39 50 572 34 

1 1 285 13 31う 2 393 1，008 63 

1 2 444 。 . 644 5 1，093 45 

計 6， 329 2， 105 2，888 1，059 438 5，080 4，956 22，855 551 

一漁 数量 5，669 1，292 501 1，059 37 5，080 4，819 18，4う7 423 

般場 % 88.6 61. 5 17.3 100 8. 5 100 97.2 80.8 76.8 

魚漁 数量 660 813 2，387 。 401 。 137 4，398 128 

儀場 % 10.4 38. 5 82. 7 。 91. 5 。 2.8 19.2 23.2 

集計できた標本船 5隻の絵、漁獲量のうち魚、線での漁強か多かった魚檀は，アイナメ，タイ，クロソイ

のj辰であった。

IV 嗣査の成朱および今後の謀週
1. 調査の成呆

(1) 下風呂地区

A 魚儀周辺漁場は周年利用され， 1隻あたり平均利用日奴は80日前後であゐ。

B 魚儀隣接漁場でのヒラメ，ブリ，スズキの件、後量は増加していふ。
C 魚樵上での魚探反応から集魚々経の多様性がうかかえた。

(2) 平館地厄
A 魚候不U用時期は2~ 10月で 4， .'i月と 9. 1 0月か特に多い，

B 魚犠での漁後初の大半がクロソイで占められ，i魚住量からも，その渠魚、効呆は明らかと在った。
(3) 小泊地区

A 魚健、利用時期は日 ~9 月の夏期に集中している。

B 魚首長での告書J位:量の多い魚種としては，アイナメ，タイ，クロソイ左どか，挙げられゐ。
2. 今後の問題点

(1)問題点
A 魚仮設量効呆は資板、の来送量その他の不確定安素によって影響され易いため，その判定に難し

さはあゐか，これら各安素を正確に把握すゐ資料を十分に持て左かったことか，一層その闘難さ

をますこととなった，

B 漁狼試験で十分に集魚状態を詰め得左かったのは，その時期，万法に少左からず問題刀、あった。

(2) 今後の諒也

A 能率的~，法を用いゐと共 VC ， 水中テレビ等をれ用すゐことにより，正確左集魚1犬態の把握を言十
ゐ。

B 漁後対象魚の生活の場としての，魚係の役割を解明するためにも，生物的民境調査の充実を凶

ゐ.
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貝類資源開発調査

I 調査目的

本県日本海になける，未利用貝類資源漁場を開発し沿岸漁民の生産向上に寄与する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和45年7月14日から同年7月30日まで及び，昭和46年1月10日から同年2

月13日まで

2 調査場所 青森県日本海海域(主として鯵ケ沢沖)

3. 調査員及び調査船

(1) 調査員技師沢田兼造技師団村真通

(2) 調査船 委託船第3長栄丸(3.49トン 25馬力)

試験船青鵬丸(1 9. 9 4トン-170馬力)

4. 調査項目

(1) 漁場

(2) 漁具月11時期男11漁獲量

(3) 漁獲物組成

5. 調査方法

昭和45年7月14日~同年7月30日までは委託船第3長栄丸で，昭和46年1月10日~同年

2月13日まで 11日間試験船育鵬丸でツプ籍を用いて実施した。

盟調査結果

1.漁場

(1) 委託船第3長栄丸では主として鯵ケ沢溶から北東6.6浬の範囲でもって水深10-15mの砂泥

地帯を対象Kして調査を行左った。

第1図 委託船調査漁場図

IJf

、

注

M-泥

Bー砂

(数字は調査回数)
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8 

9 

10 

11 

(2) 昭和46年 1月~同年2月13日まで試験船青鵬丸で冬期聞の日本海(主として鯵ケ沢沖合)の

貝類の棲息分布調査を実施した。その調奄表(第 1表)並代調査漁場幽は第2図のとなり。

第 1表 昭和45年度冬期間になける調査表

投 籍 漁 場 j犬 況 揚 籍

丹日 海区|時 I自需主数 水深 底質 底層 地形 投籍方向 月日 時 間 雪量数
水温

1.10 

l.l3 

1.1う

し18

1.20 

1. 21 

1. 27 

1. 30 

2. 4 

2.10 

2.12 

押l
。
c 

77 a.30-心9.50 38 うう-45i S 10.4 平担 FトS 1.13 07.40-08.30 

40 うシー60 S 9.う /J EJ-N 1.1う 13.00-13.うO

う1 113.2う-13.45 40 30-2う S 9.6 /J 羽んE 1. 18 10.30-11.05 

8う 13.24-13. 40 40 6予、ぅι S:M 9.9 /J ENEl--W5W 1.20 9.30-10.00 

% 11. 05-11. 20 40 12-16 SM 9.6 " N-NNE 1. 21 9.20-9.50 

90 10. 1う-10.2日 40 l テ~14 S 8.6 κI NNE-NE 1. 22 11.l0-1l.40 

42 11.19-11.2う 40 '37-33 S 9.4 " ENEトーNEE 1. 28 8ぅ8-9.27 

93 03.3う~似.45 40 6テ、，うう S 9.0 " 羽んE 2. 2 13.うう-14.30

桁 09. 1う-09.22 34 70-ω S:M 8.0 " N-S 2.10 ω.20-09.う0

79l112Mの 34MMS82M N:21100h103う

的 10.40-1し101 38 1 5-ιS  1 8.7 1 /J ト E 12.13113.25-13.切

，.' /. ーー一 ， 
， / 

第21習 試験船調杢漁場図(S 4 6・1月-2月まで)

N 

4 I布
/高山

。の数字は操業順位

( )の数字は訴事、区番号

2 5 0，0 0 0 
口 2，OOOm

38 

40 

40 

40 

40 

40 

4ω~I 
34 

34 

38 

F 



2 漁具漁法別時期別漁獲量

(1) 昭和45年7月の調査K使用した漁具は竹籍で 3(1個一放しとした。漁具の主要寸法並びVて操

業方法は第3閣のとなりである。

第3図 ツプ籍(竹製)操業区1並びK寸法

(2) 昭和46 年 1 月~2 月まで調存した使用漁具の主要寸法並びK操業区l は第 4 閣のとなりである。

メイポ1)ン

手-;.-1'

空耳京拘号訴，~
JsO.，.誌

(3) 時期男11漁獲量

第4関 ツプ籍(鉄製)操業図並びK寸法

凶) 昭和 45年7月14日-7月30日までの 16日間で漁獲されたパイ員の日月11，漁区別水深，

底質1籍当り捕獲数，平均殻長，平均体重を示せば第2表のとなりである。
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第2表パイ貝操業男iI漁獲表

月 日 漁区番号 水 深 底質 漁獲数量 1籍当 b 平均殻長 平均体重

7/14-15 7-15m MS 204個 6.5個 63.7胸 38 fI' 

1 5-16 2 12-1 6 " MS 1うo" う " 63.5 37 

1 6-1 7 3 9-10 " S 。"。" --------------1 7-18 4 10-12" S 10" 0.3 " 63.8 37 

1 8-1 9 5 9-12" MS 20 " 0.6 " 63.6 37 

19-20 6 9-12 " MS 260 " 8.4 " 64.1 38 

20-21 7 9-12" S 1 8 0 " ラ.8 " 6 4.0 38 

2 1-2 2 8 9-14" S o " 。" 
-------

____ I 

22-23 9 12-15" MS 1 20 " 3.8 " 63.7 37 

2 3-24 10 12-16" S 1 2 11 0.38 " 63.0 37 

24-25 1 1 13-15" S 200 " 6.4 " 64.5 38 

25-26 1 2 后-10" S 65" 2.0 " 1) 4.2 37 

26-27 1 3 7- 8" S 9 0 11 2.9 11 6 3.9 3 7 

27-28 1 4 自-10" S 6 0 " 1.9 M 1)2.6 37 

28-29 l号 o- R" S 3 3 11 1. 0 " 63.う 37 

29-30 1 fi 7-10" S 号o" 1.1 " ι4.0 38 

計 1，454 3.0 " 

侶) 昭和46年1月-2月まで11日間操業し漁獲された貝類の日男ll，種類別漁場男11，水深底

覚漁獲量，平均殻長，平均体重Kついては第3表のとなりである。

-24-
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第3表 ツプ籍漁業操業用|漁獲表(冬期聞になける)

月 円 種 類 漁区番号 水 深 底質 漁獲量 一緒当り 平均殻長 平均体重 イ席 考

行1 {固 イ国 現:m !1 

1.10-1.13 
モスソガイ 77 弓弓-4う S 11 0.3 38.4 lう.9

マユツクリ N // N M 8 0.2 36.弓う 6.18 

モスソガイ 68 5う-60 S 4 0.1 38.2 lう.7
1.13-1.15 

--------
どイ~ / ~ ~ ~ 
/ うl 30-25 S / / / 

ヤアウプニドラ~カザメリ3~~0l伺1尾個1.15-1.18 
/ ~ ~ / / / / 
モスソガイ 8う 6ら-56 8M  20 0.6 3う.1 10.71 

1.18 -1.20 
4.91 マユツクリ 11 11 " " 号O 1.6 38.4ι 

/ 9ι 12-16 8M  / / / 
1.20 -1.21 
/ ~ ~ / 1/ / / 
ノ《 イ

1.21-1.22 
90 13-14 S 0.03 6.8 41.0 カニ-1尾

ネゴザメ -I~

1.27 -1.28 
モスソガイ 4 2 37-33 S 20 0.6 28.2 6.84 

モスソガイ 93 6う~う弓 S 9う 3.1 32.33 10.73 
1.30-2. 2 

マユツク 1) 11 // " // 23 0.7 34.99 4.9 

モスソガイ 8ι 70-60 81¥1 1 7 。う 28.16 6.4弓
2. 4 - 2.1 0 i 

ι4 2.1 30.39 3.弓4マユツクリ 11 // // // 

モスソガイ 7 9 円2-80 S ラO 1.6 27.4 9 4.81 
2.10-2.12 

40.号5 4.号βマユツクリ 11 11 11 11 10ι 3. ') 

ノイ 8CJ う~ι S / / ノイfカニ-1尾
2.1 2 -2.13 
/ レ子 / / ネコザメ-1尾
モスソガイ 217 

計 マユツク 1) 251 

ノ、 イ

i口斗 言十 469 

3. 漁獲物組成

(1) 7月の漁獲物の中で，パイは優占種であ 9，他の貝はほとんど見られ左かった。

(パイ貝写真殻長6-8cm)
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(2) 昭和46年1月-2月まで11日間調査した中で漁獲された員類はモスソガイ，マユツクリが主

で， この種以外の員類については，ほとんど漁獲されだかった。

(モスソガイ殻長3-4cm)(マユツクリ竣長4cm)写真参照蝿

N 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 悉託船十てよるパイ籍試験を実施した結果好成績をあげたことから地形j、型船(4-6トン級)5 

隻がパイ籍漁業を実施するように在った。

1隻当りの書室数は150-300個(秋田式)で， 1回操業1万個近い漁獲をあげた船もあ9，
7月から 9月上旬までの間代は，少左くとも 1隻当り 20万円の7M易げをしているものと推定され

る。

本事業の企業としての見通しK希望がもたれるので， 46年には操業隻数も増加するものと思わ

れる。

2. 今後の課題

(1) 問題点

試験船育現島丸Vてよって昭和46年1月-2月まで実施したツプ籍漁業試験は，さき kてのべたと

なりモスソガイ，マユツク 1)がほとんどで殻長も小型左上K漁獲量も少念いことからこの種の貝の

冬期間Vてなける企業は現時点Vてないては，有利とは認めがたν、
(2) 今後の課題

鯵ケ沢沖合水深20 0 m_  4 0 0 m vcはエプボラモドキ(授長 11_12cm)，テングニν(殻
長 10_11cm)，エ γ チュウパイ(殻長7-8cm)，の棲息が試験船幸洋丸のズワイガニ漁業試

験の際混獲されてなり，特にエッチュウパイの分布は久六島周辺からr中合は小島周辺まで広範囲に

棲息していることが確認されている。殻はこわれやすいが，肉身の歩留は良〈美味で，鯵ケ沢では

1個50円程度で売買されていることから今後この種の漁場開発を実施して企業イじをはかることも

考えられる。
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カレイ、ヒラメ刺網漁業試験

I 調査目的

日本海Vてなける冬期調(1-3月)のカレイ， ヒラメ類の分布ならびに因追移動状況を調査し，小型

動力漁船を主体とする沿岸漁業の経営安定K寄与する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和46年 1月5日から昭和46年3月31日まで

2. 調査場所 日本海沿岸海域

3 調査員なよび調査船

調杢員課長豊川 毅

技師

技師

調査船試験船

4. 調査項目

(1) 漁 況

(2) 魚種組成

(3) 成熟度

(4) 胃内容

5. 調査方法

沢田

田村

青鵬

三枚網による漁業試験

兼造

真通

丸

月iI図出漁区域での出漁毎の漁獲成績をP帳K記録し漁期終了後整理分折した。

E 調査結果

1.漁況

青鵬丸による試験操業は，第3表に示すように1月4回， 2月7回， 3月6回実施した。ヵ νイ，

ヒラメの漁期は3月中旬から 6月までであるが，試験船の操業期聞は漁期前であるため全般に低調で

あった。

2. 魚種組成

漁獲量が少左く，漁区毎に魚種組成が大きく変化するため推測の域をで左いが，漁獲された魚種の

内ではマガレイが最も多く，期間中平均して魚獲されている。 3月末にその量が増大していることか

らマガνイの来遊は，他の魚種よりは早く特に3丹末来遊量が増大するものと予在日される。

3. 成熟度

円本海になける三枚網の主要対象魚はヒラメとマガレイでありいづれも産卵期に入って沿岸lて回遊

する群が対象と考えられる。

(1) マガレイ

第2図K示すように， 自立の生殖r腺重量比をみるとその値は月どとに増大の傾向を示し，特に 3月

中旬以降は20前後の値となり，かなり熟度は進み産卵間近であることを示している。向3月末に

在るに従い雌の混獲率が低下するのは，回遊Zコ際，雌雄聞に産卵場へ向かう時期的ス・νが存在する

ことを示しているものと思われる。しかし， この点に関してはさらに詳しい調査が必要である。一

方雄十てついても同様のことが言え，特tて3月27日漁獲した 10尾は全てが完熟した状態であった。

(2) ヒラメ

測定尾数が少左いため検討を加えるに至らなかった。
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パパガνイ

漁獲量はマガνィ，ヒラメに次いで多くその生態に関しては太平洋岸の周遊控卵Kついて，石戸

( 19 6 2，東北水研報告21)の報告があるが，八戸漁場が主産卵場で産卵期は3・4月である

としている。今回の漁獲調査で2月中K漁獲した雌5尾中4尾が完熟放卵状態であったことは， 日

本海岸での産卵場及び時期の解明K当って極めて興味ある事実といえよう。との点K関しても今後

きらK詳しい調査が必要と思われる(第3-4図)

胃内容物

胃内容を調べたが摂餌している個体は少左く又摂餌していてもその量は少左ν、
(1) マガνイ

5 2個体(1-3月)VCついて調査したうちで胃内容物が見られた個体は21%(11尾)で胃

内容1個体(6.0 8 :r )を除いては殆んどが1:r前後である。
内容物はゴカイの一種，イカ類カジカ，カマス筆である。

ヒラメ

6個体(1-3月Hてついて諦杏したが，
以外は空胃であった。

(3) パパガνイ

11個体(1-3月)VCついて調査したが，イ可れの個体も全〈胃内容物は認められ念かった。

(3) 

4. 

(2) 

カタクチイワν(2 5.5 :r)が胃内K見られた1個体

調査の成果および今後の課題

調杏の成果

今回の調脊は日本海Uてなけるカレイ， ヒラメ類Vてついて漁期育irVC行宏ったものであるが， これまで

解明されてい乏いカ νイ，ヒラメの生態的部分を多少左りとも埋める意味で意義があったものと思わ

れる。

2. 今後の課題

今後のカ νイ， ヒラメの生態調杢を充実する上で本調杏(漁期前)を継続すべきであると考える。

第1図 マガレイの体重と生殖腺重量
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マガレイの成熟度
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第4図 ノ4パガνイの成熟度
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第 1表 三枚網漁業試験調査表

操 投 網 網 漁 場 1犬 況 場 縄
業

底戸A. 月日 海 区 時 間 反数 乃て 深 底質
水温
地形 投 楠方向 月日 時

反 作1
、d
c 

1 1.13 わの 2 凹.25-0ヲ.4う 15 う3-57 S 9.5 平坦 NE-SW 1.1う

2 1. 18 つの 4 09.4う-10.00 1ラ 2うSM 9.8 " NE-SW 1.19 0ヲ.20-10.10

3 1.21 左の 6 11.03-11.10 1う う7-68 S 9.5 /1 WNW 1.22 09.20-0ヲ.うO

4 1.27 左の 21 10.3テ-10.4う 20 41-36 S 9.6 /1 S 1.28 06.日-10.45

5 2. 2 左の 71 13.32-15.40 2ラ 80-70 MS 9.0 /1 E 2. 3 a.00-08.う0

6 2. 4 ねの 8 09.3う-09.4う 2う 7う-65 MS 8.7 /1 ESE 2.う 07.40-08.10 

7 2.12 つの 8 12.00-12.1う 30 93-100 M 9.0 " E-S 2.13 07.00-ffi.lう

8 2.14 ねの 7 1 13.1う-13.2う 30 8う-7うMS 9.1 /1 九，v-E 2.1う07.45-08.ら0

9 2.16 れの 4 12.4う-12.日 30 76-90 SM 9.1 " W-E 2.17 明 00-09.25

1 0 2.22 ~の 9 09.30-09.40 30 100-99 M 9.0 /1 NNW-S SE 2.23 07.4ら-08.50

1 1 2.26 在の 10 0ヲ.うう-10.10 30 9う-100 M 8.0 " S-N 2.27 07.3う~侭.30

1 2 3.10 らの 8 13.40-14.0う 30 83-78 MS 7.6 /1 W-E 3.12 07.切-08.50

1 3 3.12 らの 10 14.0ラ-14.1う 30 90-87 MS 7.4 " SW-NE 3.13 仁丘町-07.号。

1 4 3.16 ねの 6113.28-13.45 30 8弓-80 MS  7.6 /1 W-E 3.1君 10.00-11.00 

1 5 3.20 うの 9 09.00-09.1う 30 8弓-65 MS  6.う " W-E 3.24 07.4う-08.40

1 6 3.24 ょの 3 1 13.00-13.20 30 うう-6弓 S 5.0 /1 ENE-WSW 3.26 回.2う-09.3う

1 7 3.27 ょの 3 10'ヲ.5う-10.10 30 う0-45 GS う.2 /1 'N-E 3.28 08.20-0ヲ.10

1 8 3.29 たの 2111.10-11.40 30 60-う7SM 7.3 /1 SW-NNE 3.31 07.4う-08.40

1 9 3.31 らの 210ヲ.20-10.00 30 20-27 S 7.8 " NNW-ES E 4. 2 10. 15-11.10 

20 4. 2 左の 1 1 14.珂-15.00 30 20-22 S 7.8 /1 S羽T-NE 4.う 07.うう-08.40

2 1 4.うねの 3 113.10-13.20 30 40-37 R 7.8 
やや
SW-NE 4.8 07.40-08.50 

平上E

2 2 4. 8 らの 6 113.40-13.日 30 20-24 R 8.4 /1 S-W 4.12 0う.00-0う.45

2 3 4.16 れの 3 1 10.4う-17.05 30 45-48 MS 9.8 平塩 NE-SE 4.19 07.40-10.30 

Z 4 4.19 れの 3 114.20-14.30 30 うう~ラ3SM 9.6 " SW-NE 4.21 06弓0-07.40

2 5 4.21 らの lう 14.00-14.1う 30 8う-88 SM 10.0 " ES E-WNW 4.28 09.40-10.4う

2 6 5. 4 ねの 16 10.20-10.3う 30 132-140 R 9.8 // ESE-WNW う.10 10.40-11.叩

i口L 言十

L 



B L B W 性Jji1 生硝腺 胃内物
A. 測定 目 魚 種

Cmm) C il') 
イ蒲 考

字 3 重量(外 重量内容物

? 

3 8 46.2. う マコガνイ 21 2 167 。 4.3 0.1 虫

39 N " /1 /1 216 1 75 。 1 3.2 0.1 ヨz
4 0 1/ 1/ /1 1/ 187 1 21 。 6.1 0.2 ゴーカク類

41 n 11 1/ 1/ 19.0 1 1 7 。 1.8 0.1 1/ 

4 2 N N " 1/ 203 1う8 。 6.1 0.3 " 
4 3 1/ /f 1/ 11 197 1 19 。 3.1 0.1 1/ 

4 4 1/ "17 ヒラメ 370 699 。 1.2 。
4 5 1/ /f 1/ ノヤ〈ガ「νイ 370 1，000 。 1 7.7 。
4 6 1/ 11 N 1/ 36ラ 1，0号。 。 2 1.2 。 完熟卵

47 1/ 1/ 11 1/ 232 232 。 2.8 。
4 R 1/ " 11 アカガジラ lうl 70 。 0.6 。
4 9 /1 /1 11 11 174 89 。 o.う o.う
5 (l 1/ 1/ 1/ 11 219 194 。 12.9 。
5 1 1/ λ， 1/ 11 202 1 38 :0 2.0 η.2 不明

5 2 1/ 1/ 11 11 202 1 27 。 1.2 1.3 虫

53 11 11 11 11 242 239 つ 26.4 。
5 4 11 11 1/ 11 2つ3 l弓う 。 10.8 。
5 5 /1 // 11 /1 24 "3 289 。 29.号 。
5 6 " 11 1/ ム乙/ガレイ 219 l号8 。 10.1 つ.う!不明

57 1/ 1/ 2 3 1/ 22 3 1 7ヲ 。 "3.6 。
5 8 11 11 /J 1/ 2"34 182 。 9.8 。
5 9 " 1/ 11 1/ 22 1 163 。 う.8 。
6 (l 11 1/ /1 1/ 216 144 。 4.3 。
6 1 If 1/ 11 1/ 2う2 3 37 。 14.7 2.4 カニ

6 2 1/ " 11 1/ 21 1 lうヲ 。 3.2 。
63 /1 " 11 1/ 222 1 83 。 6.2 。
64 " " 11 1/ 184 1 22 。 6.7 。

， 6 5 1/ 1/ 1/ 1/ 214 1 3 1 。 2.3 。
6 6 1/ 11 11 1/ 231 23 1 。 1 3.1 。
6 7 1/ 3. 1 2 マガレイ 2き4 608 100 。 完熟卵

6 8 " 1/ H " 338 1，070 26う 。 半熟

6 9 1/ 1/ /1 11 2ぅ4 379 41 。 l' 

7 (l /1 11 H 11 293 6う弓 10弓 。 1/ 

7 1 1/ 1/ 1/ 11 29う 680 128 。 1/ 

7 2 " /1 /1 
を， 2うつ 340 47 。 完熟

7 3 /1 11 1/ ムνガνイ 194 13 5 
。 2 。 半熟

7 4 1/ 1/ // 1/ 122 3う
。 0.2 。

7 5 1/ 1/ 1 8 マガレイ 23 7 280 。 3う.0
7 6 1/ 1/ 11 (/ 28つ う00 。 10").0 

一一一九
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B L B W 性月I! 生殖掠 胃内容
;vo，司 測定 日 魚 種

(mm) ( :;-) 
備 ラ号

♀ 3 重量(め 重量内容物

? 
7 7 4 6.3. 1 8 マガレイ 264 460 。 97.0 
7 8 1/ " /f " 260 370 。 50.0 

7 9 " 11 11 旬 25.2 320 。 56.0 
8 0 1/ 11 /1 ヒ ラメ 22 3 150 。 6.0 カマス

81 11 11 2 4 マガνイ 242 30う 。 35.0 
82 " 11 /f 11 27 f) 442 。 87.0 

8 3 " 1/ 11 11 23 7 310 。 32 。
8 4 // /1 11 11 290 610 。 86.0 。
85 // 11 /f 11 2う2 339 。 47.0 。
86 // 11 /f 11 272 473 。 7う.0 1.7 

8 7 1/ /f 11 11 23 1 うら3 。 73.0 。
88 /f 11 11 11 310 735 。 1 19.0 。 完熟

89 /f 1/ 11 11 3 1 'i 724 。 92.0 。 " 
100 " " " 11 266 428 。 49.0 。 11 

1 [) 1 11 11 11 マコガレイ 21 3 163 。 0;.7 。
1 02 " 11 /f 11 197 1 1 7 。 1.2 1.4 

1 03 11 11 11 11 200 1 18 。 2.2 。
1 0 4 1/ 11 " 11 23 3 148 。 20.0 0.6 

1 0 fi 11 11 // λア 1弓弓 6ヲ 。 1 1.4 。
1 0 6 11 11 /1 11 186 120 。 1 2.3 0.9 

1 () 7 11 " 11 /1 212 163 。 0.3 。
1 08 /f 1/ 1/ /1 186 1 25 。 7.8 1.0 

1 0 9 1/ 11 11 /1 144 う0 。 0.4 。
110 1/ 11 11 11 161 70 。 1.1 。
1 1 1 11 11 3 1 /1 2う6 396 。 うう 。
1 12 " 1/ /1 /1 276 428 。 う4 。
113 1/ 11 1/ /1 2うヲ 341 。 44 。
114 n 11 11 11 26 7 395 。 39 。
115 1/ " // 11 306 663 。 100 。
1 1 6 " /1 11 11 27司 う24 。 70 。
117 11 11 " 11 236 294 。 28 。
118 11 11 /1 11 209 379 。 う0 。
1 1 9 1/ 1/ 11 /1 230 268 。 31 。
120 /f " 11 11 24う 342 。 37 。
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. ・h

. 

反数

反
15 

1う

lう

20 

2う

2ラ

30 

30 

30 

ヲ0

ヲ0

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

30 

715 

漁 種

アイナメ ヒラメ

K9 Kg 

2 

o.う

0.5 

1.0 

う

3.6 

3 

6 

4 

4.7 

7.0 

lう 2う.3

月11 漁 獲

ム ν
マガレイ

ガνイ

K;;Z K;;z 

2 2 

o.う

o. 8 

う 3. 

o.号

2 o.号

o.う O. 6 

つ.う

6 

う

7 

41 

20 

3 

O.う

36 

39 

9.2 

168 18.6 
一一一一一

量
合計 反当り {蒲 主号

タ ブ その他

K;;z Kg K;;z Kg 
カレイ類30尾程度あったが虫
くいで種別lの判月11できをい。

2 0.13 

5.5 0.36 

10 11 0.5 

8 9.8 0.392 

109 3 
12.5 
う

77 79.う 2.6月

89.号 20 109.う 3.6号

37 う 4ラ.5 1.52 

6 8.1 0.27 

O.う 0.016 

8 14 0.46 

3 4 0.13 

う 0.16 

7 0.23 

4 48.6 1.62 

20 0.66 

ち 8 0.26 

3 6 0.2 

6 12 0.4 

3 3 0.1 

3 7.5 0.2う

36 1. 20 

43.7 1.4う

う う 0.16 

16.2 O.う4

334.5 71 632.1 0.884 
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第 2表多項目調査

B L B W 性用l 生殖腺 胃内容
j広一 測定 日 魚 宅雪 備 考(mm) ( 7) ♀ :0 重量(舛 重量、内容物

? 

1 4 6. 1. 2 2 マガレイ 260 33 7 。 11 。
2 " 11 N " 237 303 。 46 。
3 /1 " /1 " 260 442 。 80 。
4 1/ If 11 11 2う7 377 。 5 1 。
5 1/ 1/ " 11 22 7 2うう 。 3 1 う :不明

6 11 // // 11 2う4 3 3 。 33 。
7 11 2. 3 石ガνイ 264 414 。 8 。
8 1/ 1/ 11 ノヤミカレイ 273 47 1 。 23 。
9 /1 /1 11 マガレイ 226 334 。 82 2 ヤリイカ

1 0 1/ 1/ 11 11 216 274 。 2 1 。
1 1 N N " " 2ヲう 278 4.6 。
1 2 // 1/ 11 ヒ ラメ 2') 7 239 。 2 。
1 3 /1 1/ " アイナメ 31 0 ラ00 。 66 う ハタハタ

1 4 1/ 1/ " アサパ 19り 12 1 。 号.0 。
1 5 〆I " " ムジガレイ 299 406 。 3 hi/力

1 6 " /1 " 11 1 72 92 。 。
1 7 1/ n " " 1 50 69 。 1.0 。
1 8 1/ // う マガレイ 184 107 。 0.7 0.1 コ カク類

1 9 " 1/ " " 190 127 。 8.6 0.2 虫

20 /1 11 11 " 1 94 160 。 9.4 。
2 1 // 1/ 

" " 225 243 。 1.0 3.9 カジカ

2 2 1/ /1 " 11 237 23 5 。 16.8 0.2 コーカク類

2 3 11 // 11 11 221 247 。 16.3 0.2・

2 4 1/ // " " 240 27 7 。 1 1.2 3.0 

25 // 11 " 11 216 180 。 24.7 

2 6 n /1 11 " 230 262 。 18.2 0.1 ヒトデ

27 // 11 11 267 368 。 27.8 0.2 虫

2 8 " 1/ 
11 ム乙/ガレイ lフ7 1 32 。 2.1 。

29 1/ // " " 2うO 191 。 3.9 。
3 (l 1/ 1/ 

" " 168 88 。 う.0 。.1 虫
31 11 11 " 11 23 1 202 。 9.6 つ.8 小魚

3 2 /1 1/ " " 228 178 。 3.8 。
3 3 /'， /'/ M " 220 136 。 0.8 。
3 4 1/ 11 " ヒラメ 242 195 。 o.う 2う5 カタクチ

35 /1 1/ 

" " 236 1 92 。 つ.8 。
3 6 // 1/ " 11 243 2う7 。 1.0 。
3 7 1/ " 

11 11 243 200 。 0.6 。
注魚種名は鯵ク沢地方名 -36-
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津軽海峡漁場細密調査

増殖対策，年間操人工魚礁設置の適地，

目的

沿岸漁業振興の基礎と左る漁場形成の基本的要因を解明し，

業言十回K対する指標を与え，狩、業経営θ合理化に寄与する。

調査

調査内容

調査期間昭和45年7月1日~沼和45年8月28日

調査場所 津軽海峡西部技(大間以西)

調査員なよび調査船

調苓員調査課長

技師

試験船

毅

通真

丸

川

村

鵬

豊

田

青

ーょっム

q
d

E 

魚探Vてより水深

17 OHP ) 

その分画線上を航走し，

( 19.94 t 

4. 調杏項目

(1) 水深

(2) 底質

5. 調査方法

(1) 謂春海域を日経針方f立東西南北 1000m桝目K区画し，

を測定し?と。

(2) 上記区画線上を航走し，

調査船

2000m毎に採泥を行左っ?と。

調査結果

のよう左水深底質図を作成した。

(律軽海峡西部域 水深底質図唱和45年3月

図1

国

青森県水産試験場発行)

調査の結果および今後の課題

言周杏の成果

この調査Uてより津軽海峡丙部域の水深底質についてその実態を把握できた。

-38-
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日本海大陸棚縁辺漁場開発調査



ズワイガニ漁場閥発調査

I 調査目的

本県日本海になける末手11用資源であるズワイガニの漁場す開発し，漁船の合理的操業計画争樹立さぜ

て，沿農漁業者の経嘗の安年歩はかふ。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和45年9月28日から昭和45年 12月20日まで

2. 調査場所 青森県日本海沖合海域

3 調査員計工び調査船

，(11 調査員 漁葵課長浅加信雄 技師佐藤直三

121 調査船試験船幸洋丸 121.22トン 400馬力

4 調杏項目

(11 ズワイガニ分布状況

121 漁獲物組成

131 漁具(大型.中型.t斤号)とi漁獲量との関連

141 漁具別κよる漁獲景と*l5Sとの関連

151 漁具男11の滞水時間と漁獲尾数との関連

161 海底対形と漁獲量との関連

(71 漁場価値

5. 調斉方法

ズワイガニ漁場開発計画図(第2図)にもとづ昔，カニ鰭3枚(1放警告 30ケ，大型，中型，折骨

各 1放)争使用してをと宏った 。鉾料は，冷凍小サパ歩使用しfc。

目調資精架

1. ズワイガニ分布状況

第 1表海域別漁獲状況から，調蒼海域男IJの分布状況すみると，久六島海域では. 4日間 6放の調査

でズワイガニ 19尾，ペニズワイガニ 1，57 3尾の漁獲で. 1寵当打 8.84尾であったカう 9 9. 8 1 

%がペニズワイガニで，ス'ワイガニは僅か1.19%であったc

しかし，副産物としてオオエッチューパイが期間中 13 9 Kg漁獲されたととは注目される。

小島海域では. 6 2日間934篭(2 6放)の調査でズワイガニ 3.001尾ペニズワィヵ・ニ 28 3 I 

尾の漁慢で. 1箆当り 3.5 1尾であったc

ズワイガニ 91.38%ベニズワイガニ 8.6%とス'ワイガニが大部分宇しめていたc

鯵ケdi.'.沖海域では. 1 4日閣 44籍(1放)の調幸子でぺニズワイヵ・ニ8尾の漁港で. 1籍当り o.1 
8尾であったが.オオエッチューパイが匂獲されたととは注旬される。

-4 1-



第1表海域別漁獲状況

魚、 場 久
一」

島 海 域 島 海 域 鯵ケ沢沖海域ノ¥

丹監 種 類 大型 中型 折畳 計 大型 中型 折畳 計 大型 中 要j折畳 言十

総
楊笥(ケ数) 60 60 60 180 320 324 290 934 27 44 

大 11 4 16 1 30 165 44 339 。。。
漁 ズ

ワ 中 。 3 。 3 679 578 244 1.50 I 。。。
獲 イ

ガ
。 。 。 。5 1 2 456 1 93 1. 16 1 。。。

尾 一一 計 14 4 19 1.32 1 1.1991 481 3.00 1 。。。|
数
( 

8 I 尾 ペニスワイガニ 823 46 1 289 1.573 29 42 283 6 2 
、申J

総
(尾J824 475 293 1.593 1.350 ~4111 523 3.284 6 2 8 

t魚 ズワイ(カ?ニの
獲

0.1 2 2.85 1.37 1. 1 9 97.85 84.98 i 9 1. 97 91.38 。。。
手旦 (%) 

成 ペニズワイヵ・ニ 99.88 97.05 98.63 98.8 1 2.1弓 う.0218.03 8.62 100 100 100 

(尾)
1 籍当り尾数 1 3.73 7.9 1 488 8.84 4.21 4.3与 1.80 3.5 1 0.22 0.1 1 0.18 

2 漁獲組成

漁獲物は，ズワイガニ，ペニズワイガニのほか.タラバガニ，カレイ，エピ，タラ.タコ，パイで

であっプきが，殆んど数え.bVて足り治数量であった。パイは，久六島海域.惨ケ沢沖海域では，大型，

小島海域では小型のものが但獲された。

ズワイガニの漁獲組成は.久六島海域では大(甲巾 12 c旬以上)8 4・21%. 中(甲巾 9cm以上)

1 5 • 7 %であったc

小島海域Uてがいては、大11・30 %.中 50・02%. 小38・69%で両海域とも雄が 100

%であった。また，ペニズヲイガニについて私?を郁雄であごった。

3. 漁具と漁獲量との陶浬

小島海域Vてがける雪量の積組別漁獲す集計した第 2表から，型男Ijvてよる漁獲性能令みると. 1カゴ当、

り大型 4・13尾，中型3.7O.折畳1・66尾で大型がもっともよく、中型，折畳の順と左ってい

ふ。

第 2表小島海域 Uてかけ去、官官の種鋭男Ij漁獲状況

ズワイガニ漁獲尾数 1 カ ゴ
カゴ種類 使用カゴ数

平均尾数
大 中 言十

大
3 2タ0 130 679 5 1:: 1.32 ( 4.1 3 

中 324 165 578 456 1.1 99 3.70 

290 44 244 193 45 1 1.66 

よ仁込3 言十 934 339 1.50( 1.1 6 1 3.001 3.2 I 
L...喧伽
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4 漁具男IJによる漁獲量と水深との関連

1操業当り漁獲量が，籍の種煩月I!1隻当り平均漁獲尾数手ト上i(g!っ?をと台の水深との関連守しめし7午，

第 1 図から見ふと，大型では 240-420m 吉で，中型では水深 240~440mが漁 f鍾E聞であ

るが.折膏は 240-340mと1魚種範聞はせまいc

との原因KつM ては，大型，中穿)V[比し折警は重量が軽いプぞめと思われふc

1: it，ズワイガニの介布密度の比較的多い水深範囲は，240-420mの聞と思われる c

第 1図 カゴ別による捕輩量と水深去の関係

押t

240 

3 

3 

3釦

420 

460 

大型

5. i魚具月11滞*時間と漁獲尾数との関連

操業の場合，籍の滞*時聞は天候v(左右され，計画的v(出来宏v>tz;需v>があふc 主fr，鮮度の問題等

もあって一概 Uて言え1.tV̂ Iが，今回の調査から見ると， 1籍当り最高尾数は，大型が 68昨間，中翠Jが

1 1 7時間，祈暑が 46時間とをっているc適当宏滞水時聞は 20-8 0時間と労えられ去、c

6. 海底地形と1魚簿量との関連

漁場になける海底土砂形v(つ¥/^Iて，平担.起伏，大起伏と 3段階Uて外けて漁得量去の関連平トみるト，

3種鮪の籍当り平均尾数は，起伏が 4.54尾，大起伏3.37尾，平担2.86尾と起伏のある海底がも

4 ともよし大都伐，平担c!'11顕止 nっていふ。

7. 漁場価値

(1) 久六島海域 4 3年 8月調査のと昔のズワイガニ 1衛当り宅数は 2.44尾であ内定が，本年10 

月調杏は O.1 8尾で非常Uて少宏かっ?を。とれは底び台網漁業と漁場が競合し7そため，適仲U匂交籍す

るととがで告 1.tiかったためであbc

(21 小島瀕或 1籍当り漁獲尾数は 3.91!手で 43年 12月の 5.0 6尾の 77%と芳っていみc"1をだ

し， 4 5年 10月げは4.86尾 11月Vては 2.72 t~ と ñ っていふととから，時期的安変動K よふも
じっと思才フオ1ふG

13¥ 惨ケ沢沖海域 4 3年 9月の調査(1放 30カゴ)では，ズワイガニ 44尾の漁獲であったが，

4 5年 12月の調査(1放44カゴ)ではベニズワイガニ8尾と大型のパイの混穫がみられた.

以上のことから.久六島海域κシける漁場は， 9月， 1 0月げは底び台網漁業と漁場が競合し，
漁場利用が困難であり，ズワイガニ漁場としでは，小島沖械が有望と芳えられる
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N 調査の或栄および今後の果題

1. 調査の成果

(11 漁場の水深は J 200-440mの事包囲であふ。

121 海底地形は.多少起伏して¥/)ふ方がよいc

!31 籍の型式の選管Uてついては，大型がもっともよく，中型，折賓の順に在っていふが.船の積載力

あふv，は，操業上のH¥'扱の点から見ふと，折管でも篭の重量か増すとと，あるv，は幹ロープvc適宣
沈子ヲトとりつけるととげより漁獲の向上がはかられると思われるc 前

141 籍の術水時間は 20-8 0時間が合理的とヨをえられる。

2. 今後の課題

111 問題点

漁獲したズワイガニは生で{鯵ケ沢漁協に桜売す委託したが価格は，平均K9当り 168円で日本海

沿岸の他県に比べて非常に低価であるととであふc

121 今後の課題

本漁業の企業化実現のためUては，流通の問題が謀題であるとともκ，ズワイガニ棲息水深から漁
場面積チ芳えた場合，身入打のよいペニズワイガニ漁場の開発が必専と芳えられるc
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第3表 カニ籍操業結果表

入れ時
投籍月日時 位置 寵種類 籍数方向

7.k 傑

9.28 13 179 中 30 日 3玖)-420

i4 178 折 " N 30歩..465

29 08 171 大 " w 46tM20 

10. 4 10 H治 大 " 
J¥ ヨヌド440

17 186 中 " s 36ト460

17 186 折 " N 32ら..440

7110 43 中 " NF/匂';q 24(ト-400

10' 15 折 " NFy冷1 26(}.....30ラ

09 15 大

8108 24 中 " S E/NNi 235-260 

12 44 大 " 
N耳/包 321仏-420

11 10 43 折 初 E 26<.ト..400

12 44 大 " E 3沃ドA笈)
15 24 中 " E:"I E 34(}、430

14 ω 53 大 " WSW 32与、.385

11 23 折 " E 2号与、310
14 15 中 " W 2'3"-】310

23 12 52 大 " 
E 3はド330

16 14 折 29 27仏、290

揚籍月日時 滞水時閣 海底地形

10. 4 11 142 起 伏

06 136 大起伏

09 121 平 坦

6 10 48 起 伏

14 45 " 
12 4'3 " 
8 07 21 大起伏

回 22 " 
11 26 " 

11 14 78 平 坦

11 71 起 伏

14 10 72 " 
佃 68 平 坦

13 70 大起伏

お 11 218 起 伏

15 220 平 坦

日 215 " 
28 13 121 大起伏

09 113 平 坦

ズワ イガニ ペニズ ワイガニ カゴ当り|
漁獲量 消*時間

言十 大 中 計 大 中 当り尾数

ぺ亨宅フイガニ
259 5 3 2 。254 0.060 

131 4 4 。。127 .031 

339 。 339 ，093 

485 。。484 339 97 40， ，336 
216 9 8 。207 42 123 42 .153 
162 。 162 49 64 49 ， 1 ~ぁ

110 88 17 31 40 22 宅ftる
64 64 17 25 22 ，097 

88 88 5 34 49 .113 

94 94 16 42 36 ，040 

179 175 9 68 98 4 ，082 

41 41 6 28 7 ，019 

2うう 232 31 167 34 23 .114 

163 135 11 79 45 28 ，064 

156 155 34 9'3 28 .024 

5う 55 4 37 14 .ぽ)81

15ラ 155 33 93 29 ，024 

216 216 39 83 94 .師。
851 
日ラ 4 34 47 025 

[_  



品

仏

l

一一一一
入れ時 ズ ワ イガニ ペニズ ワイガニ カゴ当り

持鑑月日時 位値 寵種煩 寵数方向 場篭月日時 骨k時間 海底地形 漁獲量 滞水時間
水深 言十 大 中 言十 大 中 当り尾数

14 S雪 中 30 23ら400 10. 28 11 117 起 伏 174 174 3う 65 74 0.050 

28 15 45 大 29 E 31G-470 tl 2 08 113 大起伏 111 111 42 68 034 . 
折 14 9 9 。2 7 006 

12 15 中 3り E 2α〉、2.70 I1 119 平 坦 124 123 4 19 100 034 

折 15 52 52 2 30 20 029 

11. 2 13 14 中 30 E 280-340 4 11 46 " 96 96 12 70 14 070 

折 15 8 8 。 7 012 1 

10 23 大 29 E S E 29牛~340 08 46 11 105 10う う う4 46 079 

f斤 lう 62 62 4 36 22 096 . 
.( 112 Eう 中 30 日 E 260-330 9 11 119 11 14う 135 9 78 48 10 038 

折 15 44 44 24 19 02う. 
09 24 大 29 w 24g..，295 08 119 11 121 120 4 67 49 035 

折 15 8 8 。3戸 ラ 004 . 
11. 9 12 15 中 30 SE 国 E 330-340 11. 18 1う 219 1/ 17 16 。9 7 002 . 

折 15 11 11 。2 9 003 

ω 22 大 28 NNW  300-380 12 219 11 48 48 21 26 008 . 
折 15 。

18 13 lう 大 28 E N E 22トヲ∞ 'zl 16 219 11 13 13 10 2 002 

折 9 

16 25 中 28 N-NNW 25G-600 13 213 大起伏 149 59 17 19 23 90 012 . 
折 1ラ 51 11 6 4 40 00> . 

27 15 25 中 26 S E 26今、442 12. 7 11 236 11 124 124 11 73 40 。20
折 14 24 24 う 12 7 007 . 

17 32 大 27 S E 31 ら~335 09 232 平 坦 58 58 。40 18 009 . 
折 14 6 6 。3 3 002 . 

12. 7 16 107 中 27 S S E 37仏-480 20 09 305 1/ 6 。
折 17 2 。

ro 
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口の中の斜線は調査海区、数字は調査回数

551 

第2図 ズワイガニ漁場開発計画図
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日本 7母スルメイカ縄場調合

I 調査 E主的

青森県日本海沿岩Uてなけゐスルメイカの来初宇状況安把揮すあため，漁獲試験す行号とともに標識放流

K 工ふ魚群の移動状況並びK生態調査に工る魚群の性状令把樗し. i魚海j兄予報の基礎資料げすふととも

に当業船の経営安定Uて資するc

日調査内容

1 調査期間

昭和 45年 5月下旬-7月末背で

" 9月上旬-11月下旬まで

2 謝脊場所 青森県日本海沖合

3 ~~前育債がよび調杢船

111 調査員技師十三邦昭 技暗中田凱久 技師補 鈴木史紀

121 調辛子船

瑞鴎丸 ( 5月28日- 6月11日)

1 0月14日-11月27日

東奥丸 6月17日~ 7月28日)

育鵬丸 9月 6日~ 9月22日)

4 ~同斉項目

(11 漁獲試験 121 偽場調査 131 標識放流 141 魚体調査 151 漁況調否

5 ~I語杏方法

手動式イカ鈎漁具がよひ自働イ力鈎機械で実施c

自 主j封産量結果

月

1 (，魚得試験

5月 28日から 11月27日までの試験結果は，第 1表のとかりでああが，乙れす昨年及び平年Uて

比較してみふと操業日数は例年より約 10 目前後珍い。特Uて愛イカ Uてが v>ての操業日数が~ (J他の

月は非常Uて少V'c 吉k.漁獲量は本年は 11 0，67 7尾J 1航海当り 2，76 7尾で昭和42年よりは

下組っていあが. 4 3. 4 4年よりは何れも上過っていふ。月期]では6月が非常に好漁であったが，

7月以降は権崎漁場への来燐量が非常に少しまとまった漁獲争あげるに主11らをかった。

第1表 4 5年試験船による月月IJ操業日数並びκ漁獲高

月11 5 6 7 8 9 1 0 1 1 言十

操業 日 数 2 1 3 10 。 9 4 2 40 

1魚 獲 尾数 2710 82.695 20，3うO 。3，663 40う 854 110(:)77 

1 日 当 1，3うう 6，361 2.03う 。 407 101 427 2，767 
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2 漁場調脊

試験船の操業位置は従来と瞬々同じで権現崎沖水深 200m前後の大i埋棚沿芦部での調杏であった。

同海域11(通常魚群がみえ始めるのは5月中旬頃からであふが，本年も同様であったc 盛漁期は 6-7

月K形成されるのが例年のパターンであるが.本年は6月上旬歩ピーク11(漸次低下していったが.と

れは佐渡近海の海況K原因があ司たものと考えられふ。則九早春以来，佐渡以北では異常吟猛が続

者， ζの6月の時点III;l:，~\/)て 5 0 mの中層水明がj，911年より 4-6Cの低自のととろもあしとの異常

安海況は山形，秋田沿岸If{も現われ.本県沖もとれらの海或ほどではを凶が多少1丘猿で 6月の海洋観

測でけ 2C前後の低目と合って現われて;l:，~り.またヌ Jレメイカの漁場水温げた加ても表層-100m

層にかけて 2C前後，例年より短目と宏って¥/)る。との影響で本県沖への魚群の北上量は充介でをか

司たものと芳えられるc とのととは道南槍山沿岸並びκ遺言基海挟のi魚況不振等からも惟定されるとと
ろであふ。また大和をの沖合で漁場が早〈から形成されて，長〈留って¥/)た ζとも.ζの異常冷れの

影響と思われる。しかし. 8月以降は海況カ蛤んど回復し，逆に平年より高自の状態と11:1) . 本県沖

でも沖合冷水域が例年より離岸した。 ζのため魚群が沖合唱ト通過したためか.北海道北部の武蔵堆.

海馬島附近が好漁であったUでもかかわらず，本県沿岸部漁場では.一向K好漁がみられをかった c 6 

-1 1月育での試験船の操業の中，好i魚のあったのは6月だけで1人1時間当り 10 0尾以上は僅か

51亘であったc 好漁のみられた漁場水温は表面で15-20C崎翻. 5 0 m 1 0 -1 5 C. 1 0 0 

m 8 -1 O.Cであったc水深は130m附近が2固と.300-500m附近が3回で水深が深いと

とろで好漁があったととは本年の特異を現象であったc との外，天候とか風向をどと漁況の関連は資

料不足で解明すふきでvr圭IJら君子かったc
3 標識放流

日本海で放流したスルメイカの放流並びに再捕状況は第 1図並びUて第2表のとかりである。何れも

北上期の夏イカのみK放流されておし南下期の秋イカ Uてついては放流されて凶宏加。秋イカの標識

放流が雪辱施で台f.cかった原因は時化と漁況不振のプをめであふc放流海域は権現崎沖及び場作崎沖で放

流俗尾数は 12 0 0尾，再補数 15尾，再楠率1.25%であふ。月期JIf{は5月は100尾の放流で.

再捕はをし 6月は 900尾の放流で再補数8尾，再持率0.9%. 7月は 200尾の放流で再捕数7

尾，再補握 3.5%であふc全般11(例年と再補名は変ら宏加が.特1f{7月の再椅濯が高いととが注目さ

れるc 次K再補結果からの移動状況歩みてみふと. 6月上旬権現沖で放流のものでは 2尾の再構があ

ったが.その中の 1尾は同一漁場で5日経1過して再捕され，外の 1尾は蛇浦漁場で55日争経て再捕

されているc 叉，同時期.晴イ乍沖反君主昇で放流したものでは6尾の再構があっプそが. 1尾は極〈沿岸の

深浦沖で再捕され，北海道櫓山沿樺の絵前漁場に 2尾，選軽海峡内漁場Uて3尾の再捕があり.例年と

余り変った移動状況では合い c何れも 37-74日子長期間歩経て再捕されて1ハゐ c移動速度は直線

巨離で計算すると絵前漁場If{0.8 y.里.濯場海峡漁場へは1.4 1.<tであふc また7月権現沖放流のもUで

は7尾の再捕があったボ，同一漁場で 1尾.1曾山沿岸で3尾，津盛海峡で3尾再捕されて加ふが. 6 

月放流のものより幾介短期間K再捕されてl/)る。移動速度は稽山漁場Vては 0.95浬，津軽海峡漁場Uで

は1.1浬であったe をな，津幡海峡内漁場での再捕では6月は青森県寄りで. 7月以降は北海道側で

再捕されふ傾向が省出ととがみとめられたc全般には従来と余り変った移動状況争示していをい，
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放流

年月日

5.28 

6. 5 

6. 9 

10 

6.10 
• 

7.24 

第1図 昭和45年スノレメイカ標識放流再捕図

"42ち6

22 
27 

10 

第 2表 昭和45年度 日本海スルメイカ標識放流再捕結果

放 流 放流
再

場 所 尾 数

権現崎
100 

w12浬

権現 l崎 300 6月10日 7月30日
W/N125' 権現沖 蛇浦 1中

繍作 I[膚 7月16日
7月25日 7月30日8月 6日

sw13' 400 間南 下風呂沖 三場沖 経前沖横磯沖

櫨作崎 8月12日 8月23日

sw15' 200 三l自主 小島
喜望干岬中 SW1' 

権現崎 8月 9日
8月15日 8月20日 8月崎4.9日SW/旬T1 3' 200 相槌 江良沖 原口沖 大沖

ネ麗却や

9月1I日
福島沖

計 1200 
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捕
再捕
再捕率

尾数

。

2 0.67% 

4 1.0% 

2 1.0弘

9月 i日 9月 8日 7 
権現|崎沖 恵 tU沖} 3.5% 

15 1.25% 



4 魚体調杢

外集長Uてつv>て峰雄とも 5-6月の1魚期初U持κ小型であった ζ とが，本年の特徴と胃、われるc ぎ
た性トとは例年と変ムず，年間では1対 1であったが， 6-7月Kないて多雌性の傾向がみとめられた。

ζの外.交接個体及び成熟個体が昨年より非常K少宏かったことも今年の特徴と思われゐ。しかし，

全般Uては交接イカは多v>年でも 20%，成熟イカは 10%埋度しかをし全漁期とも冬生れの末熟群

が主体と者えられあ。したがって炊生れ系群の混獲必は成期イカの1毘穫〆率からみても精々 1害IJ以下と

推定されゐc また，秋生オ1群の来古車時胡 L しては 8-9月K成熟イカが多いと ζろから，なそら〈比

の時期Uて最も多く来激しているものと恩われゐc

5 r寝泊調査

鈎魚業による初捕ま 5月11日で，これまで最も早<. 6月下旬杢では漁況も比較的順調であった

が，以後順切れ模様とをに例年より早<.且つ長〈夏枯れの状態が続いた ζとは本年の大者合特徴

であみc とのため本県日本海側の漁船は今まで出漁したととのた同大和准沖合附近まで出漁した船も

あっ7そ。 5-9月すでの主要4港1fT主おける前沖の愛イカ民主は 3，44 2トンで昨年の 84.5%.平年の

7 0.9 %で 40年以降では 40年V(次ぐ不順であった c また 10月の秋イカ魚も 12月までは例年Uて

をい不漁であっ売が. 1月Uて入り天候I![恵?をれたととと.鳴期が塁くまで続出7そとと合どで， ζれま

でI!(宏い，まとまった好漁がみられたが，何れも厩鈎Kよふものであった c 1 0-1月すでの秋イカ

魚は 586トンで昨年わ 134劣c平年小86%であったc

W がi査のH支呆および今後の課題

1 調杏の成果

本県日本海側で放流したイカで，津淫泡峡円で再捕きれふイカは， 6月枚iM，のものは青森県寄りで，

7月は1揮は北海道側で血椅きが b傾向が強いととが判明され7そc

2 今後の課題

(1) 明醤点

ζれ?をでのイカの研究げないては特I![ヤング時代の生清史が;r-::tJ月と宏っていふが，これが判明さ

れると魚、海況予報宏どに大¥/)I![役立つものと芳えられふので，今後と ;ri ら今究明すみため，各7]<研

水試の幼イカの一斉調杢が必夢とをえられゐc をた，本県ではこれまで沿岸十主として調査して告

たが，今後沖合漁場調査争積極的I![進めふベ台であゐc それと同時rζれまで余り調査されてい衣

川，冬期間の調査と特III漁期前~(面否に勢力十注ぐベ告と尽うが，それ Uでは試演船の運行とか，大型

化の問題がI:t'てくるのでは合いかと思ち。

(21 今後の課題

幼イカの生活史の究明.海況とや、況の相関の究明，南下掛の移動時期と移動経路の究明.群移動

の夢因の究明，系統群の曜日尽，沖合漁場小開発が今後の課題であるc
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第3表 昭和45年日本海ヌ lレメイカ漁場調杏表

月 日 5.2 8 ~ 2 9 2 9 ~ 3 0 6.5 - 6 6~7 8-9 

航海次数 1 2 3 4 5 

一 権 王見 111奇 関電 作 崎 権 明 権 現 権 王見
位 置 'W 1 2浬 SW 121 W/N 12.デ NW 131 NW/W 171 

時 開 始 19.30 1 7.00 18.うO 19.00 1 9.2 0 

間 終 了 01.30 22.00 02.10 01.00 o 1.う O

7.1<. 深 170 140 130 124 lぅ2

天 侯 C F B RC B C 

気

風向，風力 w2 WNW Nw2 NW 1 S W 2 

気 オ屯 10.0 13.0 14.0 1 7.0 1 7.0 

i皮 浪 2 2 

ワ ネ リ 2 2 2 
象

流 向速 N s E/N 

o m 13.6 13.6 1 6.0 1う.2
水

10m 13.5 1 3.5 1 3.8 1う.う

20m 13.2 1 1.8 12.3 1 4. 9 

30m 1 30 1 1. 1 1 1.6 1 2.0 

5 0 m 1 1. 4 9.8 9.1 9.う

7 5 m 10.3 8.8 8.4 8.う

1 0 0 m 9.3 7.9 9.0 7. 9 

1 5 0 m 8.2 
J晶

-ー
200 m 7.3 

t魚 f蓬 尾数 2，680尾 30 9，600 16.920 2， 2 8 0 

民主 獲 高 1 7箱 80籍 141ケ 1 9ケ

1人 1時閣当 41尾 lぅ2尾 2 82尾 3う尾

平均，体長 15.09 1 7.2 8 16.01 I 6. 9 1 

平 均体重 62.2 99.22 73.4 4 8 7.8 8 

{席 三号
瑞 鵡 丸 11 11 fI 

イカ放流 10'D
11 
イカ放市300ピ

ーラ 3ー



月 日 9-1 0 1 0 -1 1 1 1 1 7 -1 8 1 8 ~ 1 9 

航 海 i吹数 6 7 8 9 1 0 

位 置 時 イ乍 檎 作 町慮 作 陸参 ケ 沢 理事 ケ i代
sw13' sw 1うf sw17' N¥判事12'1 NNWI4.ヲ

時 開 始 19.00 18.30 18.30 18.00 18.4 0 

間 終 了 01.2 0 01.00 23.30 02.0う 01.30 

* 
深 140 1 20 1 20 220 490 

天 候 C C C C C 

気

風向，風力 sw2 swl wl N2 sw3 

主メ戸1 j鼠 1 7.0 180 19.0 16.4 iう.8

波 浪 2 3 

ワ ネ リ 2 3 

象

流 向速 N N 0.2 NO.35 

Om 1 7.2 1 7.6 1 7.6 1 5.80 1 5.6 

水
10m 14.9 16.8 1 7.0 1 4.70 1う3

20m 13.8 14.0 14.3 1 2.80 1 1.4 

30m 1 1.4 1 2.1 1 1.8 1 0.60 10.4 

5 0 m 8.8 1 1.2 9.7 9.80 1 0.3 

7 5 m 8.4 8.7 8.7 8.90 9.0 

1 0 0 m 8.4 8.5 8.2 8.80 8.6 

1 5 0 m 8.4 0 

温
200m 6.00 

魚 獲 尾数 200 9.040 1，600 1，600 I 2，3 30 

括主 穫 高 2ケ 1 1 3ケ 16ケ 20ケ 1 37ケ

1人 1時閣当 4尾 1 27尾 29尾 29尾 2ラ2尾

平 均体長 I 8.8 1 18.78 

平 均体重 128.06 1 25.32 

瑞議丸 " " 東 奥 丸 " イ席 考
イカ駒市400ピ イカ政市 200ピ
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1 9 -20 2 2-2 3 23-24 2 5 -2 6 29-3 0 7.9-1 0 

1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 

権 主党 権 ;fJl 権 現 権 現 権 現 権 現
8wll' 8W/ぺ日T1 1.う 8WS 1 1.5 w8wl1.5 ì~告8115' V時811'

18.20 18.05 18.30 18.40 18.1 7 1 8.4 0 

23.30 01.30 01.4う 0，1.4う 03.00 01.20 

250 400 270 120 310 230 

R BO 日 C B C 

NE3 NN羽T1 wl 8w3 NE2 E4 

16.0 1 8.う 19.8 20.4 1 6.8 

3 2 2 3 

3 2 2 3 

NEl E N EO.4 N 0.7 

16.2 1 7.0 17.0 1 8.6 19.2 18.6 

16.0 1 6.1 16.4 18.5 18.4 18.4 

lう.4 lう.7 1 6.2 15.7 16.2 lう.9

14.5 1 3.3 12.4 1 3.8 1 3.2 12.9 

9.7 1 1. 2 10.9 1 1.0 10.5 1 0.3 

8.9 9.1 8.9 9.6 10.2 9.2 

8.6 8.7 8.8 8.9 9.9 8.9 

1，800 3.6うう 3，760 8，960 10，950 150 

20ケ 4 3ケ 47ケ 1 1 2ケ 146ケ

36尾 52尾 52尾 128尾 1 2 1尾 2尾 l

18.55 19.21 1 9.1 3 1 9.7 19.32 2 1. 5 3 

1 22.う2 1 4 2.5 2 1 29.6 5 142.76 1 33.62 186.ラ8

東 奥 丸 11 11 11 11 11 
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月 日 1 0 -1 1 1 4 - 1 ;:， 1 5 -1 6 il.1 7 -1 8 21 -2 2 

杭 海次数 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 

i立 置
権 現 権 明白 本i葉 明 !崎 中年 現 IIA奇 権 現
sw/旬tw10' sw/wきw12' sw/wきwl2' w/stS11' w/s告s1 1.引

時 |羽 始 18.4 5 18.50 18.3ち 18.4 5 16.30 

間 終 了 01.0の 02.1 0 04.00 02.55 01.20 

水 i深 1 8 0 290 300 290 2 1 0 

天 イ長 。 C C R R B 

風向，風力 NE3 w3 w3 NE 2 sw4 

安、 lNfr 18.4 20.2 19.4 21.7 22.4 

波 浪 3 2 2 

ワ ネ リ 3 2 2 

iオt 向速 NNE E S E l' E S E l' EO.3 ENEI.3 

o m 18.7 1 9.4 19.2 20.3 20.6 

10m 1 8.4 1 9.1 19.0 19.4 20.2 

20m 16.0 19.0 18.8 19.1 18.4 

30m 12.8 18.9 1 7.9 1 8.6 ¥ 7.1 

50 m 1 0.6 lう.3 14.6 16.9 1 5.4 

7 5 m 9.9 1 1.6 1 2.1 13.4 1 3.9 

1 0 0 m 9.5 9.9 1 1.0 10.1 1 2.3 

1 5 0 m 

2 0 0 m 

f魚 1告 尾数 4，340 う，950 3，990 3.920 120 

l1i自 i隻 高 62ケ 8 5ケ う7ケ う6ケ

1人 1時間当 80尾 85尾 44尾 49 

平 均体長 2 O.う2 2 1.36 2 1.22 22.10 22.03 

平 均体重 166.92 1 9 0.36 1 6 1.う8 2 1.68 1 99.5 

イ薪 ヨ考 東 奥 丸 " /1 /1 /1 
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月 日 2 3 23-2 5 2 7 2 8 9. 6 

航 海次数 2 2 23 2 4 25 2 6 

位 置
大 戸 瀬 惨ケ ~ 権 現 権 頭 権 現 l崎

Nw6' NW/N告NJ 5' wswll' WSW 10.5 W/N 12' 

時 開 始 18.00 18.3う 18.30 18.20 18.00 

間 終 了 23.20 02.40 23.00 22.30 02.00 

水 深 140 410 210 230 1 40 

天 候 BC C B BC B 
気
風向，風力 sw3 w1 w3 w2 Nw2 

気 J白目E 22.0 22.0 24.8 26.4 

ir七 浪

ヴ ネ リ 2 2 
象

流 向速 N/E 1.5 N N E 1.1 

o m 21.7 2 1.2 23.0 23.4 24.1 

* 10m 21.5 20.6 2 1. 9 22.8 23.9 

20m 20.6 1 5.4 2 0.3 20.9 24.1 

30m 19.8 1 3.3 18.0 18.4 2 3.8 

5 0 m lう.8 13.0 1う.9 1 5.4 14.2 

7 5 m 13.4 1 1.1 13.4 12.7 14.0 

1 0 0 m 10.9 10.2 11.1 10.8 1 2.4 

1 5 0 m 
ザ"日R 

2 0 0 m 

漁獲 尾数 50 1，810 20 。 470 

漁 獲 喜白 23ケ 7ケ

1人 1時間当 22 。 。 6 

平 均体長 2 1. 82 22.61 

平 均体重 202.92 23 1.0 6 

イ蒲 考
東 奥 丸 " /f /f 青 刑事 丸

イカ協賛E20 0ピ
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月 日 7-8 8-9 1 1 --1 2 14 2 0 

航 海次数 2 7 28 29 3 0 3 1 

位 置
権 王陣 1寄 を，

" " 用慢 作 崎
W/N 14' wI8' WNwl引 WNw16' w55' 

時 開 始 1 7.4 0 1 7.3 5 17.35 1 7.4 5 16.30 

間 終 了 01.30 24.00 02.30 24.30 19.00 

水 深 220 220 370 240 

天 候 BC 

気
BC  C BC BC 

風向，風力 NW2 WSW NW2 w2 
4・

気 1星 24.1 

被 浪 2 

ワ ;t， 
2 

象

流 向速 NE/E遅

o m 24.3 24.8 23.6 23.う 20.9 
水

10m 24.5 24.0 23.2 23.4 20.7 

20m 24.1 24.1 2 3.8 23.4 20.5 

30m 23.1 2しO 23.7 20.7 19.6 

5 0 m 1 7.3 1う.7 17.8 14.8 9.7 

7 5 m 13.4 12.3 12.3 10.1 4.3 

1 0 0 m 1 1.4 9.5 9.9 9.4 2.0 

1 5 0 m 

J昆
2 0 0 m 

漁獲 尾数 1，430 420 1010 250 。
漁 権 高 23ケ 7ヶ 16ケ 3ケ

1人 1時間当 16 6 9 2 。
平 均体 長 2 1.69 2 1.63 2 1.08 

平 均体 重 202.2 196.88 1 79.4 4 

イ席 考 育 風島 丸 fI " " " 
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2 0 2 1 2 2 1 0.1 4 -1 5 1 5 1 6 

3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 

情 作 i碕 島 権 現 権 現 1崎 久
一」

島 1I ノ¥

NW35' S S E 1 0' WNw15' WNwlデ NNW'Y 

21.25 17.10 1 7.10 17.30 18.20 16.00 

20.00 22.20 01.20 23.30 22.30 

1 75 200 140 140 

BC BC R C C C 

w2 E2 E4 E 1 Nw3 N羽r3

1 80 16.0 15.0 

3 2 

2 2 

N 

2 1. 6 23.3 23.2 20.80 2 1.0 20.9 

24.1 23.3 20.60 20.9 20.2 

23.2 23.3 20.80 2 1.2 20.9 

22.1 23.0 20.80 2 1.1 2 1.1 

18.9 19.2 19.10 18.6 19.5 

12.3 1 3.4 1 3.70 1う.6 16.5 

8.6 9.3 9.6 1 1. 8 lラ.2

7.0 

4.7 

。 80 3 160 う 7 0 

。 2 。 2 。
23.69 

268.92 

" " /f 瑞 厳島 丸 " /f 
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月 日 20 -2 1 1 1. 9 1 1. 2 7 

杭 海次数 3 8 3 9 4 0 

位 置ー
権 現 権 明， 権 現
NW/市 16' WNw15浬 WNwI5' 

時 開 始 18.00 17.10 12.50 

間 終 了 00.30 21.00 21.40 

水 深 150 225 140 

天 f侯 。
G CB 

気 ~ 

風向.風力 WNw3-4 wsw3 N 2 

気 椙 12.0 14.0 16.0 

波 浪 3 3 3 

ウ ネ リ 3 2 2 
象
流 向速

o m 18.4 1 8.2 16.3 

水
10m 18.6 1 7.9 1 5.6 

20m 1 8.8 17.4 16.3 

30m 18.9 1 7.8 16.3 

5 0 m 18.3 16.6 lう.3

7 5 m 1 2.5 16.7 1 3.6 

1 0 0 m 9.5 1 3.4 13.1 5 

1 50 m 

f且
200m 

漁 獲 尾数 1 70 14 840 

i魚 獲 高 3ケ 21籍

l入 1時間当 3 

平 均体長 23.10 25.22 

平 均体重 245.2 352.58 

備 考
瑞 鵠 丸 " " 
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、、、

底梓生物分布調盃

I 調査目的

本県日本海沖合κなける底び台網漁業の対象と在る魚種Kういて，分布，回燐，生態調査争公'とをい，
日本海底修生物争対象とする漁業発展のための基礎資料とする。

E 調査内容

1 調査期間

(1) 東奥丸昭和46年 1月9日-3月29日

(21 瑞鴎丸昭和 45年 12月21日-46年 3月13日

2 調杏場所青森県日本海沖合海域

3 調査員会よび調杢船

(1) 調査員 技師佐藤直三 技師十三邦昭 技師補鈴井史紀

121 調斉船

東奥丸(3 8.3 5トシ D1 2 0 P S ) 

瑞鴎丸(4 0.8 1トン D160PS) 

4 調杏項目

(1) 漁獲試験

121 標識改流

13) 魚体調査

5 調査方法

1綾曳底曳網漁貝げより調査

目調査結巣

1 漁嬉試験

東奥丸は主として大戸瀬崎沖~十三沖の水深 100-300m周辺海域#調査，瑞鴎丸出とれよ

り以南の大戸瀬崎~繍作崎沖水深100-300m海域す調査した。調査期間中yて幸子ける操業日数は

東奥丸が 27日，瑞鴎丸が31日である。延曳網回数は東奥丸86回(内有効曳網回数85回)瑞鴎

丸 14 5回(内有効曳網回数136回)で，ともに操業回数vr:Tいては前年安上廻ってV>みc一方，

漁獲量にないても東央丸の場合は 11 3 1 7.4 Kgで前年の約3倍の漁獲キあげていあが，とれはアプ

ラツノザメヂ多獲したためであふ。魚種組成は，アプラツノグメが 57%で主位今占め，次いでマダ

ラ 25%，スケトワダラ 3%，タコ 3%，カレイ類が 3% と宏司て:;l'，~ b，その外ヒラメ等はl%vr満

プt1.lぃ状態であふe 言プヒ瑞匝島丸は 5，504 Kgで前年の60%程度で，その中ヒラメが 3O~弘カナガ

νラ19%，ヵ νイ類 18%で，マダラ，アプラツノグメは夫々 2%程度で，本県沖の北部と南部漁

場では漁獲の内容がとと合っているc とれは例年の傾向であり，乙のととから，北部ではアプラツノ

ザメ，マダラの漁場価値が高<，南部ではヒラメの漁場価値が高いと言うととが号かがわれるc 第1

図は本年のマダラ，ヒラメの分布密度十示したものであふ。
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第 1図 マダラ，ヒラメの1曳網当り分布密度
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2 標識放流(ヒラメ)

本年は2月9日と 2月12日13日と 3日聞にわたって計 107尾ナ標識放流したが，放流したヒ

ラメは何れもアオパと称する 22 -3 6 cm([;甑囲のもので，殆んどは 3Ocm以下の末成魚、lであ£。

放流方法は試験船の底ぴ台網漁法で漁1きしたヒラメ す甲板上Uてがいて体長令視11定し，迷手札(赤色針

金)の標識歩背びれ中央部Uて附着させて行っ7そものであるc 8月10日現在7尾の再捕があり再捕、翠

は 6.5%で45年の 4%よりは高い再楠率であるが， 4 2-4 3年の 31 %， 4 4年の14.3%より

はか宏り悪い再捕察である。次に再捕結果からの移動状況は第 2図If(示したように，深浦沖 4-5浬

沖合で放流したヒラメは沿岸Uて深浅移動して再捕されていふが， 7尾の再捕の中， 4尾は底びき網で

近距離で再捕され， 3尾は沿岸の刺網で再摘されているc刺紺の再捕の中， 2 尾~北上して北金ケ沢

地先で再摘されていふがとれが本年の最も遠距離で再捕されたものであるc経過日数は33-84日

十経ているが，とれまでの放流のものよ bは短期間で再捕され，しかも移動距離が小さいことが特徴

である。主党，本年の場合，底び事網で多〈再捕されたのも特徴的であったc をな，これまでの放流

で，北上して最も遠距離で再捕されたのは!壊奥湾内の東田沢沖合言でで，南下は秋田県能代j中空でで

あふ。

第 2図日和46年ヒラメ標識放流再捕状況
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3 魚体調杏(多項目調蒼)

(1) マダラ

a 調杏は1月26日1/(1 1尾(字 506) 2戸5日 5尾(♀ 2O 3 ) 2月 27日5尾(♀ 30

2 )の3回の調査ではあったが平合平均体長は時期の経過とともに大台〈宏っているが，体重は

2月 27日調蒼時点で放卵，放精が終了して凶たので肥満度は小さくをっている。

b 体重fI[対する生殖腺重量|治、;主♀古で異を唖てi，>.!J，早では 1戸26日時点の15.8%が2月5

日κは18.5%と増えているが，古は伺じ<20.6%から 18.6%と減少しでいる。とれは雄性
先熟の売めと思われふ。

c 摂餌景Uてついても産卵前後で異君子宮てなり産卵前の個体(1/26， 2/5 )は摂餌量が少を

〈平均 20~(103-2~) であったが，産卵後は平均 162 fi! (226-91 !i')と 8 倍に

宏っていあ。とのととは産卵終了後の魚は食欲が「庄盛I/(tcるものと思われあ。

d 摂餌内界物としてエヒコイカ，ハタハタ，キスが認められ売。

e 調査期間中，体長，休重測定は232尾実施し売が，その体長範頚は 45-81cm，モード5

6 -6 0 cmVL認められた。

(21 ヒラメ

a 調査は 2月15日10尾(♀ 505) 3月12日10尾(~ 4 06)の 2回の調杢だけであっ

itが，何れも♀が大きいc

b 調査個体中摂餌していたのは 2尾だけであった。

c 体長，体重測定は計360尾実施したがその服満度は15. 9 2 -2 1. 6 8争上下してな .!J，ま

だ産卵期Uては入ってい念いととが窺えあ。

d 摂餌内容物はサパ，ニギスであった c

IV 調査の成呆および今後の課題

1 調査の成果

(1) ヒラメの末成魚の厨滋移動状況が把梶された。

(21 マダラ，ヒラメの生物学的知見が若干得られた。

2 今後の課題

(1) 問題点

とれまでは殆んど冬剣聞だけの調査であったので，冬期間(!_，底棲生物分布状況κついてv-+か宏
り把握されているが，春，夏季をどUてついては不明である。今後，周年字通しての調査が必要で

ある。

(21 今後の謀題

今後の課題としては対象魚の移動，自務状況，産卵時胡・場所の究明等，主K生理，生態面に

中心すj;><ベ"i'>であるとシもわれふ。
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第 1表底棲資源調査表 東 奥 丸

月 日 1.9 1 0 1 2 1 3 15 18 

投 網回数 4 5 2 3 3 1 

位 置
鯵ケ沢 " 11 " " " N¥V/N 1 JI N¥V告N1!O' N¥V/N6.う NV¥シ"N9.ラ NN¥V 12' N¥V告W10'， 

漁 285 280 1 0 5 31 0 290 水 深
-310 -345 -1 10 -320 -300 1 1 0 

場

氏 質 M M S M M S 

天 候 CS C C C C お

気
風 向力 NW 4 W 4 N¥V 4 SE 4 W 4 E 2 

気 J日 2 2 3 2 3 8 
象
気 圧 1 018 1025 1021 1 01 3 10 1 0 10 1 9 

上層 10.4 1 0.3 
1 0.2 

10.2 
9.5-9.8 9.8 -10.6 -10.4 

海 水
中 10.7 1 1.0 9.8 10.6 

福
下 10.6 9.4 5 9.6 10.4 

i兄
NE 汐流 向
-NE/N NNE SW S SW SW 

曳 網 長 1，800 1，800 1，800 1，800 1，800 1，800 

曳網方向 SE E SE SE E SSE 

-す ダ フ 2ラう 320 40 22 
漁
スケトウ 40 1 2 1 23 

タ コ 40 48 2 1 1 1 

カレイ漁 18 

キ ヌ 32 2 3 
獲
ヤリイカ. 
アプラザメ

ノ、タノ、タ

ヒ フ メ

物
カナガ乙ノラ

タ イ

4ヒ の他 40 う2 46 
K9 
言十 375 507 84 84 35 69 

-6ラー



月 日 2 0 2 1 2 6 2 8 3 0 

投網 回数 う う 2 3 

置
惨 ケ 沢 11 11 11 11 

位 N¥V/制 11' NNWll' N¥ル今-l"1l' NW/Nl1.5' NNW8' 
漁 270 170 280 
水 深 -31う -300 -330 

290 9う
場

底 質 M M M M M 

天 f戻 C C C S S 
気

風 向カ NW 2 ESE 3 W 3 WNW 5 E 3 

気 温 3 2 2 1-3 
象

気 II 1020 1014 1009 101 0 1004 

上一 層 9.4-9.8 9.4-9.6 9.2 8.6 
海 水

中 9.8 9.8 
温
下 7.6 7.8 

i兄

汐 流向 E NNE NE NE NE 

曳 存関 長 1，8000 n，8 00 1，800 1，800 1，800 

曳網方向 E SE E E/S NE 

マ ダ フ 3ラう 130 690 6 1 3 
魚

スケトワ 25 lう

タ コ 25 27 

カレイ知

獲

キ ス 58 1 3 

ヤリイカ 16 

アプラザメ 180 
物

& 

ノ、タノ、タ lう

ヒ フ メ

カナガ乙/ラ

タ イ
Kg 

そ の他 21 21 

計 476 411 726 7 26 
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2.4 5 1 2 1 4 lう 1 7 

う う 5 2 3 2 

11 11 11 " 11 11 

NNW6' NW/NをNll' NW/NtN 11' NW7' NW/N~Nl1' NW/N6.5' 

85-285 
290 260 1 1 5 260 1 10 
-320 -280 -130 -270 -1 15 

S M M M M M 

C S BC S C C 

W SE 2 ESE 2 NW 2 ESE 4 E う

2 1-4 3 3 4 4 

1003 1 007 1 029 102 2 1 0 1 8 10 1 9 

8.6-9.3 8.6-8.8 8.2-8.6 8.5-8.6 8.2-8.8 8.2 

8.2 7.2 

6.5 3.4 

NE SW SW SW NNE N 

1，800 1，800 1，800 1，8 00 1，800 1，800 

E/S SE/E SE SE SE NW 

1 3 180 300 24う

1 5 70 1 3 2 3 

7 

2う

う

. 
1 2 22 

20 

53 

33 1 1 1 8 4 う0

1 58 250 324 18 294 7ぅ
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月 日 2 2 2 6 2 7 3. 3 1 2 

投網回数 5 う 2 2 

位 晋
鯵ケ沢 " " " " NW/NtN1 l' mシペ耳112' NV形明10' NW/司N6.5' NW/W6.う

t者 230 14う 205 100 
水 深 -315 -26う -220 

10う
-105 

場

辰 質 M M M M M 

天 候 C C C S S 

気
風 向 力 .NW 2 SE 2 E 1 E 7 SE 

気 j昆 う 4 4 2 3 

象
気 中庁 1018 1024 101 2 1006 1026 

上 層 8.0-8.2 7.8-8.3 7.8 7.5 6.8 

海 水
中

i且
下

況
汐流向 ESE NW NNE NE NW 

曳 制時 長 1，800 1，800 1，800 1，800 1，800 

曳 網方向 SE SE E w NW 

てF ダ フ 60 180 66 

t主
ヌケトウ 1 2 130 

タ コ 30 

カレイ類 43 1 7 1 3 

獲
キ ス

ヤリイカ 9 

アプラザメ 11う 85 130 9 

ノ、タノ、タ 43 

物
ヒ フ メ 14 

カナガνラ

タ イ

そ の他 2 12 

KiJ 
言十 219 481 21 3 1 2 45 
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戸 日 1 3 2 4 26 2 8 2 9 

投 網回 数 3 う 3 3 

位 青
鯵 ケ 沢 I! fI I! /! 

T魚 N/E9' NW/W6.うY NWパN6' vVl'ぷ九112' NW7' 

* 深 うO 50 100 160 100 

場 -190 -110 

底 質 S S M M M 

天 イ侯 C C C C C 
気

風 向 1J S S 2 SW 5 SW 4 S羽13 

f京 j昂 4 
象

3 4 4 7 

気 圧 10 1 7 1 0 1 8 1 0 1 2 I 0 I 8 1 009 

上 層 6.6 6.7 6.5 7.0 6.8 
海 * 

中

温
下

況

汐 対f 向 N N N SW NE 

曳 キ同 長 1，800 1，800 1，800 1，800 1，800 

曳網方 向 NW NW NE NE NE 

マ タ' フ う

i魚

ヌケトワ

タ コ

ヵνイ類 1 89 8ラ 4 
獲

キ ヌ ラ5

ヤリイカ 1 5 

アプラザメ 2 6，000 

ノ、タハタ

物

ヒ フ メ 2 1 

カナガνラ

タ イ

そ の他 63 1 0 4 20 
K;7 

言十 194 24 1 1 0 6，004 24 
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第 2表底棲資源調杏表 瑞 鴎 丸

月 日 1 2.21 2 2 2 4 1.9 1 0 1 3 

投網回数 ラ 6 2 8 7 

位 置
大戸瀬 深 浦 " 11 11 11 

N/E6' NW4' NNW4' NNW4' NW/討中 N/W4' 
漁

130 120 1 20 110 100 100 
水 深

-290 -150 -1ラO -130 -160 -130 
場
底 質 MS SM SM SM SM SM 

天 候 C C C CS C C 

気
風向 力 NW 3 S 4 NW 4 NW 4 羽12 E 2 

気 温 3 4 2 。 5 3 

象
気 圧 1 023 1 01 5 1016 102 2 1028 1014 

上 層
13.8 

1 4.5 13.8 1 1.8 12.0 1 1.6 
-14.5 

海 水
中

温
下

況

汐 流向 N N N NNE N N 

曳 綱 長 1，600 1，400 1，400 1，4 00 1，400 1，400 

曳 綱方向 E ENE E E E WSW 

アプラずメ 40 う

漁

ヒ フ メ 10 80 5 1 10 35 

ヵνイ類 20 50 う 25 65 76 

スケトク 20 

獲
タ コ 40 10 

カナガ乙/ラ 40 う 40 65 

ヤリイカ

物
キ ス 4 

ニ巳 ピ

マ ダ フ
K9 
そ の他 140 58 61 14 45 44 

言十 2 70 228 76 44 260 234 
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1 5 1 8 2 0 2 1 2 6 2 7 2. 2 3 

6 6 7 7 5 う 7 7 

糠 作 深 1市 " " " " " /ノ

N/包2' NW4' NW4' NW/割引 NW/N4' 関九14' N¥¥シ'N4' NW4' 
97 100 100 100 100 100 97 95 
-140 -140 -130 -140 -120 -300 -140 -140 

SM SM SM SM SM SM SM CS 

CS CB C C C CS C C I 

W 4 NNW 2 N 1 E 2 NW 2 NW 3 ~2 NW 3 

。 3 3 4 2 3 2 4 

101う 1023 1024 101 7 101 1 101 5 1 012 1009 

1 1.0 1 1.2 1 1.0 1 1.2 1 1. 0 10.6 
9.8 

9.8 -10.0 

NNE NNE N NNE NNE NNE NNE N 

1，400 1，400 1，4000 1，400 1，400 1，400 1，4 00 1，400 

E ESE ESE ESE ESE E E E 

5 30 

125 7う I 15 90 60 20 210 160 

28 8 3 1 26 10 16 7 1 74 

10 

5 30 

45 33 120 120 1 2 11 70 100 

1 3 

50 1 4 40 

56 42 32 38 49 6 41 23 

254 208 298 288 136 lラl 392 387 
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月 日 4 5 9 1 2 1 3 1 4 

投 網回数 7 6 3 7 6 5 

位 置
深浦 櫨 作 深 I甫 I! 月y 11 

NW/今H' NパN3' NNW5' N/Wう 1 NW4' NW4' 魚
100 1 00 9 5 100 100 1 00 水 深
-135 -140 -130 -140 -150 -150 場

底 質 SM SM SM SM SM SM 

天 f侯 C C 
気

CS C C SC 

風向 カ NW 2 NE 3 もりのN 4 E 2 E 2 ESE 2 

気 温 5 2 。 2 4 3 
象

気 圧 1006 1 01 1 1 014 1 03 1 1023 1025 

上層 9.8 10.0 10.0 9.6 9.8 9.6 
海 水

中

温
下

況

iタ 流向 NNE NNE NNE N N N 

曳 キ岡 長 1，400 1，400 1，400 1，400 1，400 1，400 

曳 網方向 E ESE E E E ESE 

アプラザメ 1 0 
漁

ヒ フ メ 1 1 0 65 22 95 40 35 

ヵ νイ類 40 30 2ラ 44 24 22 

ヌケトワ

穫
タ コ

カナガ乙/ラ 22 200 100 26 2 2 

ヤリイカ

物
キ ス 6 30 

ニE ピ

マ ダ フ
K9 
Jし1-- の他 85 300 3 35 9 5 

言十 257 595 1 50 180 109 1 1 4 
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舟 日 1 5 1 7 2 1 2百 2 6 3.1 0 1 3 

投禍回数 3 6 5 2 う 2 7 

位 置
深浦 " '1 " '1 '1 '" 

漁
ル情14' NNW51 N6' N/E5' .NW4' N/W5' 

水
100 100 100 240 240 100 1 00 

番長 -130 -170 -190 -300 -300 _160 ~180 場

JI1. 質 SM &¥1: SM 政lS SM SM SM 

天 候 C C C R B C C 
気

風向刀 E 2 N.Ii: 3 SW 3 ENE 2 NW 2 N¥V 4 SE 

気 益乱
象

4 4 3 5 3 6 

気 庄 1018 101 7 1029 1 008 1025 1018 1 (') 19 

上 j醤 9.4 9.4 9.2 14.0 9.0 7.4 7.6 
海 水

中

温
下

侃

汐流向
N N N NE SE NNE N 

曳 市南 長
1， 400 1，400 1，400 1，600 1，600 1，400 lパυ0

曳梢万向 E ESE ESE E E E E 

漁
アプラザメ

ヒ フ メ
1 3 80 32 10 67 

カ レイ 12 19 27 83 95 6 48 

スグトウ 27 
獲

タ コ 6 20 21 1 3 

カナガシラ 6 12 6 6 

物
ヤリイカ

キ .A 23 20 

コニ ピ 9 5 

司~ ダラ 7 103 
Kf1 

その他 26 3 1 40 

言十 3 1 143 119 1 19 2 51 22 1.88 
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タラはえなわ漁場調金

I 調査目的

本調査は，冬期聞にシける本県日本海側の当該漁業の漁具漁法及びタラ類の棲息環境・分布・生態K

関する試験及び調査をなこない，沿岸漁業の経営の安定K資するものである。

H 嗣査 内 官.，." 

1 調査期間 昭和45年11-1 2月

2 調査場所

第1表昭和45年度タラはえなわ 第1図 昭和45年度タラはえなわ漁場調査海域図

漁場調査位置 う0' 140' 10' 20' 

第 1図bよび第1表K示した青森

県日本海岸沖合水深230-430

mの海域。

3. 調査員bよび調査船

調査員技師赤羽光秋

技師佐藤直三

調査船青鵬丸

1 9.9 4トン 0.170p.S 

中川船長以下5人乗組

4. 調査項目

(1) 漁場環境

(2) タラ類の分布

(3) タラ類の生態

(4) 漁具漁法K関する試験

5. 調査方法

(1) 漁場環境

A水深……魚探(光電製SRM-873KJを使用した。

B底質......SK式採泥器を使用したが，失敗したため，途中から漁具K付着する生物から判断した。

C水温……転倒j水温計KよJ?表層から底層附近まで 50m間隔で測温をなこなった。

調査点 位 置 水 深 l
の記号

Fl 
鯵ク沢 280M 
NNW 19.4浬 -430 

F2 鯵ク沢:i-W 
300M 

NWi-WI2.4浬 -310 

F3 務タゐ~ 1 3浬
230M 
-3 00 

F4 替奇沢
270M 

1 3浬 -280 

FI5 鯵NクN沢W 
250M 

1 3浬 -290 

N 

'410 

ぅ0'

w 

.，深浦

nu 
n
u
-

n
u
-

mm

一線
・
一
深
H

H

l
-
等M
M
M
 

n
u
n
U円
U

お
伺
印

40' 
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(2) タラ類の分布

才2図 タラははえなわ漁具図

b 

c 

II 企 tl~l~~~S--z3杭--1 S t. ~ l 1 --
g ト一一ー l 鉢一一一→

第2表 タラはえ左わ漁具仕様表

記号 名 称 材 料 規 格 数 量 備 考

a 浮 標
合成浮子 6 {固 う鉢間隔に使刑
ボンデン 6 本

b 瀬 縄 ク レモナ 1 2間m 水深の1.5倍の長さにする。

幹 縄
タ レモ ナ

マグロ延縄の枝縄用c タ Jレ染 6m概

d 瀬 石 自 然 石 重量 5K9位 2 イ固 両端 1個づっ

e 沈 石 同 上 重量2K9位 3 0 イ固

ハイゼックス 12号.4])1)/18本 2 0 鉢 '2..5m切，3m間隔

f 枝 縄
ナイロンテグス 1.4分 8 0 鉢 2.4 m切 " 

g 釣 鈎 タ フ 針 1 4号 l鉢に23本使用

スルiメーイカ切身
8 K92G尾の冷 7 2 K9 イカ 1尾を鈎鈎 17本程度に使用

h 餌 料
凍フイレイカ

，、 タ ，、 !J. 2 0 K9 

;;t2図及び才2表K示したタラはえ左わ漁具100鉢を使用して漁獲試験(朝縄}をなこない，そ

の結果から分布を判断した。 1田の漁獲試験Kは30鉢程度を 1放Kして便局し，期間中5回で延

16 9鉢を使用した。

(3) タラ類の生態

方73表魚体損II定数

調査点 調 査 測定尾数
備 考

記号 月 日 T ダラ スクトウタラ

Fl 1 1. 3 4尾 1 2尾 体長・体重測定

F2 1 1. 2 0 一 1 1 同 上

Fa 1 1. 2 7 う 一 同 上

F1S 12.2 2 一 ヲ0 2 0尾多項目測定 1 0尾体長'体重，

計 9 5 3 
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方73表K魚体潰!l定尾数を示したが，調査期間中，マダラ，スクトウタ・ラについて，全数の測定を主?

とをった。測定項目は，全長・標準体長・体重(以上全数}・生殖腺重量及び熟度，胃内容物の種類

及び重量(以上はスクトウタラ 20尾について実施}の7項目であった。

(4) 漁具漁法K関する試験

A 枝縄の材質と漁獲効率の関係

校縄VC"、イゼックス系 20鉢とナイロンテグス 80鉢を使用し， この中，それぞれ35鉢づっ使

用した場合の漁獲効率を調査した。

B 餌料試験

はえ左わの餌料として，スルメイカ(冷凍フイレ8Kg4 5尾入れ)9箱(7 2 Kc)とハタハタ 1

箱 (20Kg)を使用した。スルメイカは1尾を鈎数17個程度Kとbつけ，ハタハタは1尾を 1釣

Kとりつけた。スルメイカは 13 5鉢VC，ハタハタは22鉢vc使用した。

自調査結果

1 漁場環境

才3図 タラはえなわ漁場VC:}.~ける水深ー水温

曲線

100 

水

200 

深

300 

1 1月27日 大戸瀬 NW/W

水 温 6.5浬水深350m

ラ 10 15.C 

.:1-' 4 図櫨作崎'W5 浬 VC:}.~ける水温，塩分の垂

直構造

S . 45. 12. 1 1 試験船幸洋丸

ラ 10 1う。C

100 

2∞ 

33.6 33. 8 34.0 34. 2 34.4 34. 6 

才3図VCF3地点の水深一水温曲線を表わした。また， .:1-' 4図として，比較的時聞が近い定線観測

の資料から，櫨作崎W5浬地点の水温と塩分を水深と対応させて示した。

この2つの図から，タラはえ左わ漁場の海洋環境を考察すると，才3図及び才4図の水温曲線は非

常K似かよってなり，ほほ水深150-200mの間で共通して水温の変1じが大きくなっていること

が分かる。一方，方4図で塩分曲線を眺めると，表層から 100m)層までの聞は，低かんな表層水で

あり， 1 5 0 mVC塩分の極大がみとめられ， 200m以深はほぼ同じ値を示していることから，対馬

版流中層水の中心が 150mVCあり， 200m以深は流れの左い底層水が占められていることがわか

る。

一方，今回調査をbこ念った海域は才 1表K示したよう VC230m-430mの範囲であり，以上

からこの海域の海洋環境を判断すると，漁場と左る水深200m以深の底層附近は， 日本海固有底層

水が占められ， したがって流れは微弱であると考えられる。
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2. タラ類の分布

才 4表 測点別魚種別漁獲数がよび単位漁獲尾数

調査点 使用 有効 漁獲尾数(1鉢当り尾数)
メ仁入1 言十 備 考

記号 漁具数 鉢数 マダラ スケトウタラ サ メ その他

Fl 30鉢 28鉢 4 (0. 1) 12 (0.4) 21(0.8) 7( O. 3) 44 (1. 6) 

F2 30 20 。(0 ) II (0.6) 10(0. 5) 。( 0) 21 (1.1) 1 0鉢流失

F3 30 20 う (0.ヲ} o ( 0) 8(0.4) 18(0.9) 31 (1.6) 同上
F4 22 22 0(0 ) 7 (0. 3) 4(0.2) 。(0 ) 11 (0.5) 

F5 57 57 0(0) 32 (0.6) 5(0. 1 ) O( 0) 37 (0.6) 

計 169 147 9 (0. 1 ) 62 (0.4) 48(0. 3) 25(0.2) 144 (1.0) 

各調査点毎の漁獲状況は才4表のと辛子bで全調査点を通じ，漁具169鉢を使用したが流失等の事

故で実際に掲縄したのは 14 7鉢と1.::り，マダラ 9尾，スクトウタラ 62尾，サメ類48尾，その他

2 5尾で合計 144属を漁獲し， 1鉢当り漁獲属数は1尾であった。その他と左っている漁種ではカ

ジカが最も多く 14属で，ほかにタコ 5吊アカガレイ 4忌 ドンコ 2忌であった。またサメ類は，

ホシザメ及びアブラシノザメで，体長40 cm程度の小型のサメが多かった。

(1) 調査点別のタラ類の分布

71<. 

区

マタ・ラの分布がみとめられたのはFl とFaで，調査海域の中ではそれぞれ北端と南端にあたっ

ていたが， 1鉢当 b漁獲尾数はFlが0.1尾であるのK対し， F3は0.3尾で， Fa地点、で分布が

濃かった。左h これら両地点Kなける底質は岩婚であるため，底びき網の操業が出来をい海域で

あった。

次にスケトウタ・ラの分布はF3を除いた他の4地点でみとめられ，マダラよりも範囲が広かった。

1鉢当り漁獲属数から判断すると， F2' F5が夫々 0.6尾で最も多く，他のFl ・F4地点は

0.3-0.4尾で分布密度は余り変わら左かった。

混獲されたサメ類の介布は全調査点でみとめられした刈 F1 地点で最も多く (1鉢当.t0.8尾)

みとめられた。しかしサメ類はは小型で商品価値の低いものが多かった。

その他の魚種も含めた釣獲率(ri，Fl及びFaが1.6尾で最も高く，次VCF2が1.1尾で， F4 

及F5は夫々 0.5尾で低かった。このことは，調査時期とも関連するものと思われる。

(2) 水深刻lの分布

才5表 水深別魚種別魚獲忌数及び単位漁獲尾数

深 使用 漁獲尾数 ( 1鉢当担漁獲尾数}

分 漁具数 て才 f，l: フ スクトウタラ メ カ 、ン カ その他
メ仁三入 言十

サ

咋1

230 - 3 1鉢 4 (0.1) 5 (0.2) 9 (0.3 ) 2 (0.1) o ) 2 1 ( 0.7 ) 

280 - 1 1 1 (0.1) 4 (0.4) 10 ( 0.9 ) 1 (0.1) 1 (0.1) 1 7 ( 1.5 ) 

330 - 1 5 2 (0.1) 8 (0.5) 1 3 ( 0.9 ) 1 (0.1) 1 (0.1) 25(1.7) 

38(}、430 6 2 (0.3) 1 (0.2) 1 ( 0.2 ) 。( 0) 4 (0.7) 8(1.3) 

才5表には，水深と漁獲物をチェックした63鉢にてついて，水深50 m毎の出現魚種と尾数をま

とめたものである。

マダラは，水深230m-430mのどの深さにも出現したが， 380-430の範囲が1鉢当

り0.3尾で最も多く，それより浅いところは何れも 0.1尾と少かった。

スクトウダラは，330-380mの範囲が0.5尾，280-330mの範囲:が0.4尾. 230-
280問及び 380-430mが0.2尾(それぞれ 1鉢当り}で，ほぼ280-380聞の範囲K
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分布は濃かった。

サメ類の介布は，スクトウタラと共通していた。きた，はえをわ漁具で漁獲し?と全魚種を通じて

見た場合，やはり，280-380mの範囲で釣獲率は高かった。
3 タラ類の生態

(1) 体長と体重

A マダラ

マダラの測定は，漁獲された9尾につい

て体長・体重測定のみをなこ在った。その

結果は;;y6表及才7表にまとめたが，出現
度の高かった体長(標準)は35-45ClI!

の範囲で，体重は0.5--1. 0 K9の範囲のも

のであった。

また， これらの個体から体長，体重の関係、

を算出したところ，三十 5図のようにをった。

才5図 マダラの体長と体重の関係

KI} 
体 4i 

ざプ 6表 マダラの体

長組成

階 級
尾数cm ( S.L ) 

30-3 5 

35-4 0 4 

40-4 5 ヲ

60-6 5 

計 9 

(・/)

内
叫
J

重

Y
2 

0.9 
0.8 

0.7 

0.6 

0.4 

0.3 y = O. 0084 x 3. 10 1 7 

30 40 ぅo60 7080 ClI! 
体 長 X

;;y7表マダラの体
重組成

階 級
尾数

K9 

0.5-1.0 7 

1.0-1.5 

3.5-4.0 

計 9 

B スケトウタラ

体長と体重組成を調査毎K三十6図及び赤7図にまとめた。 11月3日にFlで漁獲したスクト

ワタラはモード50-53cmの範囲であったが 11月20日Fzでは，41-50ClI!及び 53-
5 6 cmのBiモードと左り， 1 2月22日F5でに 4!-50cm及び56-59cmのBiモード

と変化した。
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即ち，時期を追って新しい小型の群が出現し，当初の群が次才に少〈在る傾向を示し?と。体重

組成はこれとほぼ同様の傾向を示した。

一万， 1 2月22日F5で漁獲したスクトウタラの雌雄別体長組成(i"8図)を見ると，雌の

体長範囲は雄K比して広く，また雌の方が雄よりも大きいことが分かる。

また， スクトウダラの体長と体重の関係を算

出したととろ，方9図のよう V亡をった。

1ァ6図 スクトウタラの体長組成図

::lJ円I
;--J-~ 

に二
35 38 41 44 47 50う3 56 

分7図 スクトウタラ C体重組成図

% 
30 '1 

20 ，1 

10・1

4 6 8 10 12 14 

Fl 1しろ

N = 12 

F2 11/22 

N = 30 

F5 12/22 

N=  30 

S . L cm 

Fl 11/3 

N = 12 

F2 11/20 

N = 11 

Fs 12/22 
N = 30 

BWX loo!l' 

司。
30 

i"8図 スクトウタラの雌雄別体長組成図

」

口

♀ 
F5 12/22 
N = 12 

o 
F5 12/22 
N = 8 

S • L cm 

方ヲ9図スケトウタラの体長と体蓋の関係

ぬ
4

3

体

重

2 

1.0 ，1 

o
G
7
6
う

4

nu 

3 

y= 0.032 X 2.6484 

2 

20 30 40 ぅo6070 2fJ 90cm 
体長
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(2)生殖腺

スクトウタラの雌雄の生殖腺重量を才8表にま

とめたが，雌雄とも共通して 60-80 ?の範囲

のものが多く，成熟状態は全ての個体が未熟であ

った。体重K占める割合は字 8.1%， O 7.8 %で

余り差はみとめられ左かった。才9表は，スケト

ワダラの卵経測定の結果をまとめたものであるが，

0.7 -0.8酬(直経}が多かった。

(3) 胃内容

調査したスクトウダラ 20個体の胃内容は，消 J

fじが進んでいて種類の判別は難かしかったが魚類

が多かった。また摂餌量は最大77 ?の個体がみ

とめられたが，多くは2?程度であった。

(4)肥満度

;;y8表スケトクタラ
の生殖腺重量組
成

階 級 尾数

F ♀ s 
20-

40- 2 

60- 7 4 

80-

100- 。
120- 。。
140- 。
計 1 2 8 

オァ9表 スクトウ
タラの卵経
組成

階 級
尾数

盟Z且

0.6-

0.7- 4 

0.8- 5 

0.9- 2 

言十 12 

スケトウダラ 20尾Kついて雌雄別の肥満度を算出したところ，雌の平均は8.6，雄の平均は

8. 1で雌が高かった。また肉質肥満度では雌の平均6.9，雄の平均は6.7で雌雄差は小さかった。

これらのことから，肥満度の違いは，内臓物(肝臓と思われる}の相違によるものと考えられる。

4 漁具漁法K関する試験

(1) 校縄の材質

才 10表 校総の材質別魚種別漁獲状況

使用 漁獲尾数(1鉢当b漁獲尾数)
校織の材質

漁具数 マダラ スクトウタラ サ メ カ ジ す3 その他

ナイロンテグス 15 6 (0.2) 12 (0. 1) 20 (0.6) 2 (0. u 6 (0.2) 
ハイゼックス 15 ヲ(0.1) 6 (0.2) lヲ(0.4) 12 (0.ち) I 4 (0. 1 ) 

ρ口、 計

46 (1. '3) 

'38 (1. 1 ) 

校縄Kナイロンテグスとハイゼックスを使用したが，両者と漁獲の関係を~1 0表Kまとめた。

結果として殆んどの魚種がナイロンテグスKやや多くかかることがみとめられた。

(2) 餌料

才 11表餌料種類別漁獲状況

餌料としてスルメイカとハタハタの2種類を使局したところ，才 11表のよう左結果を待た。餌

付は，スルメイカの方がか左りよいことがみとめられた。

N ~肉貸の結集および今後の謀題

1 調査の成果

本年度のタラはえ左わ漁場調査は， 1 1月1日からa2月28日までのほぼ2ク月聞を予定したが，
実際には荒天の日が多かったため，僅か5日間より調査を出来念かった。この少い資料の中から，次

のよう左成果を得た。

(1)本県日本会沖合の 11-12 月 VL :t~けるはえなわの釣獲率は， 1鉢当りタラ O.1尾スクトウダ
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ラ0.4尾，その他0.5尾で全魚種を含めると1.0尾であった。

(2) 調査をなこ在った水深は230-430mの範囲であったが，マダラは380-430mの範囲

V亡多く， 1鉢当り 0.3尾であった。

主たスクトウタ・ラは，280-380mの範囲で分布密度が高く， 1鉢当り 0.4-0.5属の釣獲

率を待た。

。) 校縄の材質十てナイロクテグスとハイゼ γ クスを使用したが，ナイロンテグスの万がかかりが良好

で，マダラの場合ハイゼァクスの2倍，スクトワダラの場合1.5倍の釣獲率を得た。

(4¥ 餌料試験としてスノレメイカとハタハタを使用したが，スケトウタラにてコいては同じ釣獲率を示し:

たが，マタ・ラ及び他の魚種では，スルメイカの万がはるかにかかりが良好であった。

漁場の海洋環境としては，底層附近は日本海固有底層水である。

(51 生態調査は期聞が短くデータも少いため明、ら治記されたことは少在1ハ九スケトウダラは，時期を追

って新しい群が出現するものと考えられる。

2 今後の謀題

(1) 問題点

鯵ク沢港では2隻がタラはえなわ漁業K着業し，朝縄l自の操業に 150鉢程度の漁具を使用し

ている。タラはえなわ漁業は比較的小人数で操業出来，また漁場も底びき網で操業できない海域に

沿いても有効であるととから，今後期待のもてる漁業であろう。

しかし，当業船の操業海域は小島周辺に限られている。

(2) 今後の課題

本年度の調査Vてないて，鯵ク沢近海の水深230-430mの範囲のはえ左わ漁業試験をシこ左

いタラ類の分布，環境等を明かKしたが， この海域は，はえをわでは未利用漁場であるので今後よ

り深い海域の調査もなこ左い，民間船の利用を図ゐ必要がある。
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芳12表海上調査記録表

年 月 日 45.11.3 1 1 .20 1 1 • 2 7 1 2 • 1 2 1 2 • 2 2 

投縄位置
鯵ク沢NNW 鯵ケ沢 鯵ク沢 鯵ク沢 鯵ク沢
19.4浬 NWまW 12.4浬 W/N~N !3浬 NWI"1浬 NNWI3哩

fI 時間 05. 17 _ 05. 47 06.05 -06. 15 10. 40 - 11. 05 08.26 -08.45 08.40 -09. 15 

fI 方向 WSW  SSW SW  SW  

場縄時間 07.05 -08. 10 07.ち-09.0。12.ヲ0_13.20 09.5う_11. 35 10.10 - 12.45 
入れ鉢数 ヲ0 ち0 ヲ0 22 57 

湯げ fI ヲ0 LD 20 

餌種類量 イカ 40尾 イカ 40尾 イカ 19尾 ノ、タハタ 1 'うJ、ョ イカ 1...、コ

.守 タ. フ 4 5 

漁 スクトウダラ
12 11 7 12 

ホ ツ ケ

j蔓

サ メ 21 10 8 4 う

物 そ の他 7 タコ，4 カジカ1ヲ

言十 44 21 40 11 37 

天候雲量 bc 7 bc 10 bc 7 c 8 c 

気 温 13.0 

風 向 力 NNW E 4 NW/N 3 SW  4 SE 3 

波浪.うねり 2 3. 4 3. 4. ヲ

気 圧 1026. 5 1016 1011. 5 

流 向 速 E NE  
m 

7J< 深 280 -410 100 - 110 23.0-ヲ∞ 270-280 250_ 290 

底 質 石山 位 岩 盤

採泥失敗 東風強く 根多く底曳不能 。13.6 'c 
備
o m 18.2 'c 操業困難 o m 16.6む 10 13. 1 
140 m 1.6 縄2回切断 う0 16.うラ 50 13.2 

10鉢流失 100 14.9 100 13. 1 
150 11. 6 200 7. 5 
200 う.9
250 2.8 
ち00 1.8 

考
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∞ 
品

_::;j-T13表多項目測定表

年月日 魚種別 ♀古男Ij
全長 体長
C711 cm 

45.12.22 スクトウダラ 平 う1.5 46.9 

色 5う.5 50.6 

ち う3.9 49.1 

♀ 5ラ.8 52.2 

♀ 55.1 51..6 

平 う3.3 48.4 

♀ 55.9 51.3 

s う0.0 46.3 
平 54.6 50.7 

♀ 58.9 う6.0

♀ 48.6 44.2 

合 う0.0 4ラ.5

♀ 47.4 43.2 

合 47.6 44.4 

合 44.8 40.9 

古 45.7 4 1.9 

♀ ヲ9.9 36.7 

会 50.7 4う.6

♀ 52.6 47.3 

字 52.7 48.2 

体重 除内蔵
?'r 重量

860 700 

840 7ヲO

870 700 

1，030 860 

1，0うO 860 

1，160 870 

1，220 970 

710 590 

1，1 30 890 

1，5ヲO 1，230 

710 580 

800 650 

740 610 

720 620 

600 う10

700 580 

420 340 

880 700 

740 630 

840 690 

生殖犠 生殖 卵経酬 推定数字 熟度 胃重量 摂餌量 種摂 餌 景類 年令 備 考
重量 線長 1 0粒平均 卵 (1-5) 

78 0.785 9.3 4.0 

52 20.4 1 3.0 

60 8.1 1.9 

75 o.う99 9.7 2.0 

66 0.698 20.0 9.5 魚骨のみ

73 0.696 93.0 76.o 半分以上消
fじされた魚

108 0.788 15.7 3.3 

61 5.9 1.9 

91 0.727 17.3 6.5 

140 0.740 7.3 2.2 

65 0.771 8.1 2.7 

68 16.1 '2.2 

74 0.818 7.0 1.4 

40 1 1.0 7.1 

36 4.8 1.2 

60 5.2 0.6 

27 0.860 4.5 1.5 

98 7.0 1.6 

47 0.846 8.5 1.3 

77 0.867 4.5 0.3 



サンマ流制漁場調盃

I 調査目的

春毛 日本海を北上するサンマについては古くから知られてなり，当場でも昭和29年及び，昭和

37-39年Kすでに流網の試験を実施してきたが，当時は魚価の問極で漁業として確立され左かった。

近年，太平洋サンマ漁業の不振から，サンマの需要が非常に大きく左!?，今後イ漁獲対象としての将来

性があると考えられるので漁獲試験鼓びに生態調査を行い，本漁業の企業性の検討と振興を図ろうとす

るものである。

日調査内容

1 調査期間 昭和45 年 6 月 4 日~ 24日

2 調査場所 入道崎~小島沖合

3 調査員長よび調査船

(1) 調査員 技師 十三邦昭

技師補 鈴木史紀

(2) 調査船 青鵬丸(1 9.9 4トン 200PSJ 

4 調査項 自

(1) 漁獲試験 (2) 漁場観測 ¥31 催網状況

141 魚体調査 (51 当業船の状況 ¥61 企 書長 性

5 調査方法

流網漁具(アミラン 33. 3 1ft1lt， 3 4. 8酬 J3 0反を点いて行った。

国調査結柴

1.漁獲試験

5月下旬から試験の予定であったが，試験船i華航の問題等もあって初操業は 6月8日からで予定よ

りも約20日余り遅れて闘始した。調査海域は青森，秋田県境の久元島沖合20 -3 0浬を中心とし

て南は入道崎沖，北は小島沖にわたって実施したが，イ可の海域も漁模様は芳しくなく獲群の来淡を促

えること左く， 6月24日をもっJて切り揚げた。漁期中3航福，調査日数9臼，調査回数 14日，延
投網反数402反，総漁獲尾数3.75 2尾，反当り催網尾数9属で過去試験操業した中で最も不成績

に終った。また 14回の操業した中で最も不成瀬に終った.また 14回の操業中，最も良い時でも反

当り 22尾で 100尾以上の好漁， 50~100 尾の中漁は一度もみられなかった。結局不成績に終

った原因として， この時期に沿岸部に魚群が接岸来瀞してい左かったためと思われる。

2. 漁場調査

調査船が比較的小型であったため沖合までの出漁が不可能で極〈沿岸部の漁場にないてのみ!の調査

K終ったこと及び，本年は異常冷水の影響で漁期が遅れたために調査期間中になける沿岸部漁場には

濃群の来併が認められなかった。操業地点になける表面水温の範囲は 15.0-1 7.8"Cで， この中，

いくらか億網率の高かった水温は 17"C台である。漁期は6月下旬が最もよく時期的に遅いほどよいl

傾向を示した。漁場は北寄の小島沖合が最もよく南よりほど漁が簿かった。また全般になぎのよいほど

漁がよい。しかし.短期間の調査であったため充分左分折はでき念かった。
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1図 日本海サンマ流網試験操業図
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3 催網状況

漁具は昭和37-39年に使用した古網で相当傷んでいたことと準備期間が充分でなかったため漁

網材料別なよび， 目合別漁獲状況の検討はでき左かったが，朝網昼時佼網の催網状況は不漁のため

か，余り変化がをかったが，傾向としては網待時聞が長いほど漁がよかった。しかし，網待時聞が長

すぎるとスルメイカに食害されたり傷物が多くをる辛子それがある。をた催網部位も初期は殆んど浮子

方K集中して会9，漁期が進むKしたがって，中間，沈子方へと次才に増加する傾向等は従来の調査

と殆んど変りがをい。

4 魚体調査

魚体の範囲は25. 5 -3 4. 0 cmでモードが28 cmにあり， 37-39年当時より，モードで若干小

型と左っている。また雌雄別では雄が26-32cm，モード28 cm，雌が27.5-3 3 cm，モード

2 8 cm とをつて:t~ 9 ，全般K雌の方が雄よりも若干大型とをっている。左:t~，雌雄別の出現状況につ

いては雄が圧倒的に多い。

5. 当業船の状況

青森県日本海側では閑漁期のつ左ぎ漁業として昭和26年から流網が行われてきたが，年に 1-2

隻が操業を試みている程度で，それも 39年までで以後は操業は行われてい左い。本年は鯵ケ沢船1

隻だけが着業した. 1航海 3-4日間操業(航海日数4-5日}で 1日3-4回投網し令 6月5日~

1 5日吉での聞に入道崎沖~纏作崎50-80浬沖合VC2航海出漁している。持反数は40反で 1航

海目は210箱(1 0 K9入)2航海目は 110箱の成績で金額では 16万4千円の水揚である。漁況

がよかったのは何れも鴫作崎60浬沖合であったが，着業船が 1-2隻程度では漁場の選定が非常に

むずかしし価格の安いこと等もあって(1 0 k当り 465-600円}漁期半ばの6月中旬で切り

揚げている.友会， 6月23日から 30日吉でに北海道岩内船1-2隻が 3-4日聞の操業を(持網
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1 2 0反}夕、六島方面で行っているが， 100-200箱前後の漁獲で鯵ケ沢港に延 10隻で 1382

箱を水湯している。

6 企業性

昭和37-39年当時よりサンマ流網漁業が企業として成立し左いのは魚価が安価であることに原

因があるものと考えられるので，まず，魚価の面から検討を行ってみた。鯵ケ沢港に水揚されたサン

マの価格は， 6月上中旬の鯵ケ沢当業船の場合は 1箱 100属入， 465-600円で2航海の平均

価格は 51 2円である。試験船は中，下旬K水揚け"しているが， 8 0尾入(1尾重量 10 5 p-)で

68 0円から 730円で2航海の平均価格は711円であった。また岩内船は下旬K水揚げしている

か， 1 0 0尾入1箱1，140-620円，平均74 1円であった。これをサンマ 1属当りの価格に計

算すると鯵ク沢の当業船では 5.1円試験船では9円岩内船では， 7.4円とえtり，試験船の価格が

最も高くなっている.試験船の価格が高かった理由としては水氷した関係上，鮮度がよかったことが

最大の原因と考えられるが採算面から推しては現在の 1尾9円でも安すぎるきらいがある。 20トン，

デーゼノレ 120馬力，漁具 100反，乗組員7名， 1ク月の操業日数20日として漁具の償却等をみ

ても採算K達するKは最低月 150万円の水揚が必要である。これにはサンマ 1属9円として 100

尾入で 1，66 0箱の水揚がなければ左らず， 月に20日操業したとしても 1日80箱程度漁獲しなけ

れば左ら左いことKなるが，当業船では精々 50箱程度が可能と思われるので，そのためにはサンマ

1尾15円の単価確保が必要である③現段階にないては漁，価格面からみて企業性としての根拠は非

常K薄弱と考えられる。

IV 詞査の成果および今後の謀題

1 調査の成果

(1) 漁獲したサンマも当業船では水氷しをかつが，試験船では水氷したために鮮度がよく，最も高い

価格で取引きれ，鮮度保持の重要性があらたに認識された。

(21 サンマは沿岸，沖合に広く分布してbりスルメイカの分布と比較的一致していることが判明され

た。

2 今後の課題

(1) 問題点

本試験の主たる目的はサンマ流網の企業性の検討にあるわけで，この点lζヲいては魚価が安いと

ゅうことが大き友問題と在っている。

(2) 今後の課題

流通対策として鮮度保持，版協の拡大を図り魚価を向上させるとともに，短漁期に集約的左好漁

場を的確に把握することができれば企業他K結びっくものと考えられる。併せて漁具の改良，操業

の効率1じについても一層の研究を進めていか左ければ友らない。
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./1'1表昭和 45年度サンマ流網操業結果

1
1

∞
∞
ー
ー

航操 投 網 場 縄 使 F目 漁 獲 ?子， 羅網部位(o/oJ
海業 操業位置
次次 月 日 時 刻 月 日 時 亥1] 反数 サンマ スルメイカ 浮子方 中 央 沈子方

1 6 。ノ o 8.0うーo8.1 う 6. 9 11.00-1 1.50 久六島S/W8浬 1 .2反 2 7尾 尾 100% 

2 6.1 0 lう.00-1う.07 6. 1 0 2 O. 0 0 -2 1. 0 0 久六島 SW/10浬 ヲO 5 0 4う '3 5 2 0 

3 6.1 1 o 3. 5 0 -0 4.0 0 6. 1 1 o 7.0 0 -0 7.5 0 久六島W/N26浬 ヲ0 9 0 2 0 9 0 1 0 。
4 6.1 1 11.43-1 1.う O 6.1 1 [ 7. 4 5 - 1 9. 0 0 久六島W~N27' .~ 0 640 80 2 0 

5 6.1 1 [ 9. 1 5 - 1 9. 2 ') 6. [ 1 -1 2 O. 2うーo1. 2 0 久六島W/N 2 7' ') 0 48 0 '3 0 8 0 2 0 

6 6.1 2 o 2.4 7 -0  2.う7 6.1 2 o 6. 3 0 -0 7. I 0 繍作W/Nう6' 3 0 6 0 1 0 100 

7 6. 1 8 o 9. 5 0 - 1 O. 0 0 6.1 8 12.0うー 12.4 0 入道崎W/S1 l' ヲ0 4 5 1 0 6 0 3 0 

8 6.1 9 07.30-07. '18 6. 1 9 [ 1. 5 0 - 1 2. '3 0 入道崎NW/W20' 3 0 1 0 0 2 0 4 0 4 0 

9 6. 2 2 [ 2.0 0 - [ 2. 1 0 6. 2 2 l う.3ラー[6.ヲO 崎作W ヲ0浬 3 0 300 6 0 3 0 1 0 

1 0 6.2 2 1 7.2 0 - 1 7.3 0 6.2 2 2 1. 0 0 - 2 2. 0 0 九六島NNW6' ') 0 4 8 0 8 0 2 0 

1 1 6. 2 '3 o 7.4 7 -0 7.うう 6.2 3 1 2.1 0ー 1:2.う O 久六島NW3浬 3 0 200 6 0 '3 0 1 0 

1 2 6.2 3 l う.3うー 15.4 5 6. 2 3 1 8.ラ5-1 9.5 0 小島SSW  17湿 ヲ0 600 8 0 lう う

1 3 6. 2 ') 2 1.う 1ー 2'2.0 5 6.2 3 -2 4 o 3.00ー 04.00 小島SSW2 0浬 ヲ0 480 9 0 1 0 

1 4 6.2 4 o 6.4 5 - 06.うち 6. 2 4 o 9. 3うー 10.1 5 小島 S/W18浬 ヲ0 2 0 0 8 0 2 0 



なアZ表サンマ操業地点 Kがける海洋観測結果

操業次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

観測時刻 o 8.30 1う.00 o 4.0 5 1 1. 5 0 1 9.2 5 03.00 1 0.0 2 o 7.3 8 1 2. 1 5 1 7.30 08.0 0 1 5.5-0 2 2. 1 0 o 7.00 

天 候 C C C F F F BC R C C C B B C 

風向・風力 82 8W2 8W2 Wl  Wl  Wl  8W3 E2 8 1 NE2 82 82 8 1 8 1 

気 温 20.6 1 6.0 1 7.2 1 6.1 lう.0

水 色 ち 4 4 4 4 

透 明 度 1 3 

[波浪・ワネリ 3. 1.1 2. 2. 2. 2.1 2. 1.， 2. 2.1 1. .1.1 3. 3. 2.ー 1. 1.1 1. 1. 1 1. 

Om  1 6.8 1 7.8 1う.0 1 5.9 16.8 1 5.4 16.0 1 6.0 16.0 1 7.7 1 7.4 1 7.4 1 7.3 1 7.2 

水

20 1 3.7 1 3.9 1 1. 5 1 1. 5 14.0 1 0.5 1 0.6 1 2.1 1 4.5 1 6.1 1 6.6 1 5.0 16.0 14.9 

温

5 0 9.6 9. 5 3.5 6.6 1 0.5 9. 7 1 O. 1 9.3 4.9 1 O. '3 9. 7 10.4 1 0.2 9.4 

(C) 

1 0 0 9.2 2.9 3.9 9.0 7.5 8.6 8.4 2.1 5.5 7. '3 9. '3 7.5 9.2 

漁 獲 高 2 7尾 ラO 9 0 640 480 6.0 4. 5 100 300 48 0 2 00 600 480 200 



方73表 昭和45年度日本海サンマ体長組成調査結果表
(単位尾数)

操 業 次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

揚網 月 日 6月9日 6月10日 6月11日 " " 6月12日 6月18日 6月19日 6月22日 " 6月22日 " " 
6月24日

投網位置
久六島 " " " " 繍作

入道 入道 櫨イ乍 久六島 " 小島 " " 
S/W8' S明T10' W/N26' W~N27' W/N27' W/N56 W/S1]， NルW20' W30' NNW6' NW3' SSWl7' S SW20' S/W18' 

測定尾数

255- 2 

260- 4 6 

265- 9 2 6 2 4 1 0 

270- 1 2 ヲ 9 8 2 ヲ lう 8 4 4 う 1 1 1 2 

275- 2 6 1 7 1 0 6 2 2 '3 1 6 1 2 1 3 1 4 2 0 1 4 

体 280- 6 う 1 2 1 6 2 '3 6 7 1 4 2 0 2 1 2 2 2 2 1 8 1 4 

285- う 8 1 0 1 0 1 4 7 ヲ 1 7 1 8 1 '3 1 2 2 '3 1 9 1 2 

。
長
290- 2 7 7 5 1 7 7 4 7 1 8 1 1 1 0 1 0 1 4 8 

295- 4 3 1 1 1 0 3 8 7 う 1 0 8 1 0 4 8 

300- 2 ヲ 4 6 6 6 7 6 4 7 4 2 

粗
305- う う 2 2 ヲ 7 7 ヲ 2 

3 10- う 4 7 2 2 2 う う 2 ヲ

成 315- 2 2 ヲ ヲ ヲ 2 2 

320- ヲ 2 3 ヲ ヲ

325-

330-

335-

340-



~4 表 昭和45年度魚体多項目測定結果

No. 3 6 月 11 日久六島W~N27' No.4 6月11日久六島 防，.86月19日入道崎NV/W20浬 No.14 6月24日小島S/W18浬

G W BWy 
G W 

B L BWY 
G W B L BWY 

G W 

No. B.L BW?' o ♀ 
B L o ♀ 色 ♀ s 半

1 27.9 87 4.0 29.う 111 6.1 28.6 102 6.8 30.4 114 8.6 

2 "30.2 III 6. 7 25.7 80 2.9 28. 7 99 4. 3 27.9 90 5.8 

3 28.可 99 6.8 30.9 130 6.4 28. 1 105 7. "3 28.4 100 8.2 

4 29.2 92 7.0 28. 7 97 8.2 "31. 3 1"31 1:2.0 27. "3 90 7.5 

5 29.9 120 7.8 28.0 87 7.0 28.2 100 8.6 28.2 101 7.6 

6 "33.0 169 13.9 28.8 110 9. 5 29.6 107 6. 7 28.0 98 5.9 

7 28. 7 98 7.5 28. 5 10う 6.9 31. 7 123 8. 7 27.7 88 5.4 

8 "31. 7 n6 5. 9 "31.8 134 4.9 "30. 2 107 4.9 28.5 93 6.4 

9 "30.0 117 9.0 28.4 89 3. 9 28.0 10"3 4.9 28.8 98 7.2 

1 0 28.ヲ 94 6.4 ヨ1.4 138 4. 5 29. "3 98 9. 5 28.8 109 5.4 

1 1 28. 2 % 9.0 31. 6 n6 6. 7 27.4 95 6. 3 29. 3 117 9. 3 

1 2 27.9 95 6.4 28. 2 9"3 3.7 28.2 105 7.9 28.2 96 4. 7 
、ο 1 3 28.4 91 6.0 3:2. 1 144 11. 9 28.4 99 7. 4 26.9 82 6.4 

1 4 27.8 85 ラ.0 28. 4 89 6. 5 30.1 120 9. 7 28. "3 97 6.8 

1 5 28.ヲ 89 5.6 28.8 97 2.4 27.5 100 6. 3 27.4 86 5.7 

1 6 29. 3 109 6. 5 28.0 9"3 5.1 28.4 97 8.0 28.4 92 7.9 I 
1 7 28. 5 9う 7.5 31. 6 140 5.8 "30.7 118 6.0 29.0 107 5.2 I 
1 8 29.9 104 7.7 26.8 94 7.1 27. "3 87 3. 2 ):2.4 148 12. 5 

1 9 29.1 114 6. 7 "31. 0 120 6. 7 29. "3 99 4.0 29. 3 107 う.6

2 0 29.0 104 5.2 29.6 107 6.1 31. 3 114 6. 7 27.8 94 7.7 

2 1 28.2 87 6.9 "31. 5 15う 16.8 27.9 101 7.0 27.5 93 7.6 

2 2 28.8 97 7.4 3:2.5 157 13.5 27.8 104 10.3 28.1 96 10.2 

2 3 26.4 81 4. 5 27.2 87 6.0 29.4 10う 10.0 "31. 9 147 10.2 

2 4 28.2 90 う.1 "32. 5 153 10.4 29.3 103 8.9 29.3 98 7.8 

2 5 27.4 84 5.1 29.8 114 ラ.9 29.6 111 5. 1 28.3 103 9.9 

2 6 ち1.2 129 8.4 29.2 106 5.3 28.9 109 9.8 27.9 97 10.0 

2 7 28. 3 89 5.0 29.6 111 7. 7 28.4 95 7.8 28.5 101 8.1 

2 8 26.8 80 4.0 28. 1 92 9.0 27. 3 90 4.9 3:2.ち 132 7.2 

2 9 27.1 91 7.う 27.4 95 6. 7 28.9 108 3.5 "31. 4 140 8.4 

3 0 28.0 88 4. "3 27.9 102 4.9 28. "3 94 う.3 27.5 91 う.9
T 864.0 3，021 144.9 う3.9 883.5 3. "366 89.4 119. 1 869.1 3，149 140.6 71.2 863.7 3.105 16ラ.7 59.4 
M 28.8 101 6. 3 7. 7 29. 5 112 6.0 7.9 28.9 105 6. 7 7.9 1_ 28.8 1C活 7.5 7.4 



マス延縄漁場調盃

I 調査白的

日本海で生育するマス類の資源動向を明らかにし，資源を有効に利用するための漁業管理在日g;_VL， 

国際的左資源評価VL:T>いて，重要左役割を果す基礎資料を収集するとともに，本漁業の経営安定十て資す

ゐ。

H 調査内容

1. 調査期間 昭和45年3月15日から昭和45年6月15日吉で

2. 調査場所 日本海北部海域

3. 調査員訟よび調査船

(1) 嗣査員 漁業課長 浅加信雄

技 師 赤羽光秋

技 師 十三邦昭

(2) 調査船 東奥丸(3 8.3 5トン 120馬力)

4. 調査項目

(1) 漁獲試験

(2) 多項目魚体調!I定

5. 調査方法 はえ1.:わ漁具(3 2本付)

目調査結果

1.漁獲試験

調査は. 4月3日から 6月10日まで才1図K示すように，東経13 7度以東の海域Kないて 22 

回実施した。使点した漁具は，はえをわ漁具2.320鉢で，操業結果は才1表K示すとシりで， カラ

フトマス 414尾サクラマス 224尾の漁獲であった。

1鉢当りカラフトマス 0.18尾，サクラマス 0.10尾と合ったく不振であった。
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才1図漁獲試験操業位置図
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2. 多項目魚体測定

魚体測定は，操業のつど，カラマトマス，サクラマス，それぞれ20尾，漁獲が20尾に満た左い

ときは全数について実施した。

魚体測定の結果は， ~1 のとなりでカラフトマスの魚体Kついて，昨 44年と比較すると，才 2 表

のとbりで不漁年は，豊漁年にくらべて魚体が大型である特徴を示めしていた。
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沙1表多項目魚体調IJ定

カラフトマス サクラマス

測定月日 平均体長 平均体重 雌 雄 比 測定月日

臨111 F 
45.4.1 6 416 944 8 . 1 3 4 5.4.1 6 

4.20 4 3 1 8 06 4 . 1 1 4.2 0 

4.2 7 4 I 0 880 1 6 . 1 4 4.27 

4.28 4 2 '3 1，0 0 I 1 2 . 1 8 4.28 

4.29 4 I 0 9 '3 5 1 5 • 1 5 4.29 

5. 9 4 '38 1，1 8 8 6 4 5. 9 

5.1 0 4 5 8 1，2 8 6 1 2 . 1 8 5.10 

5. 1 1 45'3 1，3 5 7 1 '3 . 1 7 5.1 1 

5. 1 7 42'3 1，0 2 7 9 9 5. 1 7 

5. 1 8 4 4 9 1，02 9 6 • 1 1 5. 1 8 

5. 1 9 480 1，8 5 1 2 6 5. 1 9 

5.20 457 1，3 4 5 1 0・1I 5. 2 0 

5. 2 6 440 1，1 8 1 I 9・I1 5.26 

5. 3 1 436 1，08 5 1う:1 2 5.31 

6. 1 427 1，2 0 2 4 6. 1 

言十 6，5 5 I I 7， I I 7 151・171 計

平 均 4 '3 6. 7 1， 1 4 1. I 平 均

;;t2表 4 5年と 44年のカラフトマス測定の比較

項並々別 4 5年

平均体長 4 3 6.711!11! 

平 均体重 1， I 4 1. I ? 

卵巣重量 I 8.6 4 ?" 

雌 雄 比 47' 5 '3 

空胃・摂餌 66・34 

N 調査の成架および今後の課題

1 調査の成果

44年

'3 9 4.5 '3 11m 

7 7 '3 ?" 

13.27 ?" 

ラo: 50 

7 0 : 3 0 

平均体長

111111 

4 3 3.4 

426.9 

4 I 8.6 

3 9 7. 3 

3 94.0 

4 7 7.5 

4 7 7.5 

4 '3 2.6 

465.0 

428.0 

う96.2 

498.0 

う，44 5.0 

4 5 3.8 

平均体重 雌 雄 比

?" 
1，1 '3 8.9 3・ 6 

1，1 0 4.6 1 5 : 1 1 

1，00 0.8 7・ 5 

7 6 5.0 2 0・I0 

8 9 2.7 9 • I 3 

1，う 97. 5 6 ~ 2 I 

1，3 '3 5. '3 1 I 6 

1，1 9 2.7 2 1 9 

1，4 4ラ.0 2 。
一

1，1 2 0.0 。
3，4 7 8.0 3 2 

1，9 3 5.0 4 。
一

I 7，0 0 5.5 102 : 6 4 

1，4 I 7. I 

本年の日本海マス漁業は，本漁業を左右するカラフトマスの不漁年を反映して，流し網漁業は前年

の~，はえ念わ漁業では前年の士の漁獲量であったと推定される。この不漁年K訟けるはえ念わ漁業
の漁獲の低下は流し網に比していちぢるしい。この原因として，次のことが考えられる。

付)来湯量が少左いため，カラフトマスの分布範囲が狭い。

同流し網漁業と漁場が競合するため漁場が制約される。

同 不漁年には，魚体が大型で，生殖腺の成熟が進んでいるため，餌付が悪く，魚群の移動速度が早

< .漁場探索が困難である。
同 カラフトマスの移動，海携の状況については，これまでの知見のように，浮上滞泳後冷水域の縁

辺を移動，北上する径路で海激したものと推定された。

2 今後の謀題

(1) 問題、点

カラフトマスは，豊漁名不漁年が操り返えされているが，不漁年VC:j:，'けるはえ左わ漁業Kよる
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漁獲の低下はいちぢるしい。この不漁年VL ;þ~けるはえ左わ漁業の対策が急がれる。

(2) 今後の課題

不漁年 VL;þ~ける漁場の探索は困難であるが，魚の成長と群の国務移動との関係を更K究明し，漁

場探策を容易Kする。

Q
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沙 1表東央丸日本海マス調査結果

操業回数 1 2 3 4 5 6 7 8 

4 5年月 日 4. 3 4. 1 5 4. 1 6 4.20 4. 2 7 4. 2 8 4.2 9 5. 8 

N 40 -37 39 -53 39 -16 39 -36 41 -01 40 -58 40 -44 40 -53 

操業位置

E 139 -02 l沼ー 26 138 -20 137 -38 138 -44 139 -09 139 -01.5 137 -45 

天 侯 B B C C C C C B 

風向・風力 NE/E3 SW  3 SW  4 SE WNW3 NE  ENE4 ESE1 

気 圧 1，020.5 1，023 1，017 1，012 1，015 1，018 1，010 1，013 

気 温 5. 5 7.5 7.0 7.0 7.0 5. 0 9. 0 10.0 

OM 6.4 8.0 7.7 7.0 9. 3 8.0 8. 5 8. 2 

水

2 0 6.40 7. 70 7.80 4. 10 7.00 5.35 7.85 4.5 

温 5 0 3. 50 2.90 5.45 2. 20 4. 50 2. 70 3.90 1.6 

100 1. 65 1. 80 4.∞ 1. 35 3. 30 1. 40 2.10 0.9 
。C

200 。1. 20 2. 20 0.90 1. 45 O. 70 O. 90 O. 5 

投縄方向 w NE  NE  WSW  ENE NW  W w 

使用鉢数 70 120 120 120 120 150 170 100 

漁 尾 9 16 21 1ラ 67 37 40 。
獲
カラフトマス

尾
尾数 4 2 16 26 12 60 22 9 サクラマス

( mm) 416 431 410 423 410 カ 平均体長
フ
フ ( fI' ) 一 944 806 880 1，001 935 ト 平均体重
.守

コス
雌雄比♀:6 8 : 13 4 : 11 16 : 14 12 . 18 15 . 15 
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9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 

う. 9 う.1 0 う.1 1 う.1 7 5. 1 8 5. 1 9 う.20 う.26 5.3 0 

41 -03 41一回.5 4ト∞.う 40 -37 41 -16 40 -49 41 -09 40 -35 41 -09 

138 -22 138 -26 138-30.う 138 -う7 138 -24 138 -06 138 -36 138 -26 138 -22 

B C C C BC C R R F 

E SE SE 2 NNE2 SSW2 SSE4 SS羽T4 SE3 W 

1， 012 1，009 999 1，011 1，009 1， 011.う 1，008 1，002 1，014 

9.0 10.0 12.0 10.う 9.0 10.0 9 O. 12.0 10.0 

9. 5 11. 2 10. 1 10. 1 7.7 8. 4 8. 4 10.0 9. 4 

5. 0 う.0 5.ラ 9.00 う.30 5.90 6.40 5.4 8. 0 

2.0 2. 0 1.7 3.00 1. 80 3.50 4.うO 2.4 3.2 

1.2 1. 25 1.0 1. 30 1. 35 1. 00 1. 30 1.0 1.0 

0.6 O. 70 0.6 O. 70 O. 70 0.60 0.60 O.う O. 5 

W/S  WNW  SW  E NE  E NNW  WSW  ESE 

100 100 100 100 100 100 100 100 100 

15 36 30 18 17 8 21 32 。

14 17 30 2 。 う
。 。

438 4ラ8 453 423 449 480 4う7 440 

1，188 1，286 1，357 1，027 1，290 1，851 1，345 1，181 

6 : 4 12 : 18 13 : 17 9 9 6 : 11 2 : 6 10 : 11 19 : 11 
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操業回数 1 8 1 9 2 0 2 1 22 

4 5年 月 日 5.3 1 6. 6. 8 6. 9 (令1~会 l

N 41 -13 41 -10 41-29 42 -う7 42 -53 

操業位置

E 137-ーラ5.5 137 -19 13品。2137 -43 136 -40 

天 侯 F R C C F 

風向・風力 WSW2 N 11 SW2 S羽r3 SW  3 

気 庄 1，010 1，003 1，012 1，005 1，003 

気 温 10.0 10.0 12.0 12.0 12.0 

OM  9.7 10.3 11. 4 11.ラ 11. 2 

水 2 0 6.4 月.15 9. 60 10.4 9.95 

温 5 0 3.6 2. 70 2. 70 4. 1 2.90 

。C 100 1.4 1. 2 1. 30 1. 60 1. 40 

200 O. 7 0.6 0.6ラ 0.80 0.90 

投縄万向 WNW  ESE NE  NNW  NE  

使泊鉢数 100 100 100 100 うoI 

獲漁
属

27 う 。 。
カラフトマス

尾
尾

数 4 。 。 。 。
サクラマス

合計

使用鉢数 2，320鉢

( 11!11! ) 
436 427 

カ 平均体長
カラフトマス 414尾
l鉢当り O.18 

フ
フ (S") 1，085 1，202 
ト 平均体重

サクラマス 224尾
l鉢当り 0.10

.守

ス
仕留を比:Sf.:o 1う: 12 4 : 1 
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沖合漁場開発調査



太平洋スルメイカ漁場調盃

調査邑的

本事莱は太平洋沖合VC$>けるスノレメイカの新漁場開発及び漁況予測の精度向上をはかれイカ釣漁

莱者の経営の安定に資するものである。

H 詞査内容

1 調査期間 6月23日-11月30日

2 調査場所 青森県太平洋沿岸及沖合

3 調査員訟よび調査船

調査員扱師

漁莱謀長

技師補

赤羽光秩

浅方II 信雄

鈴木史紀

詞査船 端鴎丸(4 O. 8 1トン，

芽1奥丸(38.3 5トン，

4 調査項 白 山漁獲試験

(2) 漁場観点IJ

" (3) 標識放流

(4) 多項白魚体測定

D160PS，橋本船長以下 10人乗組)

D 1 20 P S，高井船長以下 10人乗組)

5 調査方法

試験船瑞鴎丸により 6月23-9月30日の期間，また東奥丸により 10月1-11月30日の崩聞

に 4→1)・(2)・(3)の調査をなζ在った。
また，東北水研八戸支所の職員と水誌八戸駐在職員とが共同して， 4→5)の調査をむこ在った。

園調査結果

第 1図 昭和45年度スルメイカ副査海域図

140 .___U 

40 

42 

山
ザ

139 
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本年度の調査は第 1図K示したA海域(沿岸域)と B海域(沖合域 jについて実施したが.A海域K

ヲいては，イカ・サバ資振動態調査の中でその結呆を述べたので，と ζにはB海域の調査結呆を記述す

る。

本年の八戸近海tてる、けるスノレメイカの持、況は対，馬桜流・津軽陵侃の弱勢と対応して異常念不漁鋭象を

示したか， ζの情勢Kかんかみ，太平洋沖合北上群の捕捉と合わせて、沖合(rC;þ~けるスノレメイカの分布・

場境.0引退K島知寸る知允を碍る目的で、 7月20日-24日の期間、瑞属丸十てより調査をま示ζなった。

その当時の海況と試験操業位置を第 2阻に示したが、親潮接岸分校同鰭で41明附近で著しい接岸状態

を示し、 ζれと対応して津軽暖流は弱勢を示し、青森県舛にま?けるその張出し面積は非常に狭かった。

第 l図 昭和45年 7月中，下旬の 50M層水温分布と操業位置図
140 141 142 ].13 144 145 146 147 

40 

下
6
i
¥

ヘ
一
・

42 4" 

41 41 

40 

， 

39 39 

一方、黒潮系陵水塊はほぼ4fN、 145Eを中心とする直径 90浬位の円状と走り背森県東万沖合

K存在していた。そ ζで訪査の邑標を、北7.k研等の研究成果及ひ仮設をもとにして、との陵氷塊の東縁

で50MI言水温が5-6tの7.k帯にま?君、 7月;)， 0日八戸港を出港した。目標とする水帯を追跡し、第

3凪K示すょっな経過をたどった。

-100-



42 
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第 3図 昭和45年 7月下匂瑞鴎丸沖合イカ調査航跡図

/ 

人I_.~--~--')

S T' 1-15 

Fl -F5 。
観測点

試験操業位置

42。

410 

400 

結呆として、漁場観測をST、l-ST、15の計15点、漁獲試験をFl-F5 の計 5点、標識放

流をF4地点で50 0属、 F5地点で800尾の計1.300昆実施した。以上の調査の結呆は次のよう

に要約される。
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1 分布と接境

第 1ぷ Ijs示1145年 7片一卜匂にる、げる太平洋沖合スノレメイカ投薬桔呆 (瑞鴎丸)

日 時121日r. nrl つれ iZEq-22日n i ?2日 つ川 !?1HAj日γ23凡ハ 24PM

JIlう五泊三;hiiI1hjiu|:iu;ill託子

ι 止 :l
漁 スルメイカ l尾

3 9 アカイカ
獲

ツ」メイカ 。 2 3 

昆 。。2 そむ他
σコイカ

数 合 言十 4 2 3 6 5 3 3，9 5 5 

1時間 1台当
b漁獲尾数

(スル〆イカの
み) 0属

。 れ

ム | 9 0 

備 考 Fl F2 F3 Fd 6 5箱

第 1表は，各操業地点の漁獲状況と漁場壕境(5 0 M層の水温)を要約した表である。

水温 1::I.3'Cの最初の地点は，当時存在していた桜木塊の内側部分にあたり，ととではアカイカが主

K釣れたが，スノレメイカは 1属のみの漁獲K終った。。次の水温8.4"Cの'.tt_J点は最初の地点よりは駿水塊

の外側Kあたるか，治、援はスノレメイカ 1尾その他0)イカ 2たで，最初の地点同様スノレメイカの分布は稀

樽であった。 1架莱 3凶目の7.)(温は当初の目標(!Uをぼ合致する 5.9Cを示 L.，陵7J(塊と親潮域との境芥に

あたる地点で， とこで操業 2時間の結呆，スノレメイカ Jti昆を漁獲した。

次の第 4弛点、ね7.k温 fiOCでスノレメイカ 65 0)毛，また更に第 5地点は水温5，7Cでスルメイカ

::1.950尾を漁猿した。ス J メイカの分布が比較的際空色、であったi;f;;) .第 4・第 5の各地点は，分布か

稀薄であった第 1・第 2地点と 50M層の水温の，点で.-Je，して呉っていた。

第 4図 操莱地点方Ijの水深-7.k温曲線

日j一五三f

yお益 。C

Mj/-A121fill∞ 
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第 2闘はスノレメイカの分布が稀潟であった第 I地点 (F， )と比較的議密であった第 3~第 5地点

( F 3 ~F5 )の夫々の点K恥ける各層の7.k温を表わしたものであるo F'l では水深に対応して水温が

緩やかに下降しているが， F3 ~F~ の各点では共通してある水深を境にしてそれ以浅では急降温し，

以深では7.k温は余り変化がない。そして境目の7Jく深はほぼ 50M層附近である ζとが分かる。1.:Io'， F2 

はζの2つのタイプの中間型を示しているが， ζ こでは省いた。

第 2表操業地，点万Ij・ 7.k深刻J7.k温

I~竺T Fa F4 F5 

表面水温 1 8.8 oC I 9.4'C 1 9.6 'C T。

50M水温
う.9'C 6.0 'C 5.7 'C 

T 50 

水温差ムTI1 2.9'C I 
TσTBOi l 

134c l 1 3.9 'c 

第♂裁は，水温構造に共通した点が允られ，且つ，スノレメイカの分布が比較的獲密だったFa ~F5 

の各点の水温を上士較するためK作成した。最大の漁獲がみとめられたF5では，表面7.k温が 19.(:; Tで

他の 2点より高く， L，かも 50 m7J<.温は逆K他の 2点より低いことか分かる。つまり，両属の水温差は

最大であり耀属としては最も顕著である。同様の見方をすれば，漁獲の最も少かった凡では水温傾度

は小さく躍層としては他の 2点よりも緩慢であゐ。即ち，漁l3:隻順位と水温躍層の強弱か一致していると

とが明かである。

以上を総合寸ると，スノレメイカの分布は暖水塊の内側では稀薄で，冷水寄りの深さ 50mの水温が

5.5-6'Cで且つ，表層附近の水温が 19.5 'cくらいの比較的高い水域K濃密で，表層と 50M層の水

温差の大きい，いわゆる水温躍層が顕著であるほど群密度ば高かった。

2 回遊

第3表 昭和 45年 7月下匂，太平祥沖合スノレメイカ標識放流結果表

放 流 言己 事 再 摘 記 事 結呆~月 日 地点名 尾 数 月 日 位 置 魚体計測

7.22 -23 F4 500尾 8. 18 広 尾 沖

7.23-24 F5 800尾 8. (9 尻労f中，水深 380 m 
8. 19 鮫角 ENE15注 IVl L 2 2 6 ， BW 2 4 0 ♀ 

8.25 江良W3浬

、、
8. 26 鮫角 ENE20浬 ML205 

1 8. 27 矢 越 f中 J.¥IlL 2 3 0， BW 2 5 0 

9.13 三頁島焦割、長水深 821T1 ML  2 5 7. BW  3 8 2 ♀半熟

9.14 函 舘 i中 M L 2 2 O. BW;) 0 0 

、ムF 10. 2 亀ク崎，水深 60 rn 

10. 4 矢 越 {rt ML  205 

10.19 尻 矢 I中

10.21 函館沖
! ~;. .，; I小谷石 4湿 ML  2 7 5. B机142 0 

操業 4回目(F 4 )及び 5副邑 (Fr; ) VておP乙在った標識放流によん沖合スルメイカ群の移動調査の

結朱は第 3言交にまとめた。

}'4 では 500尾放流したが約 25日後K道東広尾神で 1尾再摘さfL7乞のみである。 ζれに対して，

F" では， 8 0 0尾の標識放流をおこ合って合計 J2尾の干与摘を得た。その内訳は，津軽海峡内放びJl'lJ
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函口でち月以 5日から 11月2日K至る則自VC6昆，尻矢崎附近の大平側で 8月9日と]0月19日

Kそれ!ぞれ l尾，鮫角東北東の八戸在海漁場で 8月19日及び 8月:)， 6日十てそれぞれ 1尾，また，岩

手県尾崎~梶崎の沿岸で 9月13日と I0月2臼にそれぞれ 1尾の再摘がみとめられた。と乙で注目

すべき ζとは. F'4放流のイカは僅か 1是のみの再調ではあったが道東で持摘され，一方. F5放流

のイカが 100%西へ移動して津軽海峡周辿及び太平洋の沿岸漁場で再拙された点である。

3 71中合スルメイカ詳の性状
第 5園 、沖合スルメイカの体長組成図
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7月22日

F a 
N=18 

LFJ十
7月22-2 3日

F 4 
N=I 00 

3 15 17 19 21 23 cm 

← F 「JllーL_，

7月23 _24日

FG 
N=I 0:2 

13 15 17 19 21 23 cm 

第 5凪K各操業地点K出現した群の外套長組成を示した。 F3の群は 3地点の中では最も小型で

1 6cmモードであった。 F4 の詳は. ] 9・:，10 cmを王モードとし. ] 6 cmを副モードとする双峰型

で，また F~ の辞は:)， 0 cmを主モードとし 1肘cmを副モードとする双峰型であった。とれら 3地点は

ほぼ南北K並び. I 5浬間隔程度で北からF5 ・F4 . F3のj顕であったと止から，大型の群ほど北

側に分布していた乙止が分かれその変化のし方は，南側の群が隣接した北側の群の外套長組成上K

出現しているととから，北上する後続群が北側で先発群K混入している状態がうかがわれる。

ζとで，八戸近海漁場K出現した群の外套長組成の変化を眺めると(第 5凶)， 7月中勾から下匂

Kかけて出現した毒事のモードは.17-19cmの範囲で，その中心は ]8 cmvてあるように見える。と

とろか. 8月上匂の許は 21 cmモードであり. 8月下匂の群;.>I・22cmモードとをっている。即ち，

7月下匂から 8月上匂K至る間VC，群の外套長組成が一変していると止K在る。
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第 6凶から津軽海峡以東

の太平洋沿岸を含む各港の

水揚変動を眺めた場合， 7 

月中匂以降 9月下勾に到る

聞の変動様式が全港ともほ

ぼ一致している ζ とがわか

る。
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N= 50 
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7月21 -2 2日
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23 25 cm 

第 6凶 東北各港にむける夏イカ漁獲量の勾別推移

1，5001 

1. 0001 函館港
ラOOi

ー
l
i
l
-
-ー
イ
l
l
t

n
U

円

U

円

U

ハu

n

u

n

U

R
ノ

ハ
U

r

フ

l

l

 大畑港

21 
ラ∞↓八戸港

治港

へ~ノ

'~ 

1/JUン6 

-f7¥f 
二~こ港県手山石

1
4
1
1
4
l
t
i
d
-
-
-
-

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
U

円

U

6

4

2

 

-105ー
6 7 9 8 



次vc，津軽海岐に面した函館港と大姻港を除いた場合，太平洋側の各港の水揚の大半は 8月以降に
沿いて左され，それ以前に£、ける7.k錫打極めて少い。また全港を通して見た場合， 8月以降vc;T'げる

水揚量は反イカ全体の水揚量の 5割必L上を占め、特に八戸港の場合全体の約 9割を占めている。

5 三考 祭

調査結米 2・3・4で述べた沖合スノレメイカの移動状況・語干の性以 .'f合体漁場 VC;T'ける漁況の推移

を総合的K考察すると，昭和 45年 8月以降Vζおいて津軽海峡放ひ東北太平洋沿岸で漁獲された夏期

のスノレメイカね，三陸沖合K当時存在していた黒潮系暖水塊の縁組海域から接岸した群であると考え

られど)0 )(， との軒ιl，津軽海峡J;zひ東北太平洋沿岸漁場に夏期に来遊したスノレメイカの大き左部分

を占めたと考えられる。

N 員JiiJ査の成呆および今後の課題

1 調査の成呆

(11 東北太平洋沿岸に反射に来遊するスノレメイカのラi':遊様式について， これまで次のようご 3つのノレ

一卜が考えられていた。

A 日本向から津軽海峡を位て来遊すゐO

B 太平洋沿岸を北上する。

じ 三陸沖合の黒潮分派域より来遊する。

ζのうち， A辛子よびBについては，様識放流による移動調査の結呆明かと左っていたが，cvcつt
いては笑際にスJレメイカを捕捉した調査の17~がなく，仮説の設階 i乞儲まっていた。

このよう左スルメイカ研究情勢の中で本年度瑞鴎丸十てよって三陸沖合の調査をなこ左 lんスルメ

イカの分布・環境・移動・魚群の性状を明かκした。
(21 本年の東北太平洋沿岸の漁況は極めて 弓張念状態で推移したが，夏期K漁獲されたスノレメイカ

の大半が，三陸沖合から来遊した群であると考象した。

(3) 本年度の標識放流VC2種類の標識を使用した。その結呆は第 4表に古とめたが，従来使F討されて

いたストラッフ君主(狭みこみ式)捺識と今[0]使用したタグカンKよるアンカータグ型標識とをくら

べると，再捕率は 4(i : ] (j)割合でアンカータク標識が優った。

また，様識とりつけの操作は，今副使用したタグガンによる方法が簡易である。

第4表榛識の栓類と再捕率

標識の種知| 規 格 |放流尾数|再踊尾数

ストラップ型|夏イカ用小型

アンカータグ型| ヒ。ンの長さ 6 0 !!m! 

アンカータグ型| ピンの長さ ] 5抑

2 今後の課題

(1) 問題点

l 尾

1 2 。 4.4 

0 

本県太平洋沿岸漁場の漁汎は44年・ 45年と不漁が続いた。特VC4 5年の場合は，過去 20年

同 K在い異例の不漁とをった。とのょっ~現象は漁業者の大半がイカ釣漁業に従事している本県に

あっては，大き左問題であふ。

この問題を 2つの大き左測面から眺めゐと，第 1{rCは，漁業生産代直接従事するイカ釣漁業者に

とっては沿岸の既成漁場以外の漁場開発の必長牲に迫られている ζ とであり，第 2は，ス1レメイカ

資源の問題である。

スノレメイカ貸{j在、は，スノレメイカが年魚であり直接産卵若手を漁獲苅象としをいことが理由とされて，

漁d:¥l;VCよふ資源減少の必告じが之とい魚種とされてきたが，漁獲努力量は，近年急増しつつあり， とれ

と対応して単位漁獲量か滅少しつつあるととが，最近スルメイカ託行究者の同で指摘されている。

-1 C6-



(2) 今後の謀題

前項で2つの問題点について述へたが， 71¥誌の任務としては資源に闘する調査動究を進め左から，

一方では，本県漁業者の経営安定を凶る必妥があり，そのためには， ζれまで調査量の少い沖合群

についての多面的な調査を正?と念う必要がbる。その具体的左項目を次に列挙すゐ。

A {中合岩手の来遊水準

B 沖合群の漁獲万法

c 沿岸漁場及び資源、全体への影響
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第 5表 昭和 45年度太平洋スルメイカ調査結呆表

調査船名瑞属品 丸 " " // 

航 j毎次数 2 3 4 

年 月 日 4ぅ・ b ・23 6 ・24 6 . 2 6 6 .29 

持 闘 始 1 6 .20 2100l1840  2 1・o0 1 7 . 3 0 2 0 .40 1 6・40 

亥u終 了 1 9 . 1 0 2 3 . 0 01 2 0 . 4 0 2 3・o0 1 9 .40 2 2 . 4 0 1 9・')D 

位 鮫 角' 1¥ N E 1 9' NE  211泊 SE 2' 出戸E3.5， EN  E 2 l' NE  2 l' NNE 18' 

置 N 

" ま台 E 

日 N 

3 E 
71< 開 始 18') 1 8 0 i 8 0 lうう 200 1 7 0 

長長 終 了 1 ') 0 1 7 0: 7 0 2υ0， 1 d 0 2 ') 0 1 5υ 

天 イ長 F F F ι BL  B 

海 風向、力 E E I[W 21W 31 S E 2 

気 圧 1 0 1 6 1 U 1 1 l心 11 100う 1 008 1 U 1 6 

気 温 1 3.0 1 3.0 1 2.0 1 6.0 1 4.0 1 5.0 

波浪 2 

象うねり I
流向速

OM 1 3.8 1 1. 2 1 6.6 1 5.0 lう2

各 1 0 1 2.4 1 3.6 1 0.3 1 4.3 1 4.3 1 5. 7 

i曽 2 0 1 1. 5 1 2.4 9.6 1 3. (3 1 0.2 lヲ.0

71< 3 (] 9. ') 1 U. 4 ν.5 1 3.0 6. 3 1 1. U 

温 5 0 9.4 1 0.4 9. 4 6. 4 6. 4 7.8 

7 5 9. 3 9 0 i 9. 2 7. 7 6. 7 9. 4 

1 0 (1 9. 2 7. 6 し i 8. 1 5.2 8. 6 
f、、
。C
1 5 0 6. 8 t.6 7 8. 4 3 、ーノ

2 (]じ 3.6 

漁動 jJ 3 3 3 3 3 
3 う

具手 動 4 4 4 3 4 4 3 

漁獲尾数
。 。 130 1 5 o i 。

11 ~ 18cm 
1 8 crn 魚 体 ML. 13 crn 

操業時間 2.8 2.0 2. 0 1. 5 ! 2. 2 2. 0 3. 3 

単位漁獲量
。 。 9 3 1.7 。 。 。
lVlL 1 OcmJ) :当業船 1:後備 考
ノJρイカ遊泳
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1/ 1/ 

" 
5 6 7 

6・30 7 2 7 .2-3 7 3 7 .3---4 

2 0・20 2 0・30 1 9・20 2 1 . 5 0 1 7・40 20.ぅ0

2 2 . 0 0 24.00 20・o0 2 4 .00 2 0 .40 o . 5 0 I 8 .40 o 1. . 0 0 

N N E 2 0' NN  E 15' N 1 8' N/E 18' EN E 18' N F /K2l 泊 SE 2' 出戸E 3' 

/i¥戸E 4' 

210 1 1 0 80 130 125 180 1 6 0 160 

2 0 0 1 2 5 150 7う 210 

B B ι 仁 F F C c 

SE 2 SE 2 SE 3 SE ESE 3 SE 2 ESE E 

1 0 1 6 1 0 1 6 1 0 1 0 101 0 1 0 0 9 1 0 1 2.5 1 0 1 2.う

1 3.0 1 2.0 1 5.0 1 4. 0 1 5.0 1 3.0 1 5.0 1 4.0 

2 2 2 3 2 

2 2 2 3 2 

1 3. 1 1 4.6 1 4.2 1 4.2 1 3.4 1 5. 1 1 ，*.1 

1 3.4 1 4. 1 1 4. 0 1 3.9 1 3.4 1 3.2 1 3.8 

1 2.9 I 1 3. 1 1 3.2 1 3. 3 i 1 3.4 l 2. 2 1 2.6 

1 2.3 1 2.9 1 2.7 l 1. 4 l 2.4 l 1. 2 l 2.0 

1 1. 7 l 2.6 l 2.4 8. i:¥ 9. 6 1 1. 1 1 1. 9 

9.8 l 0.3 l O.う 8. 7 4.7 :1.8 l 1. 4 

9. 9 7. 3 う.4 1 0.8 

8. 3 

6. 0 

3 3 3 3 3 3 2 3 

づ 3 3 3 2 2 3 

3 。 2う 。。 2 105 5 280 

14 _ 17 cm 13 - 1うClll l 3 cm 
12-18cm 

15 - 16cm 
12 -22 cm 

ML t 14 cm ML・14，17cm
1.7 1. 5 3.0 5. 3 1.2 3. 0 1.0 4. 2 

O. 3 。 1.4 2. 9 0.3 i 7.0 1.0 l 6.7 

小サンマ・ノJ¥ 小サノミ浮上 当業船2隻 小サンマ浮
イカ・浮上 上 |
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調査船名 瑞鴎丸 " // " 

航 j毎次童文 8 9 1 0 1 1 

年 月 日 45.7 .9 7 .9--10 7.12--13 7・13--14 7・14 

時 開 始 1 7・o0 19.30 2 3・10 1 9 .00 2 0 .00 18.30 ι3・o0 

亥U 終 了 18.40 2 2 .00 o 1・40 o 2 . 0 0 o . 3 0 2 I . I 0 o I . 0 0 

位 鮫 角JNNt<.: 16' 温釜E 5， IN~ 匂 ~N18 N ER 44 171 泊 SE 2'泊 SE 2'1 N/f!: ~E20 

邑; N 

I~ l!; 

位置 N 

~ ，; 

71< 闘 始 125 9 5 1 3コ 130 80 8 0 190 

深 終 了 8 0 1 1 0 70 6 5 1 5 0 

天 候 仁:-F じ 仁 BC  C C 
海
風向・力 31E S 8 31NW ESE 31 E SE 31wsw llW 2 

. 気 fr. I U 1 0 1 0 I 0 101 0 100 5 1 0 0 3 1 0 0 4 

気 温 1 4. 5 14.0 1 4.0 I 3.0 I 5.0 1 8. 0 

気 波 浪 2 2 2 2 

象
う ね り 2 2 2 2 

流向速

OM  13.6 1 2.6 1. 3 7 1 3. 5 1 3. 5 1 2.9 1 3.21 
各

1 0 1 2.1 1 2.5 1 3.4 5 1 2.7 I 3.6 1 3.4 1 3.0 

j醤 2 0 1 1. 0 ') 1 1. 9 1 2.1 0 1 1. 4 1 3.2 1 2.9 1 2.4 

71< 
;j r 1 0.7 2 1 1. 2 5 I 0.7 0 1 1. 2 1 2.7 1 2. <) 12.4 

5 (i 1 0.40 1 0.9 5 1 O. 2 0 I 0.8 1 1. 1 1 2.7 1 2.4 

温
7 5 1 0.4 0 1 0.7 0 1 0.2 0 1 0.8 8.4 

1 0 (i 1 0.0 5 1 0.2 0 1 0.4 7. 1 

r、、 150 5.8 
匂C
、._/
2 0 0 

漁 動 力 3 3 3 3 3 3 3 

具 宇 動 2 2 6 6 6 。
漁獲尾敏 1 5 3 0 2 0 1. 3 6 0 2.0 5 0 2. 2 4 0 6 

魚体 19--21 CII; I 17 __ 22 cm I 16--吋 8叩 oγ0尾
操業時間 1.7 I 2.5 I 2.う 7.0 1 1 2.7 2.0 

単位漁獲量 1. 8 I 2. 41 2. 0 I 2 1. 6 I 9 2. 2 1.0 

備 考 当業船2明 一宇陀吟I____nml
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1/ 1/ 1/ 

1 2 1 3 1 4 

7 . 1 5 7 . 1 7 7 .21 7 . 21-2~ 7 .22 7 . 2之、 23 7.23、24

1 9 . 00 2 1 . 3 0 1 7・00 1 9 . 00 2 3 .20 o 1 . 40 1 9 .00 2 (j .00 

2 0・30 2 3 . 0 0 2 1 . 1 0 2 0・30 o . 2 0 o 3 .40 o 2 . 4 5 o 1 • ) 0 

E 1 8' E/N 17' 尻労E 5' 

4 004 0' 4 004 2' 4 004 0' 4 005 2' 4 100 5' 

143044' 1 4 303 0' 1 4 )01 5' 1 4 3" 1 8' 14 301 7' 

4 005 0' 4 101 l' 

i 4 302 0' 1 4 302 0' 

1 50 1 2 5 1 1 5 

155 9 0 

BC  Bι F BC B B B BC  

E E NE  ESE WSW SE 。WNW  
1 004 100む 1 00 6 1 0 0 8 1 00 8 1 008 1 0 1 1. 5 1 0 1 2.5 

1 7.0 1 6.0 1 6.0 2 1. 0 20.0 2 o. 0 2 u. 0 1 9.5 

。
2 

NE  N EYN O. 4' N~NO.4' 
1 5.2 14.3 14.1 2 1. 2 2 o. 3 1. 8.8 1 9.4 1 9.6 

1 3.4 1 2.7 1 2.3 20.4 2 0.5 2 18.48 1 8.4 0 1 8.1 0 

1 1. 4 1. 2. 1 1 1. 2 2 0.3 1 8.5 5 1 5.3 0 1 5.7 0 lう.62 

8. 9 9.9 1 1. 8 1 4. 4 1 3. 7 2 1 1. 1 5 9.8 9 1 1 3.う

7.9 ii.6 1 3.3 1 3.3 8. 3う う.90 6. (j 0 う.70 

7.0 6.0 1 1.6 1 1. 9 4.1 5 4. 2 9 4.ヲ5 3.4 5 

6.1 5. 9 1 0.4 5.2 1 3.87 4. 3 5 3. 1 2 

5. 7 8.1 う70 3.6う 3.2 1 3.8 7 

6. 7 5.うう 3. J 2 3.00 3.7 2 

3 3 3 3 3 3 3 3 

3 。 。 4 3 う

。
3 6 アカイカ 3 1 9 6うO 3. 9ラO4 2 

19 -22 cm 12 - 18 C1lt 
lP1I5L~I9 23m 

14 _ 23 cm 
ML.20cm ML. 16 cm ;20 cm l\'L.18~Oc問

1.5 1.5 4. 2 1.5 1.0 2.0 7.7 5.う

。 O. 7 υ.5 。 0.8 2. 4 1 4.1 90.0 

f!t....{浮上 沖合調査 西K適水
f中う0合0昆調放査流

800尾放流
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調査船名 瑞鴎丸 1/ 1/ 1/ 1/ 

航 海次数 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 

年 月 日 45" 7・26 7 " 2 7 7 " 29~30 7 " 3 0 8" 9_  10 

時 同 始 1 8 . 3 0 2 1・40 1 9 .00 1 8 " 0 0 1 8 " 3 0 2 1・o0 1 8・40 

亥リ 終 了 2 1 " 0 0 2 4・ou 2 0 " 3 0 o 1・G0 2 0 " 0 0 2 4・00 o 1 _" 00 

位 鮫 角'ENE 19' N V /包 1 9' NE  2 0' NE  1 6' EN  E 16' N九 15' NE  2 0' 
撞 N 
〆向、

ま白 E 、ーノ

N 
r、、

終 E 、、J

水 出 始 1 4 5 140 155 1 1う 1 1 5 1 1 0 165 

深 終 了 1 4 0 1 1 0 1 0う 1 0 5 

天 イ疾 C-F C 。 C F C 
海
風向力 E I1 E IIW 118 118 88E 2 

. 気 B:: 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 2 1 0 1 7 

気 温 2 3.0 2 3.0 2 3.0 2 3. 1 2 2.0 20.0 

気 波 浪

象
う ね り

流向速

OM 20.8 2 0.6 2 1. 5 2 2. 5 0 2 1. 5 2 1. 3 2 O. 0 

各
I 0 1 6. (-) 2 I 5.4 1 7.0 1 7.2 5 1 5.5 0 16.40 1 9.20 

層 2 0 1 4. 3 0 1 3.2 1 5.2 5 1 3.5 0 1 5.3 0 1 3.4 5 1 7.1 0 

水
3 0 1 2.4 5 1 0.4 1 2.0 0 1 1. 3 0 1 3.80 1 2.1 0 1 3.90 

5 0 8.50 9.2 7 6. 7 5 6. 5 0 1 1.う O 1 1. 3 0 1 1. 0 0 

温
7 5 R4Q 8. 9 5 8. 2 0 6_6 0 8.4 5 8. 3 0 9.60 

] 0 0 7. 2 0 7.80 8.3 0 5.う7 7.8 0 8.00 8. 3 0 

r、
150 5.7 0 'C 

、、ノ

200 

漁 動 力 3 3 3 3 3 3 3 

具 手 動 2 2 3 3 3 3 6 

漁獲昆数 7 3 5 う 4 0 6 0 1 0 1. 8 0 0 

魚 体 入l箱れ6 0 尾

操業時間 2. 5 2. 3 1.5 7.0 1.う 3.0 6. 3 

単位漁獲量 0.6 3.0 0.6 1.0 6. 7 0.6 3 1. 7 

備 考 サンマ・サ
l治イ二多カい・サバ

サバ許浮上
バ浮上
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" 1/ " 1/ " 

20 2 1 2 2 2 3 2 4 

8 . 1 0 8 . 1 1 8 . 1 1 8・17 8・17--18 8 .23 8 .23--24 8 .24--2コ

1 8・30 1 8・30 2 0 . 3 0 2 0 .00 2 3・o0 1 9 . 0 0 2 2 . 3 0 1 8 .20 

2 4 . 00 19.30 2 4 .00 2 1 . 4 0 o . 4 0 20.30 o 1 . 00 o 1 . 3 0 

NE  1 6' N~20' N EYE 1 5' NE/E 18' N九 16' 白糠NE7' 出戸 SEう1 ENE 19' 

1 10 160 1 0 5 135 127 105 100 1 4 5 

B B C R BC  BC  C 

SW  SW  SE SE  2 SW  SW  SE 

100 8 1 00 8 1 0 1 6 1 0 1 7 1 0 1 5 1 0 1 5 1 0 1 5 

29.0 2 1. 0 2 O. 0 1 8.0 2 9.0 2 7. 0 2 3.0 

2 2 

1 9.4 2 0.0 2 0.80 1 9.6 0 20.2 0 2 1. 9 2 1. 2 2 1. 2 

18.2 0 1 9.6 0 1 9.4 0 2 0.3 1 9.9 

1 6.30 1 7.1 0 1 8.4 5 2. 0.1 1 8.i5 

1 3.4 0 1 3.7 0 14.4 0 1 9.9 1 7.5 . 
1 06.0 1 0.6 0 1 1. 7 0 1 8.3 1 5 8. 

9.00 9.60 8.6 5 1 7.7 1 0.6 

• 
8.50 7.90 lう.5 1 1. 3 

3 3 3 3 3 3 2 2 

3 3 3 3 3 3 4 6 

6 0 3 2 3 1 5 。 1 2 0 840 

並1i8LコZヱ1252ccmm 

う.5 1.0 3. 5 1.7 1.7 1.5 2.5 7. 2 

1.8 0.5 1. 1 1. 5 。 0.1 8.0 1 4.6 

Jレイカ群遊

泳
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" " " " " " (言十) 東奥丸|

3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 (3 7) 1 

9.9-10 9・11 9・24-25 9.25-26 9 • 2 6 9 .27 1 0 7 

1 7 .40 1 7・40 1 7 .30 1 7 . 4 0 1 7・40 1 7 . 3 0 操業号誉回 1 7 .00 

o . 3 0 2 0・o0 o 1 . 4 0 o 1 . 2 0 2 0 . 4 0 2 0 . 3 0 2 0 .05 

EN E 2 0' EN  E 2 0' E/N 2 0' E/N 2 0' I<~NE20' E N E 2 0' 組員長重
4 004 l' 

用1[漁8]普具均叡使 1 4 105 4' 

6. 3台 4 003 9' 

1 4 10ラ2'

145 1 4 5 140 155 145 1 4 5 全島詰君主 1 0 8 

9 5 

C B C R C C B 

SE N 3 SE SE NW  う N S 2 

1 0 1 0 1 0 1 5 1 00 4 100 2 1 0 1 4 1 0 2 0 1 0 20 

2 3. 0 1 8.0 I 8.0 I 8.0 I 7.0 1 8.0 19.0 

2 2 3 

2 2 3 3 

SW  

1 9.2 2 0.3 2 0.6 2 0.2 1 9.9 1 9.4 19.8 

1 9.4 2 O. 9 2 0.6 19.8 18.9 1 9.8 1 9.6 

18.9 2 0.9 2 0.1 1 9.5 1 9. 9 1 9.9 1 9.4 

1 8.4 20.4 2 O. I 1 9.3 J 9.8 I 9.8 5 1 9.9 

1 3.4 1 7.2 1 9.9 1 9.2 1 9.5 1 9.8 1 9.2 

9. 7 1 4. 7 1 8.8 1 6.4 1 7.0 I 7.8 18.6 

I 1. 5 1 3.4 1 5. I 1 5.2 1 5.2 1 4.9 I 5.4 

3 3 3 3 3 3 (170) 3 

6 3 3 6 3 3 (193 ) 3 

2. 2うう 。 8 0 2. 1 5 0 3 0 。(32.085 ) 。
M19L~. 25cm 20 -26 cm 
23 cm ML .22 cm 

6.8 2.3 8. 2 7.7 3.0 3. 0 (197.0) 3. 1 

36.8 。 1.6 1 3.0 1.7 。 (26. 0) 。

一一一一一一一一一一一一一一一
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調査船名 東央丸 1/ 1/ N Fノ " 1/ 

航 海次数 2 3 4 5 6 7 

年 月 白 4う.10.13 1 0 . 1 ') 1 0・16 1 0 . 2 0 1 0 . 2 2 1 0・29 

時 開 立右 2 1・3う 1 6 .う 0 1 6 . 2 5 1 6・15 1 7 .20 1 6 . 2 5 1 7 . J 0 

亥]j 終 了 2 3・15 2 1 . 2 ') 1 9 . 1 5 1 6 . 2う 2 2 .20 !包.コ 5 1 9 . 0 C 

位 鮫 角1 E 1¥ E 1 ')， N 1 6' NN  E ] 7' NE  ] 5' I:<:NE  1 8' 

置 N 4 005 0' 4 003 9' 4 004 8' 4 005 5' 4心。44' 4 0
04 ]' 

( 

立包 七: 1 4 103 7' j 4 ]0ヲ2!う 1 4103 1! 5 ] 4 102 7' 1 4 104 7' 141
054!う、、J

( N 4 004 9' 4 u"3 8' 4 003 6' 4 OCう 4' 4 004 4' 4 0044' 

す冬
'-' 日 1 4 1 03 7' i 1 4 1 05 2' 1 4 103 l' 1 4 102 9' 1 4 104 8' 1 4 1

0う6'

zK 民j 始 1 6 5 9 8 6 0 7 0 lむう 1 1う

深 終 了 1 5 0 ヲう 5 8 1 28 I 1 0 1 lぅO

7又 1s定 B C c C c c 
海
風向力 NW  2 NNW  3 う NW 41NW 4 国w

. Lメニ工 t士 1 0 2 1 lリ j3 1 0 1 6 l心 iジ 1 (J 1 9 (J 8 

気 温 1 7.う 1 4. 0 1 6.0 1 2.0 1 4.0 1 4.0 

安L tBZ 浪 3 3 う 3 4 

う ね り 2 4 3 4 2 2 2 
議ィ

dft 向速 S O!う S O! 3 i S O~ 7' SE 0.'7 I E 0!4 NNE 7了2

ONl 1 9.4 1 9.2 102 1 9.2 1 8.4 1 6.8 

各
] 0 1 9.4 1 9. 1 ] SJ. 2 1 9.2 ] 13. 6 1 8.6 1 6. 7 

層 2 0 1 9.う 1 9.1 1 9.2 1 9.2 1 d.8 1 8.6 1 6.7 

::l () 1 9.3 1 8.9 1 9.2 1 9.0 1 8.9 1 8.6 1 6.6 

5 0 1 9.') 1 13. 9 1 SJ. 0 1 8. 8 1 8.8 1 8. 6 1 6‘6 

温
7 5 1 8.7 1 8.6 1 8. 6 1 8目6 iう.7

1 0 0 1 6.1 1 6. 4 1 7.4 

r【¥
] 5 0 1 3.2 。C

、、J
2 0 () 

漁 動 力 3 3 3 。 3 ヨ

具 手 動 3 3 3 。 3 3 3 

漁獲尾数 。 9 6 。 4 2 
。 3 

魚 体

操業時間 1.7 4.'，) 2. 8 。 う0 2.2 U3 

単位漁獲量 。 0.3 O. 4 1.4 
。 O. 3 

備 考 中止

-116-



1/ 1/ Fノ (計)

8 9 1 0 

11.2-3 1 1 4 1 1 6 

1 7 . 5う 1 6 . 0 5 1 6 .30 主華美回数 10 [Tl 

o 2・10 1 9・5ぅ 1 8・15 

NEiN 12' E/S 15' N占W20' 数lIF9]当8.り9漁獲尾

4 004 3' 4 003 l' 4げ51'.う

1 4 104 l' 1 4 105 5' 1 4 1"2 8~ う 具l数@]平6.均ぅ使苔用漁

4 003 6' 4 003 2. 5' 40"49' 

1 4 104 9' 1 4 10うl' 141ヲ0!5 陶![E3j.平う均h操業時

8 0 9 5 6 2 

8 0 6う 7 5 

BC  C C 

NW  2 SE 3 NW  4 

1 020 1 0 1 1 100 4 

1 2.7 lう.2 1 1. 0 

2 3 ヲ

2 2 

SE S 1!0 W SW 1. 0' S S E 1! 5 

1 6.8 lう.4 1 6. 4 

1 6.9 1 5. 7 1 6.4 

1 7. 2 lう7 1 6. 6 

1 7. 1 1 5.4 1 6. 8 

4・ 1 7.0 l う目6 1 6.8 

1 6.う 1 3.9 

3 う 3 ( 3 0 ) 

8 3 3 ( 3う)

920 ( 9 8 9 ) 

8.1 3.8 1. 7 ( 3 5. 1 ) 

1 0.3 o. 4 。.1 ( 4. 3 ) 
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イカ、サバ貨源動態調査

政l査白的

本県太平拝岸に来遊する沿岸資源のうち最も重安在スJレメイカ許よひサパの漁況を把握し，来遊資源

量，分布移動.生態にヲいて調査研究をま子こえEい。特Kスノレメイカについては，漁j毎況予報事業と&わ

せて漁業経営の安定に資する。

H 調査内容

I 調査期間 ;昭和 45年 7月1日から附手1145年 11月20日空で

2 調査場所 本県太平洋沖合

3 

4 

調査員針よひ調査船

(1) 調査員

(2i 調査船

調査項目

漁業謀長 浅加信雄

技 師 赤羽光秋

技 目市 十三邦岨

技 師 中 田 凱久

技師補 鈴木史紀

試験船 瑞鴎丸計よひ束央丸

(li 海況調査

12 ~ 漁況調査

(31 生物調査

14，情報収集

5 調査方法

調査員 1名が交代で八戸市に駐在し当来船からのきき止り調査Fよび試験船の調査結呆，魚市場

陸協調査をらびに魚体詞査等をもとに Lて，漁況概況を作成し，日報止して，八戸漁業周海岸局から

沖合各船に通報するとともに，市内に設けた掲示板K速報を掲載し，地方紙にも掲載広報し，た。

まf<_， 8月20日から 10月20自主で実施した。漁海況情報伝達の迅速化試験事業の業務を担当

した。

E 調査結果

1 海況調査

八戸近海のスルメイカ漁場は，津軽暖流域の内部K当る， したがって，対馬暖流の状態が反映する

と考えられる。

日本海で実施した定線海洋観測結朱から瞭f乍崎西方K1丸、ける対馬暖VfEの北上流量は第 I表のとま?り

で， 5~ 7月の北上旅量は昨 44年より著しく少;1:い。また，本年春の冷水域の接岸か同者で，かっ，

対馬緩流の北上勢力が弱<，水温も低いという異常冷水の様相を主主していた。 3ト1， 4月れ恥いて ζ

の傾向は著しく， 5月以降は衣層近くでは回復し左からも，下層i'c:}，'いて低温傾向が 7月まで持続し

た。 とれら臼本海Kあ寸7る託手mか，太平洋側十てどのように反映 Lたか(!Cついて，太平洋の定線観点l結
呆から，津軽暖流域の 100m層IてFける面桔を算出した第 2表から#ゐ止，津軽暖流域の面J桔は，

5~ 7月の期間を通仁て，昨 44年の約 7割程度を示し，対馬暖流の北上流量とほぼ同様の結呆が示

された。
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第 1表 対馬暖流の北上流量((単位 106m~/S e c 

年次¥月 5月 6月 7月

S 4 4 年 2. r 2. 4 3. 0 

S 4 5 年 1.4 1.5 2.6 

第ジ表 100m層K正予げる津軽緩流域の面積 (単位 66 o mife ) 

年次~月 5月 6月 7月

S 4 4 年 4.0 4.1 4.4 

S 4 5 年 2.9 2.3 3. 9 

秋の海況について，八戸近海漁場と密接を関連をもっ津軽暖流の動きをみると，津軽暖流の張出し

面積は，春とは逆VC1 0月の場合例年よりもやや広(，主た，水温は 8月以降 11月までの期間，春

と活1!VC例年より 2"C前後高めK推移した。

2 漁況調査

(1) 夏イカ

初漁日は 6月28日で例年より遅れた。 6月下勾から 7月下匂K至るまでの期間，第 3表のと辛子

り，各勾とも昨 44年の 7分の lVC及ぼす，その期間を通じて， j:，~よそ 8%vてとどまり，全〈異例
の不振左状況がつ Yいた。そ ζで， 7月中匂K草子ける近海操業船は僅か 50隻程度で，他は，日本

海大和准，武蔵堆， &11路沖で操業した。 8月上匂以降，漁況は漸く，やや上向き， 8月10目前後

と8月30日前後をピークとする漁獲の山がみられた。しかし，との山も 1日400トン前後で例

年の 4分の 1程度で，また，山の形成が例年より非常K遅れた。

この山の形成と同時期VC，瑞鴎丸が 7月下句K鮫角東方80哩付近で放流じたスルメイカが再捕

されたζと，および魚群の性状がとの時期を境VCLて一変したとと等の事実から， 8月上句以降，

三陸沖合から接岸したものと考えられる。

以上の漁獲の山Vi，ほぼ9月上匂K速をったが， 9月上匂後半から下匂前半に至るまでの期間は

漁切れ状態とをり，下伺後半以降拘び漁況はや Y上向きを見せたが 9月末までの夏イカの漁獲量は

6. 3 1 3トンで，不漁であった昨 44年の約 35%で近年5ク年平均の24%にと Yまり，大不漁

と左った。

夏イカの中で，特に 7月下旬に至る間VC:;1'，'いて，不漁の程度は著しし昨年の約 8%，過去 5ク

年平均の約 5%であった。

8月から 9月K至る期間の漁獲量は，昨年の 56 %，過去 5ク年平均の44 %で，本年の場合8

月9月K夏イカの 90%を漁獲している。

第3表 匂別計よび年別スノレメイカ漁獲状況 (八戸近海)

H塁6月 7月 8月 9月
合計

下匂 上 中 下 上 中 下 上 中 下

45年 隻
6.06隻2 主主 数 4 17 311 684 8うO 572 1. 4 77 982 60 1. 106 

45年 トン トン
漁獲量 O. 7 9. 6 167.5 479.6 1， 121. 1 698.2 2，160.0 574.3 38.1 1，063.7 6，313 

44年 トン トン
漁狭量 17.8 979.1 1，126.7 6.450.6 3，539.4 2，69う.2 2， 410. 7 1，013.1 384. 3 22.6 18，639 
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第 4友 八戸近海漁場に制ナる憂イカの年局1]，時期対1]持獲状況

\年\\i\芝~員------甘 6~7 月の訴事&量トン 陥 8~9 月の漁獲量トン (%1 夏イ カ全漁獲量

トン % トン 1'0 トン 司。

S 4 0 年 1 7.4 3 5 6 6 9. 1 3 3 3 4 2 6.5 6 8 100 

4 1 6.1 6 5 2 5 1 8. 1 2 7 7う 2 4.2 9 2 100 

4 2 2 2.2 8 9 6 4 1 2.7 7 8 3 6 3う.067 1 00 

4 3 1 4.0 3 4 4 8 1 5.0 2 0 う2 2 9. 0 5 4 1 00 

4 4 8.う74 4 6 1 0.0 6 ') う4 1 8. 6 3 9 1 0 0 

40~44年平均 1 3.6 9 9 うl 1 3.0 2 5 4 9 2 6. 7 2 4 1 0 0 

S 4 5 年 6 5 8 1 0 5.6 5 5 9 0 6. 3 1 3 100 
一一一一一一'-ー・一一ー一ーー

(2; 秋イカ

stイカ漁掛から秋イカ漁胡に移行する間に漁切れ期がみ止めムれるが，最近 5ク年を通じてみた
場合，第 5去から，例年 10月中匂か漁切れ胡にあたっているが，本年の 10月中勾は平年値23 0 

トンであるのK対 L，1.060トンに達している。

この時期に瑞鴎丸か沖合K;f，'いて放流したイカが三太平洋沿岸公よび津軽海峡内で再捕されている

ことから，三陸沖合からの接岸群であろうと推定される。また，例年 11月上匂がピークであるの

K対し，本年は]0月下匂Kつ三いて漁切れ状態を LめLている。イブして] ]月中勾から下匂Kか

けて漁況がやや好転したが，その後極端K不振とをった，秋イカ全体の漁獲量は 6.916トンで不

漁だった昨年の 39%過去5ヶ年平均の 29%KとYまり，夏イカi百j様大不漁に終った。

第 5表 S 4 5年余よび過去 5ク年の匂別漁獲量 (単位 10 0トン)

] 0月
上

1 3.う

1 3.3 

1 2月
上

2 3. 5 

6. 7 

3 生物調査

(1) 体長組成

第 1凶から 44年の外套長と比較すると全体に大型であった。

7月]8 cm， 8月ヨ 1cm， 9月22 cm， 1 1月25 cm， 1 2月24cmと在っている。
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第 1国 スノレメイカ雌雄副，年別，月万IJ，平均外套長

21 

15 
7 8 9 10 11 12月

(2) 体重

第 2幽から 44年と比較すると全体に大型でめった。

才2図 スルメイカ雌雄別年別月別平均体重

守

--45年
・ー司 "'44年

，，
 

〆
Je ， 

ロ，・... 
'ペ
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。
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き
ノ¥

4¥  

〆〆， ， 
d ， 

点，
't" 
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，，
 
，F
 

，
 
J

・

15 
7 9 10 11 12月8 

「プ45年合
・ーー『例年 /""へ、

tJ _ .. 

〆予，...- "-

。
7 8 9 10 11 12月

(3) 仕比

凶 3から 9月まで雌の出現率が高<， 1 1月と 12月は逆K維の割合が多い。全調査個体では雌

51.9%雄49.1 %であった。
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第~ ~ スルメイカ匂別雌雄方Ij出現率 スノレメイカ月別.雌雄刷出現率

% 
口合計監塁手 顔合

% 
口合計 図♀ 顔合

100 

うO

。

1m 

1上中下 5

8 9 10 11 12月 7 8 9 10 11 12月 平均

(4) 生殖腺亘量

幽 4から. 4 4年と比べると，雌の場合，全期間を通じて昨年よ D低い値を示したのK対して，

雄の場合は. 9月以降や区大きい{雇を示している。

第 4凶 スノレメイカ雌雄J}IJ.年男1].月別.平均生殖肱重量

←----45年
・----.44年

F 

。

-一一ー・'45年
-ー一-..44年

F 二rノ
， (< 

ジフ戸〆 。
7 8 9 10 11 12月 7 8 9 10 11 12月

(5) 情報収集

毎朝入港船から漁況のき LとりをPと17うとともVC.魚市場陸揚調査を実施し，魚体説査等を

もとKして. 7月1日から 11月20日まで酎兄白報を作成し.J1帯した。

N 調査の成呆および今後の謀通

1 調査の成呆

毎年，漁期中調査員が駐在し，漁況日報を作成し広報してきているが.i中合操業船の無線広報の

聴取率が非常K高〈左ってきている。

2 今後の謀題

(1) 問題点

予報の精度を高め，利用度の高い予報作成が必要である。

(2) 今後の課題

現況把握から，資料の畜積か必要である。
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クヘ六島周辺漁場閥発調査

調査自的

本県日本海沖合K企ける漁場の利尉は，マス左ど一部の魚種を対象とする漁業を除き，殆ど固定化さ

れ，生産も曲り角Kきて未利用の資源ならびに漁場嗣発が強〈望まれていた。本調査は，とれらの要望

に応えて，本県日本海深海部に針ける底棲生物資源、分布状況を把握するとともに， ζれらを漁獲するた

めの漁具漁法Uてついて検討し，企業化の見通しをつけ，沿岸漁業経営の合理化と生産性向上を困るもの

である。

H 調査内容

1 調査期間 昭和45年 7月-8月

2 調査場所 青森県竜飛崎正面の線と，須郷崎正西の線の間VL:J:，'ける水深 300m-800
mまでの海域

3 調査員計よび調査船

(11 調査員 漁業課長 浅加信雄

技師補 鈴木史紀

県水産謀 主 査 武尾善蔵

武回収平

熊谷 登

(21 調査船

4 調査項目

111 漁場環境調査

試験船

県委託調査船

イ 表面水温・海況・底層水温

ロ 海底地形

(21 生物分布調査

131 資源量調査をらひに企業化試験

5 調査方法

東奥丸(3 8. 5 1 D.l 2 0 P. S.) 

第3忠洋丸(84.71TD.40 0 P.S.) 

第 21日校丸(5 2.6 3 T D・21 0 P.SJ 

調査海域を北からA. B. C. D. E. Fの6海区K分け，それぞれ緯度1分，経度 1分の桝目を

作り，合計 597区闘について底びき網漁法Kより調査を実施した。

(11 第 3忠洋丸，第 21日枝丸

7月3日から 7月30日までA-F海区にかけて魚群探知機により海底調査をし左がら調査を実

施した。

(2) 試験船 東央丸

8月7日から 8月25目立でE.F海域を重点的に調査を実施した。

lil 調査結巣

1 漁場袋境調産

(1) 表面水温

調査船3隻の測定したものを， 5日毎にまとめ，第 1図K示した。

表面水温は， 7月上匂から下勾にかけてJI民調K昇湿せず，下句K急上昇し，その後 8月下勾に至

るまで24度から 25度の聞にあわや L安定した。
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第 1凪 表面水温なよひ気温の変動

" ， 、26; 〆、、 J・

Jfつ←
I i f 
22寸 J

，/ ←←4 水源
"，..，t 

別 /ノ ←---e気温
... 

7月 8月

(2) 84 5年夏期(rC;f，'ける対馬殴u'iEVCついて

過去 5ク年の平均値K上ヒベ、 7月ιι100間層水温がや L低く、暖流巾(1 0 0 m層 5乙等

温線の陸岸からの位置)が、狭かったこ止から、暖流:c:r過去5ク年にくらべて殺分弱勢であった。

8月には、各層の水温とも高めで、また、暖祈t巾が大きかったととから、暖流は過去 5ヶ年に比

べて、強勢であったと考えられるζ 従って、本年夏期(!L;f;-ける対馬暖流は 7月K例年より弱勢で

あったが、その後増勢し、 8月κι逆K例年より強勢と在った。
(3) 底層水温

鯨作埼 10浬の地点にまず、ける、 0、 200、 300m層(iCj，-o.ける 841-45年の 3月-12 

月までの平均水温を第 1表K示し、第 2図、第 3図のグラフKし、各月にあ、ける変動を表わした。

表面7Jく温は、 8月-9月初めをピークとし、冬期(2月 jを谷とするかをり規則的な変動を示

しているが、 200m、 300m層の水温の変動は不全-'l具Ijである。

ζのととは、底層水温が表面水温或いは、対馬産量流の中層7.ki品とは見iJ(rC特有の変動を示めすた

めと考えられる。

また、 300m層水温は、 1. 5~C- 2. 2cCの範囲にあり、変動巾は非常に小さい。 200m層

水温は、 300m層水温より約 4oCほと高めのところ 4.5'C-7 oCの範囲を不規員IjVC変動してい

るが、 3 00 m層水温の変動とパラレノレで左い。主た‘ 200m層水温の変動の中で顕著念点は、

6月の最低温勤のあとすぐ 7月の最高温期が現われ、 8月には中位Kもどるという不規則左現象

である。

次に今回の調査vc:}"いて‘東奥丸が測定した底層水温を第 2表に示した、 ζの水温をプロッ
卜して曲線に結んだのが第 4凶である、こ Lで最も顕著にみとめられた ζ とは、 250m以浅で

の水温は 4oC台を示ずか、それよりやL深い 270m以深に針lハては 2.2乙以下と在っているこ

とである。したがって、との聞に温度躍層が存在する。乙の乙とが、 200 m層水温と 300m

層水温去の闘の不連続草子よひ 200m層水温の不規員Ijな変動と対応するのでは左いかと考えられ

る。即ち、この躍層の深さシよひ程度ね、対馬暖流の厚さドζよって決定されるものと推定される。

今佐lの調査に手やいて、 この躍層は水深 260 m付近で、 との前後(rC:}，'げる水温は約 20Cの変化

を示していた。
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300mの過去5ヶ年平均水温

(S41~45 年)

~ 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 

20 0 ロ1 5.33 ら.61 1 4.8 5 1 4.4 9 1 6.8 4 う.60う 2う69 5.30 6.39 6.4 2 

300 m 2.14 山1.931 1 1.56 1.76 2.1 7 

Q ロ1 8.2 1 1.3 I 1う.1 I 1 9.6 I 24.6 I 2 4.8 20.9 1 7.5 1 3.5 
一一ー一一一一--'一一 一 一

櫨イ守埼 10浬地瓜に余げる水深 200m第 1表

第3図4 1~4 5年平均水温の月変動第 2函

25 ?一
。C

• 

20叫

lう(¥/¥入

8 

6 

10 

3α)m  
・、..._・...-.
、~、-- -、、~~、.....- 1砂ーーィ... 

4 

4 1 ~ 4う年平均Om水温の月変動

12月9 6 3 

2 -1 

/
F

・1:り
J
ー一ーー

:
:
i

一
/
一

乙

1
1
1
1
1
;
J
L
U

一
水
品
躍
層

J
l
l
J

-tK103υLS」E円umN 

'-
/ 、-ζ t:. 

，、
ペ
" 

/¥ 、J

12月9 6 3 

100 

400， 

200 

4 5年 8月の底層水温
(東奥丸)

刀く 、保

一一
1 5 0 m 4.8 oc 

2 50 4.1 

270 1.9 

280 2.1 

300 7 2. 2 

34 0 1.3 

350 う 1.7 

4 0 0 1. 1 

500 O. 7 

第 2表

水i温. 7)<.深曲線

海底地形

水深図(凶 4. 5 )のと余り大陸棚縁:illから 50 Om等深線までの東l西距離は広い所で 5マイ

ノレであるか、北緯 400ー 50'.以南では非常に狭〈在っている。即ち、 500m等深線(そかけての

勾配は急、であり、それ以保の勾配は天堂分ゆるやかKなってiハる。

県境吉良郷埼沖での 500m等深線は北北西にのひて北緯4げ-3 O'VL達している。

生物分布調査

調査海域内VL;f，'(rJる詞査済区画は‘

辛子りである。
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第 3表 調査海域別.水深尾Ij詞査白l数

J?と竺 A B C D E F i口L 言十

300m 未 満 3 2 2 海総 。 4 1 1 

300m~400m 4 2 底ぜ 3 1 2 2 2 

40 0 m~ 5 00 m 6 5 起ず
6 3 2 1 

50 0 m~ 60 0 m 
伏

激
。 2 3 

oOOm 以 上 3 2 し 2 9 

l口込 百十 1 7 1 1 う く 1 1 2 2 66 

詞 査 区 画 1 5 9 5 曳 9 1 5 5 3 

調査結呆から明治、Kされた有崩jま棲生物は第 4表に示した 11種類で，全般的Kもっとも多かった

のは，スケトウタ・ラで全漁獲量の 9O. 7 %でタフ 4.8%. ナメタカレイ1.3 %.アカガレイ1.2 %.ベ

ニズワイカニ.ズヲイガニ.ハタハタ.タコクロザコエピモドキ.ホック.アカエピの順とをってい

る。

“) 海区別分布状況
A海区では，スケトクダラ 94.3% ベニズワイガニ1.2%.タラ1.2 %.ハタハタ ナメタカ

レイ アカカレイ.クロザコエビモトキ.アカエビのJl民に左っている。

Bi毎区では，スケトウグラ 55.4 %.ナメタカレイ L0.1 %.アカカレイ 12.4 %.ベニズワイ

カニ 5.8%. クロザコエビモドキ.タラ.アカエビ.ズワイガニータコの11民(rC;1:っている。

C海区では，アカカレイ 29.1 %.タラ 29.1 % スクトウダラ 19.4%. ナメタカレイ.タコ.

クロザコエビモドキのj肢に在っている

E海区では，スケトウダラ 85%. タラ 13.1 %.ベニズワイカニ.ズワイカニ.アカガレイ.

アカエビ e ナメタカレイ.ホッケ.ハタハタのl原に在って¥/，る c

Fi毎区てId. スクトウ夕、ラ 92.9%.タラ 4.8%.アカガレイ.ナメタカレイ.ズワイガニ.ホ

ック.ハタハタ.タコ ペニスワイカニ.アカエビ.クロザコエビモドキの i~真になっている。

第 4表魚種月IJ漁獲量

にで
第 3 第 2 1 

東 奥 1L よ口h 計 魚種別組成忠 洋 丸 日 校 丸

有効曳網
3 0回 2 0回 1 o回 (20回) 6 6回 % 

KSZ E昇 KSZ KSZ 
スクトウダラ 9.8 3 7 3. 1 2 2.う 4 0 0 5 1 6.9 6 4.5 9 O. 7 

タ フ 1 2 1 1 3 3 6 3 7. 5 8 9 1. 5 4. 8 

ナメタカレイ 1 1 2 1 0 2.1 3 3. 2 2 4 7. 3 1. 3 

ア カ ガ レ イ 1 5 1 5.5 1 8 2 2 4 l. 2 

タ コ 2 8 8. 2 6. 2 4 2. 4 O. 2 
ノ、 タ ノ、 タ 4 6 6 う7 5 7. 7 O. 3 

ホ 、y ケ 1 0 。 1 8. 1 2 8. 1 O. 2 

赤 コ二 ヒ。 2 0 7.5 O. 3 2 7.8 0.1 

クロザコエビモドキ 1 5 2 0.6 。 3 5.6 O. 2 

=ぇ イ ガニ
26.8 2 2 1 0 5 8.8 

O. 3 ワ ( 6 7ビ) ( 5 5ビ) ( 2うビ) ( 1 4 7ビ)

ベニズワイガニ
6 2.5 5 5.う 2.う 1 2 0.5 

0.6 ( 250ビ) ( 2 2 2ビ) ( 1 0ビ) ( 482ヒ j

l口込 百十
K:;z K9 

4.736.K5 F 18698.K2 9 1 0.4 2 9.3 3.う32. 4 

一曳網当漁獲量 3 4 7.6 1 7 6.6 2 9 6.0 2 8 3. 3 
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(ロ) 水探知J分布状況

海区別.水深別 1曳網当り漁獲量によると，スケトウダラ.マダラの漁獲量が絵、漁主要量を大き

く左右している。

水深400mから深夜を増すにつれ，エビ.カニ類の割合が増してくる。

A海区 300-400m等深線に沿ったところが最大の漁獲をあげている。

B海民 200-300m等深線K沿ったととろが最大の漁獲をあげている。

C海区 300-400m等深線K沿ったととろが最大の漁獲をるげている。アカガレイの劃

合が多いことK注目される。

E.F海l孟 400-500m等深線に沿ったところが最大の漁獲をあげている。

また.200-600mの聞でかをりの漁獲をあげて計り，他海区と比較すると深度

的K広がりをもった底びき網漁場を有する海区であるということができる。

(3) 資源、量調査左らびに企業化試験

第 3忠洋丸は船尾リーノレかけ回しゴーヘイまき，第 21日校丸は，かけ回しストップまき，東央

丸は，かけ回しゴーヘイまきで，それぞれ漁獲に特徴がみられる ζ と，ま/1:..曳網方向がJ風向に左

右され一定していをいので，特に今回の調査海域のよう K勾配のある斜面を曳網する場合には漁猿

効率が長在って〈ると考えられるが，今回の詞査から 7. 8月期K相当多量のスケトウダラがこの

海域K棲息していることが明らかK左っIi:。

スクトワダラは価格が安いので，流通加工対策を背景Kした量産の方向を見出寸をらば，将来日

本泌漁業対象として有望視されよう。

N 調査の成集および今後の課題

1 調査の成呆

Lイ) 日本海沖合VL;t"ける海底地形の状況が把握された。

(ロ) 7. 8月期に余ける底棲生物の分布状況，特に夏枯れといわれる 7月. 8月Kスケトウダラが多

量K分布懐息していることが判明した。

2 今後の課題

i 問題点

今後は，周年を通じての時期的資源、分布状況の，究明，底びき網以外の漁具漁法による漁獲試験

を笑施し，本海域tて恥ける企美化を促進し，漁業者による利用実現を函かることである。

2 今後の課題

スケトウダラ資源を調査し，時期的の変動を究明し，企業化を促進する乙とである。
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第 5表沖合底ひき網漁業試験結呆 第3忠洋丸

調 査 月 日 7月 31:::l 7月 3日 7月 4日 7月 4日 7月 9日 7月 9日

ひ 声 網 次 童文 1 2 3 4 5 6 

位 ヰヒ f阜 N 41 - 13 41 - 13 41-.09.4 41ー07.5 41 -06 41 -05.5 

漁 量 東 経 E 139← 55 139 -53 13<，1-56. 6 139-56.6 139 -59 139ーうう 2

J毎 i孟 番 下口'7 A - 10 A - 9 A - 31 A - 42 A 一回 A 一日

水 投網時(制σ)1立量 )m 250 43う 335 485 280 560 

深 揚網時( 1/ )m 130 7うOm以傑 520 470 う20 590 

底 質 宅山ヨ 泥 泥 泥 泥 泥

7K 主主 層 υC 19.2 19.4 lν.2 19.4 115.4 18.8 

温 ).e主 j曽 リC

場 j朝 方 向 W N ENE SE  N NW  

流 d主 さ 号号 弱 弱 号号 弱 話量

気 天 {民 BC BC BC BC BC BC 

風向 . j武力 E 3 I E 3 ENE 2 EN E 3 ENE 4 ENE 4 

気 温 18.6 1 <，1. 2 18.2 18う 18.0 18.0 

象 気 E mb 1011 1010 1009 1008 1009 1008 

j染 ロープの長さ(片側) 町l 2， 200 2，200 2.2∞ 2.200 2.200 2.200 

d司 尻 σコ 目 ぷ口込 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分

業 操莱 闘 始 時刻 11 -35 14 -30 07 - 10 11 -5う 09 -Iう 11 -23 

状
操業終 了 時亥]j 13 -00 16 -50 ω-30 13 -50 10 -52 13 - 1う

曳 車相 時 同 110分 110介 110分 5討分 65分

況 曳 制同 方 向 もV WSW  W/N WSW  W/S NW  

エ末、 ケ ト ウ タ フ 10 K9 637 Kg 208 Kg 25コKg

漁 タ フ 皆
。 40 

ナ メ タ カ レ イ 10 15 

ア カ カ ν イ 無 15 5 
j蔓
タ コ 10 

J、 タ ノ、 タ 45 

量 ホ ‘Y ケ

ア カ こE ビ う

クロザコエビモドキ 2Kg 

A ワ イ jj 一

ベニズワ イガニ

棋がかり曳 ヒトデ多量 ヒトデ多量

網せず
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7月 9日 7月10日 7月10日 7月10日 7月11日 7月11日 7月11日 7月14日

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

41，-03.2 41-03.2 41ー01.4 40-59.6 40-57.4 40-57. 5 40-55.6 40-53.5 

140-01. 5 140-01. 2 139-55.8 140-02.6 140ー00.8 139 -56.2 140-01. 8 139-58.5 

A - 79 B A - 95 B - 27 B 一lう B - 47 B - 80 C-ー 6 
320 370 650 3∞ 445 660 295 320 

430 444 515 462 412 

泥 泥 泥 泥 泥 泥
泥 泥

18.6 18.5 19.0 19.0 18.6 18.2. 
18.2 19.4 

NW  N N N N N 
N N 

弱 弱 弱 弱 中 弱
弱 強

BC C BC C BC BC 
C C 

ENE 5 NE 4 NE  4 NE  4 NE  3 NE  
4 
NE  4 SW  4 

18.0 19.0 20.0 20.0 21. 0 21.0 
20. 5 21. 0 

1007 1∞8 10ω lOC氾 1009 1008 
1005 i∞l 

2. 200 2， 200 2.2∞ 2.2∞ 2， 200 2，200 2.200 2，200 

2寸3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸3分 2寸3分 2寸3分

14 -31 09ー 10 11 -33 15 - 11 a -19 10 -49 14 -57 07 -32 
16 - 15 10 - 54 13 -20 17 -03 10ー 15

12 -55 16 -37 09 -07 

65分 55分 60分 65分 60分
45分 15分 25分 15分 15分 15分

w NW  NW  NE  NW  NW  NW  E/N 

20Kfi' 15 Kg 90K9 1 Kg 225 K9 20K9 

10 

2 4 30 30 10 

15 6 30 30 30 

8 

3 K9 7 K9 

合小 13ピ

90ピ 100ビ

ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ少々
ウロコメカ
|レイ 50 K9 
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詞 査 月 日 7月 14日 7月14日 7月 15日 7日22日 7月22日 7月22日

u き 制 次 数 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 

位 北 を草 N 40-53 7 40-51.8 40-45.5 40-33.2 40-33.4 40-30.1 

漁 置 東 緯 E 139-.55.7 139-56.8 139-.54.。139-38.4 137-37.5 139-40.2 
海 区 香 τ日ヲ C 一 3 C - 31 C - 73 E - 48 E - 47 E - 94 

水 投網時(絹の位置 )m 535 214 200 650 490 340 

深 揚網時( " ) m 490 270 200 

底 質 泥 小石.砂 岩 泥 泥

水 表 層 。C 19.4 19.0 18.9 20.4 20.6 21. 8 司官

温 底 層 'C 

場 潮 万 向 N NE  S E NE  N 

流 強 さ 5蛋 中弱 d豆 d虫 d主 5A 

気 天 候 C C C C C C 

風 向 風 力 WSW  4 SW  41SW 31sw 3 SW  3 SSE 2 

気 温 21. 0 21. 0 2しO 23.0 24.0 22.0 

象 気 正 mb 1002 1002 1007 10ω 1009 1011 

操 ロープの長さ(片側) 町1 2. 200 2. 200 2. 200 2. 200 2. 200 2.200 

目同 尻 σ〉 具 tロ込 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分

芸美 操業闘 始時 亥日 10ー 12 14 -20 11 -09 09 -4う 12 -24 部-42 

操業 終了時 亥1] 12 -00 15 -40 12 -28 11 -27 14 -27 10 -23 
状

曳 網 時 間 45分 15分 25分 15分 30分 20分 30分 20分 30分 20分

況 曳 絹 方 向 ENE ENE ENE NE/E SE SE 

ス ケ ト ウ タ フ 10Kg 

漁 タ フ 30 K9 皆 皆

ナ メ タ カ レ' イ

ア カ カ レ イ 無 無
獲
タ コ 10 

，、 タ ，、 タ

量 ホ y 、 ケ

ア カ コニ ピ 4Kg 

クロザコエピモドキ 3 K，字

~ ワ イ ガ 一 5ビ

ベニズワイガ 一 60ビ

ヒトデ多量 ヒトデ少々 根がかり 飛行機網 ヒトデ多量
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7月23日 7月24日 7月24日 7月25日 7月26日 7月26日 7月27日 7月27日

2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 (I 2 7 2 8 

40-.27.8 40-29.2 40-27.4 40-27.8 40-31. 2 40-30.5 40-27.8 40-30 

139-.39.8 139-41. 2 139-45.4 139 --43.2 139-39.4 139-38.0 139-38.4 139-39.8 

F - 33 F - 35 F - 77 F - 75 E - 93 F 一11 F - 32 F - 33 
192 250 395 324 330 338 340 216 

664 335 660 422 376 

泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥

21. 9 22.9 23.9 24.3 23.8 24.8 24.3 24.6 

E NE NE E NE NE NNE NNE 

強 5議 5直 d怠 5怠 強 5皇 3皇

C F F F F F F F 

SE 2 S 2 SW WSW SW SW S S 

24.0 25.8 27.9 25.3 24.4 26. 4 25.4 27.0 

1011 1013 1012 1012 1012 1011 1011 1011 

2.2∞ 2.200 2.2∞ 2.2∞ 2. 200 2.200 2. 200 2. 200 

2寸3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸 3分 2寸3分 2寸3分 2寸3分 2寸3分

13 -23 09 -41 13 -04 12 -20 08 -47 II -20 09 -32 12 -49 

14 -う8 I1 - 24 15 -00 14 -00 10 --33 13 -03 1I - 12 14 -10 

うO分 60分 50分 50分 50分 50分 50分 45分

SE SE SE NNE NE NE NNE NW  

210 K9 2130K9 2400 K9 20 K9 

10 K9 5 K9 2 う

6 2 2 

8 う 3 2 

• 
2 2 

10ピ 3ピ 2ピ

12ピ 20ピ

0.1 

o. 2 

20ピ 2ピ 合大 27J、2ビ ~小 2ピ 合大97J、3ピ 合中 2'5J、7ヒ

ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多量

-133ー



調 査 月 日 7月30日 7月30日

ひ き 絹 次 数 29 3 0 

位 北 手怠 N 41-13.8 41-09.4 

漁 置 東 経 E 139 -5'+. 2 139 -54.2 

海 区 番 号 A - 10 A - 29 

水 投網時(網の位置 )m 380 345 

深 揚網時(，o"j C 1/ 量 )m 132 258 

底 質 泥

水 表 層 'C 2ぅ2

温 底 層 'C 

場 潮 万 向 ENE NNE 

流 5主 さ 5A 5主

気 天 {疾 F F 

良L 向 風 力 SW  2 S羽r 2 

気 温 28.0 27.9 

象 気 圧 mb 1010 lm9 

操 ロープの長さ(片側) m 2.200 2. 2∞ 
A同 尻 σコ 具 ぷ口斗 2寸 3分 2寸 3分

業
操業 開 始時 亥1] 10 -22 13 - 15 

操業終 了時 亥1] 12 -00 14 -47 

状
曳 絹 時 間 15分 45分

況 曳 網 方 向 NE  NE  

ス ケ ト ウ !I- フ 1 'う K9 3570 K9 9.837 K9 

漁、 タ フ 10 121 

ナ メ タ カ レ イ 112 

ア カ カ レ 151 

獲
タ 28 コ

ノ、 タ ノ、 タ lビ 45と 16ピ

量 ホ ':; ケ 32ビ

ア カ コ二 ビ 20.1 

クロザコエビモドキ 15. 2 

ズ ワ イ jj 一 67ピ

ベニズワイ jj ーー 250ヒ

大破網

一一 一一一一一一一
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第 6表沖合底びき網漁業試験結果 第 21日校丸

調 査 月 日 7月 3日 7月 4日 7月 4日 7月 9日 7月10日 7月10日

ひ き 網 次 数 1 2 3 4 5 6 

位 北 緯 N 41-14' 41-06.5 41-06.5 41-06.5 41-02.3 41-02.7 

漁 置 東 経 E 139';... 54' 139-.54.5 139-57.5 139-58.5 140-05 139-06.0 

海 区 番 号 A - 11 A - 48 A - 45 A - 63 A - 83 A - 88 

水 投網時(網の位置 )m 428 420 245 4う7 430 619 

深 揚網時( " )m 130 6ぅ2 485 う73 480 サ60

底 質 車襲

水 表 層 "C 18.8 19.6 19.6 18.8 18.8 19.2 

温 底 層 。C

場 潮 方 向 S W NW  NNW  w w 

流 5主 さ 弱 ~~ 弱 弱 弱 弱

気 天 候 BC BC BC BC 

風 向 風 力 ENE 31 E 4 E E/N 日 4 NW/W4 

気 混 。C 19.0 19.0 17.5 20.4 17. 5 20. 2 

象 気 圧 mb 1007 1005 1005 1005 1005 1005 

操 ロープの長さ(片側) ロ1
2， 500 2， 500 2，500 2， 500 2，500 2，500 

胴尻 の 具合 寸 1. 43 1. 43 1. 43 1. 43 1. 43 1. 43 

業 操 業 開 始 時間 12 -∞ 11 -05 15 -3う 10 -23 8 -53 12 -37 

操業 終
状

了 時 間 lうー 05 14一部 18 -2う 13 -40 11 -50 lう-55 

曳 網 時 間 110分 110分 100分 110分 110分 110分

況 曳 網 方 向 WNW  明TSW W W-WNW WSW  WSW  

ス ケ ト ウ タ フ K9 15 K9 5 K9 2 K9 

漁 タ フ 皆 2 

ナ メ タ カ レ イ う 5 

ア カ カ し〆 イ 無
獲
タ コ 0.7 1.5 2 

"、 タ ，、 タ

量 ホ ツ ケ

ア カ コ二 ピ o.う 0.2 3 

クロザコエピモドキ 0.6 う 5 4 K9 

ズ ワ イ ガ 一

ベニズワ イ ガニ lうO ビ了

ロープ根が 破網サン 袖30網匹にかメLJfっJレ泥. ヒトデ ウロコメカ
かり網底を コ:小石人網 多量.ウロ レイ 7うK9
曳か左かっ ウロコメカ it匂ウロコメ コメカレイ
た。 レイ 5 K9 カレイ 60K9 15 K9 
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調 査 月 日 7月11日 7月11日 7 J=I 1 4日 7月14日 7月15日 7月23日

U. き 網 次 数 7 8 9 1 0 1 1 1 2 

位 北 緯 N 41-01. 5 40-58.5 40-56.5 40-.54 40-02. 5 40-30. 5 

漁 量 東 経 E 140ーか1.0 139-57.5 140-10 140-01 139-55 139 -42 

海 l三 番 号 B - 4 B - 35 B - 58 B - 85 C - 18 F 一 7 

水 投網時(網の位置 )m 295 600 475 404 490 724 

事長 場制時( " )m 425 790 285 415 う20 730 

底 質 泥

水 表 層 C 18.4 17.9 19.4 19.9 19.8 21. 2 I 

温 底 届 ‘C 

場 潮 方 向 NW  NW  S S NE  ENE 

流 5直 さ 弱 や L強い や』強い や h強い 強い づ皇

気 天 T民 C C C C C C 

)i¥. 向 風 力 NE  3 ENE 5 WS¥V 51WSW 51WSW う S 5 

気 温 。C 18.5 18.4 19.9 20.8 19.0 26.0 

象 気 圧 mb 1006 IC肪 999 999 1004 1009 

操 ロープの長さ(片側) ロ1 2，500 2， 500 2， 500 2，500 2， 5∞ 2， 5∞ 

iJl司 尻 の具 正E込3 寸 l. 43 l. 43 1. 43 1. 43 1. 43 1. 43 

業
操業 同 始 時刻 畑一 00 I3 -41 07 -49 14 -40 09 -28 09 -20 

状
操業 終 了 時 亥H j 1 -50 16 -40 10 -57 17 -20 12 -02 11一括

曳 網 時 間 110分 100分 1∞分 100分 100分 35分

況 曳 網 方 向 WSW  W/N  NE/E ENE E-ENE 

エぇ ケ ウ タ フ 3 K9 0.7 K$l 

漁 タ フ 皆

ナ メ タ カ v イ 45 K9 . 
獲
ア カ カ レ イ 10 無

タ コ 2 

..、 タ ，、 タ

量 ホ 、y ケ

ア カ Z二 ビ

クロザコエピモドキ K9 2 0.5 K9 

Jミ ワ イ すi 一 2 

ベニズワイ jj ユ 50 ピ 10 .ピ

ウロコメカ ウロコメカ ウロコメカ 枚かかり ヒトデ人網
レイ 90 K9 レイ 15 K9 レイ 8 K9 
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7月23日 7月24日 7月25日 7月26日 7月26日 7月27日 7月27日 7月30日

1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 20 

40~30 40 -28.5 40-30 40--30.5 40-30.5 40-29.5 40-29.0 41-03 

139-37 139-43 139-37.5 139-38.5 139-38.0 139-38.5 139-37.5 139-54 

F - 13 F - 44 F - 12 F 一11 F - 11 F - 32 F - 31 A - 9 

345 56コ 340 338 355 295 36う 630 

315 う50 645 460 455 490 290 325 

泥 泥 泥 砂棟 砂事告 泥 泥 岩

22.2 23.0 25. 2 23. 9 24.8 23.8 23.6 24. 8 

ENE ENE ENE ENE ENE NNE NNE NE  

強 弱 強 強 弱 1. 5 -2.0 1. 5 -2. 0 2. 0 

BC BC BC BC BC C C C 

S 2 sw  31sw 3 sw  31 SW  3 ssw 3 S 3 wsw  3 

26.8 27. 0 26.0 26. 2 26. 3 27.0 26.8 27. 3 

i∞8 1009 1009 1009 l∞9 1009 8 1008 1007.5 

2，兄O 2，500 2，500 2，500 2， 500 2， 500 2， 500 2， 500 

1. 43 1. 43 1.43 1. 43 1. 43 1. 43 1. 43 1. 43 

13 --11 14 -08 11 -42 09 -11 12 -11 ω---45 14 -10 10 -51 

15 -52 16 -44 14 -38 11 -55 15 -00 12 -30 16 -13 14 -25 

55分 55分 60分 60分 65分 65分 60分 60分

NE  ENE ENE NE  NE  NNE NE  NE/E 

37う K9 420 K9 20 K9 1，050 K9 1，230 K9 0.8 K9 3， 122.5 K9 

20 皆 76 10 10 15 133 

15 19.6 6 3 0.5 K9 102.1 

8 無 14 6 15 55 

1.0 8.2 

50 ビ 30 ピ 80 ピ

。
2.8 K9 7.5 K9 

0.5 20.6 

合 2 ピ ち 6 ピ 合 3 ピ 合 27 ピ ぢ 15 ピ 55 ビ「

合 7 ピ 5 ピ 222 ビ

ヒトデズ多ワ量イ人♀ 
ヒトデ多量 ヒトデ多量 ヒトデ多少 ヒトデ相当 ズワイ♀小 泥胴尻f'(40根がかb荒 ズワイ♀小

網.ズワイ 人網.根が 人網・ウロ 人絹・ウロ 人網・ウロ 21ピ %位入網・ 手網大破網 91ピ・ウロ
小 36ピ. かり コメカレイ コメカレイ コメカレイ ウロコメカレイ コメカレイ
クロコメカレイ 30 K9・ズワ 10K9・ズワ 犯-rズワ ~O K9 . .7:ワイ 378 K9 
20 K9 イ♀小 lヨゴ イ♀小 7ビ イ♀ 2ビ ♀小 12K!評
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第 7表 沖合底ひき網漁業試験結果 東央丸

調 査 月 日 8月 7日 8月 7日 8月 7日 8月 8日 8月10日 8月10日

u き 網 次 数 1 2 3 4 5 6 

位 ヰヒ 緯 N 40;:__30' 40-30 40-31 40-29 40-28.7 40~3 1. 5 

漁 置 東 経 E 139~ 38' 139-37 139-36 139-38 139 -38.3 139-37.2 

海 長E 番 下口ヨ F - 11 F - ¥2 E 一気) F - 32 F _ 49 E - 91 

7.k 投相時(栴の位量 )ml 330 580 670 410 300 483 

深 揚網時( ρ )m ぱ)0 う10 400 400 300 350 

底 質; 泥 泥 vt; 泥 砂泥 . 
水 表 層 。C 24. 7 24.8 24.4 24.1 24.9 2う.1

温 底 層 。C 30Qrj/2.2 300m/3.1 350m/2.3 30011〆1.う 2う8m/4.1 30ChV2.7 

場 潮 方 向 NE  NE  NE  ENE ENE E 

流 強 さ ゴ蓋 中 中 中 中 中

気 天 ↑長 BC BC BC BC BC BC 

風 向 風 力 WNW  IIW W 8 2 I S 21 S/E 2 

気 温 23ラ 21. 4 20.8 25.0 25.0 25.3 

象 気 圧 mb 1009 1009 1009 1012 1012 1012 

操 ロープの長さ(片側)
m 2. 200 2， 2α〕 2， 200 2， 200 2， 200 2，200 

胴尻 の 具合 寸 2寸 2寸 2寸 2寸 2寸 2寸
業
操業 嗣 始 時刻 08← 4う 11ーの 14 -27 07 -30 08 -10 10 -20 

状 操 業 終 了 時刻 10 -0う 13 -50 16- 05 09 -35 10 -00 12 -20 

曳 網 時 間 20分 20分 30分 30分 27分 20分 25分 25分 17分 15分 50分 2う分

況 曳 網 方 向 ENE NE  E NE  ENE E 

ス ケ ト ウ タ フ 50 K9 400 K0' 1.う K9 1，846 K9 420 K9 

漁 タ フ 皆

ナ メ タ カ レ イ 2 0.1 

獲
ア カ カ レ イ 無

タ コ

ノ、 タ ノ、 タ O. 2 O. 3 

量 ホ ツ ケ 13 

ア カ コニ ピ 3 ビ 10 ビ うビ
ビピ

2をよ55ズ ワ イ ガ 一 合大l♀中l 古大 l ビ 3中l♀中3 古大lO中l

ベニズワイガニ 合中 I

ヒトデ多量 ウロコメカ キI正がかり つみしだ類
レイ・ヒトデ 60 K9大の 多い。

石 lク
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8月10日 8月11日 8丹11日 8月12日 8月12日 8月12日 肘月 18日 8月18日 8月20日

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 

40-3¥.う 40-26.5 40 -32. 7 40-37 40-30.8 40-32.3 40-31 40-32.6 

139-40.う 139-46 139-40.5 139-41 139-39.5 139-38.7 139-37. 3 139-37.品

E _ 94 F 一 79 E 一りう F 一 9 F - 34 F - 10 E - 67 E - 91 E - 68 

420 320 430 435 410 425 385 460 

370 100 320 魚 360 520 4うう 520 

泥 泥 泥
探 ぜt 泥 泥 泥

25. 3 2う.3
Vζ 

24.6 24.0 24. 7 24.8 24. 8 23.8 
よ

30Gn/2.6 lうOm/4.8300m/¥. 9 刀Om/¥.9 る 280m/2.1 500m/0.7 350m/ 1. 8 350I1レし 14 

E E E 8 海 S NNE NNE NE  

弱 中 品号 弱 底 羽 最強 最強 中

状
BC C C BC BC C C BC 

態
S S¥司J 1 I S 3、司f N 悪

NW  IIENE 3 ENE 3 NE  4 

2う.5 22. 8 23.2 24. 1 〈 26.2 24. 1 23目 B 25.8 

1010 叩Cめ 1007 1006.5 途 1007 10 13 1013 1013 

2， 20Cl 2，200 2，200 2，200 
中

て:
2，200 2， 200 2. 200 2，200 

2寸 2寸 2寸 2寸 操
2寸 2寸 2寸 2寸

13-00 08← 08 12 -0ラ 07 -30 業 11ーか 09 -14 12 -20 08 -29 

lうー20 10 -05 14 - 55 09 -30 
打 13 - 15 11 - 10 14 -23 10ー 18

25分 25分 15分 20分
切
2う分 20分 32分 2う分 35分 2う分 30分 25分25分 2当分 25分 20分

る
S羽r E tさW NNE _ r一¥ NNE NE/N NE/N SSW 

¥. 053 Kg Ka lう Kg 117 Kg 投 78 Kg 2.5 Kg 

260 2 208 耐用 167 0.5 

3 3 Kg 
せ

2. 1 2 
ず

3 6 、J 6 

5.2 

O. 2 う 水深

¥.7 
260 -360 

3. 4 
凹凸あり

5j:?♀中 吉中 l 合大10小1

大 中2小 l

うみしだ若 ヒトデ多量 t民がかり ヒトデ多量 ワ之シダ類
干 泥多い。 多iハ。
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調 査 月 日 8月L'1日 8月21日 8月e， 4日 8月24日 8月:>， 5日

ひ き 制 次 数 1 6 J 7 1 ~ 1 9 2 0 

位 ヰヒ 緯 N 40-55.5 40-54.5 40-29.5 40-29 40-30.5 

漁 官室 東 経 E 141-01 141-00 139-38.5 139-38.5 139-40 5 

海 区 番 号 B - 00 B - 85 F - 32 F - 32 F - 12 

水 投網時(制の位置 )m 4うO 430 270 390 370 

探 揚絹時( " )m 250 210 650 以上 650 以上 650 与L土

底 質 泥 泥 泥 泥 泥

水 表 i曽 @じ 24. 2 24.6 24.8 24. 4 24.6 

温 底 層 もC 3幻m/2.1 300r予し5o 350m‘グ1'1.35 340m/l'.32 400明.10

場 潮 方 向 SE SE NE  NE  NE  

流 d虫 さ 弱 弱 最強 最強 最強

気 天 {長 BC BC C C C 

)9iJ， I旬 i乱 力 NE IINE IISW 3 SW 2 SW 3 

気 温 25.6 25.2 25. 2 25.7 25.6 

象 気 圧 mb 1012 !OJ 1 1016 lし15 101う

操 ロープの長さ(片仇) m 2，200 2，200 2， 2∞ 2，200 2， 200 

H同 尻 。コ 目 合寸 2寸 2寸 2寸 2寸 2寸

業
操 莱 開 始 時 亥u 11 -40 14ー02 句-17 10 -52 08 _. 35 

操 業 終 了 時刻 1) - 28 15 -40 10 -.00 12 -40 10 -35 

状
曳 網 時 品1 30分:20分 20分 20分 30分 30分 30分 30分 30分 30分

況 曳 網 方 向 E E E E E 

ス ケ ウ タ フ 7 K9 15 K~ 4， 005 K9 

漁 タ フ 637. 5 

ナ メ タ カ v イ 5 15 33.2 
. 

ア カ カ v 3 18 

獲
タ コ 6.2 

'"、 3再 J、 タ 5.7 

量 オミ 、y ク

クロザコエビモドキ 18 

ズ ワ イ カ 一 25 ビ

ベニズワイカニ l 10 

クロコメカ ウロコメカ 皆無 皆無 皆無
レイ 20K~ レイ 15 K~ 
ヒトデ多量 ヒトデ多量
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北部太平洋サケ・マス漁場調盃

I 調査目的

北緯48度以南北西太平洋に来世存するサク・マス資源の動向を明らかにし，国際的資源評価にないて

重要左役割を果す基礎資料を収集するとともにサケ・マスはえ左わ漁場形成要因を究明し，当業船の指

導と本漁業の経営安定に資する。

日調査内容

1 調査期間 昭和 45年4月8日-8月]0日

2 調査場所 〔イ，ロ，ハ，ニの各点K酉まれた海域)

(1) 4月中匂-5月上匂

(2) 

(3) 

イ、 460 N.. 1 5 50 pj 

ロ、 460N ・ 16 OOE 

ハ、 3gON. r 5 50E 

一、 390;¥[・ 1、6，0守E

5月下勾-6月下匂

イ、 460N ・ 1::; 30E 

口、 460N ・ 15 90E 

ハ、 430N'  1 5 30}<-; 

一、 430N. 1 590E 

7月20日-8月 10日

イ、 480N ・ 1600E 

口、 480N ・ 17 OOE 

ハ、 440N ・ 16 OOE 

ニ、 440N'  1 7 00!ij 

3 調査員なよび調査船

(1) 調査員技師佐藤直三中国凱久

(2) 調査船幸洋丸(121，22トン 400馬力)

4 調査項目

(1)海洋観測J (2)漁場調査 (3)魚体調査 (4)食餌調査、 (5)標識放流

5 調査方法

はえ念わ漁貝(1鉢に釣鈎49本付，餌は塩蔵片ロイワシ)を用いて行った。

匝調査結呆

1 海洋紡1損IjC第1表)

(1) 各層におAける水温 (0，10，20，30，50，75，100，150，200m)，透明度，

気温，気圧，風向， )3¥¥力なよび天候等)

2 漁場調査

指定海区VCjo寸ナる第 1i'i:航海は 14回操業で1.5 8 0鉢を使用し，ベニザケ414尾，シロザケ

553尾，カラフトマス L0 27尾，マスノスケ 4尾，計1，99 8尾で 1鉢当り漁獲量は 1・3尾で

あったoa;2次航海にないては27回i操業3，990体で，ベニザク 3尾，シロザク 4.1 7 5尾，カラ
フトマス 1，555尾，マスノスケ 21尾，言i5， 7 5 4 J~で l 鉢当りのi魚住量は 1 ・ 4 尾であった。第

3次航海は8回操菜，1， 580主主を使用し，シロザケ1， 4 5 3属，カラフトマス 35尾，ギンザク

3 9尾，マスノスケ 1尾，計1，528尾で 1鉢当りの治、従量は 1，0尾であった。
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以上のよう左漁獲状況で.今年の場合シロザクを主K漁獲した。左な，はえなわK平均してかカ寸

るととは左(，揚左わの初め及び終.TVC近付〈程多(，;iわの中間部の漁は少なかったo好漁のあっ
た地点の表面水温はシロザクでは50C以下であり.カラフトマスは4'CらL上特に 5~C以上であった。

但しその水温範囲VC，必ず好漁があるというととでは左い。 1鉢 1尾以上の鈎獲のあった場所はシロ

ザクでは46'N16ZUE附近， 4 6'N 1 5 3<=E附近で.カラフトマスでは44'N159唱附近， 4 20 

N 1 6 l~附近であった。

3 魚体調査

操業の都度各魚種ごとに 30尾づっ魚体測定(尾叉長.体重，性別.生殖腺重量，採鱗)を行った

第 1次航海ではシロザク平均体長53 1 mm，平均体重1，81 0 y，カラフトマス平均体長396m

m，平均体重690yで昨年同期にιベシロは体長 13mm小さく，体重は 40 Y大きく，カラフト
マスは体長16 mm，体重 10 0 Y程度大きくなっている。第2次航海になけるシロザクでは平均体

長55 0 mm，平均体重2，260Yカラフトマスは平均体長444 mm，平均体重1，17 2匂で.第

1次航海K比ベシロザクは体長 19 mm.体重450 y，カラフトマスは体長48mm，体重480

P程度大きくなっている。第3次航海では平均体長510mm平均体重1，70 4 Yの小型の、ンロザク

が漁獲された。

4 食餌調査

ギンザクについて何VL1回漁獲物 10尾について胃袋を採集し，ホルマリン固定(20% )し，遠

洋水研北洋資源部K送付した。

5 標識放流

定められた調査海域にないて，シロザク 290尾カラフトマス 12尾キンザク4尾言十306尾の標

識放流を行なった。

IV 調査の成巣および今後の課長重

1 調査の成果

サク.マス資源研究の基礎資料を収集できたが，本調査は経験が不十分なため，今後この調査を続

けるととにより数多くの成果t/.得られると思う。

2 今後の課題

(1) 問題点

他事業とも関連して本事業K十分に打ち込め左いとと及び当場独自の方針で調査研究が推進でき

念いととである。すなわち調査期間，調査海域，調査項目，その他(船舶，漁員数Hてついて検討

する必要があるO

(2) 今後の課題

豊凶はあっても，最も漁獲効率のよい環境条件(海況肥握，漁、貝漁法の改良，餌料の問題等)

を見つけるととが必要と考えられる。
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第 1表海洋観測表

観測位置 |観

度|経度 1時

測

間

水

四

月

上

匂

4. 5 
I 06ー∞

40 -30 N i 142ー 00E ー

l:09ー 15
41ー00N 1142ー00E ー4. 5 

4. 5 1 41ー 00N 1 142 -30 E 

4. 5 1 41 -30 N 1143 -30 E 

12 -2う

18 -25 

1.う

0.8 O. 3 

20 1 30 

4674う

O.う 0.6 

0.3 1ー 0.6 ト0.4 1-O. 3 

8. 60 

5.0 

2. 7 

11-l 
5.0 1 う.1

1.6 3.4 

四

月

中

匂

6. 1 

6. 2 

4.12 1 41ー 00N 1153ー 00E 

4.12 I 40ー 00NII54-00E

4.15 I 41ー 00N 1155ー00E 

4.15 I 40ー 00N 1156-∞E 

01 -∞ 
01 -20 

昭一 20
08 -35 

09 - 1う
(f) - 35 

16 -20 
16 -40 

23 -50 
41ー OON1157ー 00E! OO -io 4.15 

4.16 I 40ー 00NI158ー 00E 

4.16 I 41ー OON1159-∞E 
4.17 40ー00N 1160 -00 E 

4. 17 41ー ooN1161ー 00E 

10ー 00
10 -25 

17ー 10
17 -25 

00ー05
00 -2う

07ー 25
07 -45 

09ー 00

。0-25
0ラー 00

11一日

12 - 55 

17 -55 

06 -30 

11 - 30 

16一日

。0-00

8.4 8. 52 8. 53 

9.08 

7.47 7.41 

8.61 

9.12 

7.45 

7. 92 

8.75 

8.88 

8.12 

9.00 

7.う4

8.0 

5.9 

5. 8 

5. 1 

5. 3 

5.8 

3. 5 

2. 9 

2. 7 

2. 7 

8. 60 

9.17 

7. 40 

7. 20 

8. 80 

8. 72 

8.08 

8.48 

7.5ラ

5.1 

4.3 

6.8 

4.0 

う.4

5.8 

3.う

2.8 

1.7 

2.1 

9.13 

7.41 

7. 70 

8.72 

8.53 

8.06 

8. 3う

7.60 

4. :) 

3. 1 

2.8 

3. 2 

3.3 

4.6 

1.0 

1.5 

1.0 

1
 

• 1
 

43ー OON11日一∞ E
43ー 00N 1154ー 00E 

6. 2 1 43ー 00N 1153-∞E 
44ー∞N 11日ー ooE

一」

ノ、

月 の.4 

6. 2 

44ー 00NI154ー 00E 

6. 4 44 -∞ NIIううー 00E 

43 -00 N 

01 -00 
44ー 00N 1160ー 00E i UI -1'7 13. 1 

lう.0

13.2 

lう.3

9. 7 9.15 

7.95 

8.71 

8.87 

8.12 

9. 20 

7.70 

8.0 

5.6 

5.2 

う.3

5.8 

3. 5 

2. 9 

2.8 

2.8 

12.45 

14.70 

12.50 

lヲ.31

11.98 

12.97 

11. 80 

13.30 

7.03 

10.98 

8.92 

7.45 

4.40 

9. 33 

3.96 

2. 70 

匂 I7.30 I 42ー∞ N 1158 ー∞ E!33 二~~ 1 16. 8 116. 3う115.22 1は 53I 10.00 I 8. 68 
W 142一川 11う6ー∞ E!日二百I17. 1 116. 10 113.90 113. 14 1 9. 12 I 9叩

一144一

上

6. 5 

6. 5 

6. 5 

6. 6 

7.29 

七

月

下

7.29 

7.29 

7.30 

45ー00N 1155ー∞ E
45ーOON1154ー∞ E
4うー OON1153ー00E 
46ー OON1154ー 00E 

44ーOON

43 -00 N 

l日一川
1

158ー 00E 1 

157ー∞ El

08 -45 
09 -05 

16 -55 
17 -15 

02ー∞
02ー 15

8. 3 

8.4 8. 20 

8.9 8. 7E 

9.5 8. 9う

8.6 8. 28 

9.6 9.03 

8. 2 7.7う

7.8 7. 9 

6.2 内ノ旬
〆
b

nノ'』
〆
O

5. 3 5. 4 

う.6 5. 2 

5.5 ラ.3

5.8 5.8 

3.8 3. 6 

3. 2 2. 9 

3.3 3. 1 

2.8 2. 8 

13.05 

14.90 

12.65 

14.60 



温 7.K 透 気 象
明

100 150 2 0 0 色 度 気 圧 気 温 天 侯 石三曹ヨミ ι豆ョ 風 向 風 力

う.1 6. 0 

う.4 う.1 う.6 う.0

3. 7 3.う 2.う 3. 0 

-0.1 O. 3 O. 6 1.0 

8.62 7.49 6. 89 1，.026目。 4. 0 B N 2 

9. 13 9.13 9.07 う 22 1，023. 5 4. 0 C ESE 3 

7.47 7. 15 う.82 3 I 18 1，026.5 4.0 BC NW  4 

7.62 7.う2 6. 70 4 I 1う 1，026.0 7.0 C NW  4 

8.7う 8. 4う 7.66 1，024. U 7.う BC NW  2 

8.88 7.70 6. 98 4 I 12 1，023.0 10.0 C SW  う

7. 73 6. 70 6.10 1，020.0 9.0 BC WSW  4 

8. 20 7. 30 6. 75 1，019，8 8.0 B WS羽7 6 

7. 48 7.う2 7.4う 4 iう 1，016.0 う.0 BC WSW  う

4.9 4. 2 4. 5 6. 3 

2. 8 2. 6 3. 4 う.6

2. 9 2.う 2.9 7.0 

2.う 2.6 2.6 6. 7 

3.6 3. 3 2. 6 4. 8 

4.9 4. 7 4. 4 4.0 

O. 9 1.8 3.4 3. 0 

0.9 1.う 2.2 4.0 

0.7 1. 1 1.4 う8

O. 9 1.4 1.9 2.0 

4. 39 う.46 4.10 1，012.0 lうO F S 2 

8.10 7.73 う.10 9 1，014.0 17.0 F SW  3 

3. 80 4.86 3.21 9 1，013.ぅ| F W 3 

2 
2ml ぅ1Ml 1，01う.0 F 

lη7.72  6.20 1，018.う 21. 0 1 F 
l sw  l 

2 

831 1830l627l 110 ! 1，019.う| 18.0 ! F SW  2 
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第2表第 1次航海

操 業 次 数 2 3 

投 縄 位 置 41.25N 162.0うE 42.う4N 161.21E 45.07N 160.4うE

投 縄 日 時 4.18 01.00-02.00 4.20 01.うう-03.05 4.2 1 02.4 3-0 3.15 

揚 縄 位 置 41.19 N 162.00E 42.48N 161.19E 46.05N ) 60.3 8E 

揚 縄 日 時 4.1 8 03.2 5-1 0.1う 4.20 03.4 0-1 0.3 5 4.:'303.30-08.50 

投 縄 方 向 NE  NNW  SW  

天 候 C C C 

i海 風向・風力 SW  つ』 NNW  2 SW  3 

象 気 圧 1，014 1，027 1，024 

気 気 温 7.0 2.0 'I 0 

象 透 明 度

投縄中水温 6.6-7.2 4.8-5.4 2.4-2.6 

Om 7.2 4.8 2.4 

水 1 0 7.00 4.70 2.10 

2 0 7.00 4.80 2.02 

3 0 
、 7.01 4.81 1.9う

5 0 6.79 4.80 1.98 

7 5 6.6 5 ラ.00 1.9う

100 6.55 5.1 2 1.78 

温 150 6.63 5.22 2.2 U 

200 6.うl う.22 3.20 

使 用 鉢 数 lうO 鉢 lうO 鉢 70鉢

......:. 一 44 

漁 シ ロ 4 2 3 34 

獲 "'< ス 275 356 

尾 ギ y 

数 ス ケ 2 

計 279 381 78 

シロうo5m:胃ー 1，37うF シロ 502ff[i昭ー 1，う 39y ベニ 522蹴ー 1，883Y 
マス 397棚 - 685y マス 389a- 6667 、ンロう41鵬ー 1，9307

備 考 スク 51 5珊ー 1，539y

〔平均体長蹴 j
平均体重 P

-146-



4 5 6 7 

46.02N 160.34E 46.12N 160.31 E 43.40N 160.23E 42.4 5N 160.38E 

4.23 01.40-02.4 5 4.24 01.4う-02.50 4.25 01.40-02.40 4.26 02.00-03.00 

4650N 160.38E 46.1 lN 160.42E 43.4 6N 160.16E 42.52N 160.28E 

4.23 03.30-08.ぅυ 4.24 23.4 0-0 9.4 5 4.2う 03.4 0-09うO 4.26 03.4 0-1 0.2 0 

SW  W-WNW SE SE/E 

C C C C 

SW  3 SE 2 NW  3 NW  4 

1，026 1，020 10，13う 1，02 1 

1.0 3.0 2.0 3.0 

3.1-3.2 2.7-32 2.2-3.0 4.8-う.4

3.1 3.0 3.0 う.4

2.99 1.95 2.うO 4.70 

3.08 2.1 5 2.58 5.60 

3.00 2.22 2.うう 5.4う

3.00 2.38 2.60 う.35

3.10 2.4 2 3.00 う.うO

3.1 3 2.60 3.60 5.50 

3.88 2.90 4.29 う.うO

3.75 2.60 4.4 0 う.うO

‘' 
1 50鉢 1 50鉢 lうO 鉢 1 50鉢

204 うう 1 1 1 

160 99 lう4 24 

210 

364 154 266 234 

ベニ 52う7rml-1，8005" ベニう647l17ll-2，3005" ベニ 51 0W!l-1，7 1 6 5" シロうo27l17ll-1，4755" 
シロう4う7lI7ll-1，9065" シロう 58概ー 1，9665" シロう24珊ー 1，6465" マス 402mm- 7135" 

スケう40棚ー 1，8005"
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操 業 次 数 8 9 1 0 

投 縄 位 置 41.36N 160.21 E 40.37N 160.06E 39.う6N lぅ5.30E

投 1母 日 時 4.2 7 0 2.1 0-0 2.4 0 4.28 02.40-0.300 4.29 03.00-03.1 7 

揚 縄 位 置 4 1.4 1 N 160.2うE 40.37N 160.00E 39う9N 1 5う.25E

揚 縄 日 時 4.27 03.4 0-07.0 0 4.28 03.3 O-U 5.2う 4.29 04.00-06.00 

投 縄 方 向 SW  W NW  

天 候 C C C 

海 風向・風力 ENE 3 E 3 ESE 2 

象 気 圧 1，023 1，026 1，024.5 

気 気 温 3.0 3.0 う.0

象 透 明 度

投縄中水温 8.4-90 9.4-9.6 1 1.4-1 1.う

Om 9.0 9.6 1 1.5 

7.k 1 0 8.95 9.30 1 1.28 

2 0 9.18 9.5 0 1 1.3 2 

3 0 9.18 9.50 1 1. 1 0 

5 0 9.1 2 9.30 10.80 

7 5 9.1ラ 9.4 5 10.03 

100 8.1 6 9.35 9.4 5 

温 1 5 0 7.20 9.30 9.72 

2 0 0 6.72 9.10 9.1 1 

使 用 鉢 数 70 @主 50鉢 50 鉢

~ 一
漁 、ン ロ う

1差 てミF ス 40 2 

昆 ギ ン

数 :ス ケ

計 40 7 

マス 39 1脚-6 13[1' シロ うう4泥沼ー 2，040[1'

イ蔚 考

(平均体長 m:J) 
平均体重 F
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1 1 1 2 1 3 1 4 

4 1. 2勾q 1 55.00E 42.30N 15う.28E 43.14N lうう.22E 44.0υN 15う.26E

5.1 02.4 5-υ3.12 う.2 02.3う-03.30 う.3 02.20-03.30 5.4 02.20-03.00 

41.27N lう4.54E 42.37N 15う.23E 43.21N 15う.2うE 44.03N lうう.30E

う.1 04.10-07.05 5.2 04.00-09.05 5.3 04.00-1 0.0 0 う.4 03.4 0-u 7.00 

WSW  SSE SSW SW 

F F F C 

ENE 2 NNW 3 NNE 3 NE  3 

1，010 1，015 1，023 1，017 

3.0 2.0 2.0 2.0 

lうm (4) 

7.5-8.0 2.8-5.う 3.8-4.8 2.2-3.8 

8.0 5.う 4.8 3.8 

7.95 う.93 4.00 3.60 

7.75 6.うO 4.80 3.62 

7.20 6.91 4.87 3.31 

6.67 5.18 4.4 5 1.90 

6.98 う.う9 4.90 1.6 1 

6.8う 5.63 う.30 2.35 

6.58 5.10 4.32 4.29 

6.4 8 4.4 1 4.00 3.60 

70鉢 120鉢 lラ0鉢 100鉢 1，580鉢

414 

う 14 11 20 う53 

う3 うO 41 1，027 

‘ 。
4 

58 64 53 20 1，998 

シロ 520棚 -1，6201' シロう20醐ー 1，7う7? シロう 39棚ー 1，8181' シロ 559棚伊2，145 Y 
マス 377棚ー う77il' マス 410鵬ー 7607 マス 42う7ftTft- 907? 
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第3表第 2次航海

操 菜 次 数 1 2 3 

投 縄 位 置 44.17N lう7.54E 44.08N lう9.58E 43.うON 158.22E 

投 措 日 時 う.26 01.1 7-u2.2 5 う.27 o 1.1 0-0 2.1 5 5.29 0し15-02.3lJ

揚 縄 位 置 44.16N lう7.44E 44.11N 1 59.う3E 43.43N 158.56E 

揚 縄 日 時 5.26 03.10-09.30 う.27 o 3.00-u8.20 5.29 03.20-10.30 

投 縄 方 向 E SE/E NW-NNW 

天 候 C F F 

fゆロまA 風向・風力 WSW  コ NW  3 SE 

象 気 圧 1，010 1，0υ ぅ

メ〉エくL 気 iャ皿ー， う.0

象 透 明 度

投縄中水温 3.6-3.7 3.9-4.2 う.6-7.3

。?η 3.7 4.2 う.6

7X 1 0 3.35 4.1υ う.20

2 0 3.35 4.08 5.20 

3 0 3.29 4.1 5 4.90 

5 0 1.72 う.うO 3.30 

7 5 1.う8 う.6(J 4.73 

1 0 0 1.80 う.10 4.90 

温 1 5 0 2.8 U 4.82 4.うう

200 2.7 7 4.4 8 3.62 

信子' 用 鉢 数 1 30 手t lうり 主主 iう(J iIi本 ( 1 10 ) 

，、.、
一 2 

漁 シ ロ 7 1 4 1 14 

1蔓 ーマ Jミ 47 420 

尾 ギ ン

数 A ケ 2 6 

計 7 1 92 440 

ベニうう 5mm-2，050:r シロう23m!ト 1，8U U y-

備 考
シロう46棚ー2，030:r マス 431棚 - 993:r 
マス 4ううR前ー 1，247:r スケ ') Y Om耳-2，543:r 

(平均体長蹴) スケ 72励河ーう，100:r
平均体重 :r
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4 5 6 7 

43.57N 159.1うE 43.58N lう9.16E 43.29N 156.34 45.4 7N 153.51 E 

53 0 01.10-02.1ラ 5.3 1 01.05-02.1 U 6.1 01.30-02.30 6.6 01.42-02.30 

43.57N 159.06E 43.57N 159.06E 43.32N 156.24 45.51N 153.53E 

5.3υ 03.00-09.10 5.31 03.00-09.00 6.1 03.4 0-09.5 0 6.6 03.22-07.3 5 

E E-日SE E-ESE RSW-S 

C C C F 

WSW  3 NW  NW  2 NW  

1，006 1，007.5 1，007 1，012 

10.0 

6m 

5.7-6.1 う.7-6.6 4.0-5.3 3.0-3.2 

6.1 6.6 4.0 2.8 

6.13 6.70 ラ.40 2.85 

6.38 7.22 う.10 2.96 

6.32 7.3う 4.92 2.96 

6.32 7.う3 4.12 2.70 

4.00 6.4う 2.71 0.70 

4.00 6.30 4.30 0.70 

:..60 6.20 3.80 0.87 

3.4 2 う.70 3.81 1.30 

150鉢 150鉢 150鉢 100鉢

11 7 14 406 

500 370 81 

1LJ 

う11 378 105 406 

シロ 523捌ー 1，636P- シロう 17蹴ー 1，700p- シロう49棚ー 2，079p- シロ 547;棚ー2，113p-
マス 430棚 - 977P- マス 424棚- 9う3p- マス 434棚 - 997p-

スク 61 (淑皿ー2，900p- スケ 649棚 -3，560P-
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操 業 次 数 8 9 1 0 

投 縄 位 置 4う.38N 153.55E 45.31N 153.4 OE 45.26N 154.11E 

投 縄 日 時 6.7 01.13-02.20 6.8 。し10-02.20 6.9 o 1.05-02.2 u 

揚 縄 位 置 45.43N 154.02E 45.24N 1 53.37 45.34N 154.21 E 

揚 縄 日 時 6.7 03.00-09.15 6.8 03.00-1 0.1 5 6.9 o 3.0 0-1 1.1 0 

投 縄 方 向 SW  NW-NNW SW-SSW-SW 

天 候 R B C 

海 風向・風力 NE  つ& SSE 3 E 3 

象 気 正 1，013.4 1，011 1，022 

気 気 温 2.0 4.3 2.7 

象 透 明 度 9m 7m 7m 

投縄中水温 28.-3.1 3.6-3.7 2.7-3.0 

Om 3.0 3.6 3.0 

71<. 1 0 2.93 3.55 2.93 

2 0 2.68 3.3 5 2.90 

3 0 2.45 3.20 2.92 

5 0 2.70 2.62 2.1 9 

7 5 1.10 0.89 1.10 

100 0.90 0.70 1.10 

混 1 5 0 1.36 0.93 1.28 

200 1.90 1.38 1.70 

使 用 鉢 数 150 鉢 160鉢 180鉢

d、-、 一
漁l シ' ロ 425 2202 149 

獲 てミF ス 10 ， 

尾 キ ン

数 ス ク

言十 425 230 149 

シロ 545概m-2，177/1' シロう 46m;n-2，1 13/1' シロ 5 4 5mz!i-2， 1 8 3 /1' 
マス 460棚ー 1，320?，

備 考

(平均体長棚)
平均体重 F
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1 1 1 2 1 3 1 4 

46.21N 1 53.4うE 46.17N 1 53.4 6E 46.0υN 154.19E 4う.57N lう3.33E

6.1 0 0 1.1う-02.20 6.1 1 o l.u 7-U 2.2 3 6.1 2 。1.2υ-02.4う 6.13 o 1.2 (J-O 2.2う

46.18N 1 53.ううE 46.11N 1 53.49E 45.うON 154.26E 4う.う8N lう3.4UE

6.10 o 3.0 (J-1 1.20 6.1 1 03.0 U-1 0.00 6.1 2 03.30-09.4う 6.13 り3.00-09.4う

wsw-sw S羽7 NNW  ws羽7

C F F F 

SSE 3 SE 3 S SSE 2 

1，02 1.う 1，υ1 (J 1，006.9 1，007.う

3.3 4.3 う.0 5.8 

1 2例 14m 8m 9m 

3.4-3.5 3.4-3.7 3.う-3.9 4.8-う.0

3.4 3.7 3.9 4.9 

4.00 3.70 3.7う 4.20 

3.30 3.60 3.22 3.70 

3.30 3.4 8 2.80 3.うO

2.7う 2.30 2.4 0 3.21 

1.66 1.3 7 1.0り 0.76 

0.94 0.80 0.72 0.61 

1.00 1.0り 1.77 0.80 

2.12 2.62 2.60 1.4 0 

160 鉢 18 U鉢 180鉢 lうυ 鉢

300 1949 43 274 

19 14 1 7 

319 208 44 291 

シロ う43町沼ー 2，1105" 標識放流 ベニう 8Omvz-2，8 0 0 5" シロうう3rrmt-2，3 1 35" 
マス 4う8捌司 1，3741 シロ 1 2 

シロ 56 3mm-2，3 1 35" マス 4う6棚ー 1，2うU5"

マス
標識放流

シロうう2目m-2，2う75" シロ 1 2 

マス 460rrmt-l，3715" て?;;ζ 2 
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t呆 業 次 数 1 5 1 6 1 7 

I 投投
縄 位 置 4う.58N 153.42E 4う.42N lぅ2.26E 45.4 lN 152.29E 

縄 日 時 6.14 01.33-02.40 6.15 01.20-02.2υ 6.1 7 01.10-02.1う

|揚 縄 位 置 45.54N 1 53.34E 45.4 8N lう2.32E 44.4 8N 152.33E 

揚 縄 日 時 6.14 03.30-08.50 6.1 5 03.15-09.う3 6.17 o 3.0 0-1 0.30 

投 縄 方 向 ENE S羽r ssw 

天 イ長 F C F 

海 風向・風力 NE  NE  4 N 2 

象 気 圧 1，009 1，007.6 1，υ16.5 

気 気 温 う.8 5.0 2.2 

象 透 明 度 11m 11m 9m  

投縄中水温 4.6-5.1 4.4-4.6 3.6-3.8 

。?目 4.6 4.6 3.6 

71< 1 0 3.90 4.30 3.50 

2 0 3.う7 3.4 9 3.5 7 

3 0 3.60 3.4 0 2.70 

5 0 1.40 2.90 2.00 

7 5 0.6 U 2.02 1.1 5 

100 0.50 0.89 1.00 

温 150 0.88 1.34 1. 7 3 

200 1.26 2.40 1.92 

使 用 鉢 数 lうofA: lうu ~逮 1 5υ 吉本

"" 
得、 シ ロ 1 00 254 2 1 0 

1菱 -てぎ ス 1 9 1 6 

尾 ギ ン

数 ス ケ

1 2 0 2 70 2 1 0 

シロ 5 697J7J/1-2，56 3!!， シロう52棚ー 2，407!!' シロ うう 2711J!1-2，3 47 
マス 45 (J7I!Tff-1，26 3!!， マス 4 41cn~-1 ， 25 O!!' 

イ蒲 考
スク 640間前-4，40 O!!' 

平均体長問
(平均体重p)
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1 8 1 9 2 0 2 1 

4う.5うN 152.39E 4う.37N 1 522うE 46.18N 1 52.22 E 46.00N 1 52.34E 

6.18 01.0う-02.10 6.19 o 1.1 0-02.1う 6.20 o 1.1 0 -0 2. 1 5 6.22 01.2妙心2.25

4う.51N 1 52.3 OE 4う.40N lう2.19E 46.10N 1 52.1 9E 46.07N 152.27E 

6.18 6.19 (J 3.0 u-u 8.30 6.20 03.00-09.uO 6.22 03.1 5-10.3 u 

ENE E NNE SW/ S 

F F F F 

N羽r 3 sw 2 ssw N 3 

1，015.5 1，020 1，υ20 1，0υ8 

2.9 3.4 4.6 4.0 

7m 9m 10m 11m 

3.8-4.0 4.1-4.2 4.6-4.7 4.0-4.4 

3.8 4.2 4.6 4.0 

3.74 4.1 u 4.う6 4.03 

3.76 3.82 3.89 4.00 

3.68 3.う0 3.79 3.90 

2.22 2.4U 3.22 2.48 

1.24 1.1 2 1.9 5 1.う 5

0.70 0.90 1.2υ 1.00 

1.28 1.90 1.4 U 1.47 

2.16 2.12 3.10 1.88 

150 鉢 lうり 手本 1 50 主本 1 70 鉢

124 lりl 328 1 70 

8 6 

124 101 336 1 76 

卜ンロ うう7慨ー2，3377 シロう 56m皿-2，4307 様識放流 シロ うう伽沼-2，3 4 77 
、ンロ 1 7 マス 46 2m;I1l-1，4 6 77 
円'<コ之、 3 

シロ うう 3m沼田2，3137 
マス 460'flil1l-1，3207 
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操 業 次 数 2 2 2 3 24 

投 縄 位 置 46.18N 152.01E 46.17N 152.00E 46.20N 152.02E 

投 縄 日 時 6.23 01.20-02.30 6.24 01.2U-02.20 6.25 υ1.10-02.15 

揚 縄 位 置 46.10N 152.07E 46.IIN 152.06E 46.11N 152.06E 

揚 縄 日 時 6.23 03.30-0ヲ.00 6.24 03.30-08.4 0 6.25 03.3 U-09.0υ 

投 縄 方 向 NE  NNE NNE 

天 候 F C F 

海 風向・風力 S ssw 3 sw 3 

象 戸〉く=、 圧 1，017 1，014 1，010.7 

気 気 温 2.2 6.8 5.0 

象 透 明 度 13m 12m 13m 

投縄中水温 4.6-4.8 4.4-5.0 38-4.0 

Om  4.6 4.4 4.0 

71< 1 0 4.27 4.4 2 3.80 

2 0 4.12 4.3 5 3.80 

3 0 3.80 4.22 3.73 

5 0 1.60 2.90 2.40 

7 5 0.96 1.83 1.6.7 

100 0.0.85 1.20 1.30 

温 150 1.20 1.40 2.1 U 

2 0 0 2.80 2.32 2.98 

使 用 鉢 数 150 鉢 140鉢 1 6 U 鉢

~ ーー

漁 シ' ロ 141 1 7 1 78 

獲 .守 .A 13 2 

尾 ギ ン

数 .A ケ

言T 1 4 1 185 80 

シロラ 34掘現-2，093?， シロ 544;胴ー2，407?' 標識放流

備 考
マス 45 2rmtl-1，3 6 1 ?' シ'ロ 10

スク 610棚-3，000?， て?.A 2 

(平均体長醐)
平均体重P 、ンロ 5 7 1棚ー2，613?，
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2 5 2 6 2 7 

46.25N 152.08E 46.31N 1 52.0うE 45.う6N 1 5 1.う2E

6.26 。1.05-02.1(J 6.27 o I.(J (J-υ2.1 (J 6.28 υ1.1 (J-υ2.10 

46.16N lう2.09E 46.32N lう2.1(J E 46.0υN 1 5 2.(J (JE 

6.2 6 (J 3.2 5-0 9.3 0 6.27 03.30-1 1.υυ 6.28 υ3.2υ-u6.lJ (J 

N NW  WS羽f

C F F 

S 3 SE 2 E 3 

1，010.5 1，007.5 1，υυ8.5 

6.0 5.8 う.9

12m 9m 11m 

4.6-4.8 4.8-う.0 4.4-4.8 

4.6 う.0 4.4 

4.4 2 4.88 4.22 

4.35 4.う9 3.70 

3.78 4.30 3.u 0 

2.4 0 2.14 1.84 

1.38 1.39 I.(J 2 

0.98 1.10 1.1 5 

1.72 1.13 1.8 5 

2.24 2.00 3.0υ 

150鉢 1 50鉢 1 10毛主 4，030鉢(3，99 (J ) 

3 

21 3 lυ8 8 4，1 7う

1 3 1，ううう

。

21 

226 108 8 う，7う4

シロうう071ml-2，38 7 f1 シロう 38腕ー2，267 シロう 7171m1-2 7 1 3 f1 標識放流

マス 46う伽.-1，477f1
シロう l

マス 8 
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第4表第 3 次航海

操 業 次 数 1 2 3 

投 縄 位 置 45.26N 1 54.56E 4629N 16 1.3 7E 46.13N 161.36E 

投 縄 日 時 7.20 01.15-02.38 7.22 υ1.1 7-υ2.4 3 7.23 υ1.υ0-02.30 

揚 縄 位 置 45.1 7N 1 5う.U2E 46.22 161.29E 46.17N 161.23E 

揚 帯電 日 時 7.20 03.3 0-U9.0 U 7.22 o 3.3U-l ，1予U 7.23 υ3.3 U-iJ 9.3 0 

投 縄 方 向 NW-NNW NE  ESE 

天 候 C C C 

海 風向・風力 ESE 2 S耳V 3 ENE 3 

象 気 圧 1，010.5 1，0 U 1 1，υU9 

気 気 ミ正田E 9.5 9.う 8.5 

象 透 明 度 lう?月 16m 13m 

投縄中水温 9.1-9.3 8.8-9.2 9.1-9.2 

Orn 9.2 9.2 9.1 

水 1 0 7.95 8.53 9.06 

2 0 7.32 8.60 9.00 

3 0 6.78 7.υo 7.30 

5 0 4.58 4.37 4.80 

7 5 2.3う 2.Uu 3.1 2 

100 I.U 2 1.50 4.26 

温 1 5 0 2.12 1.70 6.12 

200 う.22 4.28 4.75 

使 用 紘 数 180鉢 2Uυ 鉢 2UO鉢

"'" ‘' 一
漁 シ ロ 1 6 1 7 1 1 5υ 

i菱 可ミF ス 3 2 2 

尾 ギ ン 11 

数 ス ケ

言十 59 1 7 2 lう2

標識放流 標識放流 標識放流

手ノロ 4 シロ 26 シロ 3 7 
備 考

マス 1 1 -守;;<.

(平均体長腕)
平均体重 F ジロ 5 8 27ft:!:l-2，7 8 3 p- シロ 498棚ー 1，633p- シロ 487棚ー 1，523?

マス 496捌ー 1，723? マス 5 U 5:問ー 1，700?
ギン 6 1 3;7(fIl-3 4 8 2 ? 
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ー

4 5 6 7 

46.49N 161.59E 4ラ.57N 26し52E 45.う8N 161.43E 46.υ7N 

7.24 。O.うう-02.25 7.25 () 0.5 0-02.2 () 7.26 ()0.47-u2.1'う 7.27 0 1.() ()-O 2.3 (j 
46.30N 1 6 1.54 E 46.02N 161.40E 46.4 ()N 1 61.3 2E 4う.58N 161.43E 

7.24 03.30-08.2 () 7.25 03.15-10.3lJ 7.26 03.3 ()-1 0.1 () 7.27 03.15-11.15 

NNE ESE SE/E NNW 

C C C B 

w WNW  3 NW  3 S 4 

1，009 1，0υ7.5 1，017 1，() 1 4 

9.5 10.() 9.5 10.() 

11m 14m 12m 11m 

8.9-9.0 9.3-9.8 9.4 -9.6 9.7-9.8 

9.0 9.8 9.4 9.8 

8.62 9.75 9.50 9.87 

8.4 5 9.58 9.4 3 9.68 

7.12 8.() 5 8.3 () 8.66 

3.80 う.60 5.8U 6.3 U 

2.19 4.38 4.08 4.8υ 

1.30 4.う8 4.30 4.50 

3.80 6.09 6.υ3 6.U lJ 

2.40 4.70 4.5ラ 4.60 

2UU鉢 20υ 鉢 200鉢 2UU鉢

26 355 393 331 
• 

13 lう

4υ 370 393 331 

標識放流 標識放流 標識放流

シロ 18 シロ lυ5 シロ 10υ 

ギン 4 

手ノロ 493111躍ー 1，600?， シロう 37棚 -1，7UO? シロう o17117l1-1，7 1 7 シロ 5U 7棚ー 1，763?

ギン 58 77117ll-3，04 4? ギン 621脚・3，う73?

スク 610醐-3，10 O? 
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操 業 次 数

投 縄 位 置

投 縄 日 時

揚 縄 位 置

揚 縄 日 時

投 縄 方 向

天 候

海 風向・風力

象 気 圧

気 気 温

象 透 明 度

投縄中水温

Om  

水 1 0 

2 0 

3 0 

5 0 

7 5 

1 0 0 

温 150 

200 

使 用 鉢 数

"" ーー

漁 γ ロ

獲 、守 ス

尾 ギ ン'

数 コヌ」 ケ

言十

備 考

(平均体長棚)
平均係重 F

8 

46.07N 161.4 UE 

7.28 00.う0-02.15

45.58N 161.43E 

7.28 03.15-1 1.1う

NNW 

BC 

SW 3 

1，006.う

1 1.0 

12m 

9.7-9.8 

10.u 

9.67 

9.53 

7.υ7 

4.80 

3.30 

4.12 

6.13 

4.60 

200鉢

11 

11 

シロう 12棚ー 1，873?，

1，580鉢

1，453 

3 5 

39 

1，528 

標識放流

シロ 290 

マス 12 

ギン 4 

-160ー
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漁況 J毎況予報調査

自ワ

沿岸・沖合の漁況と海況に関する調査研究を行い，その結果K もとdハて漁況及び槻兄を~報するζとに

よタ漁業資源の合理的利用と操業の効率化を図.!?.もって漁業経営の安定に資するものである。

目調査

調査期間

調査場所

調査員なよび調査船

調査員場 長馬場勝彦

主任研究員斎藤重男

技 師赤羽光秋

技 師中田凱久

技師補鈴木史紀

幸洋丸(1 2 1トン22 

瑞鴎丸( 40トン81 

東奥丸( 3 8トン 35 

青鵬丸( 19トン94 

4 調査項目

(1) 海況調査

4-3月

日本海・津軽海峡・太平洋の青森県沿岸及び沖合

円相

官内査調

1 

2 

日

雄

昭

三

通

人

信

邦

直

真

正

加

三

藤

村

間

漁業課長

技師

技師

技師団

臨時本

D400PS) 

Dl60PS) 

D120PS) 

D170PS) 

浅

十

倍

船査調

3 

各層測温及び塩検

魚卵・稚仔採集

プランクトン採集及び定量分析

海・気象観測

A

B

C

 D 

漁況調査

魚種別及び漁業別漁獲努力量と漁獲量の時間的空間的追跡

情報の迅速化試験K伴う調査

毎日の表面水温測定

5 調査方法

(1) 海況調査

第1図及び第2図K示した定線上で. 4 -(1)のA-Dの調査をま?と左った。
各層測温と塩検の観測層はo. 1 0・20・30・50 • 7 5・10 0・150.200・300
4 0 0・500m層Vてついてま?と左った。

但し，沿岸定線では最深層を300mとした。

魚卵・稚仔の採集は稚ネットを使用し，日本海では 10分間.太平洋では5分間，夫々表層を水

平VC1-2ノットで曳網して卦と左った。

プランクトン採集は，動物プランクトン用特ネットを使用し，日本海では水深50-0mを，

太平洋では lOO-Omを夫h垂直K曳網してがと友った。定量分析は，調査要領(水産庁編〉で

指定された5種類を中心K種類と湿重量の観察をなと在った。

海気象観測は洋上にないて，天候，気圧，気温，風向，風力，雲形，雲量，波浪，うねり，水色

透明度.毎時水温.潮自の観察等Kついてなとなった。
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第 1図沿岸定線

lう8。 1390 14)0 

410N 

第2図 沖合及びサンマ定線

142。 1430 1440 1460 1470 14号。

E DI 

(沖合定線は 14 EPEまで，サンマ定以は 14 S'Eまで)

(2) 漁況百円査

県内の漁況資料は，各地の水産業改良普及員から毎週 1回収集すると共VC，八戸・小泊・ i深浦・
鯵ク沢・大畑港から市場の統計資料を入手した。そのほか標本漁船による漁船の行動及び漁況の追

跡調査をなと在った。県外の漁況資料は毎週テレァクスなよび文書によって入手したc

(3) 情報の迅速化司験に伴う調査

本年度の特別調査として，太平洋北部サパ・サンマ・カツオ・スノレメイカ漁場になける漁海況速

報の迅速化試験をな乙左目た。

とれに伴う詞査として.標本漁船30隻を委託し，太平洋北部海域にないて 8月20日から 10 

月20日までの2ヶ月間表面水温の品IJ定を毎日主?と左い，海況速報の資料収集を図った。

またとのほか，漁場知識普及会に調査を委託し，海況・漁況の資料を収集した。

標本漁船の内訳は，イカ釣漁船20隻，サパまき網漁船20隻としたo

目調査結果

1 海況調査

(1) 対馬暖流系水域

〔



第2表津軽暖流域の面積

年~月
43-44年平均

45年

本県日本海沖合になける対馬暖流の水温は， 3-7月では平年より低めに経過し，特に5月は過

去に異常冷水と云われた昭和38年年よタ低温傾向が強かった。また8月に水温状態の急変が見ら

れ，それまでとは逆に平年より高めに転じ，この傾向は 11月まで続き， 1 2月K平年並と左ったo

太平洋になける津軽暖流域は日本海の対馬暖流域K為市ナる春の低温現象が少し遅れて反映しI 3 

-8月頃まで水温は平年よりも低めに経過したがそれ以後11月までは道の傾向をたどり I 1 2月

Kは平年並と左った。

(2) 日本海沖合冷水域

日本海レてなける 100m層水温分布から 5'Cの等温線を日本海沖合冷水の外領とし，その外縁位

置を第3表にまとめた。

第3表 日本海沖合冷水の外線位置

年¥月

39-44年平均

45年

第3表から本年の日本海沖合冷水の接岸状態を見ると I 3月から 7月まで，及び 12月が接岸顕

著で峰岸から 35狸以内の距離に迫っていたo との中，特K3-5月及び7月は30 (!f以内で接岸

が著しかった。

平年とくらべてみると I 3月と 7月の接岸程度が最大でその割合は2倍以上に達した。

また本年は8月を除いて平年よ Dも沖合冷水は接岸の傾向を示したがI 8月のみ逆に著しい離岸

沖合冷水外縁位置の年変動は第4表のとなりであるが，年聞を通じて過去6ヶ年では距洋41 -

5 9還の範囲で変動していたが，本年は距岸37淫と左り，過去Kは例の左い著しい接岸状態を示

した。

(3)親潮域

親潮第1分校域の西縁の位置を鮫角弓3方で見ると. 3月から5月まで札，ほほ絞角30浬沖合を通

っていたが，その後接岸し. 6月中匂から8月上匂に至る聞は鮫角 20 -2 5 L!f沖となったoまた

6月中勾以降4}oN附近で第1分校の 1部が更に校状に極〈沿岸(距岸5-10;J)K差しこんだ

ため，津軽暖流域を南北に分断した形を示したo この著しい接岸状態はI 7月上匂をピークとして.

8月上勾まで続いた。しかし9月中勾以降親潮第 1分校の西縁は次第十て遠ざかり. 9月鮫角東方

40JL 10月60占沖合と在って，ほほ例年並の推移をたどったo 1 1月にやや接岸した(4 0 

運沖合)が. 1 2月は50 {豆以上沖合と左っていた。

以上を要約すると.親潮第 1分校は6-8月の間 I 4 1 N附近を中心として本県K著しく接岸し，

沿岸への影響は大きかった。

しかし9月以降は.ほほ例年並に推移したoまた5月以前では.例年より接岸度がやや強かった。
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(4) 混合域

本年のこの水域で

の時徴は， 5月中句

の沖合観測によって

みとめられた三陸沖

に制ける大暖水塊の

存在だった。

暖水塊は5ー7月の間，東に小しづっ移動して， 9月Kは北西に移動し， 1 0月は動か左かったo

また当初C5月)は完全に弧立していたが，他の暖水塊が南から近づいて， 9月以降はほぼ両暖

7](塊が交わり， 1 4 ;:;コE附近を軸にして三陸沖合を広くななっていた大きな暖水塊の一部となったc

(5) プランクトン定量分析

第3図 T-S曲線とプランクトン湿重量 C 4 5年7月，尻矢埼東方)

10 50 TIう1 10 Tl弓

:ト可ゆh寸
令ーーー匂~叱

巳C
7. 14 ¥ i i〔)O

。C

10 10 

とST旦壁1 、/、、筑J〉12犯

00 

う
山 /

30 
う

う00。
300 

33 34 33 34 33 34 

S % S % S % 

本年度採集したプランクトン(太平洋)の湿重量は1定点最高 25.1 8 :1' C 5月ST.1 J)で，
最低は0.05 :1' C 5月ST.18)である。

前者は，親潮第2分校の中心域であり，後者は黒潮系暖7](の縁辺部Vてお‘いてそれぞれ採集された

ものである。

第3図は， 7月中勾の尻矢埼正東線上の代表的左水塊をT-S曲線で示し，図中の線上に採集し

?とプランクトンの湿重量を表わした。

ST. 1は津軽暖流， ST， 7は親潮第 1分校， T S， 9は黒潮系暖水塊であり，それぞれ中心域

の代表的左7](塊である。

黒点に附した数字は水深を表わし， 10-500叩の各層をプロットした。湿重量は，親潮域

CST.7)が 12.2 ?で最も多<，津軽暖流域 CST. 1)は2.4?と少い。黒潮系暖水域は更

K少くなり，僅か0.5?である。全般に，このようK水塊によってプランクトン量は異っていた。

親潮域K出現するプランクトンは， Calanus.Plum--churu日・Calanus cristatus 

Sagitta elegansが多い。

また，黒潮系暖水の中心域では， Sagitta enflafaが多く左っている。

2 漁況調査

(1) スルメイカ

A 日本海

沿岸Kなける夏の漁獲量は， 3，4 4 2トン(主要4港)で昨年の85%，平年の71係で， 4 0 

年K次ぐ不漁であった。秋の漁獲量は58 6トンで昨年の 13 4 %，平年の86係であった。

漁況は全体K低調であったが，特徴は，初漁が早〈当初から6月上勾まで好調であったが， 6 

月中勾以降漁切れ状態が続き， 1 0ー 12月までの漁況も極めて低調で， 1月にかつてない好漁

(昼釣)を示した点である。

B 津軽海峡
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本年六畑躍に7};:揚されたスノレメイ

カの数量;は第 6 表のと:þ~りであるが，

大畑近海になげるi席、獲量は，夏では

約8，300トン，秋では約 3，30 0 

トン合計約 11， 6 0 0トンであった。

次に大畑近海Kむける漁獲量の経
年変動(第7表)を見ると，本年は

ほぼ昨年並みとなっていて，日本海，

太平洋が不漁であったにも拘わらず，

ζの海域の漁況はやや順調であったo

C 太平洋

過去21ヶ年聞の治、期別年別スノレメ

イカ漁獲量は第8表のとなりである

が，この貸料の 1部は東北7};:研八戸

支所の資料で思め，また 100トン

を四拾五入した。

本年の八戸近海になける漁獲量は

夏VL6. 3 1 3トン，秋lと 6，916ト

ンで‘前者は過去5ヶ年平均の 24%

後者は 29%で，過去20年間に例

の7まい大不i魚、であった。

夏イカ不漁の原因は対馬暖流系群

の梅給が殆んど左かったためで，そ

の間接的原因は対馬暖流の春~夏に

なける弱勢であると考えられる。

秋イカ不漁の原因は，道東から南

下する群の来遊資源水準が低かった

ためと考えられ，本年8月及び 10 

月上，中勾K形成された漁況は三陸

沖合から来遊した群であると考えら

れる。

(2) マサパ

太平洋のまきあみKよるサバ漁況は

昨年同様漁期の遅れが目立ったが， 9 

月以後好転し， 1 1月下匂まで好治、が

続いて，水揚量は 21 4，094トンに

達し，三陸サパまき網漁業始って以来

の漁獲量を示した。

(第9表)

漁体は28-29cmモードの2年魚

が主体であった。

(3) その他

A 日本海主要4港

ブリ:北上期 (4-9月)の定置網漁獲量は64トンで平年の67 %であり， 4 2年(5 4ト

ン ン)に次ぐ不漁であった。

(単位:屯)

秋イカ
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第7表 大畑近海で漁獲されるスノレメイカの漁期月Ij・年
男Ij水揚量

年次¥漁期 ィ百ヲζー イ カ 秋 イ カ
一一一一一一

8 4 1年 う， 71 0トン 2， 3 9 8トン

4 2 7，6 84 2，4 9 0 

4 3 1 2，00う 3，9 4 8 

4 4 8，74 6 3，3 7 0 

4 5 8，2 8 8 3，2 8 1 

第8表八戸近海スノレメイカ漁3重量経年変動

(単位千トン)

西 管 昭 昭 ;芝イカ 秋イカ 1口斗 言十

1 9うO年 82う年 8 2 3 3 2 

う1 2 6 1 6 2 6 4 2 

う2 2 7 lう 3 1 4 6 

5 3 2 8 2 1 3 3 う3

う4 2 9 2 6 2 1 4 7 

うう 8 3 0年 3 2 3 0 6 2 

う6 3 1 3 0 3 2 6 :2 

う7 3 2 4 2 3 7 7 8 

う8 3 3 2 5 4 3 6 7 

5 9 3 4 4 8 3 8 

1 9 6 0 年 8 3う年 5 0 2 3 7 3 

6 1 3 6 2 1 2 2 4 3 

6 2 3 7 3 1 4 2 7 2 

6 3 3 8 2 2 3 5 5 8 

6 .1 3 9 1 8 !日 3 3 

6う 840年 2 7 1 4 4 1 

6 6 4 1 2 4 2 5 4 9 

6 7 4 2 3う 2 9 6 4 

6 8 4 3 2 9 3 2 6 1 

1 9 1 8 3 6 

1 970年 84ら年 6 7 I 1 3 
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南下期(10-1月)の漁獲量は99トンで，平年の 63% 第9表 八戸港サパ旋網

と左_T.北上期同様不漁であったo 漁獲量

マグロ:漁獲は年々上昇傾向Kあり，本年は 179トンで昨年の約

1.2倍，過去5ク年平均の2.3倍となった。その内訳は北

上期164トン，南下期 15トンで，南下期の場合少し

昨年の 30%程度だった。魚体は昨年同様7-13K(Iの小

マグロが主体(5 5 % )であった。

マダイ:近年43年を境にして年々やや漁獲は上昇しているが.本

年は71トンで， 40年以降の平均(6 0トン)を 10トン

年 次

S 4 1年

4 2 

4 3 

4 4 

4 5 

漁獲量千トン

7 1 

7 7 

1 6 1 

130 

214 

ン程上回り， 4 0年C8 8トン )VC次ぐ良い漁となタ資源回復の兆しがうかがえる0

37J近年上昇を続けてきたこの魚種は，本年は底びき網では 287トン(鯵ケ沢港)の漁
猿で不訴事、(昨年の30%)VC終った。

しかし，本年底刺網により，鯵ク沢で57トン，小泊で688トンの好漁を示し，底

びき網と刺網の漁獲量を合わせると，昨年並かやや昨年を上回った。

ヤリイカ:1 2 -1月の期聞は荒天の日が多〈漁況は芳しく左かったが. 2月以降好漁をして，

各地とも昨年を上回り，漁況は順調であった。

W 詞査の成呆および今後の課超

1 調査の成果

海 況:過去3ク年閣の定線観測結果から，対馬暖流の繍作埼西方Kお吋る北上流量(x )と津軽

暖流の本県1中になける張出面積(y)との関連を求めたととろ，両者の間K相関々係がみ

とめられた。 ζれらは次式で示される。

y=  O. 5 x +1. 5 

ρ=  0.7 6 7 1 (相関係数)

との関係を今後津軽暖流張出しの予測K伎用できると考えられる。

漁 況::本年の夏期スルメイカ漁況予測は大巾K外れた。しかし逆に得られた教訓は多く.他の魚

種も含めて.資源量評価の碁礎は固まりつつあると考えられる。

2 今後の課題

(1) 問題点

昭和44年度Kむいて現情の問題点を述べたが.本年も同じ主旨左ので省略する。

(2) 今後の課題

(1)同様，昨年記述したとなりである。
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昭和 45年 4月 太平洋定線海洋観測結呆表
観測線名|尻 矢|期 日I4/11-4/14 調査線名|瑞鴎丸|調査員氏名)
ST・番号 イ 1 2 3 4 

位

時
11 

日 分 1600- 1Mう~ダ 1855- 205う~ 23.10-
16.10 17.1う 19.1う 212う 23.18 

天 候 。 C BC 。。 。
気 i温 3.S 3.5 22 30 30 

風向・風力 E 3 ESE 3 li:SE 3 ESE 3 E 3 
水 深 70 

海 流

7.K 色
透 明 度 10 10 

波 浪 2 2 2 2 

う ね り
気 圧 1，022 lρ22 1022 1021 lρ20.5 

雲形・雲量 8 4 う 10 10 

PL 採集形式 稚 I1も ⑪ I ~!) 稚 IPL 備|⑪ 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 1PL 
。 6.1 4.1 2.7 26 18 

7.K 600 406 7.53 2.80 169 

基
10 。o 1_0 0....1__9 ~IO ヂ 10 。o 1 0 i i 

温 う.76 402 0.74 188 1Aう
20 
11 1 11 1 f、

'0 う80 491 0.71 184 182 
準
30 

" __  1_" ~ 、，_/ 11 

， 5.73 う.52 307 2.44 203 
50 
100 1 0 100 1 0 1げ 10 100 1 0 

ラ.53 0.90 2.70 3.19 

(頃 7.K 
75 

1，-__  1_" ~ 
う51 3.12 3.77 403 

角
100 

11 I 11 11 11 

553 う29 524 う.32

深
150 

20 い12 160 1+6 180 1 +8 1デ 1+う. 
ラ.44 221 う25 507 

ワ
200 

11 

イ ラ61 158 4.19 3.12 
ヤ 戸、 300 

か I 11 」
M 

延 400 」 」 1 」長
、，_/

500 

。33.947 33.425 32.949 32.987 32.982 
塩 基 10 .974 .419 .924 ，969 .964 

20 .969 .51う .928 .964 .960 
準 30 .965 .710 .933 33.000 3，1.032 

50 .923 ，81う 33，325 .208 . 10う

水 75 .692 .213 .353 .401 
100 .728 .4うう .う12 .う78

分 深 150 .938 .752 .7う2 .764 
( ( 200 .941 ，461 .806 .782 

%0 M 300 .969 .う02 ，737 .620 
、../ 、../ 400 

500 

百己 事

告張調査)獲試験
の他

-167ー



観測線名7出 戸 1M 日 I4/11-4/14 調査線名1瑞鴎丸|詞査員氏名|
ST・番号 "" ホ o "、 ロ

昭和 45月4月 太平洋定線廻洋観測結果表

位 置 IN
IE 
12 

日 時 分 2.25- 4.30- 6.10- 7.30~ 8.50-
2.5う 4.50 6.30 7.50 9.10 

天 候 R R R R R 

気 温 2.0 2.5 3.0 3.2 3.0 

風向・風力 FSE ヲ E 3 E 3 E 4 E 4 

7.k 深
海 流

7.k 色

透 明 度 9 9 

波 浪 2 2 2 2 3 

う ね り 2 2 3 3 3 

気 圧 1，017 1，016 1，01う 1，014 1，013，5 
雲形・雲呈 10 10 10 10 10 

PL 採集形式 cmf百 稚 IPL 稚 1PL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚~
1.6 3.8 4.2 5.8 う.4

水
。

」 」
1.50 3.66 4.17 う.70 う.41

温 基
10 
30 I 0 20 1 0 40 I 0 う。 I0 戸 10 1 
1.00 4.49 4.54 う7う 5.44 

F句、 20 
fI I fI fI fI 」

'0 0.92 4.97 4.96 う.86 う.61
、、J 準

30 
fI I fI 

0.70 4.61 4.97 う74 う66
50 
I f 1 0 if I 0 1♂ 1 0 130 1 0 160 I 0 よ. 
0.32 5.4う 5.03 う89 う.64

傾 7.k 
75 

lI___l__II 」
0.50 う.51 うう2 6.00 う.75

角
100 

fI I " ~ 」 」fI 

0.98 う.97 う.92 う.94 ち.79

深
150 
80 1 +う 60 I 0 げい10 ~ 230 _ttヲ 」. 
1.45 う19 う13 う.74 5.69 

ワ
200 

fI.__.1. fI fI I fI 1 
イ 1.8 2 う.10 3.:24 5.88 う78
ヤ 300 

~ 」，目、

M 
延 400 

長
、、J

500 
1 i 。 32.817 33.294 33.244 33.647 33.660 

塩 基 10 .924 .380 .ヨ!う 714 .647 

20 .919 .う42 .593 .660 

準 30 .928 .660 .665 .761 .701 

50 33.014 .806 .6う6 .764 .719 

7.k 75 .163 .824 .723 .878 .815 

100 .249 .828 .806 .905 .806 

分 深 150 .316 .914 896 .873 .8L2 
( ，-、 200 .401 .983 .687 .923 .833 

%0 M 300 .560 34.014 .614 .938 .896 
) ) 400 

言己 事 。サリノメーター不調のため，とりあえず ST・ホまでむ知らせします。r調査)獲試験
の他
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昭和 45月 4月 太平洋定線、海洋観測結呆表

観測!線名|鮫 角 |先月 日 14/11-4/14 調査線名|瑞議丸|調査員氏名I
ST .番号 25 24 23 22 21 20 19 

位

14 
日 時 分 7.10- 7.50- 8.3う~ 9.うう~ 11.30 12.うO 14.30-

7.15 800 8.4う 10.20 11.4う 13.20 14.4う

天 候 B B B B B B B 

気 温 3.0 3う 3.う 4.0 4.う 4.2 10.0 

風向・風力 W 2 W 2 w 3 W 3 W 2 W w 
水 深 30 67 90 24う

海 流

7.k 色
透 明 度 う 8 16 lう 11 11 

波 設 2 

う ね り 3 3 3 3 2 2 2 

気 圧 1，029 1，029 1，029 1，029 1，030 1，030 1，030 
雲形・雲量 2 2 2 

PL 採集形式 稚 IPL 稚|孔 稚 | 王も 締 !ω 稚|九 絢 I@ 稚 IPL 稚よPL
4.9 う.0 う日 ち.5 6.4 ヲ.0 2.6 

水
。
5.01 ラ38 う.16 5.26 5.99 2.78 う.63

温 基
10 
ぴ I0 。.0 1 0 ヂ 1 0 ギ I0 ぴ I0 00 I 0 30 I 。
5.0う う.17 う.20 4.87 う.46 2.23 1.9.9 20 

( 

/1 

'C う28 う.33 う06 う58 2-40 2.16 
、、J 準 30 

/1 I /1 /1 

ラ10 う.17 5.16 う.43 2.26 う.41
50 

7" I 0 ゲ I0 ヂ I0 80 I 0 言。i 」. 。
5.20 う.37 う60 0.36 4.79 

傾 7.k 
75 

/1 1" "____l___，， ~ 」/1 

ラ.50 う.76 O.う8 4.46 
角

100 
/1 I /1 グ」 ρ/1 /1 

う.22 ヲ.80 0.78 2.58 
深
150 

10' I +2 8" I +1 12' I + 70 I . 。
う.51 5.73 2.77 2.18 

ヲ
200 

グ」11 /1 

イ う73 1.70 3.20 
ヤ 300 

/1 I /1 〆'、、 /1 
3 

~g; 
M 
400 

長
、.，/ 」 」
500 

。 33.560 33.642 33.624 33.719 33.109 33.018 

塩 基 10 33.343 .う60 .669 .う96 .714 .109 .123 

20 .4う日 .ラ57 .714 .60う .714 .078 .171 

準 30 .566 .664 .605 .723 136 .213 

50 .705 669 .669 723 .163 .732 

水 75 687 .752 .806 .181 .678 

100 .710 .801 .624 .217 .754 

分 深 150 .851 .90う .280 .437 
r、 ( 200 .929 .941 .ラ15 .425 

%0 M 300 .96う .479 .614 
、、J 、、J 400 

500 

言己 事 S T 1 9 オットセイ l頭遊泳

GFT) 
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昭和 45年 5月 太平洋定線海洋観測結果表
観測線名|鮫 角|期 日 15/16-5/19 調査船主|手洋丸|罰査員氏名|宮崎勇
ST・番号 2う 24 23 22 21 20 19 18 

位 置 IN 40031' 4ぴ 3V 40031' 4ぴ31' 40~ 31' 40':' 31' 40U 31' 

!日 141. 4r 1410 4ff 142001' 142" 14' 142" 27 142" 4σ 142" 53 

16 
日 時 分 14.45- 15. 1:号、 16.00- 17.00- 18. 3テ、 20.00- 21. 40- 23. 15-

14. 5う iう.27 16. 10 17. 24 19.00 20. 3う 22. 12 23. 55 

天 候 B B 1己 B 。 。 C 。
気 温 120 12" 1 ¥0 110 ¥00 100 130 11 u 

風 向・風力 ESE 2 ESE 2 EBE 2 SE 2 SE 2 SE 2 SE 2 SE 2 

水 深 28 36 85 130 

海 流
7]( 色 8 8 う 6 

透 明 度 5昨1 う押1 10m 7m 

i皮 浪 2 

う ね り
気 圧 1， 016. 5 1， 016. 5 1，016.ラ 1，016. 5 1， 017. 0 101. 7 1，017. 2 

雲形・雲量

PL 採集形式 稚!PL 稚 1PL 稚 1PL 稚 IPL 手伝 1PL 。卦をキ 稚IPL 守瑚 ~:g 。 9. 3 9. 1 9.6 8.6 9. 4 9.1 11. 6 9. 6 

7]( 

|温
10 6. 59 7. 00 8. 42 8. 17 8. 42 8.86 11. 19 6. 28 

基 20 1 0 40 1 0 100 1 0 70 1 0 80 1 0 1001 。う。|伽 。
20 6. 15 6. 30 6.90 7. 70 8.01 8. 2う 10.89 6.99 

/""'、 I! I! I! I! 

C 30 4. 11 6. 62 6.97 7.63 7.88 う.90 2. 14 

、-' 準 I! I! I! I1 ff 

50 6.04 6. 37 7. 48 7.45 3.07 1. 22 
. ff I! ff 11 

75 う.89 6. 37 7.00 7. 13 2.88 1. 37 

和真 7]( 14' 1十3mグ I!I 160 1+3m 1101 +Im lぴ1+1押1 1001 +lm 

100 6. 07 7. 09 6. 76 2.43 O. 94 
角 I! I! " 11 I! 

150 6. 99 6. 00 3. 75 1. 42 
. 深 I! 1 I! I! I! 

200 6. 39 う.67 3.ヲ8 2. 24 

ヲ ff I! 

イ 300 う 10 3.87 4. 4う 1. 68 
ヤ F町、 15コI+ilm lう。ド11m 1デド11m 140ド.IOm

M 4うO 3. 46 3.01 1. 68 
是正 400 

長
、、J I! I! 

500 3.09 3.04 3. 3う 2.29 

ff I! 1 肺 I! I 11 I! 。32.449 33.280 33.596 33.624 33.669 33.678 33.683 32.749 
塩 基 10 33.488 .502 .う93 .614 .687 .683 .788 .727 

20 .530 .633 .575 .593 .669 .687 .779 33. 114 

準 30 638 .647 .596 .701 .656 .204 32.812 

50 .669 .678 .]0う .669 .362 .964 

水 75 .761 .779 .782 .723 .240 33.177 

100 .7う4 .779 .754 .987 • 181 
分 深 150 .8うl .761 .ラ42 .280 
〆綱、、
" 200 828 .797 .569 .416 

0/00 M 300 7写7 .665 .779 .42う
、、J 、ーノ 400 779 .674 .723 .524 

500 .696 .797 .891 .66う

自己 事 S T 1 9 

eFf) 
1 0 0 m 2回再演IJ
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... ~ ¥ ~ノ J /、、、. .，-/，-ι→ 'V~、，...".\---，-tt-..I lo\T" .JI!'ド'"、.τ炉、

観測線名|鮫角~出戸|期 日 I5/16-1円 調査船名|幸洋丸|調査員氏名|宮 l崎 勇
ST・番号 17 16 15 14 13 12 11 10 

位
40'υ31' 40'υ31' 40~ 31' 40031' 40031' 40031' 40031' 4100び

1430 12 14303σ 14000σ 144030' 14う。00' 14う03σ 146000' 146000' 

17 
日 時 分 01. 30- 03. 3ひ~ 06.45- 09.う0- 13.0- 16目30- 19. 1う~ 22. 10-

02. 02 04. 1う 07. 20 10. 2う 13.40 17.0う 19.うO 22. 40 

天 候 。 。 。 。 F 。 FR R 

気 i温 lず lず 1 :5。 140 120 100 110 90 

風向・;武力 SE 2 国 2 SE 2 SE 2 SE 2 回 E 2 SE 2 N 2 

水 深

海 流
7.)( 色 う う う 6 

透 明 度 12m 1うm 13押1 8m 

波 浪

う ね り 2 2 

気 圧 1， OJ6. 0 1，016.0 1，016.0 1，01う.7 1， 104.う 1，014. 1 1，012. 7 
雲形・雲量

PL 採集形式 稚|乱 守母I¥!'l) 守母l'ei 勝 I(靭 制。 電掛旬 組 稚 IPL
lヲ2 12.4 12. 3 12. 2 7. 8 8. 3 7. 8 9. 0 

水
。

」
12.77 12. 13 1 1. 91 11. 86 6. 22 7.うl う.16 8. 89 

温 基
10 
ヂ I 0 20 I 0 60 I 0 グ I 0 110 I 0 グ I 0 40_L_Q L___LQ 
10. 75 11. 6う 11 29 11. 71 う.68 6.94 2. 40 7. 94 

20 

" 1 " " 1 " _l_!: 
F戸、

11 

'c 9. 92 1¥目ラう 10.60 11. 69 う.0う 6.ラ8 O.う6 7.48 
、隼 30 

" 1 /1 グ 1 " " 1 " !!______L_tt 11 J_II 
、、J

9. 34 10. 2う 10. 1ラ 10. 07 O. 15 3. 13 O. 29 6. 92 
50 

ρ1  " ~ /1 . 
9. 1う 9. 97 10. 10 9.9う 2. 32 2.86 O. 07 4. 71 

傾 7.)( 
75 r_L_(l 70 I 0 1ぴ I+lm 60 I 0 140 ft2m 180 fl-4m 30 I " 50 1" 
8. 96 9. 86 10. 11 9.8う O. 17 1.う9 。目 67 ラ21

角
100 

11 1 " ρ1  " " I " " " 
8. 24 9.84 10. 13 9.う2 0.31 3. 49 1. 15 4.88 

深
150 

_" __  1_" ~ ~ . 
" 11 

7.0う 9.う7 10.08 9. 35 0.4う 3. 71 1. 49 4. 06 

ヲ
200 ::_jか ~ " イ う.20 9.28 10.08 8. 71 1. 20 2. 71 2. 48 4.う9

ヤ f‘、
300 
130ドm 140いl押l 12"い8m デ作1m 210 1+16m 2ぞい28m lぴ~ 150 1+1 i~ 

M 2. 53 8. 63 10.02 7.4ラ 1. 8う 3. 28 2. 63 3. 0ラ
延 400 

I1 1/ ::_j_II ρ j__tt !!______L_tt 」ρ長
..._.， 

" 2. 44 6. 74 9. 58 う.54 2.60 3. 27 2. 79 2.40 
500 

" I " !!______L_tt _l_!: " 。 34.109 34.361 34.3う7 34.288 32.740 32.982 32.593 33. 114 

塩 基 10 .088 .348 .343 .283 .704 33.1う4 .う88 .231 

20 .106 .3う2 .343 .279 .713 .14う .7ち4 .343 

準 30 .238 .333 .333 .274 .704 .082 .835 .うlう

50 .229 ，343 .333 .261 .776 ，316 .9うう .801 

7.)( 75 .214 .333 .330 .283 .996 .362 33.027 .う02

100 • I呂4 .31う .330 .283 33.0うO .271 .186 .638 

介 深 150 .079 .306 .343 ..265 . ，136 .524 .267 .638 
/""、、 戸、、 200 33.920 .283 .333 .220 .199 ，638 .362 ，569 
%。 M 300 .683 .234 .31う • 11う .380 .651 .う78 .669 
、、-' 、../ 400 .398 .119 .31う 33.923 .560 .851 .761 .642 

500 .36う 33.85う .2う6 .696 .732 .932 .900 .701 

記 事

日間)
-171ー



観測j線名|尻 矢|期 日 15/16-5/19 調:任船名I幸洋丸 101司査員氏名|宮 崎 男
ST ・低号 10 9 8 7 6 う 4 3 

昭和 45年 5月 太平洋定線海洋観測結果表

位 置 IN 41
029 4102う' 41025' 41025' 4102ヲ 41025' 41υ2ラ' 4102うJ

IE 146
00ぴ 14う020' 14404ぴ 144000' 143030' 14300び 142" 40' 142U 20 

18 18 
日 時 分 ¥1. 00- 04.20- 08. ocr、 11. 4う~ iう 20- 19.20- 21. 4う~ 23.40-

01. 38 0う.00 08. 3う 12. 24 15.うう 19.4う 22. 10 1900. 17 

天 候 。 。 。 ゴ己 B C B B 

気 温 90 90 100 170 110 130 11。 110 

y且L向・)武力 N 2 NNE 2 NNE 2 NW 2 N'l{ N'N 4 NW 4 lNf 4 

水 深

海 流

水 色 4 う う 3 

透 明 度 I1押Z 13m 13m 13m 

波 {良 3 3 3 

う ね り 1 3 3 3 

L〉三〈、 圧 1， (¥ 11. 1 1，010.0 1，009. 5 1，008.0 1，006.6 1， 01)8. 2 1，010う 1，012.う

雲形・雲量

PL 採集形式 可動下窃 ~上主主 締 1(国 事 1事 締|⑪ 稚IPL 稚 1PiJ 宣銅主立
8. 2 11 2 10.0 14.6 14. 3 12. 4 9. 2 11. 4 

水
。
6.9う 10.68 10.96 12. 33 11. 97 12.07 9.01 10. 72 

i忌 基
10 
90 1 。80 1 0 。o 1 0 1001 0 170I+lm 。
う.42 8.69 

20 
10.34 10.89 10.88 11. 60 8. 49 11. 26 

〆ー、、
" 11 11 

>0 2.40 8. 17 10.69 10. 67 10.う6 8. 96 7. 47 10. 75 

準
30 

11 '~/_~I __ " ~ 11 
、句J /1 

2. 16 2. 18 7. 74 9. 58 ち.45 1. 73 う.89 7.01 
50 

11 ~_!I ~ ~ /1 . 11 

2. 03 3. 23 2. 12 9. 3う 2. 10 う.18 う.77 ラー 4う

(頃 7..K 
75 
2101 +う例 150い3m 10。い1m 4_"___j___tt 30 1 0 400ド3m 24ド7m 140I+3m 
2. 57 4. 42 O. 31 9. 17 4.45 ち.18 6. 0ヲ 3. 16 

角
100 

/1 11 " 
3. 75 4. 78 1. 05 8.8う 2. 69 1. 15 う 39 3. 31 

深
150 ρ_1_/1 '_'_I 11 1/ /1 /1 /1 

4. (Jう 4. Cう 1. 84 7.86 2. 40 ヲ.13 4. 09 2.53 

ヲ
200 

!!__j /1 1 /1 11 " /1 11 

イ 3. 19 2.94 2. 29 う.58 3. 08 4. 12 2.62 2. 76 
ヤ 300 

270ド34m 2001+160 1001+う押l 60 1 /1 110卜ぅm 340ド62m 340 '+6~m 240ド28mr、

M 2.09 2. 16 3.60 2. 64 2. 60 4. 15 2. 18 2. 14 
延 400 

j__tt ~~ "__j /1 

長
、、J

" " /1 /1 

1. 99 2う7 4.01 1. 55 3. 3う 2目 63 3. 25 3. 10 
500 

/1 1ρ ~ /1 /1 。37.987 33.737 33.46う 33.828 33.782 33.842 33.19う 33.797 

基 10 .867 .696 • (¥37 .810 .81う .792 .213 .779 

20 .928 • ';92 • Y78 .170 .797 .824 .うち3 .878 

準 30 3ラ.018 .32う 34.0ラ2 34.11ラ .333 .42う .479 34. I 78 

50 .136 .087 33.660 .20ち .235 32.933 .う24 33.687 

7Jく 75 .177 .244 32.9う1 .214 .036 33.611 .624 .う24

100 .307 .479 ヲ3.009 .160 .425 .633 .737 .443 

分 深 150 .483 .587 .172 • 119 .262 .633 .678 .416 
( ，問、 200 .うう1 .ラ39 .289 34.978 .313 .392 .う60 .580 

qも。 M 300 .う33 .4うう .32う .660 .455 .6う6 .う30 .4う2

、、J 、._/ 400 .~2 う .45う .611 .401 .479 .797 .633 .う7呂

500 .533 .う96 .797 .374 .6うう .714 .819 .173 

百己 事

(?張調査)獲試験
の他
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Hト-l'1.... - ・d 一寸一-.... /.J ノ、、、 1 " fもF司荷守、r・-r" ~...，、'"ト."司'X可』洋定線
観測線名|尻矢~出:FI期 日|う/16-う/19 I調査船名|幸洋丸|調査員氏名|宮 崎 勇
ST・番号 2 イ ロ ノ、 -ー ホ "̂' 

位 置 IN 4102ヲ 41025' 4102う' 4100ぴ 4100Ql 41000' 4100Ql 4100び

IE 142
00び 14104び 14103ヲ 141030' 14)045' 14200ぴ 14ZO 2σ 142040' 

19 
日 時 分 01. 50- 03.50- 04.55- 07.10- 08.25_ 09.35- 10.50- 12.15-

02.20 04.20 05.20 07. 35 08.45 09. 55 11. 10 12. 35 

天 候 B B B B B B B B 
ヌ.<=九 温 100 100 1う。 160 140 140 130 130 

風向・風力 NW 4 T却『 回 SE SE SE 2 四 2 SE 2 

71< 深
海 流

水 色 3 3 う う う う 3 

透 明 庶 11m I1押1 11m 10m 10押1 11m 13押Z

波 浪 3 2 2 

う ね D 3 2 2 2 

気 圧 1，013.0 1，014.5 1，01う.5 1，016.5 1，016. 3 1，016.う 1，016.う 1，016.0 
雲形・雲量

PL 採集形式 稚 IPL ⑮ I@) 稚 1:目 稚|匹 稚 IPL 稚I:匹 稚 1_!'l:J 稚|九
8. 6 9. 2 9.う 8.0 10.3 10.0 9.6 10.う

水
。

1 i 
8. 63 9.14 9.39 7.67 9. 17 9. 07 8.07 9.92 

温 基
10 

6 r____j___cl デ_LCl f___J__(j ~ ~ I 0 
8.26 8.79 9.20 7. 28 8.ラ5 8.86 8. 04 8.84 

，剛、 20 
" I " ，，__j__/I 11 _L" II_______L_/I ~ρ ρ~ 

℃ 6. 8ラ 8.29 9.09 7. 14 8. 31 8.う7 7.99 9. 1う
、_， 準 30 

/1 I " " ~ lI_______l_____ ~ 
4.72 8.01 8.98 6.72 8. 13 8.10 7. 52 2. 97 

. 50 
/1 _L" " I /1 /I_____l_____/I 

5.02 8.02 9.01 6.70 7.98 7.70 7.09 

イ頃 水
75 50 I 0 80 I 0 WO I+-lm ラ。 I" デ I" ~ I /1 ?_"___L___tt 14' 1+2m 
ラ.96 8. 03 8.61 6.79 7.う7 7.38 6.90 2.63 

角
100 

/1 

4.5う 7.72 8.う1 6.48 7.44 6.68 6.48 2.66 . 深 150 
" I " 11 I " /1 I " " 1" " " I " 

10υ 什2m
4.56 6. 88 8.31 6. 18 7. 10 6. 48 6. 05 2. 62 

ワ
200 

11 げい2m '，-L-" 
イ 4. 10 う40 5. 39 ラ.08 6.47 6.21 う.74 2. 64 
ヤ 300 

90 判例 120甘6m 120ド6m 30 I /1 40 I /1 ~ ~ 2仁出m，胸、

M 3.00 3.62 
延 400 

/1 
長
、-./

3. 11 3.05 
500 

/1 1 1 I i よ。 33.213 33.443 33.620 33.488 33.741 33.660 33.687 33.365 
塩 基 10 .190 .479 .614 .う06 .587 .6ラ6 .728 .3う6

20 .276 .696 .624 .512 .624 .624 .710 .425 

準 30 .419 .788 .6うl .う24 .656 .624 .569 .186 

50 .479 .81ラ .6うl .う69 .696 .687 .602 .087 

水 75 .624 .837 .642 .ラ39 .651 .752 .773 .434 

100 .6う6 .833 .741 .6うl .692 .70う .741 .343 

分 深 150 .683 .891 .788 .660 .705 .923 .728 .362 
r、 r、 200 .705 .846 .280 .687 .701 .752 .732 .401 
。ふ M 300 .714 .752 .815 .797 .692 .696 .692 .51う
、_， 、、J 400 .741 .701 

500 .860 .788 

百己 事

(持喜重)
その他
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観測線名|尻矢崎EI期 日 16/17-6/18 調主主船名|瑞鴎 丸|調査員氏名|赤羽技師
ST・番号 〆イ 7 3 4 う 6 7 

4 5年 6月 太平洋定線海洋観測結果表

位 置 IN ，1102うI 41025' 41025' 4102うI 4102ヲ 4102うY 4102ヲ 41U 25' 

!日 14103ツ 14104ぴ 142000' 14202ぴ 14204び 143000' 14303ぴ 14400び

17 18 
日 時 分 7 3う~ 8. 30- 1 1. Iう~ 13.50- 16.20- 18.う0- 21. 5う~ 1. 2う~

8. 07 9. 30 11. 5う 14. 30 16. 4う 19. 2う 22. 4う 2. 00 

天 候 。 BO BC 。 。 。 BC F 

気 温 13"0 13'0 14"0 lヲO'C 13.2"0 13 デC 13.0'0 13.0"0 

風向・風力 SSE 3 SE 3 SSE 3 SE 3 SE 3 回 ヲ SE 3 S 3 
7.)<. 深 430m 
体材一 流

水 色 6 。〆 う 6 6 4 

透 明 度 7押1 8汁1 10押1 8m 10斤1 lう?円

波 浪 3 3 3 3 2 3 3 3 

う ね り 3 3 2 2 2 3 2 7 

気 正 1，019押1B 1，018押!B 1，018mB 1，016mB lρlう'!)n百ヨ 1，01う5昨日ヨ 1，0i5.5mB ，01う.0mB

雲形・雲量 9 6 7 8 9 9 う

PL 採集形式 稚|孔 。命|⑪ 稚 !PL事下6 稚 IPL 稚 IPL 締 1(同
穴出12. I 11. 8 12.う 12. 3 14.0 13. 2 

7.)<. 
。
11. 97 11. 84 11. 76 11. 04 12.68 13. 90 [3. 18 13. 23 

温 基
10 
80 1 0 

701 1L.86 L 
60 1 0 。o 1 r 1 1501 0 

11. 40 9. 73 11. 18 11. 42 10.89 12.68 10.94 
，-、、 20 

100 I 0 140 1 0 ~Ol 40 1 0 110 I 0 
ぶC 1 1. 1ヲ 10.44 9. 2う 10.61 9.24 9.62 8. 45 10.74 
、、J 準

30 
" I " " 11 

11 I " 
10. 44 9. 79 8. 80 8.う7 8. 10 7.う己 2.09 8. 0ラ

. 50 
150 1 +2 " " 11 

9. 83 8. 34 呂 66 7. 19 う.46 6.うう 2. 03 3. 72 

傾 7.)<. 
75 
" I " 23

V I→7 280 I +7 210 1栃 150 I + iう 1+1 150 I叫 1001 +1 

9. 39 7. 64 呂.33 6. 16 う.87 う.36 1. 56 3. 1う

角
100 

240 1 +4 

8.83 う.92 7. 35 う04 3. 99 3. 32 3.48 3. 46 . 深 150 
38V ドl " I " " う.うラ う.08 6.09 3. 11 4. 22 3う9 3. 91 3. 19 

ア
200 

3101+27 460行55 270ドー 320 1+36 130 1+10 2201+30 1801+10 
イ 4. 02 2.97 う 13 2. 09 2. 12 2. 85 3. 14 2. 74 
ヤ 300 

380いの，-、 11 11 

M 2. 32 4. 14 3.07 2. 93 2. 65 3. 27 2. l'う
延 、、J 400 3f卜27
長

500 

。33.60ち 33.298 33.329 33.う30 32.5% 33.177 33.041 33.222 

塩 基 10 .602 .423 .362 .う06 .758 .266 .063 . 15.1 

20 .669 .423 .465 .う1う 33.271 .512 .018 .334 

準 30 .773 .542 .773 .う48 .8ヲ7 .651 .0ラ4 .461 

50 .8うう .723 .896 .うう7 .833 .806 .009 .362 

7.)<. 75 .900 .860 .90う .7J，6 .4丙う .779 .2'!4 .267 

11)0 .911 .842 .911 .642 .714 .642 .217 .343 

分 深 150 .929 .687 .828 .う66 .533 .410 .479 .416 
〆ー、、 ( 200 .66う .614 .732 .374 .う96 4月3 .611 .461 

%0 M 300 .678 .642 .674 .353 .4号2 .う42 .533 .う69
」ノ .._， 400 .524 .う87 .587 .642 660 .7S2 .68? 

500 

言己 事 8 h 30mイルカ 1頭(1.5m)船札つく
流水菜標流物 12.10イノレカ 3-4頭多少あり

信張調査)
作業灯に小サバ(約 2ぅOm)数 10尾浮ーヒ。

獲試験 魚採記録保存反応、 0-50m
のイ也

ピンさ八ノま 14-う尾浮7，]( 2尾捕獲(I 8c7li位) さんま(幼魚)多少浮泳
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Hト-1/11-'晶 、， 一一丁 、'n ノ、、ー ， "ー/'L....117-1、 ド，;-¥-寸:-I::!::.ILo¥R'JI、 ¥'-'_ 、』

観測線名尻矢崎E-鮫角l!J_J期 日 8/18-6/19 ¥調査船名|瑞鵡丸|誠査員氏名|赤羽 枝師
ST ・番号 B 9 10' 10' 11 12 13 14 

位 置 IN 41025' 4102うl 4102うJ 4100α 40031' 40031' 40031' 40031' 

IE 144040' 145020' 146000' 146000' 146000' 14う03び 14う。oσ 144030' 

18 19 
日 時 分 う.40- 10.00- 14.00- 17.45- 22.00- 1. 20- 4.うう~ 07.ヲ0-

6. 15 10.4う 14.3う 18. 10 22. 40 1. 55 う 30 08. 15 

天 侯 。 。 。 R dr 。 。 。
気 温 14.2'0 16'0 16:'Q 11. 000 10.デG 12.0'0 14.5'0 lう.ゲC
風向・風力 SSE 3 SSE 3 S田 3 SE 2 SSE 3 SE 4 S 3 S 2 

71<. 深

海 流
水 色 3 4 6 

透 明 度 12押Z 16m l'う押1 11押1 7m 7m 

波 i良 2 3 2 3 3 2 2 

う ね D 2 3 2 2 ， 2 2 2 2 

気 圧 101.6押tb 1，016.うmb 10 1.6mb 101. 7 10 1.7mb 1 o 1.7mb 101.6汁tb 101.うmb
雲形・雲量 9 lU 10 10 10 10 10 10 

PL 採集形式 稚 ¥PL 稚 IPL 稚 1:同 稚 IPL 稚 1PL 稚 IPL 稚 IPL 稚 1:匹
13. 7 12. 1 12. 2 11. 3 9. 5 11. 2 14. 7 14.う

7.]( 
。
13. 39 11. 85 11. 93 10. 5う 8. 82 11. 2う 14.うB 14. 33 

温 基
10 50 1 40 1 40 1 0 80 ¥ 
13. 18 11. 95 11. 47 8.87 8.39 1U. 45 14. 19 13. 90 

20 
ダ| ~ ¥ 0 ♂|  う。 10 1 10 1 190 1 r、

-c 11. 42 10.9ち 10.63 6. 68 う 44 7. 22 12. 26 12. 84 

準
30 

/1 30 ¥ 、、J /1 

10. 34 う79 4. 24 3.46 3.30 2. 60 10. 50 10. 25 
50 

40 1 0 . 
10. 15 う.66 3. 24 3. 31 2.ラ6 2. 33 10. 3う 10. 18 

(頃 水
75 
140 ¥ +3 ず 1+う lア1+3 デ| 80 1+3 110 1 +1 140 I +3 
9. 23 4. 64 3. 13 3.ラi 2. 14 2. 53 10.03 10.04 

角
100 

/1 

9.08 2.96 2. 8う 2.96 2.84 3. 18 10.03 10. 10 . i深 150 /1 

9. 39 2. 72 2.94 3. 13 2. 27 2. 86 9.91 10.00 

ワ
200 
270 1+26 180 ¥+10 3ラ。 1+43 10 1 7 1+う 19。い12 220 ¥+16 11 1 +う

イ 8. 06 2.44 2.80 2.う日 1. 87 2.41 9.96 9. 63 
司F 300 ，--、 /1 

M う.63 2.う2 2. 89 2. 86 2.9う 2. 49 8.うB 9. 08 
~U; 400 

長
、、J /1 " 
500 

。 33，356 32，978 32，57う 32，471 32，709 32，う84 32.142 34，160 

10 ，36う ，969 ，691 .444 .718 .673 .160 .205 

塩 基 20 34.11う 33.073 .78う ，471 .722 .628 .137 .214 

30 ，187 .100 .835 .う30 ，749 .619 .187 ，211 

準 50 .2う6 .298 ，982 .888 ，767 ，83う .234 ，2う2

75 .2う2 .624 33，208 33， 124 ，2う8 33.009 .243 .247 

水 100 .234 .539 ，3う3 .398 .28ラ .226 ，243 .243 

150 .220 .470 ，410 .42ラ .398 .365 .234 .243 
分 深 200 ，184 ，465 ，46う .488 ，407 ，365 ，211 ，229 
( /戸、 300 ，178 .542 .う87 .う7う ，488 ，42ラ ， 151 .187 

%0  M 400 33，660 ，665 ，788 ，779 ，752 .う42 ，019 ，079 
、_/ 、、J 500 

記 事 オットセイ l頭遊泳 ピンさんま多少浮泳あり オットセイ 4頭波泳

( TL三=1m) するめいか小群瀞泳

(見張調査)
さんま l尾(20m)捕獲

漁獲試験 オットセイ l頭株泳
その他
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昭和 45年 6月 太平洋定線海観測結果表
観測線名|鮫角 EI期 日I6Ll_!l__6/2 0 調査船名|瑞鴎丸|調査員氏名|赤羽技師
ST・番号 lラ 16 17 18 19 20 21 22 

位 置 IN 40031' 400 31' 40031' 40031' 4げ31' 40031' 40031' 40031' 

IE 14400ぴ 14303び 143012' 142053' 14204び 142027' 14204σ 142"UI' 

19 20 
日 時 分 10.55- 14.20- 16.30- 18.40- 20.10- 22.00- 0.00- 2. 1う~

11. 35 14. 5う 17.00 19.2う 20.40 22.40 o.う0 2. 35 

天 候 dr R R dr dr dr dr dr 

気 温 。， 0'0 14.うC 14.8'0 15.0'0 14.0'0 14'0 14.6'0 12.8'0 

風向・風力 S 3 S 4 SSE 4 SSE 4 SSE う SE 4 SE 4 SE 3 

水 深 250m 

海 流

水 色 4 

透 明 度 13m 15押1 17m 

波 浪 3 3 3 4 う 4 3 2 

う ね り 2 2 3 4 4 4 3 3 

気 圧 1 o 1.4mb 1，016.6mb 10 1.0mb 1，009.5押lb 100.9押tb 1，008.5mb 100.6mb 100.6押lb
雲形・雲量 10 10 10 10 10 10 10 10 

PL 採集形式 稚 1:匹 稚 IPL 稚 IFL 稚|孔 稚 IPL 稚 IPL 稚|九 稚 IPL
。17.0 14.2 14.0 14.0 14. 2 12.8 14.2 12.4 

水 1 
10 
17. 12 13.90 11. 76 14.63 13.62 12. 63 14.51 12. 32 

温 基 う。 10 120 I 12' 1 0 ラ。 I0 60 I 0 60 1 

20 
17. 11 9.29 7. 51 13. 7う 7.94 11. 06 13. 16 11.89 

〆園、 80 1 0 100 I 120 1 22'1+2 120 1 0 160 1 0 120 1 
℃ 

30 
14.04 7.46 4. 29 10. 33 6.87 8. 23 7.94 10.00 

、--' 準 ρI " I~ I一H

50 
11.72 う， 01 2.47 7. 32 4. 80 3. 32 4. 12 8. 44 

. hT，~ 20 I 

75 
10. 35 4.43 3. 15 4.42 3.46 2.92 3.09 8. 22 

傾 7]( lう。I+3 130 1 +2 210 I +'う 4d'い2う 290 1+10 2う。い20 150 1 

100 
8. 42 4.19 2.00 3. 25 2. 79 1. 6う 3うB 7.69 

角 270 1+12 

150 
4. 10 3. 12 2.72 3. 2う 3. 57 3. 11 3. 17 3. 11 

. 深 HT;; " " 60 1+1 

200 
2.94 3.0う 3. 22 3. 23 3. 14 3. 03 3. 16 2.81 

ワ 260 1+20 210 1+1ラ 3う。 1+41 d 1+3 230 1+10 100 1 0 問。|刊3

イ 2.73 2. 8う 2.8う 3. 73 4.79 2.う6 2. 1う

ヤ
300 

r、 " 
M 2. 17 3.26 2.67 3. 20 3.0う 3. 02 3. 25 

延 400 ρI " 
長
、--'

500 

。34.301 32.686 32.6うO 32・969 32.601 32.521 32.249 33.493 
塩 基 10 .321 .673 .767 33.054 .901 .623 .307 .530 

20 .370 .731 .6うO .4'17 .543 .767 .244 .う42

準 30 .184 .812 33.023 .425 .812 .883 32.910 .669 

50 .37う 33.285 .127 .656 33.181 33.208 33.100 .687 

水 75 .2う6 .410 .2う8 .446 .208 .289 .154 .770 

100 .023 .470 .204 .347 .313 .190 .316 .741 

分 深 150 33.428 .380 .338 .392 .42う .371 ‘..334 .32う

〆画、 f町、 200 .383 .419 .470 34.297 .428 .446 .347 .298 

%0 M 300 .う06 .474 .569 33.770 .837 .506 .392 

、J 、--' 400 .502 .746 .656 .947 .723 .714 .521 

500 

言己 事

合張調査)獲試験
の他
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昭和 45年 6月 太平洋定線海洋観測結呆表
観測線名|鮫角E-41"NI原線|期 日j_6/2_0-6/21 I調査船名l瑞鵡丸|調査員氏主l主羽技師
ST・番 τ口7 23 24 2う ロ .;、 ホ -" 

位
40031' 400 31' 400 31' 

141048' 141041' 1410 37' 

20 21 
日 時 分 3う0- 4. 4う~ う.25- 11. 00- 12.日~ 14. 1う~ 17. 1う~ 19. 1う~

4. 00 4.うう う30 1120 13. 15 lう.0う 17. 40 19.40 

天 候 d df f b b b b 1コ
気 温 13.00C 12. 5ζC 12.0 C 1う.5'C 17.2 'C 16.8'C 16.う、C 14.0 C 
風向・風力 2 SE i SE 2 N E SN W N 。
水 深 90 m 

海 流
7Jく 色
透 i児 度 16押1 18押1 13m 21m 

波 d主 。 。 。 。 。
ノ~ ね タ ラ 2 2 2 フ

気 圧 100.5押11コ 1，005.5押tb 100.うmb 10 1.0mb 1，009.5mb 101.0rηb 1，009.5mb lρ11mb 
雲形・雲量 10 10 10 3 2 2 3 

図tEPL 採集形式 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚_IPL 
12. 5 12. 7 12. 3 

71< 
。
10 
12.ラ2 11. 97 12. 17 11. 87 lう.32 12.8う 14. 11 14.00 

温 基 1: I う。| 60 10 1 1: デ」 r_j u 
20 
11. 77 11. 29 11. 51 10. 82 13. 30 8. 76 12. 12 13.40 

r、、 」 1 1 」
。C

30 
11. 40 10目 39 10. 78 8目 22 6. 03 8.09 8.94 

、m〆 準

50 
11. 24 10.うう 9. 80 8. 37 6.05 7. 2う 4.94 

. う。| f____J デ」 ~ ~ f_J 
75 
10.80 9. 14 う40 6' 6. 07 6. 34 4.30 

(lJj 71< 
8. 78 4.81 日 13 4. 78 2. 79 

角
100 

8. 06 8.07 4. 97 3. 31 3.07 

深
150 

苧 1 z:.__j t__j 160 1+6 
3Oi2.-60 -

7. 67 3. 96 4. 40 2. 67 
200 

i 」 」ワ
イ 4.9ヲ 2. 3う 3. 23 う02 2.う8
-y 300 

( 

M 
延 400 

長
、、-'

500 
i 

• 。 33.374 33.380 33.479 33.46ラ 33.032 32. 328 32.673 33.2う3
塩 基 10 .461 .479 .う51 .542 .000 .360 ?にOR7 .398 I 

20 .633 .う60 .732 .578 .16:1 33. 145 .124 

準 30 .710 .70う .う84 .226 .446 . 190 .3う3

50 .723 .710 .90う .824 .371 .6うl .316 

水 75 .746 .950 .474 .714 .566 .410 

100 .90う .596 .う96 .ラlう .398 

分 深 150 .90う .479 .678 .362 .428 
，...町、 〆ー、 200 .891 .う78 .う69 .32う .4うう

%。 M 300 .う69 .493 .587 .887 .633 
、、J 、ー' 400 

500 

員己 事 イノレカ 3-4頭船につく

(見張「漁獲試験
ぞの他

一
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昭和45年 7月 太平洋定線海洋観測l結果表
観測線名|鮫 角 E 1 7/10-141調査船名|幸洋丸|調査員氏名

ST・番 号 25 24 23 22 21 20 19 18 

番

10 
日 時 分 08.27- 09.00- 09う0- 11. 0う~ 12. 1う~ 13.4う~ lう 20- 16.50-

08. 33 09. 10 10.00 11. 15 12. 4ラ 14. 22 1うーうO 17.40 

天 候 c c c c c c bc bc 

気 混 17. 2 16.0 16. 0 16.0 17. 0 17.8 16.ラ 18. 0 

風向・風力 SE 2 SE 2 ESE 2 ESE 3 Eill 3 ESE 3 ESE 3 ESE 3 

7.k 深 30 66 83 1ラ2 680 

海 流

7Jく 色 う う う う 3 う 3 ヲ

透 明 度 う 6 12 12 16 10 17 16 

波 浪 2 2 2 2 3 3 3 

う ね り 2 3 3 3 3 3 3 

気 圧 101. 0 1，010 1，010 1，010 1，010 1，010 1，010 

雲形・雲量 9 8 8 8 9 8 6 7 

PL  採集形式 稚 1PL 稚 1PL 稚 1PL 稚 1PL 稚 IPL 立母よ回 稚 IPL 明 l主主
。 12. 8 13. 0 13.8 13. 8 14. 2 13. 4 13.9 14.9 

7.k 10 
11. 80 17.08 13. 22 13. 48 14. 10 13. 27 13. 7う7 1う 20

基 2 110 1 0 60 1 0 1U- I U ぴ! グ| 150 I p 1 
温

20 
12.47 12. 14 13.08 13. 72 13.08 14.う3

11 " 
11 11 /' 

〆-、 12. 10 11.う5 12. 29 13.01 11. 63 12. 79 

"C 準
30 

11 11 

" 11 11 11 

、、J 4.84 
50 

11 I 11 11 /， 11 

. 9.44 9.03 7.82 4. 18 3. 80 

7.k 
75 

70 1 11 μ 一 1+6 140 1 +1 25 1+7 2ぴ 1+う

傾
100 

9. 14 8. 23 6. 58 3. 88 2.う8

11 /， 11 

角 7. 98 6. 15 2. 76 

深
150 

11 11 /， 11 

. 
200 

2. 14 
11 11 I 11 

ワ
300 

3. 14 3.07 2.81 2. 43 
イ 〆'、、 1 120 I +5 180 1+10 320 ¥ +う4 220 ¥+24 
ヤ M 2. 82 2.66 3. 11 

400 
'-' 

延
11 11 

長 500 
11 I 11 11 11 。33.869 33.728 33.624 33.5うl 33.313 33.380 33.213 33.132 

塩 基 10 34.001 .779 .669 .497 .298 .353 . 132 .096 

20 .019 .837 .932 .う60 .371 .398 .23う .280 

準 30 .932 .978 .642 .380 .303 .392 .307 

50 34.061 34.070 .996 .9ヲ8 .027 .320 .578 

7Jく 75 .034 34.061 34.070 .996 .497 .569 

100 .019 .0う2 .846 .578 .506 

分 深 150 33.996 .037 .842 .497 .446 

""' 
r、 200 33.923 .う93 .うう7 .う24

%。 M 300 • 642 • 696 . 770 . 728 
、、J '-' 400 .878 .773 .941 .864 

500 .887 .996 34.028 34.014 

記 事 S T • 1 9 海鳥 3
S T. 1 8 海烏 2

(~張調査)獲調査 。一一一部分寒暖計不良のため視IJ温失敗

の他
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観測j線名|鮫

S T・番 号

位 置出

昭和 45年 7月 太平洋ま戸線海洋観損iI結果表

角「期己17-; 10-141調査船名|幸洋丸 l調査員氏名i17 i 16 15 14 1 13 12 1 11 F 

一引川i臼円31lr
天 候恥 c c c c | 工一i一一L 一Lし戸一工一」一一L一

2L向 .Jlz17ヘ岩斗世止まと亙L~3_n~~~~包1占hiL
水深 1

百一一 流| ーし一一一c---_:7ーE二二J二仁二一そご二工二二二
水 色| 1 _ _____ _l__ ~_L一一一一一 1__ _ .2_一一上一--~--_j_-一一一一一
透 明度| 人 一一ーし一一__l~ι--J _ _1_L__ --.1一一一ー一一
波浪 3 32  3 2 2 13 3 
うねり 313 3131312 3 3 
気 圧い，0引112.ラ 1し，口川12.ち 1し， (川1ヲう 1，パ仁141 1し，c引lう.7 1 1し，015 1 1， 014ち !い，c 川l今
|直雲形.雲量| 8181819 71918 
IPL 採集形式|稚 IPL 抱ゆ|守的昨今強同|守t)1rJ:'訓告£伯|昏正)同 総局

JIγ十日1Z117十一干・[~~1---~2~-1iiijtlJ
温|基 HRF目。|九川早円v・ー月五;九日=P~O.J~-4~
引 斤十とと作土斗斗三十ユ士士巳+~_J. nl~~-p__J三巴 11
，-， 1 準ぺ:ヘ 75FlN2lJ|~サド王山4Ç;~=F"l~[2/'n I '\O.[O~'~~l-"- 3.ll~1" 

::: J 2ムJ3ρぺげ[rW2ι; 
傾配|水に二u二上 oIい1川 +3川 |ιO刊。つl:t:_I__j主二Eζ士T一下「τ下F下了行E買?ぞ:工工互土互工云主; 
lrc J・41W211H3|21FF3164Jqf叶fzrJitfJEl

|深 l引ヲ;i-iTlJ;正~~弓lrlー巨吉日
r I ~ 1300190riJZ141-民主士占世主主Di~Ê0=i乏な
妄IM I 400 I 一一一 1--1 一一一ト一一一一一一一-irで二一~~=
I '-' I一 I11 I 11 1'1 1 11 !と上~ 1 11 I 11L!_}!I ~r-;;- 11 工互コ二 11

5CDW3io;lH16パ N31へ H310271FF7七~85 11--j-，;_i:T与十f子J
塩|基 |101 33.074 1叩 1172l
準 |30I .226 I 32.897 I 32.874 I 32.964 I .969 I .211 I 
水 H;i:;::l勺::127A;十勺;;1342;|:;;;|::
:::1 11:?;;i :;;;| ::::12トト古川 :た i
2::|勺;;|:;;;|;各十42!"::;;li;;lJ;!

事 1ST 1 6 小鯖の群 5 0匹位の遊泳 S T 1 4 海鳥
体長7-8crnぐらい S T 1 1 海鳥
するめ円か i匹遊泳 S T F オットセイ l頭遊泳中
体長 10 cmぐらw

1 7 サンマ l尾遊泳 1 0 cm位 。一ーの部分寒暖計不良のため損IJ温失版。
1 )毛 11 1 5 cm位

水

角

深

(
M
)

分

(

偽

)

言己

(1Fi) 
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観測線名|尻矢出戸鮫角 期 日 17/10-14 調査船名|幸洋丸」調査員氏名|
ST・番 号 E D d c B A 10 9 

番 号 LN
IE 

昭和 45年7月 太平洋定線海洋観測結果表

11 1:2 1 :2 13 
日 時 分 L3. 30- 04.00- 06. 30- 09.35- 12.30- 19.00- :23.10- 02. 55-

:14. 00 04. 35 07.03 10.00 13. :2ラ 19.33 L3. 37 03.40 
天 候 。 。 C 。 。 F¥ b 。
気 温 17.0 18.0 16.0 16.0 12.0 16.0 15. 5 
風向・風力 EBE 4 ESE 4 EBE 4 E 3 SE 4 SE 3 wsw 3 W 4 
水 深

海 流

71< 色 5 5 
透 明 度 14 10 9 1 :2 
波 痕 4 4 3 ヲ 4 4 3 3 
う ね D 4 3 4 3 4 4 4 4 
気 圧 1，013. 5 1，012 1，011 1，009.5 1，003 999.5 1，005 1，00:2 
雲形・雲量 9 8 8 9 9 3 8 
PL 採集形式 締I:匹 ゆ IPL 勝|匹 立監j_PL皇母|伺 立邑 IPL 錨 iω 盤日企白
。 18.0 19. :2 13.6 12. 8 16.8 1 1. :2 15. 2 Iラ.0

水 1 よ
10 
18. 17 18.09 13. 45 12.68 16.60 10.59 Iう.13 14.80 温 基 160 1 0 130 1 0 140 1 0 120 1 0 :280 1 +1 ~(tl_+1 1801 0 1:20 1 0 

20 
18.01 18. 88 12. 32 11. 88 13. 73 う.44 Iう.10 14. 72 

，...、、
~ " I " ~ 

T 
30 、__， 準
" 1 " " 1 " 

50 
12.91 15. 63 5.44 6.69 6.91 1. 60 6.95 10.26 . 

" 
75 
11. 33 13. 10 1. 02 6.47 6.69 1. 06 4. 09 10.14 

f頃 水 300 1+1 L' 180 1 +4 "2.30 1 +7 180 1 +4 "2.80 1+10 ぉコ +7 "2.901+10 180 1 +4 
11. 1"2. 11. 6L' 1. 01 う.62 2. 19 0.82 4. 19 10. 12 

角
100 

300 1+15 " I " " 
2. 86 

深
150 

" 1 " グ I " " I " ~ " I " 
. 

200 
6. n 7. 59 0.93 3. 51 1. 46 

w9ゴ.6¥8アワ ~ 
イ 4. 46 6. 3:2 2. 14 2.47 2.95 2. 18 2.60 9. 05 
ヤ

300 
30V 1+46 280 ド40 "2.50 1+34 '2f tJ-40 340 1 " "2.30 1+28 31' 1+54 150 1+11 

，筒、

M 
400 

延 、ー" ~ " " ~ 
長

500 
3. 16 3.55 3. 14 2.04 3. n 3.01 3. 19 4.ラO

~ Gρ  。 34. "2.70 34.388 33.000 33.163 33.401 3"2..695 33.:271 33.987 
塩 基 10 .307 .978 

20 .365 .987 
準 30 . "2.94 34.16う
50 .678 . :297 

71く 75 .465 . "2.79 
100 .416 . "2.56 

分 深 150 .470 . :2う2
"..、 r、、 200 .678 .17ち
%抽 M 300 .611 .14:2 
、J 、ー' 400 .741 33.846 

500 .905 .587 
言己 事 S T. E サンマ遊泳 5匹発見 S T. 1 0 サン ~1 匹体長う四位

体長:20 cm S T. 9 海鳥 2 

(見張「
S T. D 海鳥

漁獲試験 S T. B 海鳥 3 。ーーの音扮寒暖計不良のため浪IJ温失販。
ての他
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Hμ""" ・宮 " ~十 ， n ATイヰメι11>7.1巴f芹{干雷ω!IJi1'詞フに互支
観測線名|尻 矢|期 日 17/10-141調査線名 幸洋丸|調査員氏名|
ST・番 号 B 7 6 う 4 3 2 

位 置 IN
J_]j 
13 14 

日 時 分 06. 40- 12.00- 17. 10- 20.00- 22.30- 00.40- 02.40帽 04.35 5-07. 20 12. 35 17.54 20.25 22. 53 01. 15 03. 10 05. 20 
天 侯 b bc 。 C 。 G 。 bc 
気 混 15.0 16.0 17.う 16.0 16.0 14. 5 15.0 17.0 
風向・風力 w 3 w 3 W 2 四V 2 s，v 2 SN 2 SN 2 三重E 2 
水 深

海 流
71< 色 5 5 4 4 
透 明 度 13 8 14 12 
波 浪 3 3 2 

う ね タ 4 2 2 2 2 2 2 
気 庄 1，003 1，001. 5 1，002 1，002 1， 001. 5 1.000.5 1，001 1.000.5 
雲形・雲量 2 4 9 8 9 8 6 
PL採集形式 宜野|旬 。働|伺 個|伺 稚 IPL 稚 IPL 錨 |ω 稚lTh 皇僅j鎧。13. 6 13.8 15. 4 15.0 13.8 II 6 12. 7 14.0 
水 i 

10 
13.91 12.98 15.84 9.14 13.45 U._82 11. 88 13._55 

温 基 ~ 120 1 0 30 I 0 デ l0 l"_J_g 80 I 0 20 I 0 50 I 0 
20 
13.04 10.95 15. 14 13. 28 11. 18 11. 65 13. 17 

，旬、
" I " uρ  ρI " 

‘C 
30 、J 準 ~ρ 

50 
10.71 5. 18 4.95 2.47 11. 63 10.92 11. 35 13. 28 . 

" ~ " 12.80 2. 30 4.66 9.76 10. :W 11. 10 9. 52 
傾 71< 

75 
130 I +3 100 I +1 150 1 +3 110 1+1 40 I 0 90 I " 8

0 Iρ ァ L
100 
10. 2ラ 2. 59 4.41 3. 79 9. 17 9.46 4.32 8. 74 

角 lI_____lρ ρIρ ~ " " _l_" 
深
150 

" 1"  
. 

" 
200 
10.19 2. 38 3.49 2.68 4. 60 6. 73 4.23 10.73 

ワ ~ρ ~ I!________l___t " イ
300 
10. 18 2. 27 3. 53 2. 51 3. 10 2.91 3. 31 3.81 

ヤ r、 11' 1+11 15~JrI 1 200ド16 230 1+28 t:_____j_Q 100 1+5 100 1+5 60 I " 
M 
400 

延 、J ρ~ 
" 長

500 
9.76 2. 53 2.89 3.30 3.02 2. 76 2. 75 2.44 

lI______l_ " " I " " " " " " 。34.238 32.991 33.334 33.123 33.100 32.605 32.731 33.163 
塩 基 10 .243 .991 .347 .I:a .163 .650 .767 .226 

20 .229 .892 .380 • 127 .154 .641 .781 .371 
準 30 .214 .853 32.964 .032 .027 .668 .892 .533 
50 .297 .969 33.298 .114 .779 .852 33.389 .569 

水 75 297 33.014 .425 .437 .873 33.249 .596 .932 
100 .301 .136 .ラ33 .434 .911 .887 . :126 .920 

分 深 150 .306 .240 .483 .398 .307 .851 .τ28 .905 
r、 '‘、 200 .283 .307 .515 .425 .ラ57 .428 .560 .932 
%。 M 300 .297 .316 .660 .539 .551 .566 .533 .506 
、.__， 、・' 400 .288 .470 .941 .723 .660 .687 .746 .533 

500 .243 .620 .833 .882 .824 .587 .660 .578 
記 事 S T. 5 スルメイカ 1匹遊泳 S T. 3 サンマ数匹遊泳C1 0四位〉

体長 25 cm S T. 2 小サンマ数匹(体長5.6cm位)

(見張調査) サンマの小群見る 。一ーの部分寒暖件不良のため測温失月比
漁獲調査 S T. 4 小サンマ数匹遊泳
その他 体長 10 cm 

-181-



昭和 45年 7月太平洋定線海洋観測結表

観測線名|尻矢，出戸線 期 日 I7/10~141 調査船名1幸洋丸|調査員氏名i
ST・番 て仁う王 イ ロ ノ、 ホ """ 
位 IN 

置 IEI i一一 ト一一一
lU 11. 

日 時 分 。う.50- 19. 5うー :/1. 35- :/3. :/0- じ1.4う『 04. UO-
06. 10| :20. :/0 L2.00 002F ‘10 04. :'>5 

。
ヤ一一一

天 候 bc G 。

気 温 16. 5 14う 14. 5 13.8 Iう.ち

li¥向・)武力 SW SE 4 SE 4 SE 3 SE 3 SE 3 
7.)( 深

十一
ヲ4U

十一一 一一一一

t毎

ト i三日
二二:士7士1三二二

7Jく 色う

透 明 度1 11 1 
波 浪 1 I 3 2 

う ね _2_L 1 __L _ __3 J__~ 2 

気 圧 1，UUI I I 1， UI 1う 1，Ol:! 1， U 1:'> 1，013 I 1， UI4 
雲形。雲量 う IU 

PL 採集形式 稚 IPL 稚 1:凡 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 I:九 稚 IPL
。
13. 7 13. 6 13. U 13. :.> 1 1. 6 14.6 

水

13上I-0l34t6」lr」2Z3999o 131 09 10 
13.66 11.46 114.41 

温 基 6υ| り

FlI一2・行64 Fjci;;ζjfIL二20 
r、、 11 1 11 1" 1ρ 
ζC 12.93 11. 77 10. 39 12. 60 8.77 12. 69 
、J 準 fI fI 1 /1 11 11 11 

50 
12.39 8. 04 8. 76 11. 41 3. 1:/ 8. 08 

。 16CI~ 1 50 I~:.> nO 1+ヲ ア l__IJ 1:/0 1+1 1 
75 

9. 88 う 9:/ ラ.63 9.36 6. 06 7. 15 

作買 乃に 1:/0 I +:.: /1 ~ 11 /1 I 
100 

6. Uう う.77 8. 97 6う9 5. 4:/ 

角 fI fI 11 /1 j__It 」
150 

8. :/4 う 45 4うI 8. :/6 4.ち9 4. 72 

一|。 深 :/40 1+14 360 1+3ち 3う。 1+33 :/0 1 /1 ~う

200 
7. 79 3.87 3.7L 7.44 3. :/4 3. 77 

ワ /1 fI j___IJ /1 " 1 " " 
イ

300 
う.63 う3:'> 3.41 4. 16 2.63 2. 43 

ヤ r、、 130 1 +8 /1 fI _"_'_1_"，- fI 

M 
400 

延 、__， 1 丁一一

長
500 

1 l i 
。 3ヲ.190 33. :.> 58 33.04う 3:1.407 3'3.078 3ヲ.154

塩 基 10 .LL:! • :!53 .078 .470 .018 .181 d 

.401 . :/04 .54:'> .94:/ .:/49 

準 30 .596 .389 .316 .660 3 :'>.6ラ9 .n6 
50 .371 .461 .741 .883 .8Ul 

7Jく 75 .869 .343 .446 .878 33.614 .806 

100 34.211 .614 .う69 .93:! .73:! .ううl

分 深 150 33・905 .う96 .う42 .941 .530 .806 
r、、 ( 200 . 9L3 .416 .45:/ .90う .401 .う66

%0 M 300 .73:! .う:/4 .う15 .う39 .479 .う:'>4
、__， 、-' 400 

500 

記 事 S T. ロ サバ群浮泳あり 。一一ーの部分，寒暖計不良のため視IJ温失版。
S T. ハサンマ I尾浮泳

GFi) S T. ニ サパ巻網般団あク(8隻)S T. ホ ノトサンマラ ~6 尾浮泳
50 m再測 (4908)雇1j6う 王3.9 0 
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"1--1'1'" 晶 u 一一， - 、、 ，~、~， 明， 、、

観測線名IJ絞 角|朗 日18/2-8/91詞査船名 瑞鴎丸|調査員氏名|

ST・番 号 25 24 23 n 21 20 19 18 

番 号 IN
IE 
1 

日 時 分 12.50- 13. 20- 14.05- 15.6 3ラー 17.2U- 19.0う』 21. O(片 :l2. 45-
12. 57 13. 30 14. 15 ¥6.05 17.うう 19.40 21. 25 23.20 

天 侯 Q Q， Q， Q， 。 。 。 。
気 温 22.0 20.5 21. 0 19.0 19.0 18.う 18. 5 18.0 

風向・風力 NE 2 }lE E FSE 2-3 Bま回 3 ESE 3 SE 3 ESE 31 

水 深 35 

海 流

水 色
透 明 度 7 13 13 16 1う

波 浪 2 3 3 3 3 

う ね D 2 2 2 2 2 3 3 

気 圧 1，011 1， ull 1，010 1，011 1，011 1，013 1，013 1，013 
雲形・雲量 10 10 10 IO IO 10 10 10 

PL 採集形式 稚 PL 稚 PL 稚 Eも 稚 PL 稚 PL 締⑪ 稚 PL 撃事邑
。
LU. Z zz.ヲ :n. 2 19.4 21. 6 21. 0 20. 1 

7.1< 
19.83 19.24 18.22 18.19 18.44 20. 25 17. 13 17. IO 

温 基
10 
60 。 '20 30 6 。 120 50 80 130 。 。 U り 。 U 。

1'2.67 
20 
19. 35 18.64 15..76 14.89 16.40 16. 16 8.38 

r、 11 f' 11 11 11 11 11 11 " " 10
0 11 8 " Iう。 11 

‘C 
30 
19.34 18. '26 14.62 12.64 12.37 12. 11 8.26 

、・' 準 11 11 11 11 1 11 11 11 11 11 11 " 11 11 f' 11 11 

16.97 14. 7~ 10.72 6. 70 5.46 4. 38 8. 15 
50 

40 。。 90 90 . 11 11 11 11 11 11 11 fI " 11 
13.20 9. 46 4. 44 6.85 4.84 6.34 

75 
傾 水 11 w " fI fI 7。 11 100 +1 280 +1U 

100 
7. 96 4.24 6.8ラ j.ヲt 6. 48 

角 fI 11 11 11 11 fI 11 " f' 11 

う.1U 3.う9 4. 12 3. 53 4.05 
150 . 深 130 +4 9υ +2 " " " fI 11 11 

4. 32 3. 70 2.99 3. 25 3. 20 
200 

150 +7 130 +6 270 +2うワ " 11 " " イ 3.36 2.69 2.44 3. 36 
300 

ヤ 〆'、 " 11 11 " " fI 11 11 

M 3.27 2.93 3.29 3.74 

延
400 

130 +13 fI fI 、..."
" " " 11 長

500 

。 33・942 33.4'25 33.00U 33.082 33.0ラ9 33.009 32.867 33.04う
塩 基 10 .629 .741 .452 .401 32.978 .091 .867 .U18 

20 .611 .806 .488 .779 33.181 .045 33.036 • :108 
準 30 .651 .788 .665 .660 .172 .23う .100 .842 

50 .75"2. .9う6 .941 .3"2.5 .267 .656 .8ララ

7Jく 75 .873 .90ラ .401 .819 .761 .669 

100 .79'2 .474 .846 .4"2.8 .73"2. 

分 深 150 .ラ48 .4ラ2 .488 .425 .5U6 
，曲、 〆"、 200 .479 .ラ24 .419 .461 .461 

%0 M 300 .633 .551 .465 .642 
、..." 、J 400 .761 • 719 • 737 .806 

500 

記 事中サパ群遊泳

告苧お
小サノζ群遊泳
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，一
角
「
鮫
方
一
N
一E
一

五
一
一
置
一

線
一
番
一
一

L

J

 

j

:

 

主
T
一

一

観一

S
一
位
一

日 時 分

天 候

気 温
風向・風力|71く 深
海 流

水 色|
透 明 度
波 波 J良

う ね り
気 圧

雲形・雲量
PL 採集形式

水温 ;1→韮.t，山0 -0 0 
，問、
C 30 :':1準

傾 水

角

深

200 
ワ

イ 1 300 
ヤ 〆園、

M 1 400 
延 、~

長 1 500 
塩|基

準

7.K 
分 深
，圏、 f、
qも。 M 
、~ 、~

言己

告顎骨

昭和45年 8月 太平洋定線海洋観測l結表表呆結

ザ|止世巴仕出「一二;j

i千平ι出兵ιι主ド字
引i干ヲJ1長33(r
3|3|I:川t--2十ιトI;ト|1;1|2i7
17U131 17012l17U14117013117U13hム:寸17U1311F

#砕捕手+市詐|#
1 ~I ~I一寸一一「寸一一-1

4 トヨロ川町
10|IJ i HB|9J l w B|9J|W12iJ V14116w i H14lJ 11Z|百中品ι
l" 1 11 i" 1" 1 80 I "i 150 1 +3 1 140 1 +L I 70 1 ，，1 120 In 

V9J!ρ318JlH3171Hl:νlw g iflw9γlW9|。引tF
。1 +9 1 1 グ1+9 i 3Uo い仰同L3刊!L40。いM凶14川11口I':_l_:I:I__

〈ぺザ:);1?|:C?:;〉:〉ρ[卜λ川川1Hイつづ引f::::::):C!:C::I:;引UI日ρイ十什心イ(トにUUHつ勺f:::|:;;引:;ρぺ|卜ドい川川ιHJλパf131γナ乍|ff九3灯て7うγH
幻〆斗ム|i」9%6刈9バ|臼ムム…JLL〕2山213日3Hプ卜よι一片Jお!i示い=訂而I石了h志お工わh陥古τh去苛正

S T 1 5のOM-採水ひeん破損のため測定出来ず。
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観測線名 1j絞角，出戸|期
昭和 45年 8月 太平洋定線海洋観測結呆表

日 18/2-8/91調査船名|幸洋丸i調査員氏名|
3T・番 号 14 13 12 II F E D ぴ

位

2 3 
γ一一一一一一一一一一

日 時 分 16.15- 20. 30- 01. 00- 0う.45- 09.う0- 13. 2う~ 16う0- 19.20-
16. 5u 21. 05 01. 35 06. 15 10. 25 13.48 17. 20 19.48 

天 候 。 。 C 。 C 。 。 C 

気 温 17.0 16.5 16.0 1う.5 15.0 1う.0 lう.0

風向・風力 E 4 NE 4 E 2 b田 2 ENE 3 

己主干
水 深

海 流
水 色 4 う

透 明 度 14 13 11 

波 浪 4 3 2 2 2 3 3 3 

う ね り 3 3 3 2 2 3 3 3 

気 圧 1，010 1，011 1，011 1， 011. 5 1，012. 5 1，012.2 1，012 1，013.1 
雲形・雲量 8 9 9 9 9 

温三EPL 採集形式 機)1何 母時|守。 守的|伊b制制 (掛|制 制 IPL 明|制。19.9 19.8 18.4 17. 2 18.2 

一」一一I主=トfif二水

10 
18.61 18.う2 17.78 16.91 17. 38 16.82 

温 基 220 1 +1 40 1 U lう。1 U 80 1 U げとL_Q I"__l~u 守 1巴L_JL 50_I___Q 

20 
工[二Er、

" 8. 8うC 
30 
lう.11 13. 17 11. 48 5.96 9. 10 9. 14 8.38 

、、.; 準 " ~ρ ~ 
50 
11. 22 10.28 9.47 1. 59 4.36 3. 73 4. 19 3. 80 . ~ 

15 
10. 35 10. 35 7. 18 2. 17 3. 26 3. 75 2.46 2.66 

傾 水 240 1←7 120 +2 3UO 1+12 l竺1+2 1801 +4 1401 +3 160 1 +3 cf 1 " 
100 

角 " " 
150 

9. 71 9.73 3. 51 2. 26 1. 18 2. 30 1.10 !.:_~ 
ワ 深 " " 1 " 
イ

200 
9.50 9. 51 4.34 2.08 1.う4 2.01 1. 76 

ヤ " " ~ " 1 "1 
300 

延 ，..、 3UO 1+46 180 1+15 320 1+ラ4 lOO I +う 2301+26 1601+11 240 1+28 lう。 1+11
長 M 400 

6. 27 7.41 3. OU 2. 14 2.99 1. 97 2. 76 2.83 
、...; "1 ，，_ " 
500 

3. 58 う 23 3. 13 2. 76 2.76 3.02 2. 70 I 

"---1ぺ。33.950 33.624 32.844 32.879 33.091 .0 33.316 33.208 33.1Uう

塩 基 10 .629 .830 .874 

20 34.028 34.070 33.0ラO 33.132 

準 30 .100 .220 32.803 .041 

50 .31う .292 .819 .073 

水 15 .297 .687 .244 

.306 .274 .746 .118 

分 深 150 .265 .247 .483 .271 
r、
'""' 200 .243 .223 .443 .3う3

%。 M 300 .070 .019 .578 .461 
、~ 、...; 400 33.788 33.932 .669 

500 .う24 .642 .7う2 i .914 i 
百己 事 海鳥 5.6羽 サンマ 2尾遊泳 海鳥 1羽 サンマ 8尾稚魚

(体長日開位) ネット K入る
小サバ群遊泳 (体長 20 cm ) 

漁獲試 1UO-150尾 。一一ーの部分寒暖計不良のため演|阻失
¥その 敗。
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昭和45年 8月 太平洋定線海洋観測結果表
観測線名|尻 矢!期

日 18/2-8/91調査船名十L圭一ユ」主-一却1---費E歪-旦号1室l1一一一ト一-一一L一ST・番 号 i 。 B i A i 10 

位

3 4 8 
l 日 時 分 22.00- 01. 00- 04. 0与、 07. 00- 10.00- 13.ラ0- 13.15- 17. 2(ド

22. 30 01. 35 04.30 07.3う 10. 35 13. 35 13.47 17.ラ5

天 候 G 。 c 。 。 C B B 

7気茸四ム声ア三一蔵一温万
14.5 15.0 15.0 16.0 18.0 21.ラ
「面白一一2-ENE 2 El也 2 ENE 2 ENE 2 SE 3 s s 

71<一一一一 深
海 流

3 
ト一一 ー一一一一一

水透 明 色度
3 4 3 

13 16 14 14 16 16 

波 j食 2 2 2 2 3 

う ね り 2 2 2 2 3 

気 圧 1，014 1，013. 2 1，013 1，013 1，012.4 1， 011. 5 1，014 1，013.5 

雲形・雲量 9 9 

PL 採集形式 轡 IPL 明|伺 轡 IPL 二種llfT~歪[:[]箆主主 絢!伺 絢 1¥時。16.8 17. 8 19.ラ 20.7 20. 7 

水

10 
16.48 17. 72 19. 3う 16.08 19.11 18.64 17.91 18.86 

温 基 4V I 0 う。 I 0 ゲ|り 100 1 0 120 1 0 130 1 0 30 1 0 50 1 。
一一一一 14.30 

20 ，向、
" " 30 I 0 

'C 
30 
8. 17 8. 36 13.99 ラ.40 lう.81 8. 82 11. 40 

、'-' 準 " 1 /， 1" 1 " _"_1ρρI " " 1 " /' I 

50 
5.99 6.75 11. 79 13.09 3. 16 ---. 

" " 
75 τF6.1 49 

4.89 9. 32 6.04 11. 17 11. 01 2.88 7. 71 

f頃 水 +2 130 I +3 120 1 +3 !i:_1~デl2I 270 I~ 130 1+1+ 70 I " う.46
100 工:仁w角 " " か I" 

150 
3.50 3. 12 2.ラ2 3.93 4.91 9.27 2.79 ヲ.86. 深 ア寸-w " " 2.95 2. 53 1. 08 3.05 3.67 8.04 2.4う

200 
ワ

" 1 " 
/， 
" " " /' 

イ 5.94 

ヤ
300 
170 1+13 1デ 1+11 22"ド24 240ド28 250ド28 300ド46 16じい11 20 I 〆・、 " 

M 
400 

2.30 1. 94 4. 68 2.78 2. 38 3. 87 3.95 3うI

延 、'-' " 
/， 
" " " " " 

長
500 

2. 48 2.ラう 2.95 3.00 3.00 2.87 3.77 

" " _L~ " " 。33.100 33.145 33.483 32.713 33.ラ15 33.732 33.226 33.186 
塩 基 10 .677 .542 .7ラ2 .150 .109 

20 33.267 .596 .280 .380 

準 30 32.872 .ラ06 33.014 32.978 .416 

50 33.353 34.124 .960 .919 .824 

水 75 . .642 .100 .792 33.063 I .752 

100 .470 .187 .7ラ2 .298 .575 

分 深 150 .う33 33.479 .488 .298 .419 
，旬、 〆-、 200 .474 .425 .488 .298 .470 

句。 M 300 .515 .461 .705 .560 .587 

、ー〆 、-' 400 .741 .50ラ 34.028 .754 .678 

I 500 .873 I .7U5 .160 .873 ! .85ラ
記 事 サンマ群遊泳 サパ 10尾遊泳 ゴンドウクジラの大群

(200-300尾 (体長 10叩位)

(見張調査)
体長 Iう-2 Oc畑)

漁獲試験 スルメイカ l尾遊泳 。一一ーの部分，寒暖計不良のため沼Ij温失敗。
その他 サンマ稚魚稚漁

ネットに入るn
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昭和45日8月 太平洋定縁海洋観測結果表

空豆翌毛I尻二二任期互巨亙三色直歪JiJ';i1sl主任Ll盟主呈旦L一一一-
F北「十L ト」ート 2 1 1 イ l 上一
一一一一一ーし旦-8-1 f 9 t--i 
日時分 20.0C-I 22.20-
士三候[二1土21115十号斗士子卜ヂ一一一』
気温 21.0 '20. 0 ， 
風向・ l武力 W 11 s 1 1 s 1 1 S 1 1S 1 1 S 
水深l
海流|

水色1

2明 ;1 1卜7 十 11 1 1 1十」j
うねり11 1 1 1 11  1 1 
気 圧11，01う.2 1 1， 0 1 5. 5 1 1， 0 1うう 11， C14. 7 1 1，0・51 1，、16.うl
主再|弘主F14一一転刊lE水 II 0-4三十「L十三2i4 1:J. 3 2γ 231 1 1 

温 l基 144みC主訂55::::olc:::ltiti;。|i ||三
引 I~; 寸土門77τ;193W181川うちJIH17! うA
，-， 1 準 I~;! 二二三同三土叫ζとドニ_I_" によ一川 ， ， L----I 

;;w1 1. 72…1215川H13|oJlw131%中古ザ竹Y
傾|水 I~力三 lL.1710111ザ門出同:与円117EE

深 l--3liFZZL」t-J--
I I山 u 1 11 /1 1 11 1 ，，1 /1 1 /， 1 " 1λ|ρI /1 I /1 I /1 I ， I I 

71ぇ|川市押JILl7:!17116::1111中
i 1'-' I司王日立七じfIlL」」
塩|基121J;;hfL十三;; :;;; :;;: 
準 I3o I .530 I .061 I 

:;;| :;;;i ;;;;! :;;;|ーで宗十で禁
事|サパ 20尾位遊泳 サンマ小群遊泳
( 1 5. 6 cm位)
サンマ l尾遊泳
( 2 0 cm位)

サンマ l尾遊泳

角

分

(

怖

)

記

]二二ιーし

深

(
M
)

33.788 
.779 
.806 
.8う1

.900 

.914 

.932 

.987 .969 

。一一一一ーの部分，寒暖計不良のため供IJ温失敗。
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ヨゲ 31-f:
波一一一夜下一丁一一「一丁一一 21ーす 1 4 1 3 1 1 

ぅ一一万一下 2 1 2 2 1 2| 一τ-下
~ EE! 1，011 し-011 ljl中011 1・;121121 1件卜中J

E同Zfk写存型円苓QSトーザ5:E'J:J_.f脅!;弱
い119190120!1911九 h0V」L

U._l._l2"J_2_Lヱよ o1 50 I 0 1 30 I 0 1 10 1 一一一

一一 7引い:::ィィ:::十日戸1il--L品:
'"""' I準 1 uV  1.........1 庁下111ρ|碍γ古井斗B71wJJlp7F1/1 :~7 

lし良 l 水 民 叫frufi7;J7山
角 上/1 I 11 I /1 I /1 1 /1 I /1 1 /1 1 11 1 /1 I 11 
深

;lfFいi|ry川;:[(心i;;
71 立 I-~ー十」l l ll←L ド対中甘いfJh口4

引っ出 1._，トートと士!1r!+38lHrwrwf 

塩 |基1-~?イー :3;! :;2 1 :;21 ::rl :21 ::zl jZ! ?JZ 
準1301 1 34.010 1 .8191 .2891 .2041 .1361 .4101 

水|赤十 l l341%l :;z i :;;:! :;;:l ::z l :;z 
分|深1150 1 1 1 .8う51 う841 う661 .542 1 
% 1; 1-耕一寸 l ÷-→ :;;:l:::;十で生活
)l'"""'1器」ート__L一一斗 .824 1 .7引生一切0
記 事 1 ( S T. 2 2 ) 

/見張調査¥

l漁獲試験 i
¥ぞの他/

メダイ詳(数100尾)水深 3-8mを遊泳 魚探反応2-10m 
北々東に標流物分布(流れ藻多い) ( S T. 1 8 ) 

イカ数尾
表面下 3-4m小請の群泳あり
m-2 う m位l亡魚探反応あり(請の反応~，l:思われる)
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観塑1盟主[堅金出戸|期 日 -19/13~161 調査船H出 f名r l-l τ| 瑞υ ニ一ロ盛~JムI ]G、、調E五4→AEtい r左E宅但右ふIプZ 一 一 一
ST・番 号 17 16 1 1う 14 ート 13 I 12 I _1_1__-I-Jに
位

13 14 
日 時 分 21. 45- 00.00- り3.53- り7.40- 11. 00- 15.00- 18.40帽 22. 45-

L2. 16 00. 53 04. 40 08. 15 11. 39 15. 4う 19. 18 23. 09 

天候 b 1コ b b 1コ bc c b，~ 

気温 19. 2 19.0 19.0 18.8 21. 2 21. 0 19.0 18.2 

風向・ j武力 NNW 3 :NW 4 NW 4 N 2 W 3 I W 3 NW/W 2 NW 2 
水 深

海 流

水 色 4 4 う

透 明 度 19 19 16 

波 在員 3 4 4 4 4 3 3 2 

う ね p 2 4 4 3 2 3 3 2 

気 圧 1，016.5 1，017 1，018 1， u20 1， 020 1，019 1，020 1，019 
雲形・雲量

三重度E
1 1 2 

還記:蛮時fE
8 

PL 採集形式 品 1¥時 立副主!1 務「商銀u兎 雇r-I>L
19. 7 20.0 19.2 1 n 6 19.8 18.8 17.6 

I I 1 
10 
19.49 19.46 20. 17 18.96 20.4U 19.69 18.りう 1う.14

温 基 20 U 2-" L_O 60 1 0 ず I0 ';)"_LQ ぅo 1 U 3。よ旦
20 
17. 37 18.44 20.23 19.26 20.86 18.60 17. 92 12. 34 

〆'、 100 L " 80 1_" 70 I " 7
0 I /1 l 竺I~ 70 1 /1 70 I /1 " 、C

30 
10. 17 11. 82 15. 21 13.41 20.83 16.08 16.87 10.92 

準
" 1 " ，，-_j~ ~~ 、凶，

" !/ 

50 
7.02 6.78 う.61 10.82 13. 59 13. 57 11. 23 10. 37 . 
" I " " 1 /1 " " 

。
" ':_j " ラ.49 4.う7 12.91 10.39 11. 91 10. 17 10.48 

傾 71< " 1 +1 " " 6
0 I " " 1 /1 19

01 +4 90 1 +1 1201 +2 60 1 +1 

100 1-
4.う4 う.08 4.61 9.43 8.38 12.02 10.01 10.34 

角 " " I " " " " 1 " 1" 1 " " " 
150 

3.63 3. 52 3. 27 7. 19 4. 57 8.27 9.67 10.22 . 深 円 ρ " " I /1 " " w しょ
200 

3.07 3.01 4.82 3.04 6.19 9.42 10. L1 

ワ 1201 +7 
" 14
01 +7 2801+27 260 1+1U 1701 +10 1401 +7 

イ
300 

3. 13 3. 17 2. 88 3. 16 3ラl 4. 44 8. 44 10. 17 

ヤ 、・"" " " I " " " /1 1 " " /1 

M 400 
3. 22 3.67 2.99 2.8う 2. 5う 3. 32 6.01 9.99 

延 、..." " " /1 I /1 " " " " 
. 

長 500 

‘ 
。33.2う3 33.208 33.036 33.5リ6 33.882 33.ラ42 33.687 33.960 

塩 基 10 .2う3 .181 .054 .548 .85う .う87 .810 34.109 

20 .199 .226 .0ラ4 .5うl .860 .701 .896 .270 

準 .23う .383 .154 .276 .878 .992 
ト一一一一一一

30 .882 .333 

50 .ラ33 .うlう .313 .891 .842 34.010 34.124 .339 

水 75 .う69 .633 .488 .978 34.178 .214 .292 .330 

100 .ラ69 .611 .569 .932 33.914 .43う .283 .324 

分 深 150 .う06 .493 .474 .810 .う42 .001 .261 .31う
〆'町、 ，目、 200 .う66 .う69 .483 .614 .42う 33.752 .26ラ .31う

~60 M 300 .692 .732 .66う .497 .434 .6ラ6 .109 .292 
、、J 、、J 400 .842 .941 .810 .う87 .う24 .6~ .270 

500 

記 事 S T. 1 3 S T. 1 0 

(見張調査)

位置北へ 1611主流された。 イカ数尾
ST. 1 2 

漁獲試験 サンマワ 小詳7.K深う m遊泳
その他 観測ワイヤーにつく

唱"、



昭和45年 9月 太平洋定線海洋観測結果表
観測l線名!尻 矢|期日 1--9/13-161調査船名!瑞蟻丸|調査員氏名!

S T・番 号 9181716  151413  

15 1 ! 1 1 1 1 16 
日時分 01.ラ0- 1 06.35- 1 10.45- 1 15. 20- 1 19.00- 1 22.20- 1 00.35- 1 02.55-

02. 36 1 07. 10 1 11. 21 1 1t，. 05 1 19. 36 1 22. 50 1 01. 0503. 4う
天 候 C 1 C 1 C 1 bc 1 bc 1 bc 1 bc-bc  

気温 18.う 19.5 1 20. 9 1 21. 0 1 19. 0 1 20.o 1 18. 0 1 18. 0 

風向・風力 SSW 3 8W 3 1 NW_3~叩 2 1 NNW 21N 21E回 4E盟__1J
水深 一斗
海流
京一一一一一色 4 314  

透明度 20 1 18 1 1う

波 浪 3 1 21  32  144  
う ね タ 2 1 2一一ー←l一一ー2一一トーーー 2 1 1ー一一一 2 1 2 1 3 

気圧 1，6111 1，016 1 I，QI6_1 ~，_OI4. 5 1 1，016 J I ， QI7._~ 1 1，017 I 1 ， 0~8J 
雲形 ・雲量 10 1 8 1 9 1 4 1 5 う 6 一一言語弓ご町1て，...、一

長L 採集形式悌!伺鱒I~:9絢|り倒的翻料稚 I PL 稚iPL 鍾ほ!)j
o 1..18. 9 1 19. 3 1 21. 0 1 1 9. 6 1 19. 7 1 20. 5 1 20. 6 1 20. 0 

水 1 1 1 )1  I 1 1 ~ [ 1 1 
1018.82 10 19. 15 1 20. 67 1 19. L 1 1 19. 29 1 20.302O.う2 1 20. 60 

深基 50_1 _0 1 50 1 0 1 20 1 0 1 50 I_o 100101 2" 10 ぴ I 0 1 11010 1 

20 I _2838 1 19. 1う 21.09 1 18・46 1 17. 79 -1 -19. 95 1 20. 4う 20・49
""' 1 1 LOU 17「lrr1 2001 +2 11LLflJ 2" 1ρ う。 1 "戸 1 /， 1 20'01 +2 1 " 1ρl 

C I ... I 30 13. 32 1 1 6. 92 1 21). 36 1 1ラ.う3 1 [2. [6 1 [8. 6 12O.  38 1 20.41 
〉準"1 "1 ，，rl_u_II_L  'lj " 1 /， 1"F L__Il 1" _1 _/!_ I_" _L _，，_i_，，_ L " 

50 10.う4112.82113.731 8.431 8.80114.13119.30119.う3

" 1 /，r ，，_ _1 "r-"l----; グ 1 "1 ，， 1 "1 ，， 1 "l' ，~-l ，~-"- J " 
75 10.07 1 10. iう 11.88 1 8. 36 1 7. 46 1 10. 91 1 [6. 42 1 17.う5

傾水 2201 +3 1 1101 /， 1 19014 デL_"j" 1 "1 120[ +2 I 350 1+13 I 280| +81 
1009.97 1 9.92 1 8.36 1 6.36 1 6.21 1 10.81 1 14.68 1 16.う1J

角/， 1 "1 " 1 "1 " L_，，_J ". 1 "1 /' 1 "1 ，，J|F~ 1 /， 1F.， 1 " 1 空」
150 I . _9.:~ 9.47 1 ぅ.571 4.491 3.911 8.70111.79112・41一一

深 コー「ヲ7" 1 "1 " Iρ"  1 "1" 1 "r" 1 "1 ，， 1 "1 ，， rρ! 
2009う4 1 9. 14 1 3. 64 1 3. 60 1 3. 19 1 5. 04 1 8. 14 1 9.ラ2i

ワ 27uL:" I_2_~VI+う L32"1 +36J -4'01 "1 80 1 +32401+19 1 320|+73 1 737ul+36.1 
イ 300 8. 93 1 7. 62 1 2.ラ9 1 3. 1 7 1 3. 09 1 2. 92 1 4. 48 1 6. 86| 

ヤ〈 " 1 "ハバ"1ρ 川 ".1" 1 "川"1" 1 "ρ~_I 
~ I M I 400 7. 70 1 4. 17 1 2. 72 1 2. 96 1 2. 98 1 3. 16 1 3. 81 1 3. 61| 
延 ) ー ヱ_L"1 " I r~ I "1 "1" 1 "1 " 1 R~ 1 " 1F~ 1 " I F， 土一上「-fイ! 
長一 1 1 

o 1 33.828 1 33.705 1 33.920 1 33.159 1 33.371 1 33.86o 1 33.723 1 33.932| 

塩基一 1(「トー .8011 .754 1 .860 1 .154 1 . 347 1 .828 1 .860 1 .896i 

201 .8191 .7701 .8871 .1681 .4251 .7791 .819 ...89996065うI
準 301 34.052 1 .90う.815 1 • 136 1 • 325 1 • 7う21 .860 
50 1 .279 1 .996 1 .873 1 .488 1 .614 1 .222 1 .929 

水 751 .283134.184134.2701 .7881 .7051 .298134.001134.0341 

100 1 .26う .238 1 33.8371 .6051 .6291 .5931 .0821 .0ララ l

深 1501 .243 1 .193 1 .614 1 .551 1 .483 1 .891 1 .014 1 .061 
分 (2001 .223 1 .147 1 .4431 .51う .4461 .605 1 33.864 1 33.938 

""' 1M300 1 .133 1 33.920 1 .465 1 .575 1 .560 1 .う931 .566 1 • 770 
I?，tiJ 1 .......400133.9381 .5421 .5781 .6961 .7101 .7191 .5ラ7i .446 
」〆!500 1 1 ! 
記事

/見張調査

l漁獲試験
ぞの他
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昭和 45年 9丹 太平洋宕線海洋観狽Ij結果表

観盟嘩ゑJ五 矢!期一旦_L9三日三主主i亘主主盤i呈上量L_~L起週虫色乏し一一一二

戸ヰ二二件斗~-l= I一一一=i ~二:
日時分 lidJ??うい「bjC570・jzJ l 

天 候 1 B 1 B 1 BC 1 1 | ーよ一一一一一上
気温119. 0 1 22. 5 .1 22. 0 1 上
一 一

風向・風力 1ESE 4 1 sW 2 I SE 3 1 1 1 ___l __  ---'-
一 一 一
水深 1

士子il;lJlι;-J--トナ-J二ご
波 浪-1-4一寸 313 1 L___ 
うねり! 3 1 4 1 4 1 1 1 
宗一一一一-EIT¥，019 1 1， 020 1 1， 020 1 1 

ー宇津ヤ『十Lh「二PL

温 i基|叶合 oln。|lOJ|0
A^  1 20.う21 20. 67 1 

31J-川::川ι11
117，，-，-;;下/1 I " I 240 I 

傾|水 I1 ::円;;。lfl+出引い!
深110ヰfli--|

ワ I IムVV1 2801+46 1 52本1001" 1 ，，1 1 

~Iい(巴止川hii
l川1M川IA ('1(1円 3.72川I7.う川 I 
延 1'-' 1…川"1 /1 1川 1 1I  

長， I叫ヨ万一r」J1782!
塩 1，基 1-τo1 .7う21 .782 1 .752 1 

準 1--3o I .828 I .801 I 

水 l~?十 ::;;ijtl

iJillド111111t
記事|

epi)| 

中
一

角

土二

i___j一一一一

土二二土二
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昭和 45年 9月 太平洋定線海洋観視IJ結果表
観測j線名|出戸線 l期 日I9/13-16 I詞査船名f1需品号 丸|調査員氏名|
ST.番 方口i ロ ノ、 一 ;i之 "" ト
番 号iN! 

! EI 
19 

日 時 分 18.00- 19. 30!"" 21. 00-
18. 20 19.50 21. 20 23. 20 01. 20 

天 侯 C C C C 。
気 温 19.0 19.0 18.ラ 18.0 18.0 

風向・風力 NW 2 NW 4 NW 4 NW 4 NW う

71< 深 33う

海 流

71< 色
透 明 度

波 t良 2 2 2 2 3 

う ね り 2 2 3 

気 圧 1，012 1， 013 1，013 1，014 1，014 
三与菅ヨた 耳北4シ .・ 石至F宝そ Z主Z主 う 6 う 8 7 

PL 採集形式 稚IPL 稚IPL 稚IPL 稚 IPL 稚IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚IJ:L
71く
。20. 1 19.7 21. 0 19.う 20.う

10 
20.03 19.62 20.0L 20. 26 19.95 

温 基 30 L 0 70 10160 1 。80 1 0 ア 1 0 
20 
20. 11 19.88 20. 22 20.う2 20.40 

F白、、、、 一"l 11 11 11 1 11 1 11 1 11 

'C 20. 00 19.69 20. 2う 20.う7 20. 43 

準
30 

LJ 、ー〆 11 11 11 

50 
19. 6う 19. 20 20.02 20.49 20. 31 . 寸00l+i 10 1 0 1201 +1 190 I + Iず 1+3 
17. 88 17. 37 19.30 19.29 19.92 

75 
/1 I /1 I /1 1 傾 71< /1 11 

L_I 100 
16.05 17. 51 17. 40 17.61 

角 /1 /1 I 11 11 ρI 11 1 11 1 

150 
13. 36 12. 02 14.03 181 11 88l . 深 210 1+10 160 1 +6 1801 +8 2()01+1QJヲデド37

200 
10.14 9.68 10. 3う 9. 97 

ワ 11 11 11 /1 

イ
300 

7. 41 4. 28 3.92 7. 67 

ヤ 戸町 /1 11 /1 

M 
400 

延 、、-'

長
500 

L一一。33.837 33.792 33'.837 33.869 33.851 
塩 基 10 .8うl .773 .828 .869 

20 .8う5 .782 .819 .8うう

準 30 .う21 .7う2 .837 .842 

50 .746 .773 .810 

71< 75 .941 .833 .878 .819 .873 

100 34.014 34.014 .983 .947 .978 

分 深 150 .070 .034 34.046 34.05う 34.023 

""'、 戸、 200 33.896 33.887 33.9う6 33.938 33.96う

~Ioo M 300 .669 .う24 .う39 .860 .951 
、..J 、...; 400 

500 

言己 事 S T.ロ するめいか操業するも皆無
S T.ハ するめいか操業するも皆無

(見張調査)
漁獲試験

その他
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観測線名i
百干て著一一号

位置 I~
日 時

天 候

気温

風向・風力

水深

海流

水一一一一~
透明度

波浪

うねり
気圧

雲形。雲量

P L 採集形式

71<. 

温 l基

準

(
C
)
 

(
M
)
 

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

基

準

水

深

(
M
)

塩

分

(

怖

)

記

深

400 

(見張調査}
漁獲調査
その他 J

311jmlfm l fm下P=Tトい判二-
1，019.5mb 11，019.6mb 11，0日叫山町十一中山十呼叫咋的

明I(E'事 稚 P叶守匡旬 稚 PL川住 PL I術面令引守国~J:)

l:;lr122別主:17lzlritP内事十iii!?
じ 11w|己 1，，-1/1 1ρと h!11LhJf
ιI " I " 1 "上"1 " 1" I " Iρ|川"1川NE三
日 IRY 日J1.417l7fFRE 
3巴竹12m1 :4ド20m1 2う。ド7m1 210 1+5m I 310担2m

己~う130H11wlwJ-wy」三
ι， " 1" I " 1" 1ρ1" 1 " 1" I~ 

ぺ。|BJi wB|2川n J はJ|ドH4J|うJlι点WY ¥JJ.)|早ι件ずfド古よ
宅坐苧宍砕子ド円2巳ド丹主竺叫子七竺引l
W J4Jlw2iJlw出三τ7169RFIN2JJ 11N1~ 

l"1 /l 1"~I"I /l I ，， I ，， I /l I /l 1 パ ~I-笠

:;::l 勺;;133f;! 勺;;!七~~ I勺;:十斗12
:62 l:;;:!":;;:l:;:;!:;計で号hぉ

3412 J21 :2l J::!と:;;;l :去十三三
ぷ 3121ぷ;;1Z:213汁イ会

小サパの大群発見，魚探反応あり.10 m-1うm肉眼でも多数発見，
体長10cm-15c17i位

3点目 riiJ様サパの大群引続き発見体長16]じ位
。一一一ー の部分，寒暖計不良のため測温失敗。

同
一
イ
一
山
一
四
位
。
一
℃
一
4
一川

a

ト一

M
U
(
凶
い
上
一
間
-
;

分

稚 IPL 

1 
12寸万m
20ーポベ
30三コJ
50ヂ円

。
10 

75 
自主竺

I土
ρ寸"
200 
300 

500 I二工
33.614 
.う93
.う78.60ラ
.587 
.642 .701 
34.088 .169 

0 10 20 30 50 75 
100 150 200 300 400 500 
事

E 昭和45年 10月 太王丘沖合這線海洋観測課表

日 10企巴0/21I調査船名|幸洋丸!苧員氏石ア-7二ーゴ
直吉十ij::;;!l出川121;:|l;;:;;h訳出ifz
りう.50-06.20 
0 16 C 
NW 3 

07. 40-1 09. 35句08. 08 I 10. 10 
0 i コ16 C I 17 C 
NW 3 1 NW 3 

13.00-
13. 25 

盈乙0
16 'C 

NW 3 

iラ.3ラ~16.00 
0 

1工エ二
NW 3 

18.10-18.43 
G 

lうC

NW 3 

ハ
一
印
同
一
山
古
川
一
h

~+7m 
6. 07 
~ _'~ 
4. 19 
~三

1 9シー



"C」/11-'-" t.1 ~~.&. V J J/、， ， ，一+-， I L" "~J ""、EF~ ，-r'"F，'JII'ι. /0、 rJ戸、

l調否昌氏名 i一一 一一
11 12113 __Lー 14

4 0 0 3 1 ' | 4 0 0 3 1 1 1 う1441 6げず3003M0 1g 44-1480 }L0。03京司4 15 Y 1 146000' 14デ3ぴ

10. 30- 1 13. 00匂
1 J. 00 1 13. 3り

B 1 c 

NW 2 1団ーすT一面一引一五三

~ 13 m 113m 81'Il__~1 __  12?円[

2 2 3-."1 3 

気 圧 1，018ラmb 呼口2船Ha85m主v日1 雀72m正q也o 1 101.9附 |l，O183mb 11仁I;歪0う2豆h8町豆1仁1韮2z6l83IomaL 工1L量mち七上a64 W@  U 雲形・雲量

亘£採集形式垂u同 稚 1 pL 稚|紅l

1一。0|J-1Z4丘R J! 4 17.91う.う水 '--11111- I 11I  _I 
22 1 19.43 1 16う4 1 1 7. 8 1 1 14. iJ 9 1 1ううo 18う3 19. 81 

温基 Om 1 1001 Om 1 i60 I Om 1 150| Om ず IOm 1 00|On1Tr'-1 Orr;l l_t_l_Q-
2020う8 1 20.36 1 17.38 1 17.82 1 12.43 1 1う.30 I 20. 21 20・23

( パ 11 I /， Lょ」 ρ| 川パハ ρ1 1F_I_!'. 川川三|30 20. 65 1 20. 64 1 _lL4;Z_ 1. 17. 86 1 11. 99 I 14. 54 1 2U."28120. 28 
)準 /1 /11 /1 I /1 1/1 1 /1 1/1 1 /1 1/1 1/，F 11 ! /1 1 /1 1F'l 1 /1 I /1 

。
!57?50
。-l

一一

ifj
一

2
引τ1一一与
ラ
一一 1 /1 I 11 1 -"-J /1 1 /! 1 /1 1 /! -1 11 -1 -';-1 11 I /1 l /1 I 
lう.61 I 1 J. 49 1 12'，64 1 -4.-64-1-10う6 I 16. 78 I 1う86

傾水 叫 4m 1 1州問 1110 

13.68110.02 110.861 2.09 I 9.00 11う 36 14日

角 /!!F'1 I /! !r'l I /，r1 /1 1 11 I F';1 11-1 -/;-1 /! 1 /! 1 /1 1 五
150 I--.!_~31 1 1 1. 80 1 948 1 8.9うJ.38 う 23 1 12. 28 1 12.ぅl

深 ~H-'-l "/1 I /1 1 /! i /1 1 /! I /! L:i:: I /1 1". 11 I /1 1 "/1 I 11 I /! i /1 lw  
200 

ワ I/1 Iwρ1  /，F 11_1 1，F/! 1 /，F|r'1 1 /1 1 /1 1 /1 1 /! I /! F'1 1 /1 
イ ;;-1_ ;;29 1 1ぅ.26 7・2う 3.0う 1 2・13 2・10 1 6・73 7・34

ヤ，-._ 1 VVU  1 山
1 IIvI I 400 I 4. 09 1340 1 3. 79 1 2. 07 1 2. 63 1 3. 22 1 3. 80 ぅ.22
延) /1 1r.， ! 11r|r'1 1 /! 1 /，r /1 1 11 1 /1 1 /1 1 11 1 /，r1 /，rI  /，r 1 /! 1w  
長 一一一|一一一 一一 一一500 I ---- -- _-!  _- ~-- I 

I /!ρ1  /1 川 ρ パ w バ ρι」-fJJLLH 
o I 34.082 I 34.202 I 3~932 1 33.996 1 33.316 1 33.42 う 34~]2Il 竺.484

塩 基 10 ト ----.079 • 1 1う 1 ・8ヰア「狂信一一-:163"-1~て扇子 .220 ・339

:叶 mlTー1~ 止し笠99()_~盟問 l
準 30I .088 :-IT9T .860 T .932 T .924 1.298 I.214 ・322

5013571m734m987  I .973 う7う叩 641

水 75 ・324 I • 417ーL
106 1 34.028 1 33.132 I .88~_l__~2旦 1 ~fL2_ 

100T .283 1 .435 1 .147 1 .070 1 .136 I .932 i---. 539~-.而
分深 150I • 243 I • 31ぅ . 214 I • 046 I . 2う3 1 .551 1 • 388 .608 
，-._ 1 "" 1 200.  124 I . 279 1 • 169 1 33. 70う.334 I . 443 I . 247.48う

0/00 1 M 1 30033.764 1 33.678 I 33.869 1 .407 1 .493 1 .392 1 33.860 1147  
'-J ; '-J I 400 .752 1 .683 うう1 1 .506 1 .669 I .6331 .6う1 .137 

500T-• 938 • 90ち~ ~6(rT .624 . 770 ， .779! .864 .043 

記 事 ST. 8 イカ 20匹位遊泳
S T. 1 0 04.32稚魚採集中丸輪の糸

/見張調査} 切断ネット流失すol漁獲試験j
ぞの 他 。 の部分寒暖計不良のため狽IJ温失敗。
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引三占仏副「lJI H3147w|¥!?J lv 
立|芸〈県ド宅糾ZE!糾咋糾22;貯(J04

lut出正日ι出二;
;;JY11芸R2;L711333;

準 1--30Tーて蕊7下一二亙日二一ご28う .932I .761 I 市

水1-%44-3;ト示十ーがトヨ什づ去十寸号十町一
一一一

分 深|品十 :;:;l ::;:十で去ト:Z汁d十五ーヲi~--hf.%~-~
手五|器3♂[ :7E卜苦汁づ;;|;22;-可思十137;計十一一

I 一一 一一

'-' 1 '-' !告件当7!ぷ;;! :::?でま廿ーでな十 :;;;Lj日二
事I0 ーの部分寒暖計不良のため損!J温失敗

リ
一
川
市
一
日
一

ι山

塩|基
hhf 
.741 

.74δ 

.723 

自己

-19テー



観測線名| !期 日| |調査括主~ 、、|詰孟見込';gT'町'"山ハ…
ST.番 寸口 23 24 2う ロ ノ、 一 ホ '" 
位 置l2 4003j' 40031' 40031' 41000' 4100α 41000' 4100ぴ 4100び

141048' 1410 41' 141037' 141030' 14104ラF 14200び 14202α 14~4ぴ

18 21 
日 時 分 10.うう『 1 1.ヲ0- 1しうう~ 14.55- 16.05- 17. 15- 18.30- 19.4ラー

11. 05 11. 37 12.00 15. 1う 16. 2う 17. 30 18. 45 20.00 

天 侯 B B B B B B B BC 

気 温 20 'C 20 'C 18 'c 18 'C 18'C 1う'C lう'C

風向。 j武力 NW 2 NW 2 1 NW W 4 w 4 W 4 W 4 W 4-5 
水 深 82m 68m 43r月

海 流

オ三 色 う 5 ヲ 3 

透 明 度 lう押1 lラm Iう押l 13m lう?刀

波 浪 3 3 3 3 3 

う ね タ 3 3 4 4 4 

気 圧 1，0 12.4mb iρ22mb ~022mb lρ22mb 1，022.2mb lρ21.5mb 

雲形・雲量

PL 採集形式 稚 IPL 稚!PL 稚 IPL 稚|孔 稚 IPL 稚IPL 整1_~ コ[L:ffi-
。 19.0 19. 2 19. 3 18.6 18 4 17.4 18. 2 18.0 

18.44 18. 71 17.83 16.91 17. 82 17.40 

温 碁 70 1 Om デ IOm 20 I 。12 10m 170恒例 lむ o 160 10円1 300い2m
20 
18.00 18. 83 18. 97 18. " 18. 47 12. 41 18.24 17.93 

〆-、 か fI fI fI fI 11 ~_j I 11 Iρ~ 
'C 

30 
18.97 18. 94 18. 83 18.49 17. 50 18.23 17. 76 

、句J 準 fI 11 11 I " fI fI /1 /1 fI しょ
50 

18. 85 18. 32 17.う8 17. 70 17. 42 
。 11 11 /1 /1 /1 11 /1 

75 
傾 水 80 I /1 /1 /1 /1 " 11 /1 

100 
18.うB 18. 13 12. 33 14.07 1うう3

角 3ol+15m 却下lうm 2ラ'1+11m 32'1t-18m 42"jt-3うm

1o' ，) 15.01 17. bl 17.7う 10.64 14. 17 
。 深 /1 I /1 /1 Iρ 1 11 1 /1 /1 1 /1 1 

200 18. 31 16.60 

ワ ーっ /1 1 /1 1" 1 /1 1/1 ~ 
イ

300 
ヤ ，....， /1 /1 /1 I /1 
M 
400 「

延 、、d
長

500 
i 。 33.678 33.696 33.788 33.624 33.696 33.779 33.8うラ
33月2」」

塩 基 10 .674 .692 .770 .611 .633 .7う2 .746 .687 

20 .665 .705 .791 .624 .660 .797 .752 .687 
準 30 .669 .741 .770 .764 .842 .692 

50 .723 .779 .614 .678 .734 .723 .73う

71< 75 .761 .6う6 .683 .7う2 .705 .797 

100 .696 .752 .81う .900 

分 仇~こ 150 .896 .801 .732 
，....， r、 200 .90う .761 .11う
0100 M 300 .642 .687 33.741 
、...; 、...; 400 

500 

記 事 o -一一ーの部分寒暖計不良のため測温失敗。

漁獲試験

ぞの他
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I-'U"T.....τV ____.&. ..L jJ j，れ j-寸4_M::...JIYJ'o.fJ:亭 f→ー建冗1Wl'i1¥目玉司ζ4て

観測線名 i鮫 角I期 日I11/17-18 I盟主船名東奥丸i調査員氏名1
S T.番 号 25 24 23 22 21 20 19 

位 置 IN
LE 
17 17 17 17 17 17 17 

日 時 分 11. 3ラー 12.10- 12.う5- 14.15- 15.45- 17. 1う~ 18.49-
11. 43 12. 18 13. 05 14. 36 16.03 17. 38 19.09 

天 候 B B B B 国 BC BC 
戸メ:<i. 温 12. 1 12.0 12. 1 11. 6 11. 6 11. 0 10.8 
風向・風刀 W 2 W 2 W 2 S 2 ssw 国W 3 ssw 4 
7.1< 深 38 ラ7 82 176 

海 流 3 

7.1< 色 う 4 4 3 3 

透 明 度 11 14 15 18 17 

波 i良 2 2 2 3 
う ね D 2 2 2 2 3 3 
気 l王 1，026 1，025 1，02ラ 1，025 1，026 1，027 1，027 
雲形・雲量 ci-cul ci-cu 1 ci-cu 2 a-cu 2 乱，-cu 4 a-cu 4 a-cu 4 
PL 採集形式 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 維i)1 (PII 稚 IPL 絢|村 稚 IPL 
。15. 1 1う.2 15.2 15. 3 15. 3 13.8 13.4 

水 1 
10 
14.92 15.27 15.41 l'う.02 13.82 14.14 13.42 

混 基 r'_l___Q ~ U____Q 20 I 0 3~_ L_ 0 40 I 。デ 10 
20 ヂ子2rr 1う.37 15. 37 15. 37 14.83 14.01 13.42 

r"、 " " I /， " 。C
30 
15. 31 15. 33 lう.38 15. 36 15.36 13.80 13. 39 

準 " 1 /， 、、..， ρI /' " 1う.29 15.29 15.36 15.62 14.01 13.51 
50 
1 u ~LQ 60 1 0 70 I 0 60 I 0 80 1 0 . 

、J
15.29 15.36 lう.63 13.ラ6 13.46 

75 
傾 水 " 1う.35 15.49 11. 67 12.47 

100 
角

" 1 " " I " " i 
13. 97 14.03 11. 74 12. 61 

深
150 

i 120 I 120 I +2 3 120 1+10 1 . 
200 

8.70 9. 91 6.82 

ワ " " " " I " イ
300 

3.う1 3.97 2. 76 

ヤ ( 

1 " " " Iρ " J 

• 
M 
400 

延 、、J

長
500 

I 。33.511 33.741 33.770 33.815 33.70う 33.851 33.929 
塩 基 10 .533 .710 .752 .801 .696 .788 .941 

20 .728 .70う .764 .810 .714 .792 .923 

準 30 .651 .696 .754 .797 .701 .788 .920 

50 .696 .761 .770 .719 .842 .932 

水 75 .776 .815 .723 .864 .941 

100 .806 .741 .869 .81う
分 深 15 :' .815 .887 34.037 .833 
，刷、 f司、 200 .956 .055 .824 

%0 M 300 .996 33.792 .6ラl

'-' 、~ 400 

! 500 
記 事 ST. 22 

11 0m-1 20m 

(見張調査) さば漁事長反応あ.¥:>0
漁獲試験

その他

-197-



水

温

(
℃
)
 

75 

300 

100 

150 

200 

71< 

i深

準

基

(
M
)
 

傾

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

塩

分

(

協

)

角

一日各一

¥
1
1
ノ
一

査
験
他
一

調

試

〉

一

張
獲
fu

一

見
漁
ぞ
一

，f
i
l
l
、
¥
一



f-'W /I"H .L O.J ~+-..._ .... ) J '" I f.!I::l!'.1j{il."砂卜十ー枠;r，H{11司、n"7f'.....-{..'<._
観測線名|尻 矢|期 日I11/17-18 I調査船名東奥丸i調査邑氏名!
S T.番 号 4 3 2 イ

位 置 I~
18 18 18 18 18. 

日 時 分 13. 15- 15.25- 17.40- 19.う0- 2り ううー
13. 3う 1ち.うO 18.00 20. 1う 21. 06 

天 侯 B B BC BC BC 
気 温 14.8 13.5 14.0 14.7 14.4 

風向・風力 SN 3 f:N{ 2 EWf 3 f:N{ 4 f:N{ 4 

来 深 198 

海 流
71< 色 3 3 

透 明 度 18 19 

波 浪 2 2 3 4 4 

う ね り 3 3 3 3 3 

気 圧 1， 02う 1， 025 1，023 1，022 
雲形・雲量 C工ー1 ci-2 ci-cu 5 ci-cu 5 ci-ciu4 

PL 採集形式 稚 IPL 整 l_PL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 
。 13.9 14.8 lち.ヲ 1ち.6 lラ3

71< 

10 
13. 70 14.61 15. 62 1う 72 1う.82 

温 基 。 ~ デ I0 60 I () 
20 
12.97 14.60 lう.47 15. 61 

r、、 I! /1 /' I /， /1 I /1 /1 I /， ρI I! 
'0 

30 
12.79 14.40 lう 31 lち.49

、-' 準 /1 I /1 /1 I I! /1 I /1 

50 
12. 79 14.61 lう.41 lう.う1 1う.71 . ~()O_L 0 130 I 0 120 I 0 120 I () i 

75 
12. 78 14. 25 14.90 lう 20

傾 水 /1 I " /1 /， I /1 し一
100 

11. 45 10. 75 14. ()8 14目 95 lラ.72

角 /1 I /， /1 I /' /1 !I 

150 
9.49 10. 86 14. 13 13. 63 12. 2う. 深 22υ1+12 180 I +8 280 1+8 200 い17 2ヂ 1+16 一丁一

200 
7. 72 9. 12 11. 6う り.10

ワ /' /1 I /1 
イ

300 
3. 30 3. 10 3.74 3. 71 

ヤ 戸、、 !I !I /1 

" M 
400 

延 、~

• 
長

500 
1 。33.864 33.788 33.833 33.761 33.806 

塩 基 10 .860 .779 761 .7う4 .806 

20 .ヲ38 .788 .754 .7う2 .81う

準 30 .974 .828 .779 .764 .810 

50 .969 .810 .761 .773 .797 

水 75 .978 .840 .819 .797 .792 

100 34. 178 34.010 .842 .815 .797 

分 深 150 .079 33.887 .837 .792 .801 
r、、 r、、 200 33.914 34.0うう .887 .819 
やお M 300 .624 33.669 .669 .660 
'-' 、、-" 400 

500 

百己 事 ST. 2 
サンマ詳遊泳

(?張調査)
するめいか l尾漁獲

獲試験
の他
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昭和 45年 12月 ι太平洋定線海洋観測結果表

観漉ぱ皇室悉ム区号一lf2E5jj盟一j日上2主424旦::---i3l調査船名 i東奥丸|調査員氏名!
日 2322i2120i19

トー位置:~I =i ; E I 
凶ーー町ト

11 1 1 1 0 1 1 11 11 11 
日 時 分 07.ラ2_ 08.25 - I 09.07 _ 10.2ラ~ 11.日~ 13.30_ 15.10-

07.ラ8 08.35 09. 18 10.4ラ 12. 18 13.57 1う.38

天 イ侯 G BC 。 。 C 。 。
気 温 2. 5 3.0 3， 0 3. 0 4. 6 4.8 う.0

風向・風力 NW  W q W q NW  う NW  白

水 深 37 62 83ー」 189 

海 流

水色L_~ 3 16 3 3 3 3 

透波 明 度浪t1~ 17 4 17 18 17 17 
3 3 4 Fう 6 6 

う ね り 3 3 3 3 4 4 4 

気 圧 1，021 1，022 1，022 I 1，023 1， 023 I 1， 023 
雲形.雲呈 Nb-S七8 S七一Nb6 lro-S七8 Nb一間w七-Nb9 宿Nb-同St9百 Nb-St 9 
PL 採集形式 稚!PL 権 IPL 権 IPL 俗!の稚 1PL 椎 1PL L 。1 r:2 11. 6 10.9 11. 6 12. 1 12.4 12. 1 

一寸

水 11. 06 11. 8 11. 28 11. 40 11. 65 11. 97 11. 69 
10 らτ下一 0 70 1 。60 1 0 90 1 。1201 。1001 。1201 Q 

温
基 11. 35 11. 99 11. 34 12.06 12.07 12.44 11. 54 
20 

" " " " 1 " 1 " ，...、
11. 74 12.20 11. 43 12.22 12.58 12.62 12. 39 。C 30 

、・4 " " " " " 準 12.01 12. 1ラ| 12.43 11. 23 11. 63 12.43 
50 

18"1 0 l21__() ~U 160[ 0 1 18ol___Q . 
75 

11. 36 12. 15 12.33 12.ラ2 12. 12 
傾
水 ←|  " " 1 " " " 

角 100 
11. 68 12. 12 12. 10 11. 92 

" " " " 11. 67 11. 61 11. 90 11.96 . 
深

2J 2401 +14 2401+14 2801+20 3201+27 

ワ 9. 42 9.lo 8.59 

イ " " " ヤ
r、、

7.63 1.79 6. 36 M 300 
、-" ".1 "1" 1 " ~ 延

長 400 
←__1 

500 
1 上。33.864 33.974 34・005 33・960 33・983 34.070 34・034

10 .819 '965 .010 .956 ~ 978 .043 .010 

塩 基 20 .860 .996 33・996 '950 .978 .055 .014 
ー一一ー

30 .941 .992 '992 .987 '974 .046 .028 
準 50 .992 .996 .947 .974 .055 .043 

水
75 34.001 .846 34・070 .05ラ .073 

100 .920 .037 .034 .906 

分 深 150 .914 .046 .082 .064 

戸、 ，圃、 200 .028 33.882 .052 

9ゐ M 300 .070 34・001 .010 
) ) 

400 一一ーー
500 

記 事

(見張調査)
漁獲試験
その他

，，--
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昭和 45年 12月 太平洋定線海洋観測結果表

観測|線名:出戸線!期 日! 12ι:u_竺」三与且査』え盆上亙_~_1L_与周査員且盆L -
ST・番号 j ロ i ハ i ニ ホ l へ

:ιiV可百円 1
気温 6.2 I 7. 2 I7ふ I 8. 2 7 .2I  

風向・風力 8W 4 I ssw 41 ssw 4 1 SSW 4 1 SSW 4 1 1 一一
示一一一一百司 1 1 1 1 | 

海 流 1 1 1 
水色 I 4 3  1 3 
一一

透明度 1 15 16 1 18 

F J1，計二討ι二日J11二;
一一一一 一
雲形・雲量 INM七 31Nb-S七81 Nト St1 Nb-St9いJ1J-St8 1 ι 

立五戸/~2円門炉内F1F円明王I PL /_ft[YL / n~=~戸
;uih!す十 lふ |1ふいん| 1 1 1 卜J

温ifiicl~1守叫碁副| ;:担片拝山山Jト6日正1半刊1口〈引2C引:1川lに口川川川:;?引》刊;しHみヤ1lトい川(トト日9引〈引i:引:1(l2七h山(斗J〕」J 二Jユr一二
準恥I~~日þ卜い川に川Wイ(ぐ引ιv1〈〈d::;C::::J|

傾|J2山古山山ι
角 l 山 I-~~: っ斗l斗rt引ぐ引 1/. 33 
深i*I ~いA山;}

ドμιjHjLVトドJへ/14い〕ν川6臼J川うJパWぺ| 仏 f 

竺五三コ l~I "1" L斗_L
!|(__I I 

71< 

(
℃
)
 

と仁「
仁
「
↑
一
一

ワ
イ
ヤ
ー
延
長

亡二仁二
(
M
)
 

塩

500 

J.106卜」l L 。34.079 34.070 34.079 34.079 
10 .052 .037 .0うう .046 .061 

基 1- 20 .064 .043 .070 .061 .073 

.097 .034 .070 .070 .0ラう

50 .064 .023 .0ラ2 .073 .043 

1< I~ .073 -073 .070 

100 .097 .073 .046 .046 

.106 0100 .037 .061 

〆・、 200 .079 .070 .097 .088 .073 

M I 300 33.992 33・929 .052 

400 

i 500 

事

分

(
M
W
)

¥、31
P
/
/

査
験
他
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試
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張
獲
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円ト-1"'"噌晶 、，~.. ....，1J /.、、~ I 1---'-I'J.._IV .... 、1同.， ロ~Ll l'可』嘗 /、J炉、
観測線名!尻 矢|期 日112/11-13，12/16，調査船名|東奥丸 i調査員氏名|
ST.番 号 4 3 2 イ

位

12 12 13 16 16 
日 時 分 20. 30- 22. 30- 00.3ラー 16.20- 17.う3-

20.4う 22ラO 00.ラO 16.28 18. 10 

天 候 。 G R 。 。
気 温 6. 8 6.ラ ち.2 6.8 6. 2 

jま向・風力 SfNi 4 S団 6 SE 6 W 4 w 4 
水 深 189 

海 流

水 色 4 3 

透 明 度 15 17 

波 浪 4 ラ 6 4 4 

う ね p 3 4 4 4 4 

気 圧 1，019 1，012 1，009 1，012 1，012 
雲形。雲量 nb-日t9 nb-白;t10 nb-s七8 nb四日t9 

PL 採集形式 稚IPL 守時!付 稚!PL 稚 IPL 稚IPL 倒帥 稚 1Pr， 稚IPL 
。12.8 13. 0 12. 4 13. 2 12. 6 

水

10 
12. 37 12. 83 13. 22 12. 26 12. 25 

温 基 50 1 0 80 1 0 100 1 0 40 1 0 

20 
12.84 12.83 13. 22 12.66 12.85 

r、
" " 

℃ 30 1-
12.93 13. 20 13. 21 12.96 13. 14 

、J 準 11 

50 
12.93 12.97 13. 21 12.82 12. 72 . 1201 。1401 0 

16
0
' 0 

80 ， 0 
12
0
' 0 

75 
12.92 12.81 13. 10 12.82 12. 72 

傾 7.1< " I " ρI " 

100 
12. 10 12. 82 13.06 12.81 12. 66 

角 11 Iρ 

150 
11. 99 12.44 12.96 12. 71 12.46 . 深 1801+20 2601+18 3201+27 260 1+17 320 1+27 

200 
11. 7う 10. 77 10.41 12.46 

ワ " " イ
300 

8.38 5.06 5. 06 8.21 

ヤ r、 ρI 11 11 " M 
400 

延 、ー"
長

500 

。33.987 33.950 33.983 34.043 33.960 

塩 基 10 .987 .947 .929 33.932 .90ラ

20 .978 .941 .932 .9ラ0 .938 

準 30 .983 .938 .947 .941 .932 

50 34.010 .983 .965 .941 .9う6

水 75 .00ラ .974 .996 .9ぅO .9う6

100 .091 .996 .974 .950 .969 

分 深 150 .100 34.028 34.019 .965 .956 

'"' r-、 200 .070 .010 .034 .987 

qゐ M 300 33.891 33.846 33.837 34.037 
、、， 、__， 400 

500 

記 事

(見張調査)
漁獲試験
ぞの他
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観測線各i尻 矢|期 日! 3/11 I調査船名!辛洋丸|調査員氏名|
4長

昭和45年 3月 太平洋定線海洋観測結果表

ST.番 τ口ヨ イ 2 3 4 

位
41. 25 41. 2う 41. 2う 41. 2ラ 41. 2う
141. 3う 141. 40 142. 00 142. 20 142. 20 

11 11 11 11 11 
日 時 分 14. 3ラー lう2うー 17. 1う~ 18.40- 20. 2う~

lう00 1う.う弓 17. 3う 19. 12 20.47 

天 候 b bc b bc bc 

気 i温 rJ' 。 。 。 -1. 5 

風向・風力 NW 2 NW 2 NW 3 3 NW 3 
7]( 深 120 

海 流
7]( 色 i
透 明 度 14 13 12 

波 浪 3 4 4 3 3 

う ね り 3 4 3 2 2 

気 圧 1， 023. 2 1， 023う 1， 024 1，024 
雲形・雲量 4 

PL 採集形式 稚 1PL 守母 I~主 稚 1PL 維01付 主1PL 稚 Lp_!J 稚 IPL 稚1PL 
7. 2 2. 7 3. 7 2. 80 0.6 

71く
。

j 
6. 82 2. 78 3.4う 2. 84 2. 74 

温 基
10 o 1 11。 o 1 60 1 +1 1 230 1 1デ 10 1 40 。
6.8ラ 2. 91 3. 76 2.8う O. 83 

20 
1 /1 Iρ| L r町、 /1 /1 

C 6.82 2.94 3. 7ち 2.85 2.64 
30 、、J 準 グ 1 /1 " ! /1 I /1 1 " 1 /1 よ 」

5750 l片lト一一「ι& 一τ74 2. 85 ち与う 2.8ぅ 2.80 . 140 1 +ラ U_4U I +3 1 21o_Lt7_L2う。 +2 1 17υ 
84 1 3. 16 I 4. 40 I 2. 87 I 2. 90 

{頃 7]( /1 1 /1 I /1 1 I! IρI /1 I /1 J /1 I I! 1 /1 
3.64 4.44 2. 93 2. 9う

角 /1 1 " L一一
う.06 う.30 4. 34 . 深 十311 350 +271 320 +171 27υ1 +231 30υ 1 

200 
う.26 4.46 4.ち4 4. 52 

ワ か |ρ
イ

300 
う.27 3. 28 3.67 3. 14 

ヤ ( /1 

M 400 
延 、~

長
500 

分 lmHhラl よ。 34.001 33.307 33.479 
塩 基 10 .023 .262 .470 .253 .90う

20 .019 .262 .4うう .271 .9ラO

準 30 .037 .280 .4呂3 .235 33.230 

50 .O!U .271 .437 .248 .2う6

7]( 75 .014 .313 .う84 .235 .27う

100 .00う .428 .ラ78 .271 .2円。
分 深 150 .773 .696 .611 .うう1
r、 ( 200 .764 .764 .6U日 .う93

%0 M 300 .8う5 .833 .6 !l .60ラ
、句J 、-" 400 

500 

言己 事

(「調査)獲試験

の他

一之Oテー



昭和46年 3月 太平洋定線海洋観測結果表

最型L盤皇上直一 FI且_fLLi/亘吾互!調査船名|幸
S_L_:畳一一呈; へ ? ホ : ニ

位 置1Ni
-一一一 iE I 142.40 L 142.20! 142.00 ， 141. 45 

日 時分!日hi九!??JhjおいAIT・ぅ
|支一寸前 hi  γっ-7_Li
気温1 ・1 I ・1 I -1 Iー 1
風向・風プ什即 3 I問 3 I NW 3 I NN 2 
水深l

海流

水色

透明度

波浪1 2 1 3 3 

うねり 1I  3 2 

気圧1.026 I1， 027 I 1， 026. 8 

量形?雲量 I | 
FL一夜雇形芸ご「予言!奇-， 稚| 一一一

水 I !川 1子
温|基l川ポAG

201zZ  

'-' I準 I30|-J子七
叶工芸品

傾|水|叶押し

100 I占
• I深 I150|寸「1j06

ワ II 200rpH  

~ 1 ~ 1 300lJFE 
1 1M I .… 
延 I'-" I 'vv  

長

。C

角

2 

1，027 

洋丸亘盃亘亙亙i
ロ

41. 00 I 

b 

NW 2 

2 

1，027 

ヰ一

PL 

下
う.36 
o I 130 
ラ.67

う.74

w寸ー"
5.68 

五五70
6.07 

7寸-w
う.96

wエコ
う.98

刊工24む
ラ83

3. 69 

" L三

生~
2.8 

下

018古

2.94 

ρヨコ，
2.97 

H 工三
2.91 

+1寸石古
3.06 
-，，-1つ，
4.0う

;;-r;; 
4.ラ3

+2工E
6. 34 
H一口
6.19 

ザ一|一

3
4石
川
宮
山
川
心
河
川
一
品
川
市

稚 1PL 
5.2 

3.98 
0寸 40

ラ.00
n寸"
ラー 18 

Fコ二，
5.09 
o I 6u 

5. 59 

~ 
6.03 

n寸-H
6. 10 

+1コフ
6. 15 
ρ寸-H
5.48 

稚 IPL 

い

L
 
P
 
制一

1

1

1

2

T
一

T
一

1

1

1

1

整~!'

T 

上一

i← 

下一一

i

T
一
T
」

一

|

500 

塩|基仁2
I 20 
準 I-W

水 I 75 
100 

150 

200 

300 

400 

500 

事

-
h一山一
m一
同
一
如
一

m
一
問
一
差
別

深

(
M
)

分

(

M

W

)

よ
33.819 

773 

7ラ4

788 

782 
842 

833 

887 

887 

687 

1 

33.294 
289 

289 

284 

275 

280 

461 

611 

669 

950 

I 

よ
33. 788 

806 

801 

837 

828 

8ラ1

860 

887 

<;000 

911 

i 
33.770 

773 

719 

761 

764 

833 

914 

938 

947 

920 

7 7 

ー↓

7-

戸
U
-一三日

i(!苧i)i
-204-. 



観 lsIJ総名 i 鮫 角|尉 日I3/12 !調査船名|卒洋丸|調査員氏名!
昭和 4 6年 3月 太平洋定樹海洋観測l結果表

ST.番 ヲ ず 19 

22 lf言f語与ド主h円建子FL 
位 震14-40. 31 40. 3 1 I 40. 3 1 I 41. 31 

142.40 142.27 I 142.14 I 142.01 
12 12 I 12 I 12 

日 時 分 09. 4う~ 10.00- I 12. 30- I 13.40-
10.05 11. 30 I 12ーラoI 13. 55 

天 候 b b I b I b 
Iyこく0¥ 温 i L~ 宇風向。風力 NW 2 

水 深

NW 2 I NW 2 I w 1 I SE 1 I S 2 I S 2 

海 流

水 色i 4 山日-~-~
透 明 度 i 23 17 16 I 20 l 
波 社主 2 1 1 I 0 
う ね り
気 圧 1，028.0 1，027.う 1，027. 2 I 1， 0 
石三Fヨと 耳ハ7ィ-・ ぞ三吾三ξ 主E主E主

PL 按集形式 稚 IPL 務R1- 稚 IPL 稚 IPL て15El門 12PL 稚 IPL 稚! PL 。 3.6 う.5 3.9 う.0 ら.う

71く
l-1iI3十 I

10 03・11L20」1 5.34 2.92 4.01 4ち4 う 11

温 基 o i 40 10 I 0 I 20 。 。I 110 。 70 」一
434う

う.32 3. 43 4‘44 う.74 う.80 う 29

7寸-wr、 11 " " " " " " 
30 

3.41 う 26 4. 94 う.22 ラ.92 う90 う.43
、_， 準 11 " " " " " I " ρI " 

g 
うO

3. 30 4. 94 うう2 4.85 う.88 う.88
。 o I 90 o jず十Q__Iう。 。:60 o I 40 。J.-..Jr

75 
3.42 う.8う う.78 6.00 

傾 水 Î~ " I "1 ，， I " 
Tー←

100 
4. 43 う.01 う 72 う 79

角 " I " I " " " 1" I " 一一一一
lうO

日.82 日.18 う.42 
。 深 +21110 o I 20 +J I 60 

200 
う.93

ワ " 「一一
イ

300 l4.62
十
76.00

3.90 

ヤ ( 7丁~-j，;-I-" " I " 
1¥1 400 

延 、、~

長 500 
下一一。 33.371 33; 779 33.4う2 33.701 33.911 33.911 ヲヲ.882

塩 基 10 371 770 428 6.¥7 90う 914 882 

20 3う3 770 4ラ2 701 891 891 

準 30 380 788 764 891 896 882 

764 855 81つ 396 905 

水 416 860 923 911 

100 810 85う 929 

分 &長 150 
ト
620 819 887 

( ( 200 010 890 956 

~60 M 300 792 974 611 
、ー〆 、_， 400 

う00

言己 事

漁獲試験
その他 J
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昭和 45年 4月 日本海沿岸定線海洋観測結果表
観測線名|腫 作|期日 14/5-4/6 調査船名|瑞鴎丸|調査員氏名|
ST・番号 2 3 4 う 6 7 B 

位

う

日 時 分 09.43- 10.45- 12.15 - 13.う0_ 15.25 - 17.00- 18.35 -
10 10. 12 11. 10 11. 40 14.1ラ 15.35 17. 25 18.50 

天 侯 B BC BC B B B B BC 
気 温 140 140 140 12。 100 r 40 2。

風向・風力 N I N N N 2 w 2 W 3 W 2 
7.1< 深 75 
海 流
水 色

透 明 度 11 11 10 9 8 10 

波 浪 2 

う ね り

気 圧 1，02う 1，025 1，024 1，024 1，024 1，024 1，023 
雲形・雲量 4 6 5 4 3 3 2 ラ

PL 採集形式 |僻 Lp_r~ |幅)IPL |雇)I PL |船 IPL|性)IPL |雑)IPL |雑)1 PL |雑)1 PL 
。 7. 7 7. 2 7.6 8.4 8.6 6.7 4.2 2.3 

水 10 
6. 13 6.95 7.34 6.70 7. 95 6. 11 3.39 1. 98 。010 00 T 0 OOTO 。o 1 0 。010 。010 。"1 -0 OOTO 

温 基 20 
7.20 6.35 7. 49 7.48 7. 63 6.03 2.09 1. 97 

，..、、 7. 3ラ 7. 15 7.48 7.22 6.46 5.98 2.07 1. 54 
。C 30 ~ 、.J
準 7.46 7. 19 7.60 6.83 5. 97 4.72 1. 57 1. 50 
50 
30 1 " 3

0 I " 30 I " 3‘1 " 210 1 11 . 
75 

6.ヲ4 7.44 6.うO う.53 3.68 1. 48 1. 16 

傾 水 " I " 
6.89 7. 22 6.29 4.27 3.07 1. 32 1. 10 

角
100 

" I " " I " . 
う.81 6. 20 う.48 3. 1う 1. 06 o. 86 0.48 

ワ 深
150 

60 1+lm 60 1+1m 60 1+1m 40 1 11 11 0 1+加 う。 I" 50 I " 
イ
ヤ 200 

4. 58 3.86 3. 17 2. 17 1. 45 o. 16 0.47 

"1" " I " 
グ 171

延
，関、

1. 62 1. 54 1. 75 1. 04 O. 86 o. 46 O. 51 
M 300 

長 、、d

400 
I 

500 T 1 。33・267 33・087 33・096 34・070 34・046 34・119 34・100 34・070
塩 基 10 .253 .091 .401 .079 .026 .106 .106 .109 

20 .533 .240 .792 .082 .052 .109 .088 .052 

準 30 .773 .560 .860 .(削 .100 .133 0109 .061 

50 .869 .792 .929 .014 .091 .088 .070 .05う

水 75 .911 34・091 .034 .097 .097 .064 .052 

100 .960 .106 .046 .079 .097 .064 .043 

分 深 150 .947 .124 .034 .073 .109 0109 .034 

200 .969 .142 .070 .070 .070 .070 .0ララ

r、 〆町、 300 .978 .119 .082 .052 .070 .064 .037 
qゐ M 400 
、ー' 、.J

500 

記 事

(「「獲試験の他
一207-



昭和45年 4月 日本海沿岸定線海洋観側結果表

観測線名|脇 4乍!期 日!4/5 - 4/6 I調査船名!瑞鶴丸|調査員氏名!
ST. 番号 8' 9 1 0 1 1 l三 lヲ l今

位 置 IN
IE 
う 6 

日 時 づ子 20. 20- 21.2 20~ 00.30 -- 02.40 ..... 04.50 __ 06. 00 08.う0_
20. 47 1. 30 01. 00 03.0う 。ち.40 09. 00 

天 候 B B G C C B B 

気 温 3。 30 30 30 40 7 9・

風向.風力 sw 2 sw 3 I sw 3 WSW 4 WSW 4 SW 4 SW う

水 深

海 流

71¥ 色

透 明 度 10 

波 浪 2 3 3 3 3 3 

う オユ り 2 2 2 2 3 3 

気 圧 1024 1024 1023 1022 1022 1023 1024 

三五ξ I月L三4シ . 居一三F五た £害ヨ亘ー 3 3 7 7 6 4 う

PL 採集形式 l栓}IPL 格、.I .乱 推)I PL 椎 IPL i椎、 IPL f推)う|7PL 権 IPL 椎!PL 

。 2. 7 2. 6 4.4 ラO 6. 3 7. 3 

I 
水 2. 62 2. 66 4うO う.26 6. 31 6. 71 7. 13 

10 4DTO lう。I 0 。oI 。 200I+l1n 。 。 。
温
基 2. 58 2. 72 3.86 う.6う 6.うう 6. 76 7. 14 
20 ;/ 1 /1 I! " /'、、

。C 2. 36 2.うl 2. 93 5.20 6.41 6. 71 7. 10 
30 

、ー' " " 
/1 I! I! " " 

準 1. 70 2. 1う 2. 91 3.う8 6. 31 6う1 7. 29 
50 
llol+lm 12ol+lm 19・1+3m 20オ+3m 194 +3m 2001 +3m 310I+8m 

75 
1. 09 1. 75 2.49 1. 97 ラ.48 6.24 7.うl

f頃
" 1 " 7Jく

I! I! 11 I! I! 

角
O. 93 1.うO 1. 97 1. 96 4.36 う91 7. 25 

100 

" 
1/ " 11 

. O. 38 0.89 1. 49 1. 17 2. 21 4. 83 

深
150 
200い1Cn 26ol+17m 3う。!の1m 340ド31m 344+31m 28。ド20m

ワ 0.48 0.84 1. 17 O. 96 1. 60 4. 24 

イ ，町、
200 

I! /1 " 
I! 11 

ヤ M 0.49 O.うO 0.97 O. 36 0.93 3. 0う、・d 300 
11 11 11 11 

延
長 400 

I 
500 I 。 34・079 34・082 34・088 34・106 34・046 34・014 33・846

塩 基 10 .046 .079 .079 .11う .0う5 33・996 .824 

20 .023 .079 .070 '156 .070 34・00う .833 

準 30 .037 .070 .070 • 151 .0う2 33・992 .923 

50 .028 .055 .061 • 128 .037 34・023 .887 

水
75 .001 .082 .0う2 • 124 .082 .043 .983 

100 .023 .097 .052 " 24 .088 .064 .941 

150 .043 .109 .037 -147 .061 .070 
分 深

200 .061 • 11う .028 .100 .061 .079 
，曲、 r、、

300 .109 .109 .037 .088 .0うう 33・987
%。 M 
、圃〆 、'"" 400 

500 

百己 事

(見張調査)漁獲試験
その他
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|観測線名|服 作|期 日 I4/30 - 5/1 I調査船名j東奥丸|調査員豆全i
ST・番号| 2 3 I 4 う 6 7 B 

昭和 45年 5月 日本海定線海洋観測結果表

位

時 分
30 30・l

日 18. 3う~ 19. 2う~ 20.30_ 22.0う~ 23.40_ 01. 1う~ 03.00 _ 04.40 -
18.うう 19.うう 20.55 22.30 00. 05 o l. 50 03. 30 0う.05 

l天 イ長 B B B B B B B B 

気 温! 90 B。 80 70 6。 60 30 70 

風向・風力 NW  NW  NW  N 'li NW  W W W 

7}c 深 85 

海 流

71< 色

透 明 度

波 @ 

う ね り

主示 圧 1016 1017 1018 1019 1018 1018 1019 1019 

雲形・雲量 ci-ca3 ci-ca3 ci-3 ci-3 ci-2 ci-3 ci-4 ci-2 

PL・採集形式 (椎、 I~ì; 五lヨ:E4- 持)I (PI) 軍土佐正品互 (椎)I (Tij 時特主 程汁宵10.2 10.0 10. 1 10. 2 。
9. 44 9.81 9. 24 9. 10 10.4う 9. 6う 9.46 8. 32 

水 10 ~L_Q 30 I 。30 I 。20 I 0 20 1 0 20 1 0 

温 基
9.32 9. 22 9.4う 8. 65 9.93 8. 07 8. 22 4. 62 

20 11 I 11 11 11 11 

;-、、 9.01 8 う9 8.24 7. 91 8目 80 7. 20 6. 16 3. 19 
ζC 30 11 11 70 I 11 11 11 11 月F " 
) 

準 8.20 8.01 7.62 7. 8'3 7.96 7.81 6.40 4. 36 

50 /1 11 60 I ，，1 50 1 11 40 I 11 60 1 11 50 I 40 I 11 

7.98 7.64 6.43 6. 12 7. 36 6.9う う.29 2. 38 

化長 水
75 11 11 11 I 11 11 

7. 28 6. 07 6.81 う.87 う48 3. 75 1. 46 

角 100 1001+2m 11 11 11 I 11 11 11 

6. 4ラ 6.67 6.67 3.87 1. 8う 1. 66 O. 95 

. 深 150 T 11 。01 11 80 I 80I+1m " 
2. 75 3. 67 う.21 O. 3'{ 0.01 1. 18 O. 71 

ワ 〆'、 200 " 11 11 11 11 

イ M 2.43 2. 11 1. 32 0.91 0.64 0.64 O. 4う
ヤ 、J 300 " 

11 I!j" 
11 fI 

延
長 400 I 

500 

。 32・301 32・462 32.960 33・452 32・467 33・987 34・070 34・064

塩 基 10 33・723 33.633 33.723 .770 33・231 • 996 .013 • 079 

20 .741 .797 .983 .911 .96う 34・106 . 1コl '061 

準 30 .770 .9うO 34・023 34・034 34・11う • 142 0¥う1 '064 

50 34・046 34・061 .061 .043 .097 • 124 • 14:/ • 061 

水 75 .¥42 .064 • 61 01 19 .124 . 124 • 133 '064 

100 .0う2 .0う2 .097 .16う • 1う6 • 142 '05う

分 深 150 .070 .043 011う • 147 • 124 0¥ 19 • 079 

"‘、 〆ー、 200 .097 .088 .¥ 51 0147 • 115 '106 '079 

qゐ M 300 .088 .091 0147 .124 • 124 .119 . 073 
) 、ー'

400 

500 

首己 事

r調査)獲試験
の他
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F ト4叶円 ・ ‘-， ‘， '.J ~....， ，...".. .. 、主ー' ‘F司..-， '"ザ.."....，，-.. ・唱-，-...-司』
|観測線名| 410 |期日 14/30 - 5/1 調査船名|東奥丸|調査員氏名|
ST・番号 8' 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

位 置 IN
IE 

日 時 分 06.47. 0~  08.。35~ 10.45 -- 12.45 __ 14.45 -- 18.10-
07.05 9.00 11. 08 13.08 15.08 17.08 18. 18 

天 候 B B B B B B B B 

気 温 90 11 • 120 12。 13・ 160 130 

風向・風力 W W sw S S S 。
7J< 深
海 流
7J< 色 4 3 4 4 ラ ラ 3 

透 明 度 10m 15m 10m 10m 8骨t 6m 14m 

波 浪 l 。
う ね り l 。
気 圧 1，01.9 1，020 1，020 1，019 1，019 1，018 1，018 

雲形・雲量 ci-2 ci-3 ci-cu4 ci 2 ci 3 ci-2 

|恥|百PL 採集形式 |儒)1的 |稚:)1 (I'I) 雑)1舎9 健)1ぬ |恥民主 稚 IPL 言語 IPL 。10.0 9.9 10.1 11. 0 '1.2 9. 9 11. 2 

水
T 

10 
9.72 9.67 9.54 10. 10 9.71 8. 25 10.41 

温 20 1 0 20 1 0 30 1 0 20 1 " 30 1 0 20 1 0 20 1 0 

基 20 6.45 う.35 8. 16 8.87 8. 56 7.38 9.47 

'‘、 fITU I 
"C 

30 
5.20 3.79 7. 22 7.42 7.43 4. 54 8.38 

、...， ;;-rH T 
準

7.02 2.55 6.02 6. 01 4. 95 3.67 7.81 . 50 
う。 1" 50 1 " 40 1 " 30 1 " 

傾 75 
3.43 1.ラ8 4. 69 4.63 3.67 3.01 7.48 

水 " 1 " 
~，-~ UlU 

角 100 
3. 55 1. 25 3.9ラ 3.63 2. 72 2. 18 6.63 

" か 1" ~ T . 
深 150 

1. 35 1. 02 2.65 2.64 1. 92 1. 28 

70 1 " 1001+加 80 I+lm 80 1+lm 1001+加 60 1 " 
ワ 0.83 0.79 1. 78 4. 63 1. 17 0.93 
イ 200 

" 1 " ヤ r司、
M 300 0.44 

O.うl 1. 04 0.93 O. 72 0.64 
、...，

" 1 " " I " 延
長 400 

500 I T 。34・001 33・987 33・965 33・978 33・978 33・960 33・190
塩 基 10 33.996 .987 .950 .969 .978 .960 .353 

20 34・079 34・019 .987 .974 .969 34・220 .81'う

準 30 .055 .023 34・00う 34・005 34・001 33・969 .932 

50 .061 .037 .005 .014 33・996 34.001 .947 

水 75 .061 .023 .023 .019 34.010 .005 34・046
100 .043 .014 .034 .023 .010 .001 .00う

分 分 150 -028 .028 .023 .005 33・996 33・996

"...、 〆'、 200 .019 .034 .00う 33・996 .996 34.001 

也 M 300 .034 .014 .005 34.001 .992 33・996
、町J
400 

500 

言己 事

(見張調査)漁獲試験
その他

-210ー



昭和45年 6月 日本海沿岸定線海洋観測結果表
観測線名|蝿作線|期 日 16/3-6/4 調査船名|瑞鴎丸|調査員氏名|
ST・番号 2 3 4 5 6 7 8 

位

日 時 分 66日10_ 08.20_ 10.00 - 11. 35 - 13.10_ 14.4ラ~ 16.30-
06.35 07.40 08.50 10.30 12.0う 13.40 1ラ.15 17.00 

天 イ長 。 。 。 。 。 。 BC B 
気 温 11. 5.C 11. 0 T 11. 5.C 12.0.C 13. U.C 14.0.C 日.OT 12.0.C 

風向・風力 W SW NW 2 NW NW 2 WNW l WNW 2 

水 深 90 m 

海 流
7J< 色

• 透 明 度 8m  8m  10 m 13 m 13 m 12 m 15m 15 m 

波 浪 。 l l l 。
う ね り 2 2 3 3 2 2 

気 圧 I，018mb I，018mb I，018mb I，018mb I，018mb I，017mb l，oI7.5mb 1 
雲形・雲呈 10 10 10 lり IU IU 4 3 

PL 採集形式 i 倖2J~Il |世)1 (P:r) 雑)1 (P:r) 性1-'り |維)1 (P!i 性)1 q:>~ 守町TIP耳 雑)1 Q?:g 。14.6 14.4 14. 6 13. 7 14. 1 12. 2 12.4 12. 2 

I 
水

10 13.0ラ
14.00 14.10 13.74 12. 21 11. 32 12. 28 11. 37 

80 1 0 40 1 0 30 1 0 30 I 0 1001 0 70 I 0 010  30 1 0 
温 基 12.10 12.65 13.80 11. 3う 8.90 10.22 11. 20 8.69 

20 
fITU 

r、
10.31 13. 24 12.20 9.75 7.68 6.76 T.3ラ う.98

。C 30 
IJ 1 IJ ;-ru HTH 、-'

準
8.91 9.61 9.43 8.44 ラ.71 う.43 4.58 3.81 

50 
1301+1m 70 1ρ 60 1 " 8

0 1 " 30 1 " 
1001+1m 50 1 " 50 1 " . 

75 
8.79 9.05 8.39 6.91 3.09 3.42 2.90 1. 34 

傾 7.)( 
" 1 " " 1 " 

100 
8.34 8.26 6. 13 3.04 2.72 2.29 1. 24 

角
'! 1 " HiH 

150 
7.86 6.84 3. 37 1. 86 1. 01 1. 22 0.82 . 

深
50 1 " 17・1+7m 1201+加 1001+加 1101+知 1501+知 80 1+lm 

ワ 200 
う.63 3.17 1. 72 1. 22 1. 07 O. 70 0.53 

イ " 1 " 
fITU 

r、
0.93 1. 15 0.72 0.60 0.56 ヤ M 300 2. 15 1. 60 

延 、OJ " 1 IJ ρ1  " 
長

400 

500 

。32・283 32・176 32.131 33・887 33・797 34・082 34・088 33・914I 

基 10 3~・ 633 .190 .399 .792 .938 .055 .082 .911 

塩 20 .938 33・752 33・678 34・046 .969 .073 .079 .822 I 

準 30 .842 34・119 34・370 .097 34・091 .046 .034 .987 

50 .956 33・996 .156 .097 .046 .091 .061 .941 

水 75 .ラ87 34・034 0147 .088 .03尋 .019 33・978 .969 I 

100 .156 .178 .133 .0うう .064 .9うO .974 I 
分 深 150 .119 .115 .019 .043 .043 .9ラ6 34・01司

200 .079 .055 .064 .043 .023 .950 .001 I 
F肉、 ，町、
9ゐ M 300 33.851 .064 .014 .034 .082 .940 .019 
、OJ 、-' 400 

500 

記 事

(見張調査)漁獲試験
その他

-211ー



昭和年月 定線海洋観測結果表

間f線名| |期 日| 調査船名| |調査員氏名|

-番号 8' 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

位 置 IN
IE 

日 時 分 18.8 30~ 20.25 - 22.30 - 60~同45..- 03.00 - 0う.15- 6.2ラ~
18.ラ5 20. 50 23.00 01. 15 03. 30 05.ラ0 6.40 

天 {戻 。 B 。 。 。 C 。
気 温 10.OT 9.う'C 9.う'C 9.0CC 11.ラ 'C 13.ラ'C lラ.O"C

風向・風力 NW NW NW 
。

N 。
水 深

海 域

水 流

透 明 度 14 m 17 m 13 m 

波 浪 。 。 。 。 。 。 U 

う ね り 。 。 。 。
気 庄 1，017mb 1，017 mb 1，017mb 1，018 mb 1.017Smb 1ρ18.5mb 1，018mb 

雲形・雲量 ラ 4 6 7 

PL 採集形式 I(稚ill~:g I(縫う |岳お 椎) I告主 権)1 (p事 稚) I~ :(l 縫i'JIf時 T44EL 
椎 lFL

。10.2 10.4 11. 1 12.6 14.4 14.2 

水 10 
9. 40 9.83 11. 02 11. 62 14.03 13.48 14. 13 

基
4-" 1 0 6・ 1 0 う。 I0 。010 60 I " 50 1 0 10 

温 6. 30 9. 73 11. 03 7. 71 12.76 12.44 13.28 
20 

" 1 " 1" " 11 
〆園、

30 
4. 80 6.97 8.38 7. 37 11. 85 12.71 13.00 

。C
" " " 1 " 11， 、...， 準

1. 80 4. 44 5.64 6. 1ラ 9.74 11. 47 10.92 
50 

40 I " 20 I " 。③ 1 " ラ， I " 30 I " " 
6。. 

75 1. 03 2.63 3. 10 4.69 8. 86 8. 90 9.63 

傾 水 " " " I " " 
100 0.92 2. 25 2.44 3.45 8. 0ラ 8.84 8. 66 

角 " ! " " I " " 。1 " " 1 "1" 

150 O. 75 1. 32 1. 12 1. 83 7. 14 8.26 . 1~0 1+加 20 1 " ヂ 1+1m 40 I " e-I+lm 7・1+1m深
200 

O. 55 O. 84 O. 59 1. 07 ラ.19 7.03 
ワ
イ " " 
ヤ 300 

O. 57 O. 67 0.56 O. 72 1. 36 1. 61 

延
，ー、
" " " " " 

長
M 
、...，
400 

500 

塩
。33・905 33・978 33・974 33・842 32・131 31・754 31・914

基 10 .8うl .932 .978 .878 .113 .835 .918 

20 ，932 .891 .956 34・014 34・846 32・879 32・614
準 30 .960 34・028 .956 .005 .34・261 33・533 33・217

50 34・001 .014 .960 33・965 .097 .741 .914 

水 75 33.987 .019 .950 .960 .124 .869 .860 

100 .978 .019 .96ラ .978 .028 .851 .887 
分 深 150 .965 .001 .978 .920 .001 .90う

r、 〆画、 200 .974 33・947 .9申4 .920 33・941 .987 

qも。 M 300 34・028 .969 .932 .969 .914 .829 
} 、....，

400 

500 

員己 事

ゆ張調査)獲試験
の他
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昭和45年 7月 日本海定線海洋~~結果表

観測i線名|櫨作線|期日| 7/2 調査船名|東奥丸|調査員氏名|

ST・ 番号 2 3 4 う 6 7 8 

位 置 IN
¥E 
2 

日 時 分 07.00- 07.40_ 08.3う~ 10.15 - 11.う0- 13.30 - lう.00- 16. 3う~
07. 10 08.0J 09.03 10.40 12. 20 13.うO lう20 16. 55 

天 候 BC  B C C 。 α BC C BC 

気 温 21. 6 19.8 21. 0 22.4 20. 1 20. 9 20.8 19.4 

風向・風力 N N 2 NNE 2 N 3 E 2 E 2 E 2 E 2 

7J< 深 90 

海 流
7.1< 色 4 4 4 2 2 2 2 2 

.. 透 明 度 12 9.8 12 20 20 20 21 18 

波 j良 2 2 3 L 2 2 2 

う ね り 2 3 2 2 2 2 

気 圧 1，008 1，008 1，009 1，010 1，010 1，010 1，010 1，009 
雲形・雲量 7 

PL 採集形式 椎 IPL 椎 IPL 稚 ¥PL 椎 IPL 椎 ¥PL 稚 IPL 椎 IPL 稚1FL
。 20. 3 20. 1 20. 1 19.8 19.00 18.90 18. 20 17.うO

7Jく
10 
19.92 19.93 19. 75 18.4 18.41 20. 97 1う.う3 14.83 

う う 1 0 3 5 1 0 
温 18.ラ8 19.33 17. 27 13.49 14.84 16.26 13.93 12. 02 

基
20 

" 1 " 〆向、
17.01 16.63 15.うう 11. 09 11. 51 11. 95 13.01 6. 02 。C 30 、_，

準 50 
14.03 12.75 12.24 9. 50 9. 63 う.49 2. 89 1. 96 

5 1 + 2 61"  2 1 " 

75 
10.84 10.80 9.99 8. 7う 7.90 3. 16 1. 47 1. 16 

傾
水 " T 

角 100 
9. 20 8. 91 8. 43 4.48 1. 36 0.96 o. 90 

. 深 150 
8.66 8. 11 7.71 3.75 0.99 0.83 0.67 

" I +1 20 1+ 10 14 1+う 17 1+10 う 1+1 

ワ 6.79 5.65 8. 10 1.8ち 0.70 0.61 O. 53 

イ
f旬、 200 

M 
ヤ 、_， 1. 68 1. 49 3.43 o. 73 o. 52 0.43 0.43 

300 

" 延
長 400 

I 
500 

。 32.319 32.222 32・444 33・231 34・119 33.860 33.815 33・741
塩 基 10 .471 '292 .727 .746 .11う '824 .732 .687 

20 .987 '267 33・3ラ3 '929 33.960 34・019 .770 .882 

準
30 33.ラ69 33・208 .960 34・043 34.211 .010 .869 .815 

50 .070 34・05う 34・1ぅl 33 .938 .234 33・900 .969 .932 

75 .479 .034 .028 .983 .160 '896 .923 .956 
水 100 33・960 33・969 34 .106 33.90う '851 .8ラl .9うO

150 34・のう2 34・106 .043 .941 '896 .89~ .960 
分 深 200 .010 .014 .097 .960 '905 .882 .938 

300 33・923 33.869 33 .996 .90う • 932 .956 .932 

6、A、戸泊J 、 M 400 . 
500 

記 事

獲試験
の他|
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昭和45年7月 日本海定線泌洋観側結価表

し IW1 B I 7/2-7/3 I 

11. i1 Om_ i 1. ilO=i 

l 中む己L l|11 六

b深 15011訂刊グ I "1 20 1+15 川尚 301+30 I 2う1+231 1--+----' 
イ ?OO1 ~ 44 1 ~ 721 1. 01J O. 62 I 1偲 6.52 

ヤ，-.， I 'vv I ，， 1 "1" 1 "1，， I "1" 1 "1" 1 "1" 1 '， 1 1.  1 I 
M O. 23 O.う2 0ぅ2 . O.う2 O. 60 1. 65 
300 

姓 、ー" " 1ュよ三| " " " I "1 
長

500 

。33・754 33・746 33・656 3 3. 773 34.019 33.307 32・763
10 .770 .764 .7ラ2 .770 33・996 .767 

塩 基 ?O .842 '855 .833 .723 .996 .914 34・023
30 .923 .929 .914 -品46 .992 .950 .046 

隼 50 .938 .911 .923 .896 .842 .905 

75 .920 .896 .950 .<911 .873 .905 .987 
分 水 100 .923 .920 .896 .914 '887 34・034 34・046

150 .932 .941 .900 .896 .920 .043 

.914 .905 .947 .'305 .869 .950 
r、戸、 300

%0 1M I 400 
.956 .905 i .914 .864 .815 .905 

、.J1!、-' 1500l 

(見張調査)
その他

...，..214ー



昭和45年8月 旦本海定線海洋観側結呆表

企 *v'RI刻 日17/31-8/1 1 [色主生全|東奥丸|調査員氏名|

土オ十一 2 3 二J トよよ-十Lι柿 l こ亡三十
-一一一( l 一 l | 二7三

一
己 時 分|げ問:弘科;iiρ♂除;子守;rf釘Sl l“6l灼 lI7i出;計?d♂副Z引l切訂 I2勾も5h1陀 1

天 (引 ~一一 r 1 t コー~!_Q_j tr  一一
亙二二王]二亙豆口6.4 "C I 25. 4 OC! _.-3う 6ocI 2う.1"C124.6盟 24う'5'J.____2_4._2."f 
E向I. )塾ESS¥V3-isw3TSw--:-3 [S~丞三一 1 SSW 4 1 SW 3 i-wSW二2工亘二L
Z--498ml 十一十寸
水色 1 4-う 3 3 
透明反 |11m 18 m 16 m 

彼引 3 I 3j」
うねり I 1 I 1 1 

[包丁玉音十」子性咋;mb l，T 
P L 採集形式|惟 P判。 PLI(~ PL 

JL::!i工日
l ム V う什 Om 1 ぅ。 1 加 | ぅ。| 仰 t

温 I~ 一一τI: ち8 I 22.ぅ9 I・
- "υl川，， 1，， 1 ，， 1，， 1

3川4iバゲli:ldiぺ|
準 lつ-n1 18 うう 1 21. 50 1 21. 16 

JU 1 6リ H1220ド3m1 12守7加
113. 1う[

傾 171<I~μに半品。 lH12!76H
H1 "1 ，， 1 
8.6う 8.回

叫 30m1 2ヂ1+伽 l

H 4. 73-1 1 2.91 

1}L &: I~ 

水

(
℃
)
 

角 100 

探
150 

(
M
)
 

ワ
イ
ヤ
ー
娃
長

200 

300 

32・874l
10 

20 33・837
30 34・014
50 .297 

75 '429 

100 

200 

300 

500 

事

3〕 hi896

トー-斗

準

水

分 深
〆「

O/Jo M 
'-" '-' 

記

(REJi) 

1，000.うmb

亙)1 P L 

!2j~ 

仁じ，

~つ，

29可工7m
E亙j
~~ 
M寸-M

2珂五百m

砂丁-H

H 下-H

33・941

・965
34・0う2
.243 

33・380
34・402
.279 

・079

・070
.019 

h翌翌日

[@_jn 

1 

1亙二五m

~三M

M寸 "

2司五om

H下"

z司王函m

oE1 
LJ 
l- 1 
33・969

・938
34・043
.408 

・256
・229

.169 

・037
・014
.001 

1，豆堕E
直 IpL 

Ti 
う。コごo

Ht 
11. 90 

14.90 

12"1 +21九

4『
9. 72 I 

20オ+伽

口三寸
~-;-

4 下"

1，000mb 

[@:=匡L

100L@ 
o寸-0

4工二"
1001 +3m 

10.48 

~ 

4工二。

3翌三きm
2.09 

=c= 
o下一。

3 
2 

l，ooomb 
10 

;椎)I P L 
24. 0 

L 
20. 36 

9汗而
16.80 

10.うう

11. 29 

1石江戸
8.40 

~-l----:; 

7.00 

2.41 

3001+:おm
1. 55 

O. 6ラ
7下←云

33・932 33.797 
.932 '987 .~14 

34.261 34 .223 34.070 

.447 .288 .043 

.361 .330 .05う

.348 .330 .175 

.2う2 0133 .079 

.00ぅ 1 33・992 33.974 

.010 '996 .978 

33・~ '992 .938 
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昭和45年 8R 日本海定線海洋観測結果表

明 1皇室J-Jl笠よ旦一一旦」ユ/31三笠L盟主盈主，-1-豆奥丸|調査員旦主し一-pt-ド 9 11 ， 12 J ~ 131f  

日時介|九:fbiovhJoT3:J:17l11市 [13:okl141:;7312T71 
主一一一一呈上 O_~_旦 l E'_j F' _j F.O dr 0 1 r l一一一-

FdJ77山 lsrF」三f引引ι-
1--El!? 「ト-3--[3 3一戸-τl

手明 iJeu:JJ:;JJJ!:;JJ1j!bi;;;J山三:
つ〔円4Fι戸E

水日7iτ[kjiitJZ吉中云ボむは与す 1118J;;;--r---r-
/品!基ロパ苛21lti2rzy F1187NU811ア6¥F子同岳弓二子7

:Sl準 l三日立=ィculC1LININ与:→?h二
?-JJFOi--三出7I::!?膚JJ
河 II~T:.6百九州 w ムペ H4!4J ド8122V ふ午上斗~I_-

Jl;市 IJ 寸"可井口ラ村仁±三
日川三!?lJιJ1ニιJ12RVF411-i』二;
!と王子 ll J ι 
塩|基12上二元二示日iii十可27hd討でi引ユjt7と二1

:ll引ヲf-:古川可コ79 日
;(ifF ド三ト斗町三ゴJ

事下~否了一一←

ラ 'Jm 2本梁 10m尽の塩分査は水不足のため判定不可llt:

i(2Fi) うO間 2本梨 ρ 

-216-



日
E工己

;ドlHfg引叫l日日 午況1::止山;I:;;:
ぺ出H叶正百吉』』t可廿卜トド1ヲ石i丙3::i:一l片寸々:号
準|司ゴ干1王古d4ぷ苛剖計」詫h弓H-十J::|勺:Z;i ぷ:;|ぷt|
水1-1i計 [ ::::1 2 i号十でお卜:;::lm:::;|
;lU12トベ-::;;|:出ヨド:y去
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f: 型t盟時企JtJ;i10f11「里
114

期

芋子日
|f49/f2-9p/6三1i調
T
り査!船?二中
名仁11手 帳丸|調査員氏名 112 13 14 〕

02-I 60. 10-I ~6. 1う~
3. 20 I 00. 26 I 16. 25 

r r bc 

昭和 45年 9月 日本海定線海洋観測結果表

気 温

風向・風力 sw 3 郡司f 3 宮町 2 、v 2 I w 3 1局J 2 nw 2 

水 深 140 

海 流

水 色

透 明 度 26 19 

波 浪 3 2 

う ね り 2 2 2 3 3 

気 圧 1，0竺三よ 1，011.う 1，011.ぅ 1，010 1，011 1，020 1 
雲形・雲量 8 10 

iiZIHp|稚 1PL PL  採集形式 稚 1PL， 稚 IPL 1稚 1PL 語l-PL
。22. 3 22. 0 23. 2 23.6 

水
I L-L1-2」1一22一一

1 
トー24.5 1 1 24. 4 () 1 a 0 1 24. 55 10 

22. 07 I 21. 42 

温 基 50下一寸1001010 い) 01 0 101 010 10 101+う
20 
19.24 19.97 20.99 21. 92 ， 24. 30 1 23. :'0 24. 30 

f、 " N N fI " 
ぴ 30 

11. 29 14. 38 lう.05 19. 43 ー23.T2 13 乙 J 24.09 
、._./ " N " " N 

準
50 

う39 う63 9.96 1 1. 63 19. 22 21. 97 
. 11年1.2 10

0 1 +1 300 1 一時 1う。 1ート2 1 60-1 り 14。い1.8 _' _t+:20| 
2.05 2. 18 7. 16 9.64 11. 00 17. 70 

75 
18.88 

和貢 N " ;-l~~ 1 1/ 1 N I 
100 

0.9う 0.91 4.う9 7.81 6. 28 15. 34 

角 水 N fI N j一一
150 

0.83 0.74 3.ラ3 4.41 4.うu 12. 17 
. 90 1+1. 8 20。い10 I 400 1+46 4伊 1+46 lOo~ +21240'1+141 

0.44 0.67 1. 04 2.40 2. -42 I 0. 81.) I 200 γI N I ワ " M 

イ 深 300 
0.28 O. 11 0.81 0.87 0.85 2. 27 

ヤ N M 

r-、

延 M 

長 、、.;
500 

。33.642 33.642 33.782 33.701 33.551 .33.307 33.524 
塩 基 10 .647 .6Q2 .846 .η4 .596 .う42

20 .770 .620 .960 .815 .う96
主主 30 .846 .714 .891 34.023 .710 .587 

50 .891 .878 34.106 .196 34.142 .887 .614 
水 75 .911 .911 .019 106 .124 34.229 34.142 
100 .929 .887 33.960 .043 33.9う6 3~. 974 .324 

分 深 150 .920 .932 34.014 33.911 .923 1 34.270 
r、、 ""' 200 • 923 3 3. 960 .923 ;;:同7i:川寸:。ん M 300 .920 .941 .905 .923 
、、J 、._./ 400 

500 

記 事

(持霊長)その他
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沼和 45年 10月 日本海定線海洋観測結果表

観測線名 I4 1 0線!期 日r10/と 41調査船名|幸洋丸|調査員氏名|鈴木技師
:T1llL十土-t_12___L 11 I 10 

日時分ふう2_ 1 07.13-1 09.18-1 11. 18- 1 13.38- 1 1う37- l!i 71Ib 113n4v 0 
06.13107.401 09.48 11.461 14.081 16.07 

天候 bc bc I b b I b b 
皇温 lう.う 16.0 I 18. 1 I 21. 5 I 21. 0 I 19. 3 1 i 78 

風水 向・風 深力 NW  11ち 11 w 1 1，l 干 Ilw llw 21w 3 Z」7S1 FJ 1 
海流 | 
水色 | 
透明度 20 1 23 1 27 27 18 1 17 13 

波 浪 1 1 I 1 1|1  2 下←一三
うねj)1 2 1 2 1 2 1 

気圧 1，019 11，019 11，020 11，020 I 1，019 11，019 I 11，019 
雲形・雲孟 ラ 4 1 1 1 0 1 2 

PL 採集形式 稚lE1__明1PL 締1PL 唾)LE1盟 lPLマi![PL_一種丁百査団
水 021.7 20. 8 21. 7 20. 8 19. 2 18. 3 1 18. 7 

温基 10 21.74 21.181 21.42 18.う6

1601 010 1 0 010  0|0 川 030 内 ]二戸二o

(J 20 7021.I 63 H -1L2L1.一3二0 l M l H?OIl99n H 19l 04M M 1&i正[2i1γーし一一-工上「一-」;古乙:-TL田三// 
~ I I 30 一五.57T-一五五干一 17.ぅ3 1 17 
)準 HlH l 出 f.，I "1" 1 "1 ;， ..I;，~ 

50 21. 70 I 20.62 1 

ぺ H901 0 1 8'0I_Q130ft-l5f2101十4120 「 l|
傾 75 14. 4712. 3o 2. 46 1 2. 23 1. 22 

1601十25……/1 11 I 11ι リ H|lHiH
角水 100 1lう30 I 13.731 12.18 I 9.3う 1. 92 1 1.う1 I 1. 04 

1" 1 ，'/ ! 1/ ! 11) 1/ ) 1/ I 1/ I 1/)  11 I 1/ 1 /1 | ，， 1 I~-上-竺
• I 150 9. 19 

一一「 240 I+14 1 1801 +812801+20 1 2う。 1+16 ~う。何 6 1 I 300 p:2E 

. 

ワ 2004.14 1 1. 2う 0，ぅ9 O.ぅ9 I O.ぅ4

イ深 l r'_-[_'，_L~~ 1. ~， 1" 1 "1 ，， I "1，， I ，， 1 I /I _~J_!.~ 
ヤ 300I 2. 76 I 153 2. 72 I O. 49 

I I '" I ----f----l 吐三二延 M I 400!-Y-----¥-----r 
長 ) 一一一

、00I 
o I 33 ラう1I 33 う961 33.461 1 33.470 1 33.846 1 33.81!; 1 33.896 

塩基 10 1 .4う21 .うう11 .437 1 .524 1 .810 1 .806 1 1.806 

20 I .446 I .う421 .443 1 .60う .819 1 ，806 1 1 ，797 
準 30 1 .42う .5391 ，443 1 .642 1 .846 1 .806 1 1 ，824 

50 .479 I .710 I 34.306 I 34.310 I .983 I 34.046W~ι14 
水 75 1 34.106 I 34.489 I ，516 I .456 I .996 I .005 I I .043 

100 1 .う07 ラ571 ，46う .238 1 34.028 1 .037 1 1 .043 

分深 150 1 .2う6I .160 I 33.987 I .034 I .073 I I .023 
，-.， I ，-.， 200 1 .124 1 .034 1 34.010 1 ，014 1 ，070 1 I ，043 
%oIM300  I 1.0う2I .046 I .037 1 .023 1 ，079 1 1 ，070 

'-' I ..__， I 400 
500 ! _ i 

記 事。 の訴王子寒暖計不良のため測温失敗。

張調査

獲試験

の他
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昭和45年 10月日本海定線海洋観測l結果表

観測線名|櫨 f手配}訪 日I10/3-4 1 調査船名 l 幸色主J~重量J:f:ÆJJ室主主唖檀ー

ミ丑一一L トユ 6 4 イユー 2 卜 1 '1 

γlitI叫干川百子T
P4t長土叫 sw 2ι斗 W3l叩 2lW 2l町一斗s 1 

一 一一透明度 1 

波 笈 2 2 2 2 1 
4ね山 1j191l，Loli，J20十l主。 iJJ寸計ム己古一。
雲形・雲量1 1 1 1 1 
PL-lFF時押JL47L川Fpq聖子

I~lー「τユート_1-十上十____j_ーナtiτ十ヨ王l
温 1基 11o 18円τ廿-0 IC ヂ o I 140 I 0 I 6川 I0 I L"| 

?Ol I~川::: :JJ[l7十一十fiiJ712J7261Fドヰヨラ!
)準 l一片ι ニドーい HlMlH11H1fFiHlfr lLlJ lH2118J 
1-11ifiU725;lff-許叩手作怯市ま士土:

傾 75ヤニI/1 Iハ /1 IH f7わ二「ァわ「， 汁ラτTて
角|水 1100μ;?7M lんlH3015Hノ57r， Jザポ竺丹ト丁二

1 cr 一一一一ー「一 1 1 I 10.48 1 
1日 340 ド1I 360 4-3 う ~27 1 3ヂド351 3ザ|十401 320 1+27 1 2戸1+19LJ

ト l 戸工下 0.58 0.82 1. 54 1 3.02 1 7. o~__L壬 15

け I~;; へ 4J1JYJ判長十JIH214パ'14
よ I~ I~00 I ， I ! I !l十 I

長 1=l--iolーと | l l l l l |十ι十」
1I 1 I I I 1 I |一一上_j_1
O1--33.773 I 33.746 ~3.788 33.860 33.502 3日3.34パ

;劃;引l:5;:引;打| :郊:2出;::l;J3MJ4ぷ:7:2;;汁|卜‘J;;l ;長主トす;巳L刊十

:F仏白~イ主;;;.::正jUl M訓;
与一一一一一一」一 L 

塩 l基

深

(
M
)

分

(

%

)

一

記

準

水

o V部分，寒暖計不良のため測温失敗

(見張調査¥
漁獲試験)

その他/|
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190 
208 
384 
竺」盟
324斗一一一一一
33雨戸二ご

32.946 
33.154 
.190 
.213 
362 
34.261 



'"'U .. T.... -.... ..，品~ n ト<'"t予，..，_""ニ，印。、 F噌-1-;-~ln'J ffヰ</1、、τy、

観測線名|蝿作線!期日 111/2-31調査船名|瑞鴻丸|調査員E活上
ST.番号 1ι2 、 3 4 I 5 、 6 '1 _ 7 8 

位

2 2 2 2 2 2 2 2 
日 時 分 11. 50- 12.35- 13.25- lう.00- 16， 35- 18.10- 19.40- 21. 10-

12.00 15.20 16.う5 18. 30 20.00 21. 30 

天 候 。 1コC bC 1コ0 bC bC bC b 

気 温 13.5 12. 5 12.0 15.0 1 1. 0 10.0 11. 0 

風向・風力 W 3 W 3 W 3 NW 2 2 NN NW 2 

水 深 85 

海 流
水 色

透 明 度 7 10 11 15 11 

波う
浪 2 2 2 

な り 2 2 2 2 2 2 2 2 

塁 圧 1，024 1，024 1，024 1，024 102 1，024 1，024 1，024.5 

雲形・雲量 8 7 4 5 

PL 採集形式 稚 1PL 稚 1pL 稚 IPL 稚 IPL 稚 IPL 稚 1PL 稚 1PL 重l旦一。18.8 18.8 18.4 18.0 17.4 16.2 1う.0 14.5 

水 L_ 
10 
17.89 17.ラ3 18.38 17.3 16.9ラ 15.7ラ 1う.24 14.04 

温 基 30 1 0 80 1 0 げ I0 20 1 0 ぴ I_O 00 I 0 2υ1 0 げ I 0 

20 
19.10 18.89 18.93 17.21 17.60 16. 1う 1う.45 14.46 

〆問、 IJ " 1 IJ " 。。
30 
19.20 19.0う 18.82 18. 32 17. 12 16.23 1う.う3 14. 53 

、_" 準 11 I 11 11 11 11 1 IJ IJ 11 

19.10 18.34 17.40 15.10 1し01 9. 17 7. 04 . 1201 +1 100 I 0 8" 1 0 グ I 0 80 1 0 30 1 0 80 1 。ヂ| 。
75 
19.72 18.50 18.19 1う.87 9.56 8.12 6. 09 2. 76 

傾 水 IJ I IJ " 11 11 11 " 11 

100 
16.23 1う.00 12.30 6.24 5.94 4. 27 1. 79 

角 ρI  11 11 I 11 11 I 11 
" 

150 
14.25 11. 50 5. 15 4.19 2.78 2.06 0.78 

深 250 1+16 190 I +9 2201 +12 16U I +6 60 I +1 1_()OJ_~ 120 I +3 . 
200 

7.74 6. 12 2. 66 2.22 1. 57 1. 13 0.61 

ワ 11 11 11 11 11 11 11 

イ
300 

2.08 1. 53 1. 01 0.96 0.77 0.73 0.5う

ヤ 〆'、 11 11 11 11 

M 
400 

延 、・'
長

500 
仁二。33.294 33.244 33.488 33.548 33.620 33.761 33.878 33.741 

塩 基 10 .325 .253 .4ラ2 .551 .593 .782 .833 .728 

20 .294 .23ラ .455 .542 .602 .779 .911 .732 

準 30 .298 .271 .483 .542 .764 .764 .828 .732 

50 .280 .298 .521 .911 ヲ4.169 34.343 34.26ラ 34.034 

水 75 .303 .983 34.283 34.393 .321 .234 .142 .061 

100 34.476 .ラ63 .456 .169 • 151 .109 .061 

分 深 150 .567 .444 .124 .091 .0ラ5 .043 .070 
r剛、 ，画、 200 .243 .169 .064 .064 .0う2 .061 .064 

%。 M 300 .070 .064 .106 .061 .061 .070 .091 
、』〆 、_" 400 

500 

言己 事 8手・ 6
るめいか鈎 1 2島 2体 19 - 2 7. 5cm S T. 8 するめ引か操業皆無

(~張調査)
2 OC11!前 の小さい型が多い

幼するめv、か2- 3尾遊泳
獲試験 上下の採水器(寒暖計)換い子。

幼さんま多少遊泳あり
ST・7 するめいか操業 2属釣獲の他

幼さんま多小滋泳あり
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昭和45年11月 日本海定線海洋観測結果表

観測船名 f4f 線|期 日 111/2-3 1調査船名|瑞鴎丸|調査員氏名|
ST 番 考 8' 9 10 11 12 13 14 

位 置 Lj¥/
1]] 

2 2100~ 355~!300~ 53 05~ 
3 3 

3 1020~ 日 時 分 7.10- 9.10-
23.25 1. 15 3. 20 5.25 7. 30 9. 30 

天 候 bc b b bc bc c c 

気 温 10.0 10. 5 10.0 10.0 12. 5 13. 5 14.0 

風向・風力 Nw 3 Nw 3 Nw 3 Nw 3 Nw 2 w 3 

水 深

海 流

水 。，

透 明 度 16 12 13 

波 浪 2 2 2 2 

う ね り 2 2 

気 圧 1024 1024 1024 1023. 5 1024 1024 1023. 5 

雲形・雲量 7 8 8 

PL 採集形式 稚 1:匹 稚 1PL i稚|乱 稚 IPL 稚 IPL 稚 1PL 稚 nも 稚 r-PE
。 14.9 14.4 14.8 17. 2 17.8 18.4 18.6 

水 15. 33 14. 33 14.46 16. 85 17.95 18. 32 18.03 

基
10 
デ 1 0 lぴ I 0 6' I 0 3' I 。デ I 0 ヂ I-0 CJ'TO 

湿 15.44 14.うO 14.21 17. 22 18.23 18.89 18.82 
20 

!I I !I /， t" 11 

ピ 30 
15.48 14.48 lう.37 17.20 18.22 19.02 19.02 

、_，
準 !I I 11 !I ぴ 1 0 

50 
10.43 う 53 8.44 15. 05 18.20 19. 13 19. 12 . 6' I 0 t I 0 タ| 。14' I +2 13' 1+1 ヂ 1 0 ;-1ρ 

75 711.86 n 
2. 16 3.ラ8 10.02 15. 33 18.63 18.89 

傾
水 " " " /1 

角 100 
1. 33 1. 60 2. 38 7.91 13. 41 16.ラ7 18.69 

" " " " Iρ " " 
!I 

. 150 1. 02 1. 11 1. 2ラ 3.う8 7.09 13. 15 

深 4" I 0 <J' 1+2 8' ト十lう 22' 1+12 Ifl +4 12' I +3 
ワ 0.03 0.68 0.7ラ 1. 95 3. 90 7.69 

イ
200 

" " IJ " /1 

ヤ O. 53 O. 55 O. 5ラ O. 90 1. 22 2.01 
300 

" I " r、、 " 延 M 
長 、__" 400 

500 

。 33.842 33. 792 33. 855 33. 714 33. 602 33. 383 33. 353 
塩 基 10 801 .746 . 878 ， 701 .ラ87 .371 329 

20 782 773 ，878 ， 714 ， 587 ， 356 334 

準 30 ，788 ，737 ，878 ， 754 .596 ， 380 389 

50 34.061 34.028 34. 073 34. 283 34.626 .443 .416 

水 75 .0ラ2 ，064 .061 .417 .599 34. 220 .656 

100 .064 .082 .070 ，283 ， 243 ，581 

分 深 150 088 ，097 ， 100 ， 124 ， 178 ，608 

200 ，046 .079 ，088 ，109 • 151 ， 315 

〆M曲、 300 .097 082 119 ， 137 119 133 
f私司、

400 、切J 、、J
500 

記 事 S T 8 S T 10 
(4168 )寒暖計、水銀不動のため取替 (6668) 幼さんま多少瀞泳

(議諒) 幼すさんま浮滋多い するめいか皆無

るめいか2尾釣獲 S T 11 

その他 S T 9 するめいか 2尾釣獲

するめいか操業皆無
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昭和45年12月 日本海定線海洋観測結呆表

観測線名!H虚作線|期 日い 2/11-12I詞査船名i幸洋丸|調査員氏名 l 一一
1ST 番 号 i 2 I 3 I 4 I 5 1 6 I 7 I 8 

位 量 ll
日 時 分 2131 .45~ 012 45~ 012 2.20~ 012 3.45~ 012 5.12~ 0182 -l O~ 

23.20 0.10 01. 13 02. 46 04. 12 0う.43 07. 10 08. 35 

天 イ長 B C C 。 C C R C 

気 温 4. 0 4.0 4. 0 4.0 5.0 う.0 7. 0 

風向・風力 sw 3 sw 2 nW 2 nw 2 W 2 7 

71< 深 100 ヤ一一一一一一一ー一一 ト一一一一一}ー ト一一ー

海 流

水 色
透 明 度 16 

波 浪 2 2 2 2 2 

つ ね り 2 2 2 2 2 2 2 

気 正 1030.2 1029.8 1030.0 1030.0 1029.0 ト 1028.6 1028.8 1028. 5 

雲形・雲量
PL 採集形式 融)，乱 |併|孔 住)J乱 |惟)1乱 権)1 pl l守的 1PL |健rT乱 登工事一。 13.8 13. 7 13.6 13. 5 7. 8 8. 9 13.6 13.4 

水 7 T 
10 
14. 29 1 1.ラO 13. 39 13.00 

テー下一万
6. 93 11.94 12.49 

温 基
30 I 。ヂ I0 デ! 。12' I 0 liY10 r I 0 14' I 。

20 
14.47 14.61 14.24 13.6当 6.62 6. 69 13.89 11. 39 

11 

" " fI hTfi 
'c‘、，" 14.91 14.41 14.79 13.ララ 6. 16 6.18 fl10.43 9.27| 

30 、-' 準 つ，;-rつ H 

" 14.3う 14.26 13. 75 11. 82 6.22 6. 12 6. 45 6.96 
50 
ゲ I0 6' I 。8' I ぷ I0 lグ1+3 14' I 0 31'1 +9 • 。
14. 20 15. 11 14.77 9. 13 6.80 6.74 6. 75 6.07 

75 
傾 水 11 " 

100 
14.41 14.05 12.86 7. 51 4. 36 4.76 5.98 

角 fI 

" 
fI lITfI fI I !'] 

150 
13. 12 10. 15 6.21 2. 12 1. 75 4.83 3.00 . 深 f I 0 14'1 +う 24' 1+14 t 1+1 42'ト十う2 3デ|斗-35

3F2仔.70布
200 

6.28 3.94 5. 36 3.27 2.64 2. 59 

ワ fI fI I fI -"-1 fI 11 

イ
300 

1. 43 1. 27 1. 32 0.66 O. 58 0.64 O.ラ7
ヤ fI fI " 〆戸、

、 M 
延 、-' 400 
長

500 」。33.788 33.692 3ヲ833 33. 882 34. 133 33. 983 33. 896 33.923 
塩 基 10 .801 .746 8うう .896 .097 .996 .900 .914 

20 • 788 . 752 842 no . 023 3'.019 • 923 .996 

準 30 792 . 728 .828 .882 . 023 .055 34. 178 34. 379 

50 • 764 779 851 34. 142 . 0ラう .05う .034 .061 

水 75 .732 .819 914 073 . 05ラ .001 . 034 .014 

100 . 701 .819 34.034 . 156 . 202 .043 .023 .023 
分 深 150 34. 548 252 211 . 133 .106 .037 .082 

200 178 106 . 175 . 199 133 . 115 . 151 

qら
"...." 300 169 043 • l'う1 • 137 . 137 • 156 • 156 
M 400 、、J 、、J
500 

記 事

(見張調査)
漁獲試験
その他
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昭ホl45年12月 日本海定線海洋観測結果表
観測線名 I410 線|期 日 I12/11三」LLL哩ト」主位L全i日」三色一一1|一K一L週円嚢島民金lし一ー一ト一一一ー一ST 番 可口ヨ 8 I 9 

位

o~. 40~ 12 112 300~ 112 5.00~ 1162 .55~ 
12 

日 時 分 11. 1O~ 19. OO~ 
10.07 11. 36 13.30 15. 28 17.28 19. 25 20.40 

志気
候 R C Eも R C 。 。
温 7. 5 8.0 9.0 8.0 13.0 6.0 

se6.O 4 
風向。風力 ssw 3 sSw 3 s 3 s 3 s 3 se 4 

水深
海 流

水 色 う 4 4 

透 明 度 15 15 16 16 

波 t良 3 3 3 3 3 3 ヲ

う ね り 3 3 2 2 2 2 2 

気 圧 1027.う 1026 1023. 5 1022.0 1021. 0 lu18.0 1015 

芸理量一三塁量一
PL 採集形式 強工乱 備 IPL!種)I PL !倫 IpL 組|乱雌 IPL 稚 IPL 稚 IPLI 
。 8.8 9.2 9.8 11.6 I 14.2 14.2 

水 I I I 

10 
6. 52 8. 40 8.73 9.42 12 76 I 13. 4ラ 13. 43 

温基 g' I 0 lぴI 0 t I 0 if I 0 if I 0 I 1ヂ I 0 if I 0 

20 
6. 54 8. 70 9. 38 8. 38 13.96/1 I 14.62 14.63 

ρI  /1 l /1 I fI /1 I " 
〆C目、四M 

30 
6. 20 8.40 9. 04 7.91 13. 78 14.42 14. 50 

、._/
準 f/ /1 fI 

50 
6. 30 6.98 8.80 7. 38 13.43 14.34 14.39 

。 ず| 。 8' I 0 14' 1+2 1fl +1 16' I 0 lヂI 0 

75 
2. 91 2. 76 3. 38 5.28 14.00 14.42 lう.13 

傾 水 " " 
f/ f/ f/ /1 

100 ヲー下ヲー卜72i宅-「下-7コー3.「07 1 10.14 13. 23 14.41 

f/ I f/ 角 f/ 

150 
0.66 0.71 O. 90 1. 21 8.94 13.03 . 深 24"1十14 ~I+ ラ 16' 1+5 2ず件13 22" ~十 14 lif 1 0 L___ 

200 
2.75 2.36 2. 34 2.05 7. 63 9. 96 
;;-，; f' I /1 ρI  /1 ワ f/ /1 

イ
300 

0.43 0.42 O. 44 0.41 1. 57 2. 34 

ヤ fI /1 fI f' r-、
M 

延 '--' 
400 

し-長
500 。 34. 034 34. 124 ヲ4.202 34. 160 34. 426 13. 824 33.647 

塩 基 10 .014 .口97 . 187 187 .010 . 782 .629 

20 . 014 .082 . 187 238 33.905 797 .647 

準 30 . 061 115 . 175 178 .923 801 .696 

50 . 037 . 052 137 265 .996 819 .647 

水 75 119 133 124 165 34. 352 770 .6ラl

.100 . 137 . 133 128 175 . 292 614 692 

分 深 150 137 • 147 . 160 160 . 247 34. 196 

200 156 156 160 156 .274 193 

〆戸、 300 178 169 
f町、 .160 169 • 169 • 03f 

400 %。 M 、ーノ
500 

記 事

(見張調査)
漁獲試験
その他

-224-



観測線五「二二ナシ線|期
昭和 46年 3月 日本海定線海洋観測結果表

日|ヲ/24-251調査船名 i瑞鴎丸!調査員氏名|技師赤羽光秋
ST 番 号 2 3 4 5 6 7 :1 8 

位

212~ 日 時 分 9.20 10;.25- 12. 1ラ~ 13.55- !日.30- 17.00- 18.149. 0~ 8目 50 9. 52 10. 50 12. 37 14.20 15. 55 17.25 00 

天 候 s c bc C c c bc b 

気 温 。 2. 5 8. 5 3.0 5.0 3.0 2.0 3 NNW 1.5 3 
風向・ j武力 s、v 3 w 2 W ID<w 3 NNw 3 I NNw 3 NNw 
7Jく 深 63 一

海 流

水 色 7 6 6 う う 6 7 

透 明 度 6 10 10 12 10 10 7 

波 浪 3 2 3 3 3 3 3 

う ね り 2 2 2 3 3 3 3 3 

気 正 1022 1022 1022. 1022 1021 1021 1021. 5 1022 

議形・雲量 10 8 7 9 9 8 3 

直コJJE-PL 採集形式 稚|孔 稚|九 稚 IIL 稚 I.匹 稚 1PL 稚|乱 稚「干E
。 7.0 7. 2 7.8 7.8 6. 2 3. 9 6.2 4. 6 

7.l< 
10 
7. 30 7. 37 7. 42 7.60 6. 15 3.67 6.26 3. 72 

温 基

20 
7. 73 7.40 7.49 7. 49 6.09 2. 89 6. 31 2.37 

'(、J 
30 
7.79 8. 37 8.45 7.45 5. 89 2.49 4. 88 l. 88 

、.../
準 l_  
50 
7.89 8. 32 8. 30 7. 32 う.28 2. 21 3.96 1.73 . L一一

75 
8.06 8.21 6. 57 4.41 2. 13 2. 59 l. 43 

傾 水
8 26 7. 73 6.06 3. 72 1. 82 2.41 1. 27 

角
100 

8. 26 7.23 3. 29 3.85 l.13 1. 50 0.90 
150 

L十一。 深
7. 58 

200 
6. 57 2.65 l.うG O. 95 O. 97 O. 55 

ワ
イ

300 
2.03 l.71 l. 36 0.75 O.ラ7 O. 55 0.43 

ヤ
r--
M 

延 、、J 400 • 
長

500 一寸一一ー. 。33. 512 33. 208 33. 285 34.014 34目 137 34. 079 ヲ4.073 ヲ4.070
塩 基 10 .801 . 213 .267 . 023 100 082 073 . 073 

20 .810 • 203 . 294 .0ヲ4 106 088 082 .082 

準 30 987 .992 . 996 .037 109 088 211 .088 

50 824 34. 034 34.‘ 064 . 0'37 128 .070 109 .082 

水 75 .079 .097 .064 109 .073 109 .097 

100 .091 128 . 088 115 073 109 .097 

分 深 150 . 106 . 165 .061 .082 079 091 . 106 

200 133 196 064 082 07ヲ 073 109 

qゐ
〆戸、 300 • 151 165 061 082 088 079 :-T97 

M 400 、ーノ 、，J
500 

記 事 S Tラ マス操業船数隻

久六島、ヤリイカ操業船 30隻程。

(見張調査)ST716h30mU表面姐糾印ら6白 ω 即イ岬(恥が
漁獲試験 船にヲいた。(-17hσ) 
その他
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昭和 46年 3且 日本海w線海注樹湖11精巣君主
観測線名|中間点 410N 期 日!3-;:U-25 I調査船名|瑞鴎丸 調査員氏名 i技師|赤羽光秋
ST・ 番号 8 ・F 9・ 10 11 12 13 14 

位
置 IN
[-E 

日 時 分
23/0/.24 30~ れし 2.30 - 04. 3ラ~ ううラ~ 7.00 --
20. 50 22.4ラ O.ラO 2. 58 05.00 6. 22 7. 13 

天 侯 1コ b bc bc bc bc 

気 温 。 。 2.0 2.0 3 

風向.風力 NW 3 NW 3 WNW 3 WNW 3 WNW 3 WNW 3 

水 深 390 122 

海 流

7.k 色 一 7 7 

透 明 度 10 9 

波 浪 3 3 3 ヲ 3 ヲ

う オユ b 3 ラ 3 3 3 3 

気 圧 1. 023 1， 022 一 1，021 1，021 1，022 1，022 

雲形・雲量 2 2 7 4 4 3 

PL 採集形式 椎rPL 椎 IFL 稚 [PL 稚 IPL 稚 IPL 椎 IFL 稚 IPL 稚 [PL
。 う.2 5.自 6. 0 6. 5 7. 4 7.4 7.4 

7Jて
10 
4. 07 6. 04 6. 56 6.うZ 7.46 7.67 7.31 

温
基 2. 20 4.う8 6.うi 6. 52 7.67 7.77 7. 31 

〆向、 20 T CC 
) 

30 
1. 89 2. 98 6.49 6. 40 7.70 8. 00 7.88 

7 
準 1. 67 1. 58 6. 35 う.92 8.06 7.89 7.81 
50 

7 
仏真

75 
1. 42 1. 2う 4. 99 ラ.02 8.09 7.8ラ 7. 79 

角 71< 
7 一下
1. 1 il 1. 09 3. 98 4. 67 8.00 8. 17 7.68 

100 

150 
0.90 0.84 2. 49 3.77 7.80 8.01 

ワ 深

イ 200 
η.60 O. 71 1. 5ラ 2.33 7.00. 6. 9う

ヤ
r、 O. 40 0.44 O. 84 1. 16 2.21 3.00 

延 M 
300 

、..... 
長

400 

500 7 。34・073 34・079 34・052 34・082 33.う87 33.ぅ87 33.533 

10 .070 .0ラ日 .034 .073 .ラ84 • 575 .512 

塩 基 20 .061 .061 '061 .073 -ラ78 .584 .ラ21

30 .064 .064 .028 .073 .602 .7ぅ4 .719 
準
50 .061 .052 .043 .070 I .779 .837 .824 

素
75 .064 .052 .124 .088 .214 • 882 .950 

水
100 .043 .043 .079 .082 .034 .978 .887 

豆自工 深 150 .052 .046 .079 .079 .046 '992 

200 .0ラ2 .061 .061 .05ラ .088 .079 

4、~ g 300 .061 .064 .079 .0ラ2 .061 .073 

400 

500 

百己 事

(見張調査)漁獲試験
その他
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水産資源調査

I 調査目的

イワシ頒.マア

E 調査内容
1. 詞査期間…・・…唱和 45年 5月-46年1月

2. 調査場所……・・・鯵ケ沢，後潟

3. 調査員....・H ・-主任研究員斎藤 重男

技 師中国凱久

技師補鈴木史紀

臨時事務手清野さつ子

4. 調査項目

(1) 漁況詞査……・・イヮ ν頒，マアジ，マサパ，スノレメイカ

(2) 多項目嗣査

付) イワシ類…-一-体長，体重，性J31j，生殖腺重量，卵径，脊推骨数，胃内窃劾なよび種類，肥

満度

(ロ) マアジ ・H ・H ・..尾叉長，体重，性局11.生殖腺重量， sEi角度，胃内容物なよび種類

け マサパ ………尾叉長，体重，性5511.生娼線重量，肥満度，胃内容物必よび干豆類

(斗スノレメイカ…・外套長，体重，性別，生殖腺重量，成熟度，輸精管，輸卵背重量，精爽のう

重量，てん卵腺長，同重量.交接の有無，胃内容吻なよび種類

(3) パンチング調査

(4) マサパ標識放流

(5) スルメイカ標識放流

5. 調査方法・H ・H ・..東海区，東北区，日本海区水産研究庁寝綱による

国調査結果

鯵ケ沢では一本鈎十てよるスノレメイカを多項目調査では 35回(3，40 6尾)，後潟では小孟提言主調

に乗綱した，カタクテイワシ 31回(1，7 8 2唱).マイワシ 4""J(150尾)，マアジ(1， 034

j芝).マサバ28回(1，7 4 8尾).スノレメイカ 26回(1，6 3 8尾)，パンチング，多項目誠査を

実施した。

1. 漁況

県統計謀資科による昭和45年 1月-12月全での 6魚f重の漁獲量まつぎのとなりである。

(1) マイワシ………漁獲量は 138トンで咋伺司期(1 3 5トン)とほ1まi司じである。

(2) カタクチイワぅ~…・ぃ漁獲討は6.24 1トンで作年jtfJ則(6. 7 7 0トン)の92.2%である。

(3) ワノレメイワシ…・…漁獲ι土は0.5トンで昨年|司胡(2 3トン)の2.2%である。

(4) マサパ………漁獲量は22 3，7 9 8トンで咋年同期(147，662トン)の1.5倍である。

(5) マアジ……・・・漁獲量土 11 1トンで昨年同胡(8 8トン)の1.31音である。

(6) スノレメイカ…… ・漁獲量は70，218トンで昨年l司期(1 0 0，1 9 9トン)の 70.1 %である。

2. 魚イ本詞査

(1) カタクチイワシ

イ 体長長且成....・H ・.6月からtfl和46年 1凡までの出生活方Ij本長はつぎのとなDである。

雌……体長は7.0 ~ 1 5. 0 仰のlIfBlffi(rC分布し，モード士 11.0cmに認められるが， 1 1 cm以

上。大当群が主体をなしていたっ

雄……体長は7.0-14.0仰の範囲に分宿しモ ドは 12.0 仰に認められ，雌同様 11 cm以



上の大w群が主体をなしていた。
ロ体重

上記朗問中の雌雄最IJ体重はっきずのとなりである。

雌……体重は3.8 ~3 7 /1の範囲κ分布し，主モートは 13 /1"で，とれ(とついで14， 1 2， 
1 6 /1の順である。

雄……体重は 4~ 3 67"の範圏K分布し，主モード(ま 177，とれ』てついで7，187のJ顕

である。

ノ、 性対IJ....…..X2倹定によれば 8月 15日， 1 1月 4日， 1 2月 7日， 15白副査の分には5
%の危倹率で有;さ差が認められた。

ニ肥満度

6月~昭和47年 1月までの詞査期間中の雌雄)5IJdE満度はつぎのとなりである。
雌…… 7.0~1 3.5の範E自に分布し.モードは9.0に認められた。

雄…… 7.5~13.5 の範囲に分布し，モードは 9.0 (て認められた。

ホ生殖喋重量

上記期間中の雌雄けIJ生殖線重号はつぎのとbりである。

雄一...0.1 7刑i高から4.1 7の範囲陀分布し 6月のモードは4.0/1悩ま 0.1~O.5 7である。

土佐…・.0.1 7未満から 5.47の範圏陀分布し6月のモードは2.07他は 0.1~0.57 である。

へ 卵径一… 0.08~ 1. 27 臓の範ilfIK分布し 6 月の1. 02~ 1. 27 概，平均1. 1 1臓が最高で，

それ以降はO.0 8~O. 9 5湖である。

ト 脊椎骨数…… 44~4 6個の範囲ドζ分布し， 4 4個(5 8.8% )， 4 5個(3 8.4 %) ， 

4 6 i固(0.3 % )不明(2.5% )であるが，昨年ぱ 45岨が設も多かった。

チ 胃内容重量

殆んどは空胃で摂餌しでも 0.17未満であった。

(2) マイワシ

8月26日， 1 0月 28日の2回より小型定量網に乗網し左かった。

イ 体長….....8~1 0月にかけては7.2-12.6cmのまf闘に分布し，モードは8.5，1 2.0 cm 

に認められた。

ロ 体重…… 4.O~ 1 3.97舗胞に分布し，平均体重は 6.6 3~ 1 2.0 87である。

ハ性別………8月26日調査7)分については雌雄は不明. 1 0月28日詞盃の分陀ついては有

意差は左かった。

ニ卵径一……0.08~0.1 3T11111.の範圏に分布し未熟の群であった。

ホ 脊椎骨数…… ..49~5 31湿の範囲に介布し 50個が或も多かった。

へ 胃内容重量...・H ・..すべて 0.17未満であ9.消化して不明であった。
ト 肥満度……・・ 1O. 0 ~ 1 3.5の革回K分布し， 1 1. 0の債が最も高かった。

(3) マアジ

イ 尾叉長・ H ・H ・..8~ 1 1月までの詞査胡問中 6.0 ~ 1 :3仰の範囲に分布し，モードは7.5，

9.5. 1 2. 0 cmの三峯が認められた。

ロ 体重……ーと記出査崩問中は 3~3 5.0 fの範囲に分布し，モードは6，8，11，16，

21.25?-の 6峯が認められたが， 1 1月が或大である。

性万IJ.. ・ H ・..禾熟な若年魚のため雌雄の fU~IJ は不明であった。

生殖腺重量…....いすべて痕跡すらとどめぬ未熟ο群であった。

ホ 胃内容...・H ・..殆んど空胃であったカ守兵餌していても 0.1?-未満であった。

へ 肥満度………8.5~ 14.5の範囲に分布し 12. 0が最も多く.月万i序均では 10月が最大の

f直を示していた。
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(4) ""7サパ

イ 尾叉長・・・・・… 8~ 1 2 月の白，~笠胡問中は 7. 0 ~ 24.0 cmの話回に分布し，主モードは 18 cm 

これについで7.0，1 6.0 仰となっているがO年魚が主体を占めていた。

月対lj平均尾叉長では 11月。 18 cmが設高であったが本年D最大は12月 15 

日の 24.0 cm死活字であった。

ロ 体重…・…・上記調査期間中は 5~1 60?"の範囲に分布し.主モードは 5~10;>であるが，

12月 15日の 57. 8~ 1 6 3.5 ;> (平均 95. 6 ?" )が最大であった。

ハ 性別...・H ・'.12月 15日調査めものはi峰1尾.雄 19尾であったが，他のものは不明であっ

た。

ニ 生殖腺重量…...… 12月 15臼調査の分だけ 0.2-0.37で他拡不明であった。

ホ 胃内容重量がよび種類・ H ・H ・-・最高は8.67て空再も多かったが大半は消化して不明であった。

へ 肥満度…...…本年度は肥満度。正確を却するため内減を除去して州定した。誠査胡問中は

6. 5 ~ 1 3.0の範囲に分布し，モードは 9.5にi認められた。

月別平均では， 10月(9.8 7 )が設高， 8月(8.5 5 )が或低と;1っている。

(5) スルメイカ……・・(鯵ケ沢)

イ 外套長…...… 5- 11月までの詞査胡問中の雌雄別外套長はつぎのとなDである。

雄…… 11. 0 ~ 2 7.0 cmの範囲に分布し，モードは21 cm(rC認められた。

雌…..1 1. o~ 2 8.0 仰の範囲陀分布し，モート壮 21 cm(rC認められた。

i峰雄別D合計ではモード21 cmで 44年と同じ魚群が主体を占めていた。

ロ 体重…・・…上記謁査瑚問中，雌土佐別体重はっきやのとなりである。

峰…'.20-5957の範囲K分布し，主モードは 12 0 7， 1 9 0 ?"(rC認められ

た。

雄・ H ・V・20-4507の範囲K分布し，主モードは 1207，160?"(rC認められ

た。

ハ 性別………X2検定の結果 5%の有意水準で 6月8日， 2 9日， 7月9日， 2 1日， 2 4日の

調査の分に有意差が認められた。

ニ 生殖腺重量・・H ・H ・-調査崩胡中峰では0.1?"以下から 15.7 7. 雄では0.1?"以下から12. 5 !1 

の範囲に分布し雌では 9月，雄では8月十て最大と左っているが，総平均では雌

0.97，雄3.1?"である。

ホ 成熟度……・・調査期間中，半熟，完熟状態、にあったものは雄 783尾K対し 94尾，雌91 7 

尾に対し14尾の上じ率である。

4 5年の雌の成熟率は 7月，雄では11月沙識も高かったが雌雄を含めると 45 

年(6.4 %) 4 4年(1 0.7 %) .ょ D低かった。

また夏イカ(4.0 %)は秋イカ(43.2 % )に比して少;1かった。

へ 輸精管，貯楕のう重量…・・・…調査胡問中は O.8 ~5. 87の阜包囲K分布し， 8月11日調査

( 5. 8 ?" )のものが或高で11月27日(0.8 7 )調査のものが最

低であった。

ト 輸卵管重量……・・調査期間中は1.2 -7. 5 ?"の範囲に分布し， 9月 6日(7.5 ?" )嗣査のもの

が最高で. 1 1月 27日(1.2?")のものが最低であった。

チ 精爽のう重量…・・・…調査期陪押はO.3~ 5. 87の車固に分布し， 8月 11日(5. 8 ?" )詞査の

ものが最高で， 1 1月27日(0.3 ?" )調査のものが或低であった。

リ てん卵腺長…・・・…調査副司中は 8.0~ 8 5. 57l1J/l(l)範囲に分布し. 60 7!i7llをζえたのは 7月中匂

~9月中匂までで，平均値では治んど 4 0脇以下であったが，耳立高は 7月 21 

日(85. 5 _ ) ，最iまは 5月28日(8. 0-)であった。
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ヌ てん卵腺重量・H・ H・..調査期習中は 0.6~9. 2?の範囲に分布し，最高は9月 13日，最低は

1 0月 14日であった。

ノレ 交接・・・…… 45年は44年より 1勾お寸<6月下句であったが， 1 0月が最も多かった

( 3 4.1 %) 

また 45伺ま雌 917)吾のうち 104尾lて交接されてなり，未熟の個体(9 6尾.

89.5% )半熟8宅(7. 7 % ) ，完熟(2.8% )で未熟の個体に最も交接カミ多かっ

た。

ア 胃円容重量会よび種類'"・H ・..45年域対士 11月27日の雌6.2?堆7.5?でカタクチイ

ワシを食していた。

月足iJ平均では各月ともに雌の値が大きい。

(6) スルメイカ(後潟)

イ 外套長…・… 45 年 5 月 ~46 年 1 月までの雌のタ1套長は 6. O~ 21. 0 仰の事固に分布し主

モードは14cmとれについで 17.0. 7.0 仰の三峯を有する群であった。

雄も雌と全<i司型のモード三峯を有する群であった。
ロ 体重……・・詞査到問中雌の体重は9.0-1 8 0 ?台。範団に分布し.主モートーは 10，30，

40 ?，土佐では 7.0-200?台の範閣陀分布し主モードは 10?，とれについで

40.50?の三峯が認められた。

ハ 性比…..… X2 検定の結果 5%の有意ポ隼で 9月 14日調査のものだけに有意差が認められ

た。

ニ 生殖腺重量…ー…調査期間中，維は0.05-9. O?，堆は0.05-5.0 ?の範囲に分布して

凶たが大半のものは 1?以下で占められていた。

へ 成熟度・H ・H ・..8月25日調査の個体(雄)に半熟が認められたのみで他は未熟問国体であっ

た。

ト 輸精言，貯精のう重量……… 8月 2 5日調査。ものが1.6?で他はそれ以下の個体で未熟の

群であった。

チ 輸卵管重量………すべての個体iては熟卵が認められなかった。

リ 精爽のう重量…・…..8月25日調査の個体に0.8?の楕爽が認められただけである。

ヌ てん卵喋長...・H ・..4 071mlをとえたのは 8月上匂'-9月中匂までで他{ま殆んど 207ll1ll 以下で，

平均値では 107M前後の未熟の群である。

ノレ てん卵腺重量……・・詞査親問中の最大lま8月 4日品査の 3.8?で他はすべて水色透明左もの

で'iliiJ定し左かった。

ア 交接…・・・…調査期間中交接個体は認められ左かった。

ワ 胃内容重量なよび種類… H ・H ・45年雌の最対英餌量は 9月 14日の 14.2?，雄では8月

3. マサバ標識放流

1 5日の 12. 8 ?で，カタクチイワシを食してし1た。月別では8

月(雄)9月(雌)が高<，総平均では.雌1.2?，土佐1.4?で

あったが消化不明のものが多〈判明したものはカタクチイワシが

多かった内

昭和45年 11月 6-7日の両日にわたって日本海区水産研究所では魚群の分布移動と漁況との

関係、を明らかにする目的で，主主奥湾後潟地先(2，8 0 0 m)で967尾を放流したが再捕唱数は6

尾(0.6 2 %)で 1-4 6日経過して湾内鼻操崎沖から蟹田沖Vとかけて小型定置網によコて漁獲さ

れているが，湾内東部海域.湾外からの布市発見の届出は左かった。

経過日数からみて長期間湾内K滞していたものと思われる。

4 スノレメイカ標語幼女流

1. 日本海側
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5月 28日-7月24日にかけて権現崎， W-SW( 12-13浬)，艦伸崎， SW(3--

1 5浬)の地点で各600尾を放流したが再捕は 1，5尾(1.25%)で津軽海峡，道南日本海側

で5-7 4日経過して期宿されている。

2. 太平洋側

7月23-2 4日Kかけて， N 4 l' 0 5' -4 f 1 f， E 1 4 3・ 17'-143'2σ~ 7月22-

2 3自にかけてN40・52'-40・50' E 1 4 2" 1 8'-1 4 3" 2 0'の地点でそれぞ抗， 800-

5 0 0尾(計1，300尾)を放流したが，再捕尾数は13尾で(1.0%)あった。

ただし7月23-24日にかけて放流したものは岩手県三貫島沖から八戸沖，尻労沖，津軽海

峡，道南日本海，江良沖念どに17-102日結晶後再捕(1 2尾)，されてな丸沖合よb補

給されたものとして注目される。

また 7 月 22-23 自にかけて放流したものは，放流時期，放踊場所ともに.大き左差異は~

かったKも治ミかわらず，広尾沖に北上して27日紐昼後1尾だけ吊甫され本県沿樹亡ないて再捕

されなかったととカ控目される。

H 調査の成果および今後の課題

1. 調査四成果

(1) 日本海(主として権現崎沖)に来遊したスルメイカの分布組成を把握した。

(紛 隆央湾Vて来遊したスルメイカ，マサパ，マイワシ，カタクチイワシ，マアジの分布組成を把握

した。

(3) 上記魚種の資源動態を把握した。

2. 今後の課題

(1) 問題点

陸奥湾 VC :l>~ける調査は却に問題は左いが，日本海スルメイカの初漁日陀制ナる魚体と漁獲量と

の関係をうらづけるためには毎年試胸白による同じ時期になける調査が必要である。

(2) 今後の謀題

昨今沿岸漁場のスルメイカの茄遊は少念(，沖合漁場への依存度が高まっているが多項目与j査

結果よ b沿岸群と沖合群の交流を究明し，漁況予報K役立てたい。
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H 

淡水養殖開発調査

調査目的

パイカル湖産オームリを.十二湖落口ノ池に事柄て飼育し，その成長なよび再生産の可細全会よび養

殖事業としての将来性を見極めるために実施した。

調査内容

1. 調査期間 昭和45年4月~昭和46年3月

2. 調査場所 岩崎村ナニ湖落口ノ池

3. 調査員 淡水養殖課長

淡水養殖謀主任研究員

4. 調査項目

(1) 網生賓Kよる飼育試験

(2) 環境調査

5. 調査方法

技 師

" " 

長峰良典

七 戸喜太郎

青山禎夫

林 義孝

4.ー(1については，3m平方深さ 6mの網生貨に収容し.人工餌料(ベνyト)を与えて飼育し.

成長過程を把握するため隔月毎K体長，全長，体重を測定した。

4.一(2)('(ついては池中に自記水温計を設置し，水深1m層の水混を記録するとともに年4回各水

深層の水温. PH，溶存酸素，硫化水素を測定し，成長と環境条件との関連を検討した。

E 調査結果

1. 成長について

ふ化後2年(4 6年 3月 1日)の測定結果では，全長 14. 5cm体長12.4 cm体重27?-f(C成長し

た。しかし第 1図のとな.!?オームリの成長は 5月-10月までは順調であるが， 1 1月-4月ま

ではほとんど成長してい念いととがわかった。全長組成は第2図のように9-2 0仰にわたってか

り，パラツキが大きいととをあらわしている。

2. 環境調盈てついて

自記水温計による水深 1m層の水温は第3図のように， 7-20"0で年較差は13 "0に達した。

また溶存酸素は昨年と同じく夏期水混の成層カ境達する陀したがって無理後素層が8-10m以i深に

出現し，それと同時て硫化水素が発生している。とのよう陀飼育魚にとってマイナスと左る環境条

件は.生賛網が設置されている底部の6m以浅にまではなよば左かった。

N 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 湖中の網生賓飼育による生長段なよび水温 の年較差なよ伊東境条件が明らかと左った。

2. 今後の課題

(1) 問題点

餌料は 44年 10月から45年 3月まではニジマス府ぺνyトだけ， 4 5年 4月以降はとれに

生鮮魚(サバ.ニジマス，ワカサギ等)を混合して与えた。しかし冬期K念ると何れの場合も成

長が停止し.との原因は水温の低下によるものと考えられる。

(め今後の課題

A 冬期間水温が低下した場合でも成長し得るような餌の開発研究が心要である。
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B 体長組成のパラ')/キが大きいととは，養殖業にとって好ましい現象ではないので， ζれら飼

育上の欠陥を究明改善する必要がある。

第1図オームリの成長状況
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第1表

魚 体 狽リ 定 表

演リ 定 月 日
測定 全 長 平均全長 体 長 平均体長 体 重 平均体重 l

尾数 G'17Z cm cm C間 F F 

1969，10， 1 ラ.9 5. 2 1. 3 

11， 14 うO 8.1 ~ う.4 6. 6 7.2 -4.6 5. 7 3.う-1. 9 2. 1 

12， 6 5 0 8.6.....__ 5.4 6. 8 2. 3 

1970， 1， 23 5 0 8.9- 5. 3 6. 8 7. 8.....__ 4.8 6. 0 5. 4 - 1.1 2.4 

2，28 5 0 8.7- 5.9 7.1 7.4 -4. 7 6.0 4.7-1. 3 2.う

3， 30 50 8.5- う.6 7. 3 7.3-4.8 6. 2 4.6-1. 3 2. 8 

7， 1 5 0 12.8_ 6. 8 9. 3 1 1. 1 -5. 9 8. O' ノ 1 4.1 - 1. 7 5.4 

8， 31 5 0 1 5.5- 9. 4 1 1. 8 1 3.7-8.0 1 O. 1 1 8.ラ-5.4 1 1. 2 

11. 2 5 9 1 8.4- 9. 5 1 4. 1 1 5.7-8.0 1 2.0 ラ3.8-ラ.9 2 1. 8 

1971， 1， 9 2 9 1 7.6-1 0.2 1 3.8 1 5.0-8. 8 1 2.0〆 4 4 -9  2 1. 5 

3， 1 6 6 2 O. 3- 9. 0 1 4.5 1 7.5-7.6 1 2.4 7 7 ~ラ 2 7.0 

落口ノ池

第2表(1)

十二湖水質調査結果

4 5年 7月 2日

観測層水深m 水 温℃ PH 溶存酸素ppm 溶存酸素飽和度% 硫化水素ppm  

。 I 6.9 7. 8 1 0.48 1 1 1. 6 一
2 1 4.7 7. 8 1 1. 4 9 1 1 6.8 

4 13.8 7.8 1 1. 4 5 1 I 4.2 

6 1 1. 3 7.8 1 1. 6 3 1 0 9.7 

8 6.6 7. 2 9.5 1 . 8 0.0 一
1 0 5.8 7.0 7.0 9 5 8.4 一
1 2 5. 5 7.0 5. 2 1 42.6 

1 4 5.4 7.0 4. 5 7 3 7.3 

1 6 5. 3 6. 9 2. 3 6 1 9.2 

1 8 5.3 5 6. 8 1.60 1 3. 0 O. 1 7 

2 0 5.4 6.8 0.4 I 3. 5 O. I 7 

2 0.8 5.4 5 

備考 透明度 3.うm
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(2) 

十二湖水質調査結果

4 5年 8月31日

観測層水深m 水 温℃ PH  溶存酸素pp m 溶存酸素飽芳日変% 硫化水素 IIbν:t
。 2 1. 5 7.9 1 0.2 8 I 1 9.3 

2 1 6. 3 7.9 I 3. 1 6 I 3 8.5 

4 1 5.6 8. 2 I 3.2 5 I 3 7.4 

6 I 3.6 7. 8 I l. 3 2 I I 2. 5 

8 8.3 6.9 3.6 7 3 2. 2 0.0 3 1 

1 0 6. 3 6.8 1.08 9.0 O. I 62 

12 5.8 6.8 0.38 3. 1 0.2 98 

1 4 5.4 6. 8 0.3 4 2. 7 0.4 2 5 

1 6 5.7 6.8 一 0.42 6 

1 8 ラ.6 6. 8 一 0.50 5 

2 0 5.6 6. 7 0.56 2 

2 1 5.6 

備考 透明度 l. 7 m 

(3) 

十二湖水質調査結果

45年 11月2日

観測層水深m 水 混℃ PH  溶存酸素ppm  溶存酸素飽和度% 硫化水素 IIIfJ/.o 
。 10. 7 7.3 19.0 1 I 7 6.8 。
2 I 0.5 7.3 I 8.7 3 1 7 3. 4 。
4 I 0.3 7.4 1 8.6 6 I 7 1. 9 。
6 1 0.3 7. 4 I 8.6 1 I 72. 3 。
8 I O. 2 7.4 1 8.6 9 I 7 2.0 。
1 0 7.0 6. 8 0.90 I 6. 2 0.47 

1 2 6.8 6.8 l. 4 5 1 2. 3 0.40 

1 4 6.0 6.8 O. 7 9 

1 6 5. 8 6. 8 0.50 4. I 0.8 0 

1 8 5.8 6.8 O. I 4 l. I 0.6 5 

20 5.8 6.8 0.00 。 0.80 

2 O. 7 5. 8 

備考 透明度 4.3m 



(4) 

十二湖水質調査結果

4 6年 1月9臼

観測層水深m 水 泊。C PH 溶存酸素pp m 溶存酸素飽和度% 硫化水素 il1rt/J:

。 4.2 7. 4 

2 4. 3 7.6 1 1.う 3 9 1. 5 。
4 4.4 7.6 1 1.う 3 9 1. 7 。
6 4.4 7. 8 1 0.8 3 8 6.2 。
8 4.3 7.う 1 1. 3 3 8 9.9 。
1 0 4. 3 7.4 1 O. 3 6 8 2.2 。
1 2 4.3 7.2 1 O.うO 8 3. 3 。
1 4 4. 3 7. 2 9.64 7 6.5 。
1 fi 4.4 7. 2 9. 2 9 7 3.9 。
1 8 4. 6 7.0 6.9 3 うう.1 。
2 0 4.8 6.6 2.う8 2 0.7 。
2 0.8 う.2

備考 透明度 2.6 m 
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鉱山鉱害排除調査

調査目的

下北郡川内町沿津に排出されている鉱山排水中に含まれている重金属類のホタテガイなよびその他の

生物に対する影響左らびに毒性について把握し，とれが対策を検討する資料とするために調査をなと在

った。

H 調査内容

1 調査期間

2 調査場所

3. 調査員

昭和 45 年 4 月 ~46年 3 月

川内町葛沢)l1J11口を中心とする半径1，00 0 mの海面

淡水器直課長 長峰良典

淡水養殖謝支師林 義孝

4. 調査項目

a 海水中の鉄，銅.亜鉛棚定

b 底質中の鉄.銅，亜鉛の測定

C ホタテガイに含まれる鉄，銅，亜鉛の測定

d ナマコ K含まれる鉄，銅，亜鉛の測定

e 鉱山排水のヒメダカ陀対するTLmの測定

5. 調査方法

a 生物試料採集はホッキガイ桁網に主った。

b 底質はエツクマンパーク採漉号及び漏斗型採泥器を使用しむ

c 分析及びTLmの測定はJ1 Sと一部は一紋分析法によった。

E 調査結果

1. 海水中の重金属

銅，鉄，亜鉛とも底層より表層に多<，各層の分布は第 2~4 図のとがb である。

2. 底質中の重金属

特K多〈蓄積しているととろは認められなかった。

3. ホタテガイに含まれる重金属

他の地区(平内町茂浦)と比較して，特に川内産のホタテガイに重金属が多〈蓄積している傾向

は見られなかった。

4. ナマコに含まれる重金属

ナマコKついては，他地区の試料がないので比較出来念いが，ホタテガイの含有量と大差がなし

重金属が多〈蓄積しているとは認められ念い。

5. 鉱山排水のTLm

ヒメタ・カを使って試験した結果は第5図のとなりで48hrTLmO.13%，72hrTLm

0.11%であった。

町 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 排水は.そのときの風向によって分布は左右されるが.海岸K沿って帯状に分布していた。

(2) 上記の範囲は第 2~4図にあるとなり，巨岸約 5 0 0 m，東西約4Kmの広がbをもち，生物K

対し悪影響を与える濃度であった。

(3) 底質及びホタテガイ.ナマコに対する重金属の蓄積は認められ左かった。
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(4) 鉱山排水のヒメタ・ヵに対する 48hrTLmは 0.13 %で，相当強凶毒性を示した。

2. 今後の課題

(1)ι噛点

排水が海に放出される前の段階で処理され左ければ左ら左いのに.そのような努力が左されて

いない。

(2) 今後の課題

鉱山排水は特に鉄.銅の含有量が高(，それが地先海面に沈積するとと左<，潮流に乗って相

当局E固に広がっているものと予想され，とのことからホタテガイに対する蓄積は現在のととろ

異常は認められ念いが，更に陸奥湾産以外のものと比較櫛ナする必要がある。

. 第 1図調査点
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第 1表川円海面水質

(耳目 時
気温 水温

塩分量%。G 'C 
Feppm Cu p p b Znppm 透明度m

1-0 
46，1，14 4.9 lラ.0 84 0.4 4 1 0 • 3 0 

2-0 46，1，13 O. 9 6.2 3 3. 7 4 0.02 1 2 O. 1 8 一1 4 • 0 5 

4-0 46，1，13 1. 1 6. 9 3 3.6 9 O. 0 2 2 2 O. 1 8 1 1.う1 4 _ 1 0 

4-5 " 7.0 3 3.6 5 (一) 1 0 O. 3 1 

4-底 " 7. 0 (ー) 8 0.2 1 

5-0 
46，1，14 

4.9 O. 7 7 3 2 O. 2 3 1 0 • 0 0 

6-0 
46，1，13 

1. 1 7. 3 2 7. 3う O. 38 1 2 O. 1 7 8.6 1 4 • 3 0 

8-0 46，1，13 1. 1 7.3 3 3.6 5 O. 1 2 1 8 0.23 6.8 1 4 • 4 0 

8-5 7.4 3 3.7 1 0.0 5 1 0 O. 1 6 

8-底 7. 4 3 3. 6 7 O. 2 6 1 0 0.24 

9-0 46，1，14 4. 1 1.66 4 0 O. 2 1 9 _ 5 0 

1 3-0 
46，1，14 4.1 0.4 0 う2 0.2 5 9 _ 4 0 

1 4-0 
46，1，13 1.9 6. 8 33. 7 9 0.0 8 1 6 0.28 9. 0 
1 4 • 5 5 

1 6ー0
46，1，13 1.9 7. 1 3 3. 6 5 0.1 1 1 8 O. 2 1 5.8 1 4 • 4 5 

1 6 -5 7. 1 3 3. 6 3 0.3 7 1 8 O. 1 4 

16-底 7. 1 3 3.5 8 0.0 5 1 2 0.1 4 

1 7-0 
46，1，14 4. 0 1. 2 8 84 O. 2 3 9 • 2 0 

4 6 ， 1 ， 1 4 2 1-0 
9 • 1 0 3.6 0.20 2 2 0.35 

22-0 46，1，13 1.9 6. 8 3 3.09 O. 1 0 3 0 0.44 7.0 
1 5 • 0 5 

2 4-0 46，1，13 1.9 7. 1 3 3.5 4 0.0 8 1 6 O. 1 8 8.0 1 5 • 1 5 

24-5 7. 1 3 3..6 7 0.0う 1 0 O. 1 6 

24-底 6. 2 3 3. 62 (ー) 8 O. 1 7 

2 5-0 
46，1，14 3. 1 0.78 1 8 O. 1 9 8 • 4 0 

葛沢川
4 6， 1 ， 1 4 1 0 6.0 0 84 0.3 5 9 _ 0 0 
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第2表ホタテガイの重金属蓄積量

川内

ょzi性別穀長C市 体重F 湿重量? 乾重量r F e mr;/? Cuu?，/F  Z nu?/? 
2 3 
貝柱 平 6. 3 1 6 8. 5 3 1. 7 5.2 9 0.0 3 7 1.2 3 4. 6 

肝臓 6.4 1. 0 5 0.06 1 7 9.5 1 4 4.0 

生殖腺 9.3 1. 4 5 1. 6 5 5 2 8. 6 5 9.4 

1 9 
貝柱 ♀ 9. 2 1 6 1. 8 28.2 ラ.56 0.6 50 1.2 9う.2

肝臓 7.6 1. 3 5 3.0 7 4 7 9. 6 1 2 2.2 

生殖腺 9.9 1.6う o. 6 6 9 1 7. 2 9 4.9 

1 9 
貝柱 3 9.2 1 59.0 24.9 4.56 0.04 7 2. 2 3 4. 7 

肝臓 6. 7 1. 2 0 3. 3 3 3 8 5.4 1 1 6.2 

生殖腺 7. 9 1.0う o. 7 7 1 1 6.8 1 1 8. 5 

1 5 
貝柱 ♀ 6.6 1 4 0.0 1 7. 5 3. 1 6 o. 0 5 2 1. 7 1 2 8.0 

肝臓 6.6 0.91 0.1 6 1 3 2.4 J 8う.3 

生殖腺 4.9 0.5 9 0.54 2 9.8 1 7う.7

1 5 
貝柱 古 1 o. 1 1 7 7.2 6 2.6 6. 3 5 0.0 3 2 1.2 う1.8

肝臓 8.2 1. 6 9 O. 5 7 3 96.7 1 5 9.7 

生殖腺 9.9 1. 5 8 0.0 9 1 1 3.4 94.9 

7 貝柱 ♀ 7. 1 1 0 8.2 1 3.7 2.45 0.03 2 1.7 2 7.1 

肝臓 3.9 0.78 1. 7 3 0 4 3.2 1 64.3 

生殖腺 6. 5 1.う O 0.30 3 6.8 8 9.1 

7 
貝柱 色 8.0 1 2 3. 0 1 9.う 3.1 0 0.06ラ 1 6.7 7 5.0 

肝臓 2.3 0.3 5 1. 6 7 1 6.4 2 3 7. 1 

生殖腺 1.6 O. 2 4 0.3 54 7.2 3 6 4. 5 

3 
貝柱 平 9. 5 1 88.4 3 2. 5 6.1 4 O. 02 7 1.5 5 3. 1 

肝臓 7.ラ 1.30 1. 3 4 6 4 0.9 1 0 6.1 

生殖腺 1 1. 2 1. 8 0 O. 1 9 1 1 4.4 1 9 3.3 

3 貝柱 ち 8. 9 1 5 3. 1 26. 5 4.6 9 0.04 4 1.2 6 9.2 

肝臓 5.9 1. 1 2 0.05 8 4 4.6 144.6 

7. 3 1.00 O. 3 5う 8. 5 1 2 5.0 
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第3表 底質の重金属蓄積量
川内

ふて1FemfJ/?， Cuu7'/?' Z n u?' /?' 

2 1 3.2 5 7.5 1 03.0 

6 3 9.2 5 4 6.7 1 3 9.0 

1 4 2 4.0 0 29.5 1 1 0.5 

18 1 2.7 5 8.5 8 2. 5 

22 27.00 4 1. 5 1 4 O. 5 

第4表対照地区のホタテガイの重金寓

~ 穀 長側 体 重 F 部位重量P Fem<J/?- Cu u?'/?' Z n u?' /?' 

茂浦貝柱 1 2.6 216 7 9. 1 o. 0 4 0 2.0 6 O. 0 

肝臓 6. 1 1. 2 5 0 2 2. 1 2 0 2.8 

生殖腺 4. 3 3.1 4 0 9 4.0 42 2.0 

茂浦貝柱 1 2.4 2 1 5 7 7. 3 0.0 2 1 2.5 1 05.5 

肝臓 6.1 0.9 90 3 9.5 1 4 0.0 

生殖腺 3.5 0.80 5 1 7.5 4 03.7 

小湊貝柱 1 0.4 1 20 47.5 0.0 2 1 2.5 1 3 2.0 

肝臓 3.5 0.02 8 2. 6 1 52.6 

生殖腺 2.5 0.60 0 20.0 29 8.0 

小湊貝柱 10.0 8 6 3 0.2 0.04 0 2.5 1 24.5 

肝臓 2.5 0.7 8 0 34.0 2 32. 5 

生殖腺 1.2 1. 00 0 40.0 1 3 2 O. 0 
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第 5表 ホタテガイの重金属平均蓄積量 川内

-----------
F e ~/? Cu u?/? Zn u?/? 

貝 柱 0.1 09 3. 1 7 63.1 8 

肝 臓 1. 3 3 4 56.5 2 1 5 3. 2 7 

生 殖 腺 0.5 47 1 3.6 3 1 46.1 4 

第 6表 ホタテガイの重金属雌雄知序均値 川内

-------Fe ~/? Cu u?/? Z n U?/? 貝 柱
0.04 7 5.3 2 5 7.6 
O. 1 5 9 1. 4 6 6 7.6 

肝 臓 1. 4 0 8 5 8. 2 1 64.4 
1. 2 7 4 5 5.1 1 4 4.3 

生殖腺 2 0.3 9 2 1 1. 4 1 7 5.7 
0.6 72 1 5.3 1 2 2.4 

. 
日7表 対照地区のホタテガイの重金属平均蓄積量

-ι 

--------------
Fe ~/? Cu UP'/? Zn u?/? 

貝 柱 0.0 3 0 2.3 1 0 5.5 

肝 臓 0.7 62 2 4.5 1 8 1.9 

生 殖 腺 1. 3 8 6 42.8 3 1 3.9 
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第 8表ナマコの重金属蓄積量

よい全体量p 乾燥重量F Fe m'J/?" 

2 3 4 O. 5 1. 0 5 

19 44.5 1. I 5. 

1 5-1 1 6.5 O. 5 8 

1 5-2 2 1. 5 0.3 5 

7 65.6 1. 7 5 

3 23.2 0.40 

第9表大揚鉱山抗内水のTLm測定結果

ヒメダカ生残数

よ¥ 24 h r 
PH 

( 1 9. 6"C) 

0.1 0 6.2 9 1 0 

O. 1 1 6.0 9 1 0 

0.1 2 5.9 1 1 0 

O. 1 3 5.89 1 0 

0.14 5.7 1 1 0 

0.1 5 5.58 1 0 

0.3 5 7 

0.1 3 0 

1. 0 34 

0.4 1 4 

0.3 8 8 

0.3 12 

4 8 h r 

( 20.30C) 

1 0 

1 0 

1 0 

5 

う

2 
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川内

Cu u?"/ p- Zu u?"/? 備 考

8.5 1 2 2.5 

6.0 1 0 O. 0 

1.0 1 9 3. 1 

1. 7 4 6 5.7 

7.0 6 7.1 

1.3 23 7.5 2個体混合

72hr 

備 考

( 1 7.2 "C) 

1 0 希釈水

7 :湧水

3 PH 7. 7 0 

。供試
個体数 10尾

。
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淡 水資源調査

I 調査目的

サクラマス￠放流後VLi.~ける母川滞在中の生残，生長度等を把握し，前年度放流したサクラマスにつ

いての回帰状況を確かめ，放流効果及び人工餌料の適否を検討するとともK放流河川の性状，走らびに

食性念どを知_!?.生理生態に応じた河)11の有効左利用方法を明らかにするととによ_!?内水面漁業の振

興をはかるためにお、と左った。

E 調査内容

1. 調査期間:昭和45年4月-46年3月

2. 調査場所:東通村老音防11

3. 調査員: 次長頼 茂

淡水養殖謀樹市青山禎夫

4. 調査項目

(1) 放流効果の検定

(2) 河川VLi.~けるサクラマスの生態

(3) 河川環境

5. 調査方法

(1) 放流効果の検定

人工飼育したサクラマス稚魚(ヤマメ)陀標識を付し，従来から魚類の生息していた河川と未

邑患の河川に放流して効果を比較した。

(2) 河川におサナるサクラマスの生態

鈎獲試験.覗き念どによってヤマメの移動.生長，摂餌状況を調査した。

(3) 河川|環境

定期的に河川|の観測を主?となって環境の推移を把握した。

E 調査結果

1. 放流効果の検定

スモモ沢(従来から魚類が邑息していた河川けには2，996尾を3区にわけで 6月11日K放流

し，カペ山沢(魚類が生息してい念かった河川)には 1，035尾を6月12日に放流した。

放流魚は0オ魚で体長3.6 -6.6 c:m， 体重0.7-3.6 l'で，標識には脂ピレ切除，脂ピレ切除と

右腹ピレ切除，脂ピレ切除と左腹ピレ切除というように放流区どとの区分が出来るよう Kした。

その結果.上流から下流K移動したヤマメが多くみられ.移動B団住の長い魚ほど成長がよい傾向
がみられた。また従来魚類が生息していなかった河川(カぺ山沢.滝KょD湖上が阻止されていた)

に放流したヤマメは，魚類の生息していた河川ICスモモ沢)に放流したものよタ生長がよかった。

との原因としては魚の生息量に対して天然餌料が豊富であったためと考えられる。

2. 河川陀bけるサクラマスの生態調査

昭和 43年陀標識放流した1，088尾のうち回帰が確認されたサクラマス親魚は17尾で，その

内訳は海面 16尾.老部川1尾であった。

老部川になける本年のサクラマス産卵床は本支流あわせて88床で. 1尾平均抱卵数が3，500 

粒であったととから，産着卵数は約 31万粒と推定される。

7月になける年別の Oオヤマメの平均体長は第1表のとなbであるが. 1時掛J、型化したヤマメの

の成長度は再び回復してきている偏向が認められた。
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第 1表 産卵床(湖上親魚数)と稚魚の大きき

年 産卵床数 推定産着卵数
7月のヤマメの体長(cm ) 

標本数 備 考
(床) (万粒) 分 布 巾 平均体長 (尾) (捕獲月日)

( 0オ魚)

1 9 63 
1 1 2 2 3 8.6-10.4 9.0 3 

昭和 38

， 6 4 
5 7 1 3 

39 
6.9_ 1 0.4 8.6 24 

• 6 5 
1 4 7 3 5 7.4-1 0.7 8. 9 6 

4 0 

• 66 1 90 4 5 
4 1 

6.2_ 8.8 7.6 1 7 

• 6 7 
1 4 9 3 5 4.7- 8.6 

4 2 
6.74 2 3 7月27日

• 6 8 
1 9 2 5 0 う.8- 9.0 

4 3 
7. 4 2 1 7月30日

• 6 9 9 9 3 3 6.7- 9.6 
4 4 

7.7 1 1 0 7月 11日

， 7 0 
8 8 3 1 う.0-10.7 7.2 8 6 4 7月 24日

4 5 

第 2表 中ノ又沢(老剖11支流)の環境

年 月 日 時 間 気掴つり 水温tcl流水量 底 棲 生 物

ぉq{ec蜂勝目 毛麹目 麹甘 双趨目 端脚目 その他

4 5， 6 ， 1 1 1 7時o0分 1 9.0 0.19 2 8 5 8 1 6 2 6 3 。

4 5， 7 • 2 4 1 4 • 3 0 2 2.4 0.34 1 8 3 0 2 4 6 

45，11，18 1 O. 4 5 7. I 0.2 0 う 7 2 9 7 7 2 I 4 

46 ， 1， 2 6 I 0 • 00 1 3. 8 7. 2 0.3 2 

4 6， 3， 2 8 1 3 • Iう 1 1. 0 8.9 1. 8 8 

サーバーネット :25X25cm
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3. 河川環境

老部JII(iL;j;.ける河川環境は第2表に示すとおサであるが，流水量はO.1 9 ~ 1. 8 8 m'/ Secであ

り.底棲昆虫は毛題目，埠坊目が多かった。

N 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) サクラマス稚魚(ヤマメ)の河川放流は体長 5~6 cm( 2~3 51')に遥したものであれば効果

が期待できるものと思われる。

(2) 放流魚は下流へ移動Fる傾向が強<，移動距離の大きい魚体ほど生長がよいととがわかった。

(3) 標識放流したヤマメがサクラマス親魚となって回着することが，毎年連続して確認されている。

(4) 数年前まで小主退化する傾向にあった0オ魚ヤマメの成長度が回復しているととがわかった。

(5) 今年の老部川本支流には約 31万粒d濯着卵があるものと推定される。

2. 今後の課題

(1) 問題点

A 河川周辺の凋発によタ河川の荒莞がみられる。

(2) 今後の課題

A 河川内十てなけるヤマメの最大収容量を把握すること。

B 河JII(iL;j;.ける放流数を増犬するとともに，地元海面にj:;吋るサクラマスの生態調査をなこ左

う必要がある。

C ー河川にとどまらず周辺河川を含めて保護育成対策をとることが必要である。
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在来マス類調査

I 調査目的

E 

在来マス(ヤマメ)の河川放流後になける生残・生育・行動等の生態的左面と併せて環境との関係を

究明し.放流魚としての適否を判定する。

謂査内容

1. 調査期間 Iltff日 45年4月~昭和 46年 3月

2. 調査場所 下北郡東通付老部川

3. 調査員 次長頼 茂

淡水養殖謀技師 青山禎夫

4. 調査項目

(1) 放流河川の概要

(2) 環境

(3) 放流魚の生育・行動

(4) 漁獲

5 調査方法

4.の(1)については過去の餅ヰをもとに聴取りによb作成し. 4.<7)(2)-(4)については夫々現地調査

を行う一方ー剖日標本を待帰って調べた。

E 調査結果

1. 放流河川の概要

放流河川は何れも老部川の支流でAa型に属し.スモモ沢lてはヤマメ，イワナ，アユ等の魚種が

棲息するが.カベ山沢滝上流には魚族は全〈棲息してい之とかった。
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2 環境

河川の性状は第1表のとなりであるが，特にカペ山沢はスモモ{尺に比して端脚回(ヨコエピ)が

第1表定点観測

=λ モ モ 沢

45.5.27  45.8.13  4 5 . 1 o. 

1 2 3 1 2 3 l 2 

1.①河 )11 巾 う.21η 7.0 8.0 う.2 7.0 8.0 5.2 7.0 

@流 巾 3.0tη 3.3 3.8 4.0 3.う 4.5 3.3 3.3 

2. 平 均 水 深 0.04m 0.09 0.08 0.06 0.1 0.1 0.06 0.09 

3 ①流 速
03m44A〆eecで 0.4 0.5 0.49 0.21 0.28 0.5 3 0.1 9 

②流 主豆主L1 
0.0 0.12 0.10 0.1 2 0.14 0.20 0.08 0.07 

4. 水 色 i育 清 清 ?青 ?青 清A 清 i 
5. 濁 庭 透 透 透 透 透 透 透 透

6. 時 問 10: 25 16・15 1 5・10 16:00 15・00 1 1・iラ 16・50

観 天 侯 bc bc bc r r r c c 
たメコ、 湿 22.3'C 1 7.7 16.9 18.1 18.2 18.5 16.0 

水 湿 14.20C lう.1 1う.5 16.1 16.2 lう.7 1 4.0 14.2 

調リ P.H 7.1 7.1 7.2 7.1 7.2 7.3 6.9 7.0 

7. ① 

間 大 き さ② 10 11 。
③ 2 。 4 

の ① 3 4 

型 @ 9 8 。
状 ③ 2 。 。

① 。 。
況 類 度@

⑨ 。
8. 粗径 1 以下 1.0% 2.0 1.0 

底 1 ~ 2 1.0 2.0 1.0 

2 ~ 4 4.0 3.0 4.0 

質 4ち% 以 上 ヲ4.0 93.0 94.0 

9. 蔭 樹 木 V亡 蔽 わ 士工 る。

10 水 生 手直 物

11 蜂 車券 目 104尾 85 1 00 111 205 1 31 36 68 

水 毛 麹 目 30 9 26 18 10 3 1 1 7 37 

産
麹 3 8 。 1 1 4 6 8 3 

双 麹 日 16 7 6 う7 I 1 9 6 1 4 。
動
端 脚 目 3 30 20 62 16 1 3 129 36 

物 そ の 他 1 0 1 0 2 26 3 1 26 7 11 

(注) 流量測定は浮子流し法による。
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多い。

カ ---:. 山 沢

1 3 45.5.28 45.8.12 45.10.15  

3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 

8.0 4.8 う.0 3.3 4.8 う.0 3.3 4.8 5.0 3.3 

4.0 1.8 2.3 1.8 1.8 2.3 1.6 1.8 2.6 1.8 

0.09 0.1 1 0.1 0.1 0.12 0.1 0.09 0.12 0.17 0.1 

0.5 3 0.99 0.1 8 0.2 1 1.0 0.21 0.1 8 1.0 0.2 0.3 
0.13 0.04 0.04 0.03 0.04 0.04 0.02 0.06 0.05 0.03 

1育 清 清 i育 i育 清 清 ミF旨 :宿 清

透 透 透 透 透 透 透 透 透 透

14 : 50 1 0・50 12:ラO 14 : 4 5 1 7: 25 16・lう 1 4 : 1 5 1 1・15 1 0: 30 

c bc bc bc c c bc bc bc bc 

1 6.3 18.7 18.1 20.:1 20.2 20.9 23.3 1 7.6 17.0 1 7.2 

1 3.9 14.3 16.8 1 3.7 17.1 1 7.3 16.6 1 3.4 1 3.3 12.8 

6.9 7.1 7.1 7.0 7.2 7.2 7.3 6.8 7.0 6.9 

29 。
10 

16 

。

ぞ，

6.0 0.4 0.4 

6.0 2.0 2.6 

10.0 4.0 6.0 

78.0 93.6 91.0 

樹 木 oて 蔽 わ オ1 る。

16 3 7 60 う5 13 3 86 76 29 1 1 31 

9 1 1 3 。 57 21 4 。 18 。
10 2 1 。 。 4 。 10 う 2 う。 。 8 。 27 14 8 6 。 3 

64 49 5 3 66 1 0 1 90 76 1 9 1 25 183 

2 4 16 9 10 6 3 3 2 
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3. 放流魚の成育.行動

第2表の内容Kよって放流を実施したが.放流後1ヶ月後K活発念動きを示した。その移動拠兄

t土放湘也点よタ殆んどかマ流域へ移動している。

第2表放流内容

A モ モ 沢
カ 内、. 山沢

1 2 3 

放 流場所 ス モモ沢橋
橋よタ 400m上流 橋より 800 m土流 滝ょ .b500m上流

地点 地点 地点

放流年月日時 45.6.1 1 1 5・05 45.6.11 15・20 45.6.11 15・30 4 5.6.1 2 1 0 : 3 0 

放流時の水温 1 7.5 oc 1 7.80C 1 6.90C 16.1"C 

放流尾数 9 9 8尾 9 9 8尾 1，0 0 0尾 1，0 3 5尾

放流方法 lク所 1ク所 lケ所 2ケ所

放流魚の大きさ 5.5 9 cm ( 5 0尾) 4.8 8 cm ( 2 5尾) 4.9 3 cm ( 2 5尾) 4.6 4cm ( 50尾)(平均体長)

標 識
ad・f+Lv・f

ad・f+Rv・f a d • f a d • f 
切除

相坂養魚場(十和田市)よタ老部川内水面漁業協同組合ふ化場ま ふ化場ょタカベ山沢運搬方法
で小型貨物自動車で運搬(行程90 Km)後は人で運搬 入口までトラ yクで

運搬(3 Km) 

所要時間 2時間 15分(1 2 : 1 5-1 4 : 3 0 ) 40分 (9:50-
10:30) 

備 考 2尾へい死 2尾へい死 上淵へ 535尾放流
下語*，，-500尾放流

最 大 最 平 均 備 考

6.6 cm 3.6 cm 体 長問 4.8 9 cm 
放流魚の大きさ

体 重 P 3.6 p- O. 7 p- 1.9p-
1 0 0尾測定

B 成育状況は第3表.第2表に示すようにカベ山沢のヤマメKついては5ヶ月目で成長比は

626と最もよい伸びを示し，総体的に天然窟Dものと遜色のない成長を示していた。
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第3表成長度

記
ス モ モ 沢 カ ，、- 山 沢 官怒 合
I区 E区 E区 最 最

ト 最 最
平 均

最 最
平 均

最 最
平 均

平均
大 大 大 大 平 均

(放流〉 cm 
BL 6.6 3.6 5.6 6.2 3.9 4.9 6.3 3.9 4.9 5.8 3.3 4.6 4.9cm 

45. 6.11 
(50，@ 

?' 
BW 3.6 0.7 1.9 一 (25感 一 (25，尾) (50感 1.9 ?' 

BL 7.3 4.9 6.1 8.1 4.5 6.2 7.5 5.7 6.7 9.9 4.9 6.1 6.3 
45. 7.23 (10.感 ( 11感 (10感 (10A) 

Bw 7.0 2.4 4.4 1 0.7 1.8 4.7 7.8 3.4 5.8 18.0 2.0 う.0 5.0 

BL 8.1 5.4 6.7 9.2 6.3 7.5 10.1 5.5 7.0 11.1 4.8 7.6 7.2 
45. 8.13 ( 7感

民v 一(12，増 一( 6尾) 一 一( 6尾) 25.3 1.9 9.6 

BL 7.7 5.7 6.う 8.4 5.2 6.9 8.3 6.5 7.3 15.0 5.5 8.2 7.3 
45. 9. 6 ( 7)尾〉 (9尾) (12，@ (24m 

Bw 8.9 3.3 5.2 10.3 2.5 6.1 9.8 5.1 7.3 43.2 2.8 1 1.9 7.6 
(1現)

BL 10.3 7.0 7.9 1 0.1 6.2 8.0 9.5 6.3 7.8 1 1.2 6.0 8.5 8.1 
45.10.11 (4尾) (8尾) ( 11国

Bw 18.0 5.5 8.9 18.0 4.0 9.3 14.0 4.0 8.0 230 4.0 10.9 9.3 

BL 8.3 6.7 7.5 9.0 6.2 7.9 10.0 7.8 9.0 1 1.5 6.2 8.7 8.3 
45.11.12 ( 2，尾) (梶) ( 3尾) (10.増

Bw 9.7 5.1 7.4 12.8 4.8 8.7 1 7.1 8.6 1 2.9 23.9 3.9 1 1. 9 1 0.2 

第2図体長組成

スモモ沢(標識)

@ 

'12 45.6.11 
60 I 
(放流時)

0= 1，0尾
ι16  

45.9.22 

40 40 
0=32 

20~ n I 201 I ド斗 I 20 

3.4 4.4 5.4 6.4 7.4cm 6:4 7.4 8.4cm 6.4 7.4 9.4 cm 

% I 45.8.13 
40 

0=42 
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45.10. 15 

n=9 

20. 

スモモ沢(ヌ現ミ)

45.8. 13 

n=7 

qら

40 

20 巴
7.4 8.4 9.4 cm 

45.7.22 

n=13 
% 

吋可
atal目l'l.tf1t''1}4

円
U
勺乙

40 

6.4 7.4 8.4 9.4 cm 

45.9.6 

n=2ヰ

7.4 8.4 9.4 cm 

qも
0/0 14う.6.11 
!日=15-0 
40 40 

20 

45・円・12

1~n-ーぅ辺 6A 7.4 8.4 9:4 10.4 11.4 cm 

40.ln=52 

% 

20 円巳
20 

「トィ山
6.4 7.4 8.4 9.4 10.4 11.4 C11! 

C 雌雄比はスモモ沢については有意差は認められ左いが.カぺ山沢については有意差がある。

スモモ沢vc封Tるヤマメの胃内容掬ま殆んどが水生昆虫で占められ，偶にヨコヱピを食して
カベ山沢のそれは個体差ζそあれ何れもヨコエピtてよって占められてhた。

日

UーハU

，i
l

l

 

R
ム

=
4

n

 

6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
J
t
1
1
5
2
1
2
2
1
 

%

相

却

D 

レ、るが.

胃内容物重量組成

益支
スモモ沢 カペ山沢 スモモ沢 カベ山沢 スモモ沢 スモモ沢 カベ山沢 スモモ沢

45.7.23 45.8.12 45.10.11 45.10.10 45.1 0.11 45.11.1 2 45.11.10 45.11.12 

I区 E区 E区 I区 H区E 区 天然も。 I区 E区 E区 天然もの

% 
0.151> 30 33 60 40 1 2.5 15.4 18 Il.! 50 40 10 1 2.5 

0.1?もZコ40 50 40 50 25.0 30.8 9 44.4 50 60 3 3 30 5.0 

0.2 " 20 1 7 1 2.5 50 30.8 36 22.2 33 20 1 2.5 

0.3 " 10 10 2う.0うO iう.4 18 1 0 1 2.5 

0.4 " 1 2.5 7.6 18 22.2 10 一
0.5 " 一 12.5 

0.6 " 

0.7 庁 1 2.5 一
0.8 " 10 

0.9 " 1 0 
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4. 漁獲

A 漁獲調査結果からスモモ沢の各区におサる 1人 1時間当たりの漁獲量をみると， 1区0.4尾， II区0.39尾.

ヤマメの棲息割合が多く在っているが.区域外を除いては各区とも屡々平均的な棲息分布を示している。

第5表漁獲調査(含移動状況)

E区0.36尾，区域外 0.6尾と下流域程

A モ モ 沢
言十

(鈎による) 区 E 区 E 区 区 域 外

標 天 イ 人 員 標 天 イ 人 員 標 天 イ 人 貝 保 天 イ 人 貝 標 天

日E尾 尾 尾 人 尾 尾 尾 人 尾 尾

1 尾0|1 l:3子6 
尾 尾

45. 5.29 。7 I 5 雪 。 I 2 ヨ 。 。 9 27 1 : 30 I : 30 

45. 6. 12 。3 2 。2 4 。。 4 。 う 10 。:ラ 0 o : 30 。:30 
45. 6. 17 2 。2 3 。 3 。。 3 2 6 2 9 。:30 o : 30 o : 30 o : 30 

45. 6.23 16 6 
1 

3 3 37 1 2 11 。:40 I 3 0: 40 8 0・40

45. 6.28 。 2 7 1 : 00 6 1 : 00 3 1 : 00 16 7 

45. 7. 2 。 4 9 。 う 6 。 2 4 6 。 1 9 9 1 I 3 I : 0 0 1 : 0 0 I : 0 0 I : 00 

45. 7.13 4 8 ( 3 区2~ 3 6 。 。 9 18 2 0 I 2 1 : 30 1 : 30 I : 00 1 : 30 

45. 7.22 ( 3区!? う ( 3区B 2 1 1 4 27 
2 

4 10 3 2 2 1 39 10 1 : 3 0 1 : 30 1 : 30 1 : 30 

45. 7.23 9120 8 ( 3区314) 2 4 17 2 14 10 7 4 う0 3 1 30 2: 40 2 : 40 2 : 40 1 : 0 0 

45. 8.13 1 2 3 ラ (3区11 2 4 16 。1 3 3 2 。 38 7 2 2 2 : 00 2: 00 2 : 00 2 : 0 0 

45.10.11 4 3 3 2 7 3 12 8 26 6 2 1 1 : 0 0 1 : 00 8 1 : 00 1 : 0 0 

45.10.14 う 4 6 3 1 2 8 。 B 3 4 8 22 1う 30 6 1 : 0 0 1・00 1 : 00 1 : 0 0 

45.10.22 ( 2区1) 4 14 ( 3区う17) 9 9 2 9 ( 1区8) う 7 36 I 2 40 1 : 0 0 1 : 0 0 1 : 0 0 I : 00 

45.11. 1 。ラ ( 3区13 う 8 。 7 3 
7 1 : 0 0 

。
1 : 00 1: 00 o区D 6 2 I : 0 0 16 I 1 2 1 

2 " I 
45.11.12 3 2 

5 。 1 
2 。 4 l 

( 1区22) 4 3 1 0 7 10 1 : 00 ( 3区I) 1 : 0 0 1 • 0 0 1 : 0 0 

45.11.23 う 4 6 。 4 。 ( 1区う) 13 2 16 18 8 I :00 1 : 00 I : 00 1 : 00 

18 1 8 1 8 14 
一「

言十 67 7 1 67 18 :ぅo 1 14 20 日7 1 8:ぅ。 106 12 95 18: 2 0 うう 73 32 1 5 : 1 0 342 17 8 2 8 1 

〔註〕 l' 30=lE味鈎時間 1時間 30分の意，様…・・・標識魚.天……天然産ヤマメ.イ……イワナ

l
M
印

吋

l



B 魚種別漁獲割合を第 3図h:示したが，天然ヤマメも放流ヤマメも 8月以降は大き左動きはみ

られない。ただ 1• rr区へ E区からの混入魚が多〈ーなっているのが目立つと同時Kイワナの増

加がみられ.ヤマメが減少傾向にあるのはサクラマスの産卵期に当りヤマメか釣れに<<左っ

た為と思われる。

第3図 漁獲割合(スモ毛沢)

〔注〕!t1f36月128---8月139
実.1 5月 ~2 ヨ~11月L3 日

% 
印

r---; 
田区

区域外
σプσ 

r

l

l

 

司。

40 

総計

20 

司。

40 
I区 E区

20 

40 

日 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) ヤマメの放流時期としては降海型ヤマメの出現する河川にお=いては，降海が終了すると思わ

れる 6月中勾以降が適期と思われる。

(2) 放流魚の適正サイズについては体長 5-6 cm，体重2-3 7'のものでも放流時期を誤まら左

ければ充分であろう。

2. 今後の課題

(1) 単位面積当りの放流適正尾数。決定

河}11 Vてなける季節別餌料の現存量を把握し，一方ヤマメの季節毎の摂餌量算定と消化速度を

求めるととによって，その河川Vてなける適正放流尾教を求めるととが必要である。

(2) 放流魚の生残率調査

人工養殖したヤマメを天然に還元した場合.どの程度生残り率を示し経済効果に寄与するか

を究明するととが必要である。

(3) 放流魚の再生産関与の問題

放流魚のうちどの程度の魚が再生産に関与し，資源の増大K寄与するかを擬すする必要があ
る。

{昭和45年度指定調査研究総合助成事業 、
在来マス類増殖研究報告書(197 1 • 3 ) J 
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場魚養坂相

。オームリ飼育試験

的日

本県におサる内水面漁業開発の一環として，ソ連産オームリを導入し，増養殖の可能性を検討する。

治

二

毅

治

昭和45年 4月~全46年 3月

十和田市 相坂養魚場

相坂養魚場長三田

技師小田桐

業務員松田

松

譲

調査内容

調査期間

調査場所

調査員

2. 

1. 

3. 

E 

ニジマス成魚用粉末を餌料とし

銀

4. 調査項目

(1) 発限卵のふ化

(2) 親魚費*

5. 調査方法

(1) 第 1図のよう左ふ化器を試作し使用した。

(2) 養成池は7.6mX 2.2 m水深 0.75 m注水量2.3.6/sとし，

た。

困1/ 1/ 

オームリ用ふ化器第1図

φロ 5om71! 
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。



E 調査結果

(1) 4 5年 3月 30日発眼卵 10万粒を収容し九

ふ化率は約 80%であったが. ドブネズミの食害を受けたので. 9月 29日まで生残った 115

尾を十ニ湖K移売宣した。

(2) 親魚養成中のものは満2年総昼し.全長18.5 cm になった。

H 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 4 5年鹿ふ化した稚魚は，餌料生物の発生が悪しをたドブネズミの食害等もあって. 11 5 

尾の生残りしかなかった。

(2) 4 4年度ふ化した稚魚出|員調に成育中である。

2. 今後の課題

(1) 問題点

病害附すし非常に弱い

(2) 今後の課題

オームリに適した餌料の開発と，魚病対策について検討する必要がある。

(cm ) 

20 

15 

10 

第2図オームリの成長(全長)

/ 

4月 5月 6月 7月明場 lÇ月 11月 12月む~ 4月羽伺
45年 46年

第 1表オームリ魚体測定表

測定年月日 全 長 体 長

。百 cm 
45 • 4 • 2 9.0 7.9 

11 5 . 1 1 O. 1 8. 7 

11 6 • 8 1 2. 1 1 O. 7 

" 7 • 1 1 2.9 11.8 

11 8 • 1 1 3.8 1 2. 1 

11 9 • 1 14.9 1 2.8 

11 1 1 • 2 1 5.8 1 3.7 

46. 2 • 1 1 7.8 1 5.3 
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体 重 測定尾数

F 尾
5.5 2 0 

7.4 50 

1 4.0 2 0 

16.5 2 0 

2 O. 6 3 2 

2 5. 7 3 5 

3 1. 5 2 0 

4 3. 5 2 0 



卵稚魚の生産配付及び養魚指導

卵，稚魚の生産配付

魚 種 一 ジ 『司F ス マ コ. イ イ ロ コ. イ キ ン ギ ヨ

採卵数 うo0万粒 500万粒 20 0万粒 5 0万粒

発目艮率.ふ化率 8う% 40% 40% 30% 

県 内配付 Ws 2 1 0.5万粒 128万粒 8 3万粒 う万粒

稚魚 26.5万尾 3 8.5万尾 1.2万尾

県 外配付 Ws 1 6ラ万粒

E 養魚指導

I~ 養魚全般 魚 病 ニジマス コ イ 計 備

5月 5 う 五戸，因子，十和田町

8 2 3 東通村，十和田市

9 上北田了

1 0 2 2 十和田町

1 1 7 7 東通村，新郷村

1 2 倉石村，七戸町

3 4 2 6 東通村，大間町，三厩村，青森市

E 参観者の状況

4月:3，50 0人 5月:1 0，0 0 0人 6月:5，0 0 0人 7月:1，5 0 0人

8月:"4，，(jl 0 0人 9月:1，00 0人 10月:1，00 0人 11月:2 00人

1 2月:1 0 0人 1月:1 0人 2月:1 0人 3月:1 0人

合計 2 6.3 3 0人

. ¥11 今後の課題

考

冬期間湧水量が減少し，水量不足による魚病の発生，発死事故のなそれがあるので，水量確保の必要

. カ2ある。
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里 石 養 色 場

。ドジョウ養殖試験

試験目的

養殖用種苗を人工的K安定生産しドジョウ養殖の確立をはかるとともに.養成用餌料の検定をなとな

い経済性の向上をはかる。

E 試験内容

1. 試験期間 昭和45年 6月-12月

2 試験場所 黒石養魚場

3. 試験担当者 黒石養魚場長山形 実

技師清藤 武

業務員瀬川徳次郎

4， 誌験項目

(1) 種苗生産試験

(2) 餌料の検定

(3) 換水量試験

5. 試験方法

(1) 種苗生産試験

コンクリ ト池を用いて天然産卵促進，抽出ホノレモン投与による産卵誘発.人工採卵ふ化後放

養の三方法について比較した。

(2) 餌料の検定

魚粉・米糠・生鮮魚なよびイーノレフードの比較と季節別給餌の良否tてついて検討した。
(3) 換水量試験

流水量によってドジョワの収容量v<こ変化を与えるととが出来るかどうかについて検討した。

E 試験結果

1. 種百生産試験

第 1表に示すとなり天然、産卵促進では 5.5尾/m'，ホノレモン投与による誘発では2.5尾/m'，人

工採卵では 2.8尾/伊の生産をちげるととが出来た。
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生

放

養

取

上

げ

総

生

産

. 

第1表種百(稚魚)生産方法の上撤

!抽出ホノレモンによる産卵 人工採 !'ls 
産 方 法 天然意卵促進誘発(ゴナトロヒ。ン (ゴナトロピン

5 0 U/尾) 100U/尾)

池 の種類 コンクリート コンクリート コンクリート

面積(m>) 6.0 6. 0 6. 0 

年 月 日 6.29'70 6.29'70 9.30'70 

♀ 1.う 1. 5 
基準(尾/伊) 1 6.2 

3 う う

♀ 9 9 
尾 数(尾) 9 7 

3 30 3 0 

♀ iう.5 1 6. 4 
平均全長(仰) 4. 6 

3 9.0 9.0 

平 1 9.8 2 2.4 
平均体重 (rl) O. 7 

3 3.0 3.0 

月 1 2 1 2 1 2 

取上げ重量 ( K9) 0.1ラ9 0.04 8 0.09 0 

全尾数 (尾) 3 3 1 5 1 7 

尾 数(尾/伊) 5.う 2. 5 2. 8 

平均 全長 (cm) 9.7 8. 2 9. 9 

体重(fj ) 4.8 3. 2 5. 3 

重量(K9) 。 。 。
残量
尾数(尾) 。 。 。

重 量(K9) O. 1 5 9 0.04 8 0.09 0 

尾数(尾) 3 3 1う 1 7 

生産多m' 重量(fj ) 2 7 8 1 5 

尾数(尾) う.ラ 2. 5 2.8 

2. 餌料の検定

従来の乾燥餌料(魚粉・対句棄)生鮮魚を加えると増重に有効性が認められるほか餌料費の軽減に

も在る。ウナギ用ペレット(イーノレフード)は鐸料としては効果的であるが餌料費が高くつ〈

(第2表)
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第2表餌料比較試験

1 
時期別給餌一10給餌 乾 燥+鮮魚餌料 ペレット

一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一 ー一一一一一一一一一 一一ーー一一『

魚粉手米糠 魚粉=会米糠 魚粉または鮮魚2: クナギ用
!区 分 1 1 米糠 1の割合で体重 ペレy ト魚粉→体重×ー 6-8月→体重×ー

20 10 

の110 
1 

1 2 魚体重のー
米糠→体重×-20 9_10月→体重×ー 10 

25 

魚粉I鮮21218魚02|1米40剖様O ウナギ用給 餌 量 (事) 5295 I 5295 5496 う4% 68∞ ペレ y ト

1 0 5 90 1 099 2 1 2 1 2 9 3 8 0 

給餌 回数 (日) 1 1 9 1 I 9 I 1 9 1 1 9 

池(コンクリート)面積例 6 6 6 6 

数(尾)
開企台a 281 281 2 8 1 28 1 I 

尾
終Ya' 2 7 1 9 8 217 24 3 

開始b 900 900 9 00 900 
重 量('11 ) 

終了b' 2 50 16 00 1 92 0 2 000 

平均全長(側)
開始巴 9.1 9. 1 9.1 9.1 

終了c' 1 2.06 1 1. 6 1 1 1. 3 9 1 1. 3 8 

開始d 3. 2 3.2 3.2 3.2 
平均体重('11 ) 

終了d' 9.3 5 8.0 7 8. 8 5 8. 2 3 

不 明尾数(尾)e 2 2.9 54 5 7 

測定除去尾数(尾 )f 2 5 2 9 59 3 1 

|尾数(尾)g 3 2 2 2 1 2 7 5 2 73 

総生産 I重量 ('11 ) h 2 99.2 1 7 8 3.5 2 4 3 3.8 2 2 4 6.8 

増 肉 係 数 1 中 1う.7 1 1. 8 8.ラ

増 量 率 1 1.98 2. 7 0 2.50 

生産餌料費i予~(体重) 2 62. 0 2 3 5.4 5 0 1. 0 
l-園田

g=  a' + ( f一三x1 00 ) 
a 

h= g xd' 

EE
豆
一

b

餌
一
一

給
一
一
V

h J=τ 
魚粉: 60 円/~ 対嚇.2 5円/K9 ウナギ用ベレ 7 ト: 1 2 0円/K9 鮮魚:50円/均

3. 換水量詞験

養殖池の中層を利用する魚種(例えばニジマス・コイ)の場合には流水量を多〈するととカ収容

量の増大となるが，底面を主として利用するドジョワの場合は必ずしも流水量が収容量を規制する

要因(許容範囲内で)とはなら左いと思われる(第3表)
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第3表換水量比較試験

換水・水深区分 7 .t/m i n 7 O.t/m i n 
水深20cm 水深4Oc沼

池(コンクリート)面積(柑) 1 8 2 3 

給 餌 日 数(日) 1 1 9 1 1 9 

給 餌 基 準(%) 0.1/日 0.1/日

給 餌 量 ( CJ ) 1 9， 8 2 5 I 1 9， 8 2 5 4 5， 6 3 3 I 4 5， 6 3 3 
3 9，65 0 9 1，26 6 

放 養 基 準(9/制) 150 3 0 0 

開始 a 844 2 1 5 6 
尾 数〈尾〉

終了 a' 439 1 3 8 7 

開始 b 2 700 690 0 
重 量(CJ ) 

終了 b' 2 9 1 0 7 9 5 0 

開始 e 9. I 9. 1 
平均全長(cm) 

終了 c' 10.8 3 1 O.う9

開始 d 3.2 3.2 
平均体重(CJ ) 

終了 d' 6.6 3 5.7 3 

不 明 尾 数(尾)e 34 7 65 8 

測定除去数 (尾)f 5 8 1 1 1 

尾 数(尾)g 
総生産

473 1 46 4 

重 量(9) h 3 1 3 6.0 8 3 8 8.7 

増 肉 係 数i 1 8 8.8 86.9 

増 量 率j 1. 1 6 1. 2 2 

W 今後の課題および考察

産卵の一層の促進をはかるために産卵K最も適する条件を見出すとと，また餌料については乾燥餌料

K生鮮餌料を加える ζとによって増量に効果を上げるとともに波及的に経済性を向上させるととが必要

である。
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卵，稚魚の生産配付及び指導

I 卵，稚魚の生産，配付

生産，配付状況

瓦守主1.マ コ. イ イ ロ ゴイ ニジ マス

採 Jis 数 422万粒 1 3 7万粒 6万粒

ふ 化 率 70% 6 5% 5 5% 

卵配付数 3 4 7万粒 122万粒 2.5万粒

稚魚配付数 3 6.79万尾 2.9 1万尾 2 0 0尾

E 養魚指導

指 導 件 数

子式 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 2 3 言十

コ イ う 4 6 6 2 5 。 3 3 

て'T ス 。 2 2 2 。 2 3 2 5 2 1 

その他 。 。。 。 。。 G 3 7 

言十 2 6 う 8 9 5 8 4 3 9 6 1 

E 参観者

延 5，000人

W 今後の問題点

1. 農業用水を使用しているためK水湿の変化が激しく.また採石，降雨による濁bが魚に惑い影響
を与え，良質の卵.稚魚を生産するのに支障をきたしている。

2. 梢乍転換に伴い養魚を希望する農家が増え.当場の生産量だけでは需要K応じきれ左い。今後は

民間の種苗生産業者を育戒する必要がある。
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八戸 i魚莱出 J毎岸局

I 拳薬局的

漁業の指導室主督と海難防止をはかるため試験船，取締船，一般漁船との聞に無線通信を行左うことに

より，操業秩序維持，漁場管理の適正を凶I?，猟莱経営の合理化と安全操業K資すゐ。

H事薬内容

1.実施期間昭和45年4-3月

2. 交信海域

本州海域，日本海全域，北海道全海域，カムチャタカ，ハワイ，ワエーキ，アラスカ，アリュー

シャン，ベーリング，カナダ，オーストリャ，オホーツック海，千島近海，赤道以北の太平洋海

域。

3. 担当者

主任通信士

技師

技

技

師

師

4. 取扱通信穫期J

佐々木光男

尾崎義隆

目時別悦

日下部恒雄

(1) 漁業指導監督通信 (水産庁関係)

A サグ，マス漁場位置漁修一報告通信 ( " ) 

B サンマ調整通信

C イカ，サバ調整通信

D オットセイ監視通信 11 ) 

E キワダ規制通信

F フグ網位置転告通信 " ) 
G 漁海況，水温報告通信

H 称、海侃予報事業通信 ( " ) 

I 北部海域(146度以東)位量報告

J R点，南方海域位置報告

K 1 70度以東位量報告(以上海上保安部関係)

L 北海道カニ規制報告(北海道庁街係)

M 気象観測期比告通信(気象庁)

(2) 遭難，緊急，安全通信

(3) 保安，安急、通信

(4) 航路重量執通信

(5) 非常通信

(6) 気象通信

(7) ぬ(JC放送

(8) 漁業通信

(9) 内航通信

(10) 公衆通信

-267ー



5 通信方法

(11 無線電信，電話によゐ送信，受信

(21 気芸家，、~\?毎 i兄のテレックス送信，受信

。) 遭難波 27524KC専用受信

141 2 4時同通統勤務

旧事菜市古米

1. 管内の船舶局数

期--------日~設\備\月J 竜{言 電 話

昭和 4 9隻
4 5. 3. ~ 1現在

591隻

日面非u 4 9隻
4 6. 3. ~ 1現在

554隻

2. 管内船舶通信土の選任'1*出

3. 管内船舶局選解任件数

4. 取扱通信実績

準加入 よ口込 計|

8 9隻 729隻 l

2 3隻 626隻

特技|計

一一-8 3 I 572 

851590 
-

考

通 経 月Ij 通(件) I ~ rsH 7}) 11~ 日平〆数時間(分 通(件)主主時白(分)備

I除 業 1自
送 6，68 2 1 8. 3 
戸J耳〈ι 1 0 2，8 6 6 2 8 1. 8 

計 1 0 9，5 4 8 96，432 3 0 O. 1 

気 象 通 2，1 9 0 1 1，7 7 8 5. 9 

t魚 況 放 送 3 6 5 4，980 

指導監脅i通信吉瞳周|支局通信 2 7，6 4 5 2 4，3 8 3 7 5. 7 

事

内

/兵下a、、

故 通 4 3 2，1 2 0 0.1 2 

計 3 u，2 4 3 4 3，2 6 1 8 3 

航 通 1言
送 1，1 0 8 
戸~ι， 3，8 1 9 

言T 4，927 8，4 1 2 1 3. 5 

衆 通

発 4， 3 2 6 1 1. 9 

着 1，3 0 5 3.5 

計 う，63 1 9，59 4 1 5.4 

計 lうU，3 4 9 1 5 7，6 9 9 412 

(相手局数漁莱 15， 8 :~ ~ 内航1. 6~2 公衆2.26 ~ ) 
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5. i:¥(l，i匂侃予執事莱通信

Il} 蹴安

総海i見予芋民事業は，附和司 9年度から金也的左規棋で実施されてきたが，広幸反されるまでに時闘

がかかり，述執性に向起があゐのでt4u毎tk情執処埠システムの民発か安求されてきていた。たまた

ま出和 4S年度より水産庁はj特侃速報の迅速化K闘すゐ試験実施をうちだしたので本県もそれに参

l出すふことに在った。

(2) 方法

本県では，水産庁の実施計画指針に基づき，模本船:~ 0隻及び試験船水温情報を八戸漁薬用海岸

局に厄集して全保連件、出センタ-(rcζテレックスで伝達した。

水産試験場では，全tw連t匹、海センターからの情報を解析し，八戸局を経由して各除、船K広報した。

予報事莱通信系

巴土Lト、
ーノ|互王子一→i三豆~h

目玉「i l 

UF7.kWf_l一一→!水式解析]一一--1
1-1 tw * faJトー→|漁 船]

(3) 実績

A 観測笑緩

旬 J5lJ 観測点差文 言十 ぷ口L 計

8 月下旬 348占 348占

9 片上旬 289 

" 中旬 2 6 3 7 3 1 

下旬 1 7 9 
1，3 5 7点

" 
1 0月上旬 1 3 9 

2 7 8 
H 中旬 1 3 9 

(4) 利用状侃

本県は，カツオ，サンマ漁船の出総船が左いため広報苅象は旋網，イカ漁船κ眠定されたが，旋
網面白は殆んどがファクシミリを袋偏しているのでか左りの関心がもたれたが保場が時期的に絞仰の

サバに集約されたため，送信時出」と水場時及び臨~â民時聞とか重;iったためにその多くはね用すゐこ

と左く終了したようであふ。

一方イカ、供品社はファクシミリを装備してい左いため，従来からの八戸独自のイカ，サバ撚i比放送

に加えて侭i匂i比センターからの主主報を従来どおり100パーセント利用していゐ。
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6. 講習，打ち合わせ

(1) 非常無線通信訓練 九回

(2) 電話級蚕成詩習会 1白 :1 :~名

(3) ロラン受信講習会 1回 2 :1 0名

(4) 気象講習会 1回 4 8名

7. 参観状t兄

参観回数 人数 摘

H併口45年 4回 2 0名 無参線考局枕察建設のため
7月

昭和45年 2回 4 7名 学生実蛍
1 0月 齢、莱無線研究調査

出和4:1年 l国 8名 見学
1 1月

昭和 45年 l回 4 0名 学生実習
1 2月

昭和 46年 l回 5 3名 学生実習
2月

JV 尋善美の成朱および今後の謀越

1.今後の諒題

A 免許関係

安

現在県，組合，内航と 3免許人と在っており，法的に止むを得ない点もあるが県，組合の経費分

担区分が明確で左い。とれらを整理し絵、合的運営をはかふことが望ましい.

B 通信i軍用施設闘係

現在電信，電話とも 17メガサイクノレまで設置していゐが局附近に住宅が密集し，テレビに妨害

が生じ始めている。また産莱道路が嗣通され自動車雑音が混入し通信可能組函か除々にぜばめられ

つつあるので早急、に移転を必要とする。

C 職員陶係

諸調整，指導監督通信の培加に伴い，命令系統と責任所在の明確化を凶ゐことが蔚ましい。

D 船舶局闘係

現在船舶局遭難救助のため. 808ブイの設置か強制されていゐか，遭難事前の救助効呆を高め

ふためピーポー型望書急装置の普及か望ましい。

E 漁海副予報通信

今年度は模本船の殆んどか日本海で操業したため，報告対象外となったが，今後特定の謀本船を

選定ぜず，水産試験場と八戸ね莱無線通信士会闘に協定することか望玄しい。
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財ゲ Y吋泊三長用 7冊皆同

I 毎毒事長目的

保美の指導監督と海難防止をはかゐため，試験船取前面船，一般自主j、船との闘に無線通信を行うことによ

り，操業扶序維持，t¥Et、場管理の遁正を凶りぬ期三E留の合理化と安全操業に貸する。

日等主義内容

1.実施崩閥附和4S年4-:Hl

2. 交信海域

青森県i中合，同本海全域，北j句通:ilJ:i印南部千島海域，棒太西部i毎域，沿海州，太平洋B海域

3. 担当者

主伝通信土長谷繁蔵

技 師竹森武一

技 帥工民主 衛

4. 取扱通信桂月Ij

(1) ね薬指導官ぽ通信

A Bヱドj毎ますね場位置報告通信

B 試験船，監枕船との指樽監督通信

C ~県海侃収集，速割賦f信

D 調査，試験，観j偽通信

Q) 道難，緊急、，安全通信

。) 保安，安急、通信

(4) 航路醤報通信

(5) 侭莱気象通信

(6) 漁莱通信

5. 迫信方法

(1) 無線電話(S S B方式)による送信受信

(2) 気象，ぬ海侃のファックス受信

(3) 遭難波A1 2091KC専用受信

(4) 軌 6時:{0分同局夜9時:{0分間局

血事業柑栄

1. 管内の自胡自民放

主ぞ竺!電信電話 電話船 準加入 合計 i併設船

目白和
4 5.3.:{ 1現在 2隻 7 2隻 。隻 74隻

昭和 3隻46.3.3 1現在 8 S隻 。隻 88隻
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2 管内船舶辿信士の選任状剖

よぞ竺Ij電信級 電話級 特技 合計
昭手口

3人
4 5. 3.:~ 1現在

6人 6 5人 7 4人

出手口 4人
46.3.3 1現在

3. 管内船舶局送解任件数

卜明¥日間¥選¥解¥任、151 選任件紋 解任オ牛数 備

自白手口 2 2件 1 1件
4 4年度

日討非日 2 7件 6件(4 !)年度

4. 取扱通信実頑

γそ1指導監督 気 象 l:¥¥'， 莱

件 時 分 件
t 1，8 5 1 2 3 o 5 1，7 9 <; 

5 2，う 59 2 3 1 <; 2， 5 4 2 

6 1，3 9 6 2 2 3 0 1，0 5 8 

7 6 9 3 2 3 1 5 8 <; 6 

8 418 2 3 3う 1，6 4 6 

9 299 2 3 2 0 3，2 7 6 

1 0 3 08 2 3 1 5 2，274 

1 1 246 2 2 う0 1，8 1 7 

1 2 2 1 <; 2 3 lラ 370 

1 292 2 4 2 <; 2 9 <; 

2 2 5 6 2 1 5う 239 

3 う25 2 4 o 0 677 

件 時 分 件
15-ゴ 言十 9，058 278 4 0 1 6，8 4 <; 

件 時 件
前年度計 6，1 7 8 94 

1 分0 1 8，4 8 6 

% % 
前年度比 I1 4 6.6 I 2 9 5.ψ9。l 9 O. 1 
5. 講習，打ち合せ，技術指導

A 気象講習会

B 通信反省、会

C 通信運用打合せ

2回延!)!)名

1回!)0名

2回延!)!)名

D 日本海ます通信打合せ 1也j :~ ;)名

E 技術指導 !) 8回

6 参観状記

考

事故

件

3 

2 

。
2 

2 

4 

件
1 9 

件
2 1 

% 
90.8 
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オート
相手局数 通信待問

アラーム

件 局 時 分
2，873 442 3 0 

4，022 46 0 1 2 

1，7 9 9 442 4 <; 

3 1，2 6 9 457 3 5 

1，76 0 4う7 う0

3，2 4 5 4 4 3 3 0 

2 2，3 <; 6 4 5 7 3 5 

2 1，8 62 4 4 3 o 3 

403 4 4 9 3 0 

340 4 <;う 2 1 

346 413 。。
824 4 57 1 5 

件 ノ司 時 分

1 0 2 1，099 5，3 8 0 o 6 
件 局 時 分
1 2 6，06 7 う， 1<; 4 o 7 
% % % 
8 3. 3 3 4 7.7 1 0 4.3 I 
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lV事案の成主食および今後の謀超

1.事業の成呆

(1) 全7絞に各許証域とほぼ満足できる交信設定か左されたo

但し辛洋丸の太平洋さけ，ます県立美試験におけゐ交信は遁距離と尉波紋の闘係から日中の通信は

できず，夜間通信(tLs.艮られたが空電雑音のため相当困難であった。

(2) 艇、j特J比の速報は情報収集か容易でなく定時放送の確立が左され左かった。

2. 今後の訣題

(1) 免許体制か県と組合の 2本建てであるため逗営主体が明石毛で左い。よって経常費，通信業務と命

令糸筑，施設費， iき起事務が合通的で左いので改善が望ましい。

(2) ぬ海出速報は定時放送か好ましいので陶係訣.1)長と連けいし，定時放送に改めたい。

(3) 最近白劉車等の交通騒音.1宗函不明の雑音か通信莱務に支障をきたしていふ。早急、に原因調査と

これか対策が必援であゐ。

(4) 太平洋B海域と交信を谷易にするため 8MC短波風波数の増設を考慮したい。
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十利Jltl胡貨源対策#乗

I 副首宜目的

前年度VL51続き十和田湖ヒメマス資源の生物学的変動を調査し，今後の資源対策に貸すゐ。

H 調重量内容

1.調査期出 昭和4!)年4月~企46年九月

2. 調査場所 十和田湖

3. 調査員 次長頼 茂

淡水養殖諒技師青山頑天

狗、業課技師佐藤直三

4. 調査項目

(1) ヒメマスの産卵期と君主卵場所

IL) ヒメマスの生態

(3) ヒメマス資源の呼価

5 調査方法

(1) 産卵期と産卵場所

アクアラングによゐ潜水と船上からの説水器による湖底の天然産卵床の確認を行左った。

(2) 生態

採浦したヒメマスについて魚体調査を行う一方掛取りによった。

(3) 資源の評価

過去の資料並びにこれまでに得た結呆に基き解析を行った。

曲調査結来

1. 産卵期と産卵場所

(1) 本年は特K降水量が例年に比べて少なく，陪和 40年以降最低の水位を記録し，その上9月以降

の水温は昭和 42年以来最も高目に経過していることから，産卵場は例年より更に沖合K形成され，

産卵終了勤も例年に比べて可成り遅れ 11月中旬まで続いたものと思われる。

第 1表降雨量(1 -1 1月)

第 2表 十和田掛表面水温(十和田湖ふ化場前)

自を 9月 1 0月 1 1月

上旬中旬下旬平均 上旬中旬下旬平 均 上旬 中 旬 下旬 平均
し

~ß 4 2 21. 12 18.04 16. 35 18.73 15.34 13.83 10.99 13.39 8.66 6.47 。.07 7.07 
4 3 20.42 18.89 18.47 19.26 17.26 13.06 11. 88 14.07 11. 33 8.65 7. 50 9.16 

4 4 20.66 19.77 18.69 19.70 15.56 14. 15 13.30 14.34 11. 42 9. 77 6.83 9.35 

4 !) 22.54 21. 22 19.27 21. 01 17.27 16.49 13. 76 15.84 11. 80 9. 38 7.94 9. 70 
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第 1図十和田湖水位(子の口)

9月 I 10月 I 11月 |年間惜し吋水範囲

10203010  20 30102030  (1-11月)

399. 5 

400m 

399.0 

一一一一一

ぺ
、

3<;8.5 

左お確認した天然、産卵床の分布状態は第 1表のとおDであゐか，ヒメマスが産卵する場所は水草が

厳生していても必ず底質は砂棟地帯であゐ.

第九表天然、産卵床分布調査

年月 日 天候 場 所 魚 種 床数 水深 床の大きさ 調査面積 i蔚 ヨ号
水温

官F
h m h m 

No.3 C 猿子~ 押t
5， 000 
10 x 30-11 20 

45.10.19 15.90C 占場 ヒメマス 8m 0.5 x O. 4 ゴリナツガニ多し
ヤマメ 4-5 

防.4 C 
金ク森崎 一 4，∞o コイ 1尾(T. L 45 cm) 10.19 15.9'C 

No.1 ηt ゴリエピ多し，ヤマメ
10.20 
bC 五色岩~

?η 1 x 1. 2 
20，000 

10-20尾
11.20 徹船 サクラマス 2 ラ-7 押1 ヒラメマス 4-5尾
12.40 1 x 1. 2 サクラマス 15-20尾

No.2 bC 千本松 一 一 一 3う，000 カワマス 4尾
10.20 15.7・c 綾子 10. 30 - 11. 00ゴリエヒ多し

No.5 bC タキ返り~ 一 20， 000 14. 20 - 15. 20 10.21 15.4.C 夜島

No.6 bC 4，∞o 除影念し 13.2-7- 13.48 10.21 15.7"C 鉛 山

地7 bC 
滝の沢 10，000' 

サクラマス 2尾
10.21 15.3.C 一 一 10.65 - 11. 17 

No.8 r タキ返り~ ヒメマス 2 7m 0.65xO.5 16，000 
16.0ラ-16.30 

10.22 150:C 生出 サクラマス 2尾
No. 9. r 焼山~膳棚 一 0.65xO.5 50，000 10.40 - 12.∞ 10.22 15.40C コリエピ少し

ヒメマス 3 勿'
計 サクラマス 2 164，000 

2.生態

(1) 人工造成産卵場K産着された天然卵の生労捧は92.4%を示し，産着されて3ク月目Vてはフイヒを完了し，

4ク月自にはふ上の態勢にあって湖底面下 15 cm以下にあるものは表層K集る傾向を示す. 5ク

月目Kは臓のうを吸収し終り益々湖底面近く Kふ出してくる。
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2ナ4表産着卵の生残経過

深 度 堀起し
調査年月日 時刻 天候 気 i忌 水温 備 考

5 cm 1 0 cm 1 5 cm 面積

AM 生 11粒 14 47 官許
44.12.10 b c -2.う。C 8.0'C 

10.20 死 12 10 8 O. 315 

AMI0.00 
生 10 25 33 

45. 1.11 b c -2.0 8.0 O. 563 

- 11. 00 死 16 8 7 

AMIO.20 生 45尾 う日属 一
45. 2.10 s -3.0 8. 0 O. 123 ふ化

-10.うO 死

AMIO.00 生 286尾
45. 3.12 c -2.0 8. 2 0.120 ふ上気味

- 11. 00 死 3t立 一
$110.∞ 生 286尾

45. 4. 6 b c 一7.0 8. 2 0.03 腐のう吸収

- 10.00 死 一

(2) 産卵稚魚群についてその雌雄比をみると雄の割合が更に培大し，体形は依然不揃いで体重に対する

する卵巣重量比は14.7-24 %の範囲Kある。

才5表稚魚の雌雄組成

年 度 ♀ 色 計 ♀(100):6 地曳網操業期間

stl赤口40 1，8 3 6尾 6 1う属 2，4 5 1尾 1 0 0 3 3. 5 40.10. .7_1 1.3 

4 1 2，28 8 1，ラ 28 3，8 1 6 100 : 6 6. 7 4 1.1 O. ぅr-l1.9 

4 2 1，6 5う 3 96 2，0 1 5 100・ 2 3.9 42.10. 5-1 1.6 

4 3 3 0 2 6 う6 1 0 0・ 8 6. 6 4 3. 9. 7-1 0.2 7 

4 4 273 316 う89 1 0 0 : 1 1 5. 7 44. 9.2ラ-20.7

4 5 3 3 2 443 7 7う 1 0 0 1 3 3.4 45. 9.22-1 1.3 

才6表稚魚の全長組成(♀のみ)

(3) ヒメマス(2・3年魚)の各月になける体長組成，摂餌状況，生殖巣重量，年令組成にヲいて

は前年度と差程変りは左い。

才 7表体長範囲

年魚(年令) 体長範囲 調査尾数

2年魚(満1年) 1 2. 7 _ 1 5. 3 cm 3尾

3 年魚(満 2~三) 1 6.0-2 1. 2 8 5 

4年魚(満3年) 2 1. 3 _ 2 3.8 8 2 

5年魚(満 4年) 2 5. 7 _ 2 7.8 5 
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赤8表生殖巣重量

♀ s 
右左右 尾数

1月 o. 1 -o. 3 5 I O. 1 5 --O. 4 5 I O. 0盆 l以下 O. 0 1以下 2尾

2月 O.3 5 I o. 3 5 I o. 0 1 fI o. 0 1 fI I 4 
3月 0.2 I 0.2 I fI I fI I 3 

4月 O.3 -O. 4 O. 2 5 -O. 4 ，， 1 fI 4 

5月一 一 o.0 5 _ O. I I O. 0 5 -O. 1 I 4 
6月 O. 1 5 I O. 1 I O. 0 1以下 一 3 

7月一 一 O.0う-2. 0 O. 0 5 - 2. 1 4 
可E

8月 O.5 - O. 1 5 I O. 0う-O. 2 5 O. 0 5 I O. 0 5 7 

1 0月 0.1以下 O. 1 -O. 2 i O. 0 1以下 I 0.0 1以下 1 3 

1 1月 0.2-O.3 I 0.1-0.5 ー|ーラ

~'2 図胃内容充満度 4.シ
2 % 

.. 1.34 
....1.24 

1% ..: .0.93 

一ー..0.57<..0.53
..ー0.71-'..0.t6 ^ r~ .;...0.71・

ー.-0.57 .0.68 

1 2 3 4 う 6 7 8 9 10 11月

才 9表年令組成

2 年 3 年 4 年 5 年 言十

1月 (50 46b尾) (50%6尾) I 2尾

2月
8尾

(46.7%7尾) 一 (ラ 3.3%) [ 5 

3月
1 6尾 [ 4尾

一 ( 5 3. 3 ~も) ( 4 6.7 % 3 0 

1 6尾 1 0尾) 
(1333号4月 (ラ 3.3% ) ( 3 3. 3 Sも 3 0 

1 0尾 [ 0尾
5月 ( 5 0 % ) ( 5 0 % 2 0 

ラ尾 [ 4尾
(54予7月 ( 2う%) ( 7 0 % 2 0 

( 2 0 仔
l尾

(70 q7b尾) 8月 C 10%) 一 [ 0 

3尾
(72.8%8尾) 9月 ( 2 7.2 Sも) 1 [ 

(7.74号
1 1尾

(7.7%l尾) 1 0月 ( 84.6 %) 1 3 

9尾
(48%6尾) 1 1月 ( 60% ) 1う

( 1. 7持
8 5尾 8 3尾

(282守計 ( 4 8. 3 Sも) ( 4 7.2 % 176 
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(4) 十和田湖になける再捕率はこれまで1.1Qもといわれてきたが，今月の調査結果ではこれを上廻

る2.7%を示した。(1 9 6 8年7月21，4000尾標識放流， 1 9 7 0年 3月末までVC584

属を再捕した。)

(51 放流椎魚は6月中旬 10'C以上に急激K水温が上昇したとき降下を開始するといわれているが，

7](温変動を辿ってみると 1967信 1 9 6 8年には6月初めに， 1 9 7 0年Kは6月下旬に夫

々降下が行なわれたと思われるが， 1 9 6 9年にはそのよう左状態は現われずにすんだものと考

えられるε

3. 資源の評価

(1) 十和田湖のヒメマス資源は上向きの傾向にあって 4-11月までの漁獲量は昨年の約2倍 (25

トン)と在っている。

(2) 十和田湖Kなけるヒメマスの再生産率l喝丘年では19 6 4年が最も高い0

;;y 1 0表 ヒメマス資源量(単位:万尾〉

年 漁獲量
そ上量 年別 年令別資源量 年級別

(親魚) 資源量 2 3 4 5 資源量
再生産率

1 9 6 0 1 6.9 1.4 1 8. 3 O.ラ 7.3 8.4 2.0 1 8.0う 1 2.9% I 
， 6 1 1 8.6 1. 1 1 9.7 O. 6 7.9 9. 1 2.1 lう.7 1 4. 3 

， 6 2 1 9. 1 1.2 2 O. 3 O. 6 8. 1 9. 4 2. 2 1 6.6 1 3.8 

， 6 3 24.8 1. 3 2 6. 1 O. 9 1 0.4 1 2.0 2.8 2 1. 5 1 6.5 

， 6 4 1 7.6 0.3 1 7.9 O.う 7. 2 8. 2 2.0 2 3. 2 7 7. 3 

， 6 5 20.6 1.4 2 2. 0 0.6 8. 4 9. 7 2.3 1 7.4 5 1 2.5 

， 6 6 2 9. 6 O. 4 30.0 O. 9 1 2.0 1 3.8 3.3 1 0.1ラ 2 5.4 

， 6 7 3 1. 9 1.3 3 3. 2 1.0 1 2.9 1 4.8 3.う

， 6 8 2 1. 9 0.0 3 2 1. 9 O. 7 8. 7 1 O. 1 2. 4 

， 6 9 8.5 0.1 8. 6 O. 3 3. 4 4.0 O. 9 

， 7 0 iう.9 O. 3 1 6.2 O. 5 7.0 7.5 1. 2 

(3) 1 9 6 0年から 19 6 7年までのそ上量 (X)と再生産率(w)との関係式を求めると， w= 

6 7.7 ( 0.2 9 1 ) xと左!J， この相関係数は一0.88でその寄与率は77 Sらと高い。
;;y3図 そ上量と再生産率との関係

，1M 
70 

60 

再50

関係式 w = 6 7. 7 ( O. 2 9 1 ) x 

相関係数一 0.88 

生40
産
率
30 

X 

'66 

20 

O. 1 O. 2 03 O. 4 O. 5 O. 6 O. 7 O. 8 O. 9 1. 0 1.1 1. 2 1. 3 1. 4 1. 5万尾

そ上量
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(4) 十和田湖Kなける適正そ上量は約8，00 0尾で回帰量は約20万尾であるが，十和田湖の場合は

適正そ上量と最大漁獲量とは略々一致する。

才 11表年級別推定回帰量

そ上量
J佐 ( 疋三 推 定 年令男!j推定回帰量(万尾)

再生産率 回帰量 2年魚 3 4 5 

万尾 万尾
1 9 67 1.3 1 3.6 2 2. 1 O. 7 8. 8 1 0.2 2.4 

， 6 8 O. 2 う2.9 1 3.2 0.4 う.3 6.0 1.5 

， 6 9 0.1 59.9 7. 5 O. 2 3.0 3. 5 O. 8 

， 7 0 0.3 46.8 1 7.ラ 0.3 8. 4 8. 3 O.う

4. 

司与

(5) 十和田湖にむける各年級別資源量は大体100万属から 150万尾前後と推定される。

(6) 漁獲されるヒメマスの天然震と人工産の魚の割合は，回帰率3~らとした場合，年によってその比

率に変動はある九天然、産魚は人工産魚の約3-6倍漁獲されている。

(7) 天然、から還元捕充される資源量は椎魚に左ゐまでの歩留を 70%とすると，卵K換算して，約

400万粒から 2，000万粒と左 9，平均して約 1，00 0万粒の卵が年々天然に産着されているこ 、
とになる。

(8) 1 9 7 1年K来併するヒメマスの量は約 12万尾と推定される今

才12表年別推定来続量

~ 2年魚 3 4 5 

， 万尾
7 1 O. 3 3.0 6.0 2. 4 1 1. 7 

， 7 2 8.4 3. 5 1.5 

， 7 3 8. 3 0.8 

• 7 4 O. 5 
』'

F
 

白
wl
 N 題査の成呆および今後の課題

1. 調査の成果

十和田湖にまタけるヒメマスの生態並びK資源に関する本質的左面Kついて除々ではあるが明らかに

なりつつある。

2. 今後の課題

(1) 本調査は長期に亘って各角度からの調査を環境の調査と並行して主?とをう必要がある。

(2) 十和田湖のヒメマス資源管理の適正を期するためKはをな下記事項の調査の継続並びに時見実施

が必要である。

A 天然餌料の時期別出現変化

B ヒメマスの時期別移動回世存分布

C 害敵による食害調査

D 稚魚の降下実態調査

E 天然、産着卵の歩留率

F 再捕率

G 産卵群の生態

， 
、、

ノ

-280ー



調‘

司ル

水質汚濁賠視事業

I 調主主国的

青森港，八戸港，坪川Kおける汚濁の現伏を把握し，清浄化対策の資料とするためおこなった。

江謁査内容

1.調査期閥昭和45年4月-46年 3月

2. 調査場所 青森港，八戸港，坪川

3. 調査員淡水養殖課長 長峰良典

技 師林義孝

4. 調査項目 塩分，選過度，濁度，'1由分， COD，鉄，銅の含有量
5. 調査方法

a 塩分 ST-2型塩分水温計Kょった
b 透過度 ERB-30-195T型透過度計Kょった

c 濁度検分球式濁度計Kょった

d '11自分 界面活性剤を添加し，'1由分をエマ Yジョイ化して上記溺度計を用いて損u定したo

e COD アルカリ'酸化法Kょった。

f 鉄 オルトフェナントロリン法によった。

g 鍋 カルバミン酸，四趨iじ炭素抽出法Kょった。

回調査結呆

1. 青森港

第1-5表のとおり，昨年度の調査結呆と大差が左かった。調査点 2(青森漁港)9 (奥内)で汚

濁か進んでいる傾向が見られた。

2. 八戸港

第 6-11表K示したとおり，夏期に濁度が高く念っておれ部分的ではあるが八戸火力発電所の

排水による水温上昇が目立っている。 CODについて見ると，新井田川の影響を受けている漁港内の

汚濁が甚だしく，また三菱製紙前が時Kよって，高い値を示している。

3. 坪川|

第 12， 1 3表K示したとおり，昨年K比較して水質の清浄化が著るしかった。この状態が続くと

調査点 6(天間ダム)から下流は，魚の棲息が可能であろう。

H 詞主主の成釆及び今後の謀題

1. 調査の成呆

(1) 青森港の水質は，ほほ昨年と同様であったが，一部で悪化の傾向が見られた。また第3表のよう

にそのときの海侃Kよっては，港内全般か非常K汚濁する日もあり，汚濁物質の流入量は相当多

いものと考えられる.

(2) 八戸港はCOD，渇度Kついて見ゐと漁港内と三菱製紙前が汚濁の傾向が強い。

(3) 坪川は鉱山排水の中和処理が実施されたため，天同タ・ムよ D下流は10ug/O以下と念!?，魚

類の接息が可能Kなったの

2. 今後の諒題

(1)問題点

青森，八戸の両港における濁度， COD等か時期的1'(，また調査点毎Kバラツキが大きく，これ

を解明するため，長期胡連続して測定する装置の設量が望まれる。
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2fi官官ては，過去 30年以上にわたって流れ続けた鉱毒は，処理対策を構ずゐことにより除
外出来ることが立証され，今後もこの状態が続くように監視する必去があゐ。
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第1表 青森港水質調査表

45.6.5 採水

I~ 日 時 気 J温水温 C.O.D i芸品 度 泊分 透過度 塩分量
PPm PPm us/_e， % %0 

4.'1.6..'1 
1 1 8. 3 9. 6 0 1 2.1 4 2 8. 3 0 
2 1 8.4 1. 7 8 8. 3 2 28.60 
3 18.6 3. 1 5 4. 8 2 2 7.3 0 
4 1 7. 1 0.97 8. 1 6 2 3. 5 0 
5 1 7.3 2.う7 6.44 2 6. 5 0 
6 1 7.3 1. 2 5 4.5 6 24.00 
7 1 7. 2 2. 5 6 3. 7 0 2 7.ラO
8 16.6 1. 6 1 2.68 3 1. 9 0 
9 16.4 0.6 6 7. 1 4 3 1. 8 0 

第 2表 青森港水質調査表

4 .'1 . 12. 2 1 採水

~ 日
時 気温水温 C.O.D 濁 度 f自分 透過度 塩分量弥 透視度

PPm PPm us/s % cm 

4.').12.21 

1 1 6. 5 0 7.7 2. 6 8 1. 9 7 9. 7 4 9 6 2 9.1 5 

2 1 7. 1 0 10.0 3.1 5 O. 2 6 1 2.7 0 94 3 2. 5 0 一
3 1 2. 10 10.0 2.49 0.3 3 1. 7 0 100 3 3. 3 5 > 30 
4 1 1. 5 0 1 0.2 2.8 2 O. 2 0 2. 3 0 100 3 3.2 5 > 30 
日 1 1. 0 0 9. 8 1. 9 0 O. 7 3 5. 4 0 9 7 3 2.6 0 >30 
6 1 0.4 0 9. 2 1. 2 1 O. 7 6 1. 0 0 9 9 3 2.8 0 >30 
7 1 O. 2う 1 O. 1 2. 4 7 0.0 2 t r 9 9 3 3.2 0 >30 
8 1 O. 1 5 7.9 1. 0 3 0.92 2.00 98 3 2.6う >30 
9 1 0.00 9.3 i 6. 3 6 0.6 3 1. 8 0 9 0 3 2. 1 5 1 7 

第 3表 青森港水質調査表
“ 46.1.22 採水

¥ 日 時 気温水温 C.O.D 渇 度 7白 分 透過度 塩分量 透視度
PPm PPm us/JI， % Ot， cm 

46.1.22 

1 1 2.00 5. 1 8.8 2.86 3. 6 2 8.86 9う 3 3.4 0 2 9.0 

2 1 1. 4 0 う.0 8. 2 4.1 5 2.う6 1. 9 0 9 7 3 2.6 0 > 3 0.0 
3 1 1. 2 8 5. 2 8. 3 4. 8 el 2.56 9. 1 6 98 3 2.5 0 >3 O. 0 
4 1 1. 1 4 う.2 7. 1 8.86 1 6.9 0 1 7.6 4 8 4 2 5.6 0 1 6.4 
日 10.5 7 4. 6 6. 9 5.5 0 3.60 9.3 0 9 5 2 8.7 0 28.0 

6 1 0.4 5 5.0 5.6 4.4 3 4. 7 8 1 2.2 0 9 4 2 2.4 0 2 3. 5 

7 1 O. 3 0 3.8 6.9 7.6 5 7.う5 1 1. 5 0 9 6 2 9.8 0 9.6 
8 1 O. 1う 4. 8 6.4 7.9 6 6. 7 0 1 3. 5 0 9う 2 8. 7 0 9. 6 

9 1 0.0 5 7.4 。.4 8.20 1 0.9 5 1 3. 3 0 94 2 7.90 8. 5 
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第 4表 !寺森港 ヱ同調査友
46.2.2;) 隊水

~ 日 時 気温 水温 C.O.D j街 度 1由 分 JZ2地区 塩分 J}j祝度
PPm PPm us/J!， % %。 C叩

ャ一一一一一一一←一一ー一一一一一一一一一一一円
46.2.25 

1 1 6 : 0 5 2.1 4. 5 1.8う 9.6 0 1 2.1 '} 9 8 3 1. 6 0 1 5.0 

2 1 6・25 -2.2 う.4 2.04 1. 7 8 8. 3 2 9 8 3 3うO >3  0 

3 1 6 : 3う -0.4 5.9 2. 7 6 3. 1 5 4.8 2 9 8 3 3. Ij 0 > 30 

4 1 6 : 5 5 - 1. 5 5. 9 2.42 り.97 8. 1 6 9 8 3 3.4 0 > 30 

5 1 7: 1う -2.0 5.5 1. 6 8 2. 5 7 6. 4 4 9 8 3 3. 5 0 > 3 0 

6 1 7: 3 5 - 1.6 5. 2 1. 0 0 1. 2 5 4. 5 6 9ν 3 3.5 0 > 3 0 

7 1 7 : 4 5 - 1. 4 5.4 1. 9 6 2.5 6 3. 7 0 9 9 3 2. 7 0 > 30 

46.2.26 

8 9: 1 0 3. 3 う.8 1. 6 3 1. G 1 98 3 3.2 0 > 3 0 

9 1.6 5. 4 ヰδ3I ~ 7.1 4 9 5 3 3.2 0 1 9. 5 

第 5表 青森海水質前査表
4 6 • 3 • 1 9 採水

ト¥自 時 気温 水温 C.υ.D i奇 )支 油 分 o過度 塩
分0，，60 
ょ2j 祝度

PPm PPm us/J!， % η1 

46.3.19 

1 1 3 : 1 0 9. 0 6. 5 O. 7 7 8. 6 9.90 94131.32 1 9.0 

2 1 3・30 8. 5 5. 9 3.08 5.0 1 6.4 0 9 5 3 2.5 4 2 7.5 

3 1 3 : 5 0 8. 3 5.4 1. 9 8 3 8. 6 7. 5 i) 9 6 3 2.9 7 > 30 

4 1 4 : 0 5 7.6 5. 3 1. 4 9 1.4う 3.2 4 9 7 3 3.5 1 > 3 0 

5 1 1 : 4 0 1 1. 0 5.4 0.9 2 2.1 8 5.7 0 9 8 3 3.1 6 > 3 0 

6 1 1 : 2 5 8.0 5. 5 1. 6 0 7. 3 1 2.40 9 3 3 3.00 2う.2

7 1 1 : 1 5 9.0 5. 4 0.9 9 O. 5 6 3.0 0 9 8 3 3. 7 6 > 30 

8 1 0・55 5. 5 1. 1 6 9 8 3 3.9 0 2 3.0 

9 1 0・40 9.0 551 3. 3 9 9.3 i 1 0.7 0 8 9 I 3 3.2 0 1 1. 8 

第 6表八戸港水質調査表
4 S 6 . 2 6 妖水

~ 自 時 7Jく {忌 C.().D f渇度 泊 分!各地度I塩分 O{早h 選祝!支
PPm J;'Pm us/J! I % cm 

45.6.26 

7 I 1・20 1 5.3 4 3.5 1 1. 0 0 7 5 2 9. 2 0 
1 .， 11 : 4 0 14.9 5 3.0 2 0.96 7 9 2 9.9 5 

1 :~ 11 : 3 0 1 5. I 4 4. 0 1 1. 5 6 8 6 3 1. 0 5 

1 4 1 1 : 0う 14.2 36.0 2.84 9 1 3 1. 6 0 

1 ;) 1 1・10 1 4.1 2 O. 9 9. 2 6 8 0 i 2 8. 6 5 

1 6 1 0・55 I 4. 7 2.3 3 t r 8 9 3 0.50 

1 8 1 0・45 1 4.5 4 0.6 0.88 8 3 3 3.3 0 

2 1 9 : 3 5 I 4.0 2. 1 5 3 3.1 0 

可2 1 0・o0 14.2 1.04 t r 9 1 
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第 7表八戸港水質諦査表
4 S • 8 . 2 7 保水

~ 己
時 乃に 温 C.O.D 局!支 油分 J}JJ邑度 塩分量 さ視ま|

PPm u.o/J:i % O，{x， 
「一

45.8.27 

7 2 2.4 2 0.3 1 1 6. 5 6 3 0.4 0 

1 2 2 1. 8 2 6. 1 0 1 8.9 6 3 2.0 5 

1 :~ 2 1. 9 7.9 3 1 2. 1 4 欠 3 1. 9う

1 4 2 2. 3 1 9.4 5 1 1. 5 4 3 1. 4う

1 S 欠

1 6 2 1. 9 O. 4 7 う.72 J同j 3 2.3 5 

1 8 2 2. 8 O. 3 0 4.80 :5 2.2 5 

2 1 2 2.6 2.2 1 4. 9 6 3 2.3 5 

2 2 2 2. 7 6.1 3 7.7 6 3 1. 9 0 

第8表八戸潜水質調査表
4fi.12.17 採水

爪¥員
時 水 i温 C.O.D 濁 度

油u.t/分J:i 議過%度塩分%量。1ぎ祝度PPm PPm C叩

4S.12.17 

7 9. 3 5 9.8 6. 0 3 5.3 9 1 2.4 U 94 3 O. 5 0 2 6. 0 

1 2 9.00 9.9 1. 7 9 2.99 8.40 9 7 3 2. 2 0 > 3 0 

1 3 8.3 0 9. 0 2. 2 0 6.7 0 1 1. 2 0 9 7 3 1. 0 0 > 30 

1 4 9.1 0 9.6 2.1 1 1.う 2 5.3 4 9 8 3 1. 7 0 ご>3 0 

1 S 9.2 5 9.4 5.2 1 1. 9 7 5. 8 8 9 9 3 2. 1 0 > 3 0 

1 6 1 O. 2 0 1 2.4 2.80 0.9 0 7. 8 6 9 7 3 2.8 0 > 30 

1 8 1 O. 5 5 9.4 3.48 2. 7う 8.8 6 9 6 2 7.ラO > 30 

2 1 lう.う 5 9. 9 2.46 2.62 4. 7 6 9 6 3 1. 4 0 2 2.0 

2 2 1 6. 1 5 9. 7 2.6 2 0.5 1 0.6 0 9 9 3 2.うO 2 3.0 

司臨

第 9表 八戸港水質調査表
461 • 2 8 採水

~ 日 時 7.K 温 C.O.D 1主5 度 千由 分 透過量 塩分量 1ぎ祝度
PPm PPm u.o/.o (うも O，{x， cm 

46.1.28 

7 1 4. 1 0 6.3 8. 7 9 1 5.2 7 2 1. 7 0 8 5 2 8. 3 9 1 9. 6 

1 2 I 3.4 0 5.4 1 1. 4 0 1 5.4 7 3 0.56 8 5 28.8 4 18.8 

1 :i 1 3.2 0 6.0 5.2 9 8.1 8 1 6.3 6 9 3 3 0.2 0 >30 

1 4 1 3.5 0 6. 7 5. 2 6 14.5 5 1 8.2 0 9 6 3 0.4 2 3 li.O 

1 fi 14.00 6. 5 2.3 4 2.8 5 1 2.4 8 9 6 3 1. 8 0 >30 

1 6 1 4.3 0 8. 5 3.8 2 1. 5 9 9. 7 4 9 4 3 3.1 0 > 30 

1 8 lう.15 6. 4 3.9 2 2. 9 0 1 2. 4 6 9 5 3 3.4 4 > 30 

2 1 1 5.5 0 6.3 4. 5 6 1 2.6 5 8 6 > 3 0 

2 2 1 5.4 0 6. 9 3. 5 6 1. 4 2 6.6 4 9 7 3 3. 1 3 > 30 
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第 10表八戸港水質調査表
46.2. 2 !'i 採水

ト¥日 時 71< 温 C.O.D 構 度 泊 分 透過度 塩分量 透視度
PPm PPm u.i/.i % %。 crn 

46.2.2!'i 

7 1 0.1 0 3. 5 3.1 3 1 3.93 1 6.40 9 2 2 0.2 0 9.0 

1 2 9.3 0 4. 2 2. 1 6 6.00 1 1. 0 0 9 7 3 0.3 0 2 3.5 

i R 9.20 4.4 1. 6 7 3.1 5 9.1 0 98 3 0.8 0 >30 

1 4 9.4 0 5.2 1. 9 1 8. 7 8 8.86 9 8 3 1. 6 0 2 8.0 

1 !'i 10.00 5. 2 1. 8 7 3.3 4 8.04 9 8 3 2. 2 0 2 7. 0 
ー与

1 6 1 0.50 9.8 1. 9 1 3.90 9.80 9 1 3 2.9.0 1 5.5 

1 8 1 2.2 0 4.9 2.3 1 1 3. 7 8 1 2.06 9 5 3 3.40 10.8 

2 1 13.00 4.9 3.5 6 2 6.5 2 3. 7 6 94 3 3.6 0 5.0 

2 2 1 2.4 0 5.8 1. 8 7 1. 8 2 6.84 9 8 >30 

第 11表八戸港水質調査表
4 6 • 3. l!'i 採水

~ 日 時 71< 温 C.υ.D r鋪 度 油分 .@過度% 塩分量 透視度
.t'Pm PPm u.i/$ 9ゐ 仰1

46.3.15 

7 1 6.0υ 5.9 1 1. 0 8 3 1. 8 0 42.0 7 3 2 9.3う 7.0 

1 2 1 6. 3 0 5.2 1 1. 0 8 30.00 3 0.6 0 7 7 3 0.00 7.5 

1 3 16.40 5.0 3.4 1 1 0.90 1 7.00 9 2 3 0.68 1 9.5 

1 4 1 6.2 0 5.3 2. 8 9 1 1. 0 0 1 8.00 9 2 3 1. 1 8 1 8.5 

1 !'i 1 6.1 0 5.5 1. 8 0 4.20 16.80 9 5 3 2.38 2 3.0 

1 6 1 4. 1 0 1 0.5 1. 7 0 4.8 0 1 1. 2 0 9 0 3フ48 2 5.8 

1 8 1 4. 2 0 5. 7 1. 6 7 9. 1 0 1 0.1 6 88 3 3.28 1 6.8 

2 1 1 5.1 0 。.5 9. 7 7 1 7. 1 0 9.24 8 1 32.99 8.9 

22 1 4.5 0 5.6 1. 6 3 1. 8 6 6.1 2 9 2 3 3. 2 5 2 4. 5 
" 

-288ー



第 12表坪川i水質調査表
4!).lO.1:~ 採水

調査点 水温 気温 P.H 若干見1k 量失 銅 天候 1漏 ヨ時

α孔 mg/s μg/s/ 

1 1 3.4 3.4 > 3， O. 0 2. 1 3 4 3言。 C 1 0月13同 1 2時 20分

2 1 4.4 8.4 5.0 O. 5 0 24.0 C " 1 2時 00分

九 1 4. 5 6. 6 5.0 O. 3 0 3 2.0 C u 1 1時 40分

4 1 2. 5 4. 6 > 3 0.0 O. 2 0 1 9. 0 C '1 1 1 時 30分

』

日 1 2.8 1 7.8 7. 2 12.0 0.20 1 2.0 C '1 1 1 時 15分

6 9. 0 1 3.0 。8 1 7.リ 0.0 3 2.0 8 1 0月20日 1 4時o0 介
8 1 1. 9 9. 9 5.0 > 3 0.0 O. 2 3 7.6 主主 u 1 5時 00分

1 0 11.7 1 3.2 i 6. 6 > 3 0.0 0，0 3 6. 0 β M 1 5時 30分

1 l 1 4.0 1 3.0 6.6 > 3 0.0 t r 4.4 B " 1 6時 00分

1 2 1 2.5 1 8.4 。.8 > 3 0.0 0.06 4.0 C 1 0 月22日 9特 υ0分

1 4 1 2.0 1 7.6 6.8 >3 0.0 O. 3 3 7.6 C M 8時 30分

1 !) 1 2.0 11 6.5 7.0 > 3 0.0 O. 4 0 4.0 C JI 8時o0分

第 13表坪J1171<質調査表

46.3.12 採水

前査点 水温 気温 P.H ;Jff祝度 鉄 剃 天候 時 刻 イ属 考

α耳 mg/s μg/s 

6 O. 2 2.4 6. 6 8.0 Tr 未測定 B 1 3 . 1 5 

8 1.7 3.2 6.6 > 3 0.0 Tr " u 1 5 • 3 5 

1 0 1.5 0.4 6. 6 >30.0 Tr " 
JI 1 5 • 5 0 

1 1 4. 4 0.6 。.8 > 3 0.0 Tr u " 16.05 

1 2 4.8 1.6 む.8 > 3 0.0 O. 1 0 u " 1 0 • 2 0 

‘ 1 4 4.2 3. 9 6.8 > 3 0.0 0.3 1 u u 16.30 

1 !) 4. 7 O. 2 6. 8 > 30.0 0.5 7 '1 " 1 6，. 5 5 
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漁 場環境保金基健調盃

I調査目的

との調査は国の委託KよJ?，岩木川VC:j;>ける鉱山排水の影響と，今後の対策を検討すゐため行ったも

のである。

E 調査内容

1.調査期間 昭和45年6月-46年3月

2. 調査場所 岩木川

3. 調査員 淡水養殖課長 長峰良奥

技 師 林 義孝

4. 調査項目 水質調査

5. 調査方法

上流より五所川原市K至る 50Kmの間VC12の調査点をとり(方1図)それぞれ水温，気温， PH 

透視度，銅，鉄，マンガンを測定した。分析法はJ1 S~~よび一般分析法K ょった。

E 調査結果

分析結果は:1'1-4表κ示すように，調査点 11が問題であるε 水資は除々 K向上し，特K銅，鉄の
滅少が目立っているものの，今回の調査で新たにと Pあげたマンガンは，水産局水基準の1.0Ppmを

上細って:td'J，たとえ，銅，鉄の影響が軽減したとしても，マンガンが除去され左い限h この水域で
の生物生産はむづかしい。しかし本流K対する影響は，今回の調査結果からは全く認められないといっ

てよい.

N 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

鉱山排水の影響は湯ノ沢川だけにとどまってなJ?本流K対する影響は念い。

2. 今後の課題

(1) 問題点

昨年度までの調査結果によると，鉱山排水に含まれる銅が主要な毒物であったが，今年度はそれ

が極めて少く念った。しかしマンガンは限界量以上の状態が続いている.

(2) 今後の課題

マンガンを除去するため，効果的左方法を見出し，排水処理を完全にする必要がある。
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岩木川水質調査点才 1図
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;y-1表岩木川水質分析表

採7J<4 5年 6月19日

No. 調査点 水温 気温 PH  透視度 鉄 鍋
採水
天候 備 考

時刻

。C 。C cm '仇苦VJ!; ug/J!; 
3 幡龍橋 1 7. 7 1 7.9 6.8 > 3 0 0.96 4 1ラ.3う 雨

4 安東橋 1ラ.7 1 6.7 6.8 > 30 o. 2 8 4 14.50 1I 

5 t長崎橋 1 5.9 1 7. 1 6. 8 > 3 0 0.96 4 1 5.00 ff 

6 富士見橋 1 6.4 1 7. 1 7. 0 > 30 o. lラ 14.4 0 I! 

- 統合頭首工 1 5. 1 1 6.4 6.8 2 8 o. 3 2 4 14.00 ff 

1 0 目 屋橋 1 4.0 1う.7 6. 7 > 30 o. 1 2 2 4 10.00 If 

県営発電所 1 3.4 1 6. 3 6. 8 > 3 0 o. 3 6 2 2 1 3.00 If 

美山湖 18.6 1 5.9 6.8 2 4 o. 6 0 5 8 12.30 I! 

湯ノ沢橋 1 8.8 1 6.8 6.6 > 3 0 1. 9 6 6 8 12.00 If 

1 1 尾太橋 1 3.7 lう.3 6. 8 2 3 0.44 9 6 1 1.4 0 If 

砂防ダム 1 4.7 1 4. 2 6.8 6 1. 3 0 260 1 1.2 5 I! 

鉱山上 1 1. 7 1 5. 2 7. 0 > 30 。 。10.45 I! 

;y-2表岩木川水質調査結果

採水昭和45年 8月20-21日

調査点 水温 気温 PH 透視度 鉄 銅 マンガン 天候 申請 三号

。C 。C cm 111'l/J!; ug/s lll'i/s 

1 2 7.0 3 1. 1 6. 8 1 6 0.47 2 0.08 B 4ラ.8.2J lう.00 

2 24.6 3 o.ラ 6.9 1 9 0.4. 1 8 o. 2 6 " If 14.00 
】首

3 2 3.6 3 1. 2 6. 8 2 3 0.0 8 。o. 3 6 If I! 1 1. 3 0 

4 24.8 3 2. 1 6.8 2 7 o. 2 3 日 O. 2 8 I! I! 1 0.4 5 • 
5 2 0.8 30.9 6. 9 2 8 o. 3 8 3 o. 3う 1I 1/ 10.0ラ

6 2 o. 4 28.6 6. 7 2 3 0.3 7 う O. 3 0 If " 9.00 

7 24.0 2 8. 7 7.0 1 3 0.3 2 7 O. 4 3 C 4 5.8.2 0 1 6. 1ラ

8 2 3.2 28.9 7. 0 9 B If 1 4. 3 0 

9 2 5.9 2 8. 0 7.4 > 3 0 0.6 1 8 O. 3 4 R fI 1 5.3 0 

1 0 2 0.3 3 O. 2 7.0 1 4 0.3 5 1 3 O.ラ8 B If 1 3.0ら

1 1 2 O. 7 3 0.2 6.ラ > 30 O. 5 4 ラ2 2.ラ4 1/ " 1 1. 3 0 

1 2 1 9.3 2 6.2 7. 4 > 3 0 O. 1 3 。 O. 0 4 If If 1 0.20 
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1'3表岩木川水質調査結果

調査質 水温 気温 PH  透視度

"C 。C C1I! 

1 9. 4 7.8 7.0 1 7 

2 9. 6 7.う 7.1 2 1 

3 9.0 7.0 7 

4 8.0 6.0 6.8 5 

5 8.6 6. 0 7.0 8 

6 7.9 5.0 7. 0 5 

7 1 1. 1 1 7.3 7.4 2 9 

8 1 0.9 1 9.4 7. 4 > 29 

9 1 2.0 1 7.6 7.3 > 30 

1 0 1 0.8 1 8.0 7.1 > 3 0 

1 1 1 0.3 1 7.0 6.8 > 30 

1 2 8. 9 1 6.3 7.2 > 3 0 

示4表 岩木川水質調査結果

調査点 水温 気温 PH  透視度

。C 匂C

1 2. 6 1.0 6.8 1 9 

2 2. 4 1.9 7.0 2 2 

3 3.8 1.8 7.2 > 3 0 

4 4. 7 2.4 7. 1 >30 

5 3.5 0.8 7. 1 1 9 

6 3.7 6.2 7. 1 2 8 

7 3. 1 2. 8 7.0 > 30 

8 積雪のため欠測

9 
" " " 

1 0 2.0 4.8 7. 0 > 30 

1 1 1.2 3.4 7.0 > 3 0 

1 2 積雪のため欠測

鉄 銅

11!'1/O ug/O 
0.80 2 

0.3 7 2 

O. 3 0 2 

O. 3 0 3 

0.3 3 2 

O. 3 3 2 

0.1 4 3 

O. 1 1 4 

0.1 1 う

0.08 7 

O. 0 7 2 2 

0.1 5 。

鉄 銅

"l'J/O 1耳r/O
0.39 1 0 

O. 3 3 2 5 

O. 3 3 1 0 

0.1 3 1 0 

0.42 う

0.1 2 1 0 

0.1 0 1 0 

0.1 4 2 0 

0.0 3 1 0 
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採水昭和45年 11月10-11日

マ Y ガy 天候 備 考

百1fi/O
0.1 8 C 4 5. 1 1. 1 1 10.00 

O. 2 2 " 11 1 0.5 0 

0.2 5 " " 
0.20 IJ 

" 
0.1 7 " " 
0.28 " 揖 1 3.2 5 

0.1 7 暫 4う.11.10 1 4.5 0 

0.1 6 IJ " 13.20 
0.0 5 担 " 1 4.00 
0.22 IJ 初 1 2. 1 0 

1. 7 5 
" 

曽 1 1. 3 0 

0.0 5 " " 10.0 5 

採水昭和46年 3月4-5日

マンガン 天候 備 考

ll1fJ/ o 
0.1 3 C 46.3.う 9. 3 5 

0.1 3 C " 9.1 0 

0.1 2 C 46.3.4 1 6. 1 0 

O. 1 0 C " 1 5.30 

O. 1 1 C " 1 5.4 0 

0.10 C IJ 1 5. 1 0 

0.1 2 C 相 1 4. 1 0 

0.1 6 C 11 1 3.3 5 

1. 0 0 C " 1 2. 1 0 

-・.'-
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サヶ，マス保護水面管理事業にともなうサクラマス調査

的

国の指定による保護水面内になけるサクラマス資源を保護培養するとともに，当該河川会よび地先海

面域 VC :jO~けるMSY( 持続的最大生産量)を把握して，サクラマス漁業の発展K資する。

自査調I 

茂

典

夫

孝

良

頑

義

峰

山

'*' 官

昭和45年 4月-46年 3月

老部川

次 長

淡水養殖課課長

淡水養殖課技師

頼

長

車

問

林

内

調査期間

調査場所

調査員

査調

1. 

2. 

3. 

E 

親魚K生育して回帰したサ

4. 調査項目

(1) 再生産K関する調査

(2) 標識放流と再捕調査

f3) 河川環境調査

5. 調査方法

(1) 再生産K関する調査

河川|内Kないては産卵期K湖上するサクラマス親魚を踏査(産卵床)VCよって確認し，地先海面
Vとついては隣接する漁業協同組合の水湯げ記録Kよって調査L-，年令査定をbこ在って年別資源を

算出した上で再生産率を求めた.

(2) 標識放流と再捕調査

年度別にヤマメ(サクラマス稚魚)VC脂ピレ切除による標識を施い
クラマスを再捕した。

河川環境調査

水温，気温については定置観測をなと左うとともに，随時流水量や底棲生物(サーバーネットに‘

よる)の調査もbこなった。

左な今年度から保護水面内の水質はA規準以上が適点されることに左ったので，

質調査もあわせてbこなった。

これに必要念水

(3) 

• 

再生産K関する調査

:1'1表 K示すとなり，地先海面 VC :jO~けるサクラマス漁獲量は漸次増加の傾向K あ Þ. 老部川K湖上

する親魚も安定化してきている。

昭和45年度の海面漁獲量は29，5 7 1尾，河川湖上は13 1 尾で合計資源量は 29.702尾と~

h このことから年令査定をなこなった後K昭和40年の再生産率を求めると 162と左る。

この数値は親魚1尾から 162尾のサクラマス親魚が再生産されたことAを意味している。

標識放流と再捕調査

各年度K:jO~ける標識j女流数と再捕尾数を才 3 表K示した科これKよると数量の増減はあるものの，

標識したヤマメは確実にサクラマス親魚と左って回帰することが立証される。このことは単K回帰数

量を検討する資料となるのみならず，地先海面でサクラマス漁業を営む漁業者の資源保護K対する理

解と啓蒙K役立つものと思われる。

果来吉査調E 
• 

1. 
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なァ1表 老部川(地先)vてなけるサクラマス再生産率

沿岸
湖上量
年別 年級別資源量(尾) 年級別

年 漁獲量 資源、量 総資源量 再生産率
3 4 5 

C増 (増 同 2 2-3 3 00 

1 9 6 3 1 2，2 7 0 1 1 2 1 2，38 2 1 1，1 4 4 1，2 3 8 一 1 3，3 3 1 1 1 9 
6 4 9，3 26 5 7 9，38 3 8，6 3 3 7ラO 1 9，2 2 2 3 3 7 

6 5 2 3，4 8 8 147 2 3，6 3ラ 2 2， 4 5 3 1，1 8 2 2 3，7 9 3 162 

6 6 1 1，3 0 2 190 1 1，4 9 2 1 1，2 1 6 276 

67 1 8，3 60 161 1 8，52 1 1 6，6 6 9 1，8 5 2 

6 8 1 6，1 0 9 209 1 6，3 1 8 1 4，6 8 5 1，3 7 0 263 

6 9 2 8，7 1 9 136 28，855 2 0，0 2 5 7，64 7 1，1 8 3 

7 0 2 9， 5 7 1 1 3 1 2 9， 7 0 2 19，963 8， 2 7 8 1，46 1 

-
才2表標識放流と再捕尾数

年 ヤマメ

標識放流数(年令)

772 ( 1 ) 

サクラマス
再捕数

昭和38 ( ， 63) 
3 9 ( ， 64) 
4 0 ( ， 65) 

4 1 ( ， 6 6 ) 

4 2 ( ， 67) 
43('_68) 

4 4 ( ， 69) 
4 5 ( ， 70) 

924 ( 2 ) 
----------百
~-6 
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;y3表老部川水質分析表

調査地点 老部橋 合流点 フ 化場 中ノ又滝

年 月 日 昭和46年 1月26日 4 6. 1. 2 6 4 6. 1. 2 6 46.1.26 

天 候 C C C G 

時 間 9時 00分 9.50 10.25 1 4.4 0 

気温 ("C) 1.9 4.8 3.4 3. 1 

水温 CC) 2.6 2.8 3.0 2. 6 

透 キ見 度 3 OC1It以上 3 OC1II以上 3 OC1II以上 3 OC1II以上

PH 6.7 6. 7 6.9 6. 7 

C OD (ppm) 0.45 0.7 1 2. 0 5 1. 1 2 

D 0 (ppm) 1 3. 1 9 1 3.0 4 1 3. 1 0 1 2.9 3 

一一

" -

， 

-2 96ー



3. 河川環境調査

中ノ又沢(フ化場下)の流水量は季節的t<<::O. 1 9 -1. 8 8 TlV' /secと変化するほか，水質については
なァ3表に示すとなりである。

この結呆は水質のA規準をほぼ満足している。

N 調査の成呆および今後の課題

1. 調査の成果

(1) 昭和45年のサクラマス河川(老部)[1 )湖上数は 131尾，地先海面漁獲量は29.571尾であ

った。

- (2) 年別資源量から老音引[1にかける昭和40年のサクラマスの再生産率を求めゐと 16 2となる。

(3) 昭和45年の老部川に公けるサクラマス産卵床は 88床，推定産着卵数は 31万粒である。

(4) 保護水面内の水質は水産用のA規準を満足している.

2. 今後の課題

(1) 間通点

河川流域の開発によ b魚類にとっての環境悪化が進んでいる。

(2) 今後の課題

ゆ 河川内のみ左らず流域全体の環境保護が必要である.

也)持続的最大生産量を把握することが望まれる。

). 

' 

。，F



ドジョウ養殖試験

I 試験白的

ドジョウの養殖用種苗生産技術と養成用餌料の検定試験をなと衣川健全念ドジョウ養殖業の確立を

はかる。

E試験内容

1. 試験期間 : 昭和45年5月-11月

2. 試験場所 : 稲垣村，本場黒石養魚場

3. 試験担当者: (本場)

淡水養殖課長 長峰良典

淡水養殖謀技師 青山禎夫

黒石養魚場長 山形 実

技師清藤 武

4 試験項目

(1) 種苗生産試験

(2) 餌料検定試験

(3) 換水量試験

5. 試験方法

(1) 種苗生産試験

天然産卵を促進する方法，抽出ホルモン剤(ゴナトロピン)を投与して産卵あ誘発する方法，完

全K人工採卵ふ化の後に放養する方法の各々について水田利用池 C97m')とコンクリート池(6 

m' )の比較をなこ左った.

A 天然産卵を促進する試験区の水田利用池には 1m'当り雌の親魚3属と，雄の親魚5尾を放養し，

コンクリート池には 1m'当り雌1.5尾と，雄5尾を放養して産卵させた。

産卵ふ!じ後は魚粉，米糖を与えたカ元ほかに天然餌料の発生も多くみらたので， これも摂餌さ

れた。

B 抽出ホノレモン剤を投与して産卵を誘発させる試験区は，雌の親魚のみにゴナトロビン 50U/ 

昆を注射(腹腔内 jしてから放養した。放養は水田制用池では 1m当り 3尾，雄 5尾の割合で，

コンクリート池Kは1m当り雌1.5尾，維5尾の割合とした。

産卵ふ化後の餌科としては，天然産T]P促進区と同様に魚粉，主|と様K天然誕生餌料が添加された。

C 人工採卵後K放養する方法は，室内十て沿いてゴナトロビン投与(1 0 0 U/尾)1rCよって採卵

ふ化飼育(餌料は粉ミノレク，ミジンコ，イトミミズ)し売仔魚を，水田利用池には 1d当り

309‘3尾，コンクリート池には 1d当り 16. 2昆の基準で放養し介。

売だし水田利用池への放養はふ化後 2-3日の仔魚であるが，コンクリート池への放養は 2.5 

ク月飼育後のものである。

(2) 餌料検定試験

4投餌区分tてついて 11 9臼間飼育をま子ζ左い，主主育状況や増重tてついて観察したほか体重に対
する生産餌料費の算出を辛子乙在った。

A 全期間を通じてドジョウ亘量の 10%の餌料(魚粉と米糠を向量)を毎日給餌する。

B 季節月りに給餌主主を変える。即ち 6-8月はドジョワ亘量の 10%(魚粉，米様をI司量)を給餌

し， 9-1 0月は亘量の 8% (同配合)を給餌した。とれしは水温の上昇期に給餌を多くして，生

育の増進をはかるためである。

C 従来の魚粉や米練vc鮮魚を加えた。その割合は鮮魚(入手難の場合は魚粉)2 lrC対し米糠 1の
-298-
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配合とし介。

D ワナギ養成用ベレット(イ一九;;7ード)を亘量の 10%ずつ毎日給餌した。

(3) 換水量試験

コンクリート池にまずいて 7f!/min注水，水深 20 cm，放養基準 15 09/ぱと 70f!/min
注7]¥，7]¥深 4Ocm，放養基準 3009/ばとの比較をたこない生育状況や増量率にてコいて観察した。

E試験結呆

1 種苗生産試験

種苗生産は，天然、産卵促進区の水田利用池では平均全長 7.3cm，平均体重1.39のものが 14 9.1 

尾/ぱ(全量 18. 8均)で，コンクリート池では平均全長 9.7町平均体重4.89のものが5.5 尾~，

(全量 O.1 6 K9 )であった心単位面積あたり生産数量では水田利用池がまきり.生長度はコンクリー

ト池がすぐれていた。(第1表)

抽出ホ jレモン斉Ij(ゴナトロピン)を投与して産卵を誘発する方法では，水田を利用した場合Vては平

均全長 7.9cm，平均体重1.89のものが10 6.5尾/d生産ぎれた。

コンクリート池の場合には 2.5尾/'m2で，魚体は平均全長 8.2cm，平均体重1.89であったじ

人工採卵はコナ卜ロヒ。ン 100U/尾を投与し，水田利用池にふ化後 2-3日で放養(3 0，0 0 0 

尾)して飼育したが，取り上げ段階では10，5 0 0尾(1 0 8.2尾/m2)に減少した。

コンクリート池には，ふ化後2.5ヶ月飼育した後Vて放養したが(1 6尾/m2)，取り上げ時Vては平

均全長9.9cm，平均体重 5.39 v[生育してはいたものの 2.8尾/m2V[減少していた。
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第 1表種苗(稚魚)生産方法の比較

抽K 出ホルモン剤
生 産 方 法 天然産卵促進 よる産卵誘発 人 工 採 !'is 

ゴナトロビン 50U/'尾 ゴナトロビン 100U/尾

池 σコ 手重 類 水 田 エグリート池 水 国 コンクリート池 水 回 コンクリート池

面 積 (m2) 97 6 97 6 97 6 

年 月 日 6.30' 70 6.29' 707 6.30'70 6.29'70 6.18'70 9.3'70 

放 早 3 1. 5 3 1.ラ

基準(尾/m2) 309. 3 16.2 
?ミ 5 う 5 5 

平 300 9 3∞ 9 
尾 数(尾) 30，0∞ 97 

6 500 30 500 30 

早 13.9 lう.5 13.9 16.4 
平均全長 (C1Il) フ化仔魚 4.6 

合 8. 6 9.0 8.6 9.0 

養 平均体重('1 ) ♀ 11.9 19.8 11. 9 22.4 
フ化仔魚 O. 7 

合 2. 9 3.0 2.9 3. 0 

月 10_11 1 2 1 0 --1 1 12 1 0 --1 1 1 2 

取 取上げ重量(K9 ) 17.8 0.159 17. 5 O. 048 12.2 0.090 

全 尾 数(尾) 13，690 33 9， 720 15 10，170 17 

昆 数(尾/m2) 141. 1 5. 5 100.2 2. 5 104.8 2.8 
上

全 長 (C1Il ) 7. 3 9. 7 7. 9 8. 2 平 7.2 9. 9 

均 体 重 ('1 ) 1.3 4.8 1.8 3. 2 1.2 5. 3 

げ 重 量 (K9) 1.0 。 1. 1 。 0.4 。
尾 数(属) 770 。 610 。 330 。

総 重 量 (K9) 18.8 0.159 18.6 0.048 12.6 0.090 

尾 数(尾) 14，460 33 10， 330 15 10，5∞ 
生.

重量('1) 194 27 192 8 130 15 
生産考f

産 昆数展} 149.1 5.5 106.5 2.5 1C泡.2 2. 8 
L_  
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b
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水 田ーーーーーー一ー稲垣村

コンクリート池ーーーーー一一長石巷魚場
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2. 餌料検定試験

4投餌区分の総合比較を第2表K示すが， ζれ，r，とよ 9，総合的K判断すると従来の乾燥餌;料K鮮魚
を加えた試験区の成績が最も良好であった。

第 2表餌料比較試験

区

給餌

給餌日

尾数(尾)

重量(fi' ) 

平均全長(cm)

平均体重(fi')

分

量(9)

数(日)

終了a'

開始b

終了b'

開始 C

終了c'

開始d

終了d'

不明尾数(尾) e 

法制定除去尾数(尾)f

尾数(尾)g
総生産

重量(9)h

増肉係数 i

増 量 率 J 

生産餌料費円/K9(体重)

泊 給 餌|時期別給餌|乾燥+鮮魚餌料|ベレツト

魚粉=米糠|魚粉 =米糠 1;魚粉または鮮魚2 1ウナギ用ベ

魚粉→体重×会 I6~8 月→体重 xïb-I :米糠 1の割合で|レツト魚体
米糠→体重×古川10月→体重×剥悼の合 i重の査
魚粉|米粉|魚 粉|米 糠|魚粉|鮮魚|米糠|ウナギ用

5， 295 1 5，29う 1 5，496 I 5，496 16，8∞11，28014，0401ベレツト
10，590 I 10，992 I 12，120 I 9，380 

119f 119 1 1191 119 

6 

2 8 1 

2 7 

900 

2 5 0 

9. 1 

1 2.06 

3. 2 

9. 3 5 

229 

2 5 

3 2 

299.2 

中

止

6 

2' 8 1 

1 9 8 

90 0 

1，60 0 

9.1 

1 1. 6 1 

3. 2 

8. 0 7 

54 

2 9 

2 2 J 

1，7 8 3.5 

1 5.7 

し98

262.0 

6 

281 

2 J 7 

900 

1，9 2 0 

9.1 

1 1. 3 9 

3. 2 

8.8 5 

5 

5 9 

2 7 5 

6 

281 

243 

9 00 

2，0 0 0 

9.1 

1 1. 3 8 

3. 2 

8. 2 3 

7 

3 1 

273 

2，43 3.8 12，2 4 6.8 

I 1. 8 8.5 

2. 7 0 2.5 0 

2 3 5.4 5 0 1. 0 

一給餌量g=a'+(f-~XI00) h=gxd' i="iJ':''b j=τ 
魚粉:6 0円/匂米糠:2 5円/K9 ウナギ用ベレット:1 2 0円/K9 鮮魚:5 0円/除

3 換水量試験

7.e/min区と 70 .e/m i n区の比較では顕著な差は認められ念かったが， ζれはドジヨク
主として底面を荊用しているため，水量かそのま L収容規制要因K影響を与えるものでは念いもの l

思われる。
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N 試験の成呆および今後の課題

1.試験の成果

(1) 天然産卵促進区の水回利用池vC;f，>ける 1d当り生産は， 1 4 9，1尾でコンクリート池の 5.5vc勝

ることがわかった。

(2) 抽出ホノレモン剤を投与して産卵を誘発した場合には，投与し左い場合陀比べて産卵が牟いようで

ある。

(31 試験結呆から種笛生産は，天然産卵を促進させる方法がもっとも経済的かフ効率的と忠われる。

(41餌料としては従来使用してきた乾燥餌料し魚粉，米糠)に生鮮魚を加えた場合生育の促進が実証

された。

2 今後の課題

(1) 問題点

ドジョワ主養殖が当面している問極点、には次の4項昌があけられる。

A 単位面積あたりの生産性が低い。

B 増肉係数が悪い。

C 笑用的魚病対策が確立されていない。

D 効果的収獲万法が左い。

(2) 今後の課題

A 効率的経済的餌料を開発するとと。

B 収容量の増大が可能左養殖方法を検討するととJ

C 安定かつ経済的左種苗生産技術を確立すること。
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